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令和４年伊豆市議会３月定例会 

 

議 事 日 程（第１号） 

 

                   令和４年２月２２日（火曜日）午前９時３０分開会 

 

日程第 １ 会議録署名議員の指名 

日程第 ２ 会期の決定 

日程第 ３ 諸般の報告 

日程第 ４ 市長施政方針 
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日程第２９ 議案第２７号 伊豆市行政財産の目的外使用に関する条例の一部改正について 

日程第３０ 議案第２８号 伊豆市消防団条例の一部改正について 
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本日の会議に付した事件 

 議事日程に同じ 

───────────────────────────────────────────────── 

出席議員（１５名） 

     １番  小 川 多美子 君      ２番  浅 田 藤 二 君 

     ３番  鈴 木 優 治 君      ４番  飯 田   大 君 

     ５番  黒 須 淳 美 君      ６番  下 山 祥 二 君 

     ７番  杉 山 武 司 君      ８番  星 谷 和 馬 君 
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    １３番  青 木   靖 君     １４番  三 田 忠 男 君 

    １６番  杉 山   誠 君 

欠席議員（１名） 

    １５番  永 岡 康 司 君 

───────────────────────────────────────────────── 

地方自治法第１２１条により説明のため出席した者の職氏名 

市 長 菊 地   豊 君 副 市 長 佐 藤 信太郎 君 

教 育 長 梅 原 賢 治 君 総合政策部長 新 間 康 之 君 

総 務 部 長 伊 郷 伸 之 君 危 機 管 理 監 稲 村 俊 一 君 

市 民 部 長 加 藤 博 永 君 健康福祉部長 栗 山 信 博 君 
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産 業 部 長 滝 川 正 樹 君 建 設 部 長 山 田 博 治 君 

建 設 部 理 事 白 鳥 正 彦 君 教 育 部 長 佐 藤 達 義 君 

───────────────────────────────────────────────── 

職務のため出席した者の職氏名 

事 務 局 長 稲 村 栄 一 次 長 永 沼 健 一 

主 査 杉 本 優 美   
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開会 午前 ９時２９分 

 

◎開会宣告 

○議長（小長谷順二君） 皆さん、おはようございます。 

  本日、15番、永岡康司議員より欠席の届出がありますのでお知らせをいたします。 

  ただいまから令和４年伊豆市議会３月定例会を開会いたします。 

  本日の出席議員は15名であります。定足数に達しておりますので、会議は成立いたしまし

た。 

 

◎開議宣告 

○議長（小長谷順二君） 直ちに本日の会議を開きます。 

 

◎議事日程説明 

○議長（小長谷順二君） 議案説明のため、地方自治法第121条の規定により、市長以下、関

係職員の出席を求めましたので、御報告申し上げます。 

  本日の議事日程は、お手元に配付のとおりでありますので、御了承願います。 

 

◎会議録署名議員の指名 

○議長（小長谷順二君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

  会議規則第88条の規定により、議長において指名いたします。８番星谷和馬議員、９番鈴

木正人議員を指名いたします。 

 

◎会期の決定 

○議長（小長谷順二君） 日程第２、会期の決定を議題といたします。 

  お諮りいたします。 

  今定例会の会期は、本日から３月23日までの30日間にしたいと思います。これに異議ござ

いませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（小長谷順二君） 異議なしと認めます。 

  よって、会期は本日から３月23日までの30日間と決定いたしました。 

  なお、会期中の会議予定につきましては、お手元に配付してあります会期日程表のとおり

ですので、御了承願います。 

  次に、休会日についてお諮りいたします。 

  本定例会における休会日は、会期日程表に記されたとおりとしたいと思います。これに異

議ございませんか。 
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〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（小長谷順二君） 異議なしと認めます。 

  よって、休会日は会期日程表に記されたとおりにすることに決しました。 

 

◎諸般の報告 

○議長（小長谷順二君） 日程第３、諸般の報告を行います。 

  初めに、監査委員からの法に基づく例月出納検査結果並びにその他、議長等の会議、出張

等につきましては、お手元に配付した資料のとおりです。 

  次に、過日行われました組合議会等の報告の申出がありますので、これを許します。 

  まず、伊豆市沼津市衛生施設組合について、５番、黒須淳美議員。 

〔５番 黒須淳美君登壇〕 

○５番（黒須淳美君） 皆さん、おはようございます。５番、黒須淳美です。 

  ただいま議長より報告の許可をいただきました伊豆市沼津市衛生施設組合議会について報

告いたします。 

  去る２月１日、沼津市役所において、令和４年第１回定例会が開催されました。議事に先

立ち、施設長より、現在、伊豆市佐野地区に建設中の新焼却施設が、令和４年12月に完成予

定となっていることに伴い、土肥戸田衛生センターへのごみの搬入が終了することから、処

理施設管理費については減額の予算となっているとの報告がありました。 

  続いて、議第１号 令和４年度伊豆市沼津市衛生施設組合会計予算についてが審議されま

した。 

  歳入歳出１億446万8,000円で、前年度対比3,584万1,000円減額するものです。歳入のうち、

両市の分担金は7,689万8,000円で、伊豆市分が前年度に比べ2,446万2,000円減の4,428万

2,000円、負担割合は57.6％です。主な減額理由は、歳出、衛生費の需用費、修繕料等の減

に加え、歳入で前年度の諸収入の増により繰越金が増額になったことによるものです。繰越

金は2,750万円で、前年度より1,400万円の増になります。 

  次に、歳出の主なものとして、衛生費、ごみ処理施設管理費は8,472万2,000円で3,115万

6,000円の減、衛生費、需用費は4,113万1,000円で2,873万8,000円の減となっています。主

な減額理由は修繕料において運営に支障のないよう、必要な修繕等を計上したもので、焼却

炉本体、各種コンベアなどについては前年度までに実施済みで良好な状態のため、次年度は

実施しないことなどによるものです。 

  事務局の説明の後、質疑はなく、採決の結果、全会一致で可決されました。 

  以上で令和４年第１回伊豆市沼津市衛生施設組合議会定例会についての報告を終わります。 

○議長（小長谷順二君） 次に、伊豆市伊豆の国市廃棄物処理施設組合について、13番、青木

靖議員。 

〔１３番 青木 靖君登壇〕 
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○１３番（青木 靖君） 13番、青木靖です。 

  伊豆市伊豆の国市廃棄物処理施設組合議会について報告をいたします。 

  令和４年２月10日、伊豆市議会議場において、令和４年第１回定例会が行われました。 

  冒頭、管理者、菊地豊伊豆市市長より行政報告があり、新ごみ処理施設の進捗状況につい

て、現在、土木建築工事とプラント工事が並行して進められており、本年令和４年８月に試

運転を開始、10月中旬からは個人の直接搬入を除く２市の収集業者及び許可業者のごみの受

入れを開始し、燃焼試験の後、令和５年１月から正式稼働する予定であるとの報告がありま

した。 

  また、昨年12月の工事車両の排気ガスによる生活環境影響調査の結果は、保全目標値に適

合しており、本年度中、あと２回調査が行われるとのことでした。 

  新ごみ処理施設の正式名称については、次回８月定例会に施設設置条例が上程される予定

で、新施設稼働後の両市の負担割合については、本年９月に両市の市議会に諮る予定である

とのことでした。 

  続いて、議案第１号 令和３年度補正予算（第２回）については、令和３年の工事が岩盤

層の処理等に起因し、工事の一部などを令和４年度に繰り越すための繰越明許費の設定をす

るもので、全会一致で可決されました。 

  議案第２号 令和４年度会計予算では、歳入歳出総額28億6,700万円で、令和４年度の主

な事業は新ごみ処理施設建設工事が、うち26億6,400万円余、ほかに令和５年１月から令和

24年12月までの施設運営維持管理業務委託１億900万円余などとなっており、全会一致で可

決されました。 

  その後、議案第３号 個人情報保護条例の一部を改正する条例の制定、議案第４号 伊豆

市市町総合事務組合を組織する地方公共団体の数の減少及び規約の変更についての２議案に

ついても全会一致で可決され、定例会の日程を終了しました。 

  引き続き、全員協議会が開催され、新施設稼働開始後の関係市の負担金の負担割合案の運

用規定について協議がされました。負担割合案では、組合運営事務費が均等割50％、ごみ量

割50％。施設運営業務委託費が均等割10％、ごみ量割90％であること。適用する実績ごみ量

は、前々年度の値とすること。施設運営業務委託費から当施設の発電による売電収入を差し

引いて両市の負担金を算定すること。この売電収入については、4,000万円から5,000万円程

度が見込まれること。稼働開始後の年間経費は概算で45億円程度であること。それを両市の

実質負担比率として、伊豆市が42.91％、伊豆の国市が57.09％で、それぞれ分担する予定で

あることなどが説明されました。 

  また、確認の質疑の中で、木質系のごみが多いと発電量が増えること。電力の買取価格に

ついては、ＦＩＴの分が20年間固定で１キロ17円、ＦＩＴ以外の事業者の買取分は１キロ

8.5円で試算したが、今後は下がってくることが予想されるとの説明がありました。 

  なお、新施設稼働後の関係市の負担金の負担割合については、本年９月に両市の市議会に
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諮られます。 

  以上で伊豆市伊豆の国市廃棄物処理施設組合議会の報告を終わります。 

○議長（小長谷順二君） 次に、駿東伊豆消防組合について、２番、浅田藤二議員。 

〔２番 浅田藤二君登壇〕 

○２番（浅田藤二君） おはようございます。２番、浅田藤二です。 

  駿東伊豆消防組合議会についての報告をさせていただきます。 

  議会は、令和４年２月４日、沼津市寿町にある消防本部で行われ、出席しました。 

  管理者の頼重沼津市長をはじめ、副管理者、議員16名及び関係職員が出席し、開催されま

した。 

  ４件が提案され、初めに、諸般の報告において、鈴木消防士長が第29回静岡県消防職員意

見発表会において最優秀賞を受賞され、４月25日に栃木県宇都宮市で行われる関東支部大会

に出場することになりました。タイトルは「緊急車両接近通知システム」。サイレンやマイ

ク、赤色灯などの従来のドライバーへの周知方法では、車の居住性が向上し、防音機能が強

化され、さらにオーディオ機器の進化により車内での音楽、テレビ、ラジオを楽しむ人が増

えたことから、緊急車両に気づかない交差点での事故が増えています。 

  救急車などの緊急車両走行時において、ＧＰＳなどを用いてカーナビやスマートフォンの

地図アプリに緊急走行中の緊急車両を表示させ、映像と音声でドライバーに知らせるシステ

ムを提案しています。２年連続で駿東伊豆消防本部から最優秀賞が出ました。心強く感じ、

皆様に御報告申し上げます。 

  専決処分１件の報告がありました。 

  報第１号 消火活動中での損害賠償額決定の報告です。 

  消防組合職員が火災の消火活動中に、個人宅の浄化槽の蓋を破損させたもので、賠償額は

２万7,500円との報告がありました。 

  議第１号 静岡県市町総合事務組合規約の一部変更について報告します。 

  養護老人ホームとよおか管理組合が、静岡県市町総合事務組合から脱退することによる規

約の一部変更協議についてです。 

  議第２号 令和３年度駿東伊豆消防組合会計の補正予算（第２回）について。 

  オリンピックにおいて、予定していた時間外勤務手当について、歳入歳出の予算の総額か

ら633万3,000円を減額するものです。 

  議第３号 駿東伊豆消防組合職員の服務の宣誓に関する条例の一部改正について。 

  これは、地方公共団体における書面規制、押印、対面規制の見直しに基づく条例の改正で

す。 

  議第４号 令和４年度駿東伊豆消防組合会計予算について。 

  歳入歳出それぞれ66億6,998万5,000円と定め、伊豆市の負担金は６億4,396万9,000円、加

盟市町を比較した負担割合は10.63％です。重点事業として、耐用年数を経過した消防司令
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システムの部分更新、高規格救急自動車３台、老朽化の激しい消防ポンプ車両等４台、はし

ご車のオーバーホールなどを行い、災害対応を強化していきます。 

  これらの議案は全会一致で可決されました。 

  令和３年度の伊豆市の火災件数は18件、救急搬送人員は1,618人でした。 

  以上、報告を終わります。 

○議長（小長谷順二君） 次に、三島市、伊豆市及び伊豆の国市電算センター協議会について、

１番、小川多美子議員。 

〔１番 小川多美子君登壇〕 

○１番（小川多美子君） １番、小川多美子です。 

  三島市、伊豆市及び伊豆の国市電算センター協議会運営委員会の報告をさせていただきま

す。 

  ２月９日水曜日、午前10時から、三島市、伊豆市及び伊豆の国市電算センター協議会運営

委員会が三島市役所で開催されました。 

  この運営委員会は、３市の市長によって構成される協議会に先立ち、提出される議案につ

いて事前に協議、確認をする場です。運営委員は、３市10名の議員で構成され、関係する市

から職員も出席の下、協議会会長の豊岡武士三島市長が議長で会議が進められました。 

  伊豆市からは飯田議員と私、小川が出席いたしました。 

  提案された議案は４議案です。 

  １、事業計画案について、２、予算案について、３、負担金について、４、監査委員の指

定案についてです。 

  １つ目の事業計画案は、前年度に引き続き、社会保障・税番号制度への対応や税業務、住

民記録業務、国民健康保険業務、福祉系業務など、基幹業務の共同電算処理を実施するとと

もに、３市の情報担当部門、民間の計算センターと連携し、コンピューター機器の更新及び

管理を行っていくことと、令和元年から開始している基幹業務のシステムのクラウド化につ

いて、クラウド化未対応業務システム環境への移行を引き続き実施していくことのことです。 

  ２つ目の予算案では、令和４年度予算総額７億972万円で、前年度予算額７億2,156万

4,000円に対し、1,184万4,000円の減額となっております。 

  ３つ目の負担金については、三島市が４億292万3,000円で前年度より1,572万2,000円の減、

これは財務会計システムの更新完了によるものです。伊豆市は１億2,666万9,000円で前年度

より221万1,000円の増、これは電子申請システムによるものです。伊豆の国市は１億5,412

万7,000円で676万7,000円の増で、セキュリティー対策と電子申請システム等によるもので

す。 

  ４つ目の監査委員については、３市のうちから２名で構成され、令和４年度は伊豆市から

永岡康司議員、伊豆の国市から古屋鋭治議員を指定する案が報告されました。 

  そのほか安全対策に対する質問があり、遠隔地での保管管理は大丈夫かとの問いに対して、



－9－ 

保管されている場所は地震や洪水等、災害の影響を受けない場所であるが、万一の被害に備

えて週１回、重要な記録データの保管管理を依頼しているとのことでした。 

  ほかに、自治体ＤＸの推進に関する質問に対して、行政システムの標準化、共通化に関し

ては、３市で足並みをそろえ、共同で進めてまいりますとの回答がありました。 

  以上、協議会にかける議案について、いずれも原案どおり協議会に付していくことが確認

されました。 

  以上で報告を終わります。 

○議長（小長谷順二君） 以上で、諸般の報告を終わります。 

 

◎市長施政方針 

○議長（小長谷順二君） 日程第４、市長施政方針を行います。 

  これを許します。 

  市長。 

〔市長 菊地 豊君登壇〕 

○市長（菊地 豊君） 皆さん、おはようございます。 

  令和４年伊豆市議会３月定例会に際し、施政方針を申し述べます。 

  私の施政は、生産性革命に徹したいと思います。日本生産性本部が公表した2021年データ

によると、ＯＥＣＤ加盟38か国のうち、日本の時間当たり労働生産性は23位、１人当たり労

働生産性は28位となっています。かつては世界トップレベルであったことを考えると、生産

性の向上こそが我が国の最も根源的な課題であると考えられます。 

  伊豆市内のあらゆる活動の生産性を高め、今日より明日がよくなることを実感し、未来を

担う若者たちが生き生きと活動することのできる環境を整えれば、その結果として、人口減

少対策になると確信します。市職員においても、行政事務をより効果的、効率的なやり方に

改善し、職員が企画した事業の成果を実感できれば職員の士気が向上し、その雰囲気は市民

にも伝わります。明るい好循環を生むことが大切だと思います。 

  以下、具体的事業における生産性向上イメージの一例を申し述べます。 

  まず、移住・定住政策について。 

  人口減少が厳しい伊豆市において、市内全域で「人口を増やします」という政策は実現性

がありません。そこで、これまで以上に対象とする地区や施策を具体化してまいります。 

  まず、都市計画の見直しなどにより確実に効果が見えている牧之郷地区は、さらに住宅地

環境の整備を促進します。伊豆箱根鉄道13駅のうち、最も乗降客数が少ない駅として、むし

ろ伸び代があるとの見方もできます。 

  また、中伊豆と天城の小学校、土肥小中一貫校は、絶対に維持しなければなりません。八

幡地区周辺、青羽根地区周辺、土肥中心部においては、移住・定住施策を強化します。 

  次に、観光振興政策について。 
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  伊豆の基盤産業である観光について、コロナ要因を除けば、そもそも静岡県への来客数が

増えている中で、伊豆だけが落ち込んだままの状態を続けていることに問題があります。宿

泊客数1,000万人、観光交流客数4,000万人の数字は、ハワイへの観光客数が600万人である

ことを考えれば、いかに大きな数字かということが分かります。それが毎年増えていかない

のは、お客様の満足度が、いま一つなのではないか。私たちは立地の優位性に甘えていない

かと考えてみる必要がありそうです。 

  既に来ているお客様に消費喚起していただくことには予算は要りません。必要なのは、市

内の観光事業者がほかの観光施設を紹介してくれる勇気、伊豆市長である私が、市外に宿泊

されたお客様に「伊豆にお泊りいただき、ありがとうございました」と言える勇気だけです。

お客様の滞在時間を長くするため、伊豆全体で取り組むという私たちの心意気が、１人当た

り消費額を高める、つまり生産性を向上させるための肝だと考えています。 

  また、伊豆での観光は非日常を楽しむことですので、観光拠点整備は必要不可欠です。歴

史の修善寺、里山の中伊豆、文学の湯ヶ島、海と夕日の土肥というコンセプトを明確にして、

それぞれの風情を際立たせるための観光地整備を着実に進めてまいります。 

  次に、福祉政策について。 

  昨年４月、伊豆市では福祉相談センターを開設しました。相談窓口としては一元化を果た

しています。将来的には、サポートが必要な人たちが一緒に住み、一緒に働くことのできる

ようなエリアづくりを検討したいと考えています。それまで当面は、社会福祉協議会をはじ

め、市内の福祉事業所の連携を強化して利便性を高める、つまり生産性を向上させるよう努

めてまいります。 

  一つのモデルが、社会福祉法人春風会が設置し、運営している「ふらっと月ヶ瀬」です。

かつては複数の機能を持つ複合施設は、設置が容認されなかったそうです。しかし、こども

園、デイサービス、障害者就労施設の機能を併せ持つ「ふらっと月ヶ瀬」は、開設直後から

視察が相次ぎ、その後、避難所機能も備えて、現在では４つの機能を有する複合施設になっ

ています。明らかに福祉事業の生産性を高めた、新たな姿だと評価されるべきものです。 

  次に、教育政策について。 

  市長として私が考えるよい学校とは、児童生徒が行きたくなる学校、親が子供に行かせた

くなる学校、教職員が勤務したくなる学校です。突き詰めると、児童生徒が行きたくなる学

校ということになります。子供が元気なら親も喜ぶでしょうし、児童生徒が元気なら先生も

教えやすいと思います。 

  そこで、伊豆市の問題は、児童生徒の選択肢が少ないことであり、学級と部活動の減少に

象徴されます。これを克服するためには、新たな中学校を核として、市内の小学校、土肥小

中一貫校、さらには高校との連携をさらに強化することです。つまり、小規模校に無理して

選択肢を持たせるのではなく、中核となる学校の機能を充実させ、どの学校でもその機能を

活用できるように連携することです。 
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  ３つの中学校において新たな中学校に入学予定の生徒に、令和５年４月から新しい制服を

導入したいとの報告が、教育委員会からありました。私は、これに合わせて中学校の部活動

も一体化してほしいと考えています。週末や休日はほかの中学生と一緒に部活動を行う。そ

のための移動手段を市が支援するというものです。 

  静岡県教育委員会が、令和５年から伊豆総合高校土肥キャンパスへの全国募集を始めると

の発表がありました。市長としては、土肥キャンパスにマリン・スポーツ部などを設置し、

市内の中学生にも門戸を広げてほしいと思います。それが可能になれば、市内生徒の選択肢

を確保することになります。さらに、小中学生が土肥小中一貫校との交流をすることで、伊

豆市が持つ土肥の海のよさを享受することができ、ほかの市町よりも選択肢が増えることに

なり、生徒の満足度、つまり教育の生産性は確実に高まります。 

  次に、危機管理について。 

  いかなる災害においても「死者を出さない」という目標を達成するためには、避難しかあ

りません。一人でも多くの市民が確実に避難するため、住民から近く、使い慣れている自主

避難所を増やすことが効果的だと思います。 

  また、市職員が一人一人の安否確認や避難所の運営に当たっていては、本来業務が滞る、

つまり災害支援の生産性が低下してしまいます。防災の法的責務は市町村にあり、職員は可

能な限り本来業務に集中することが望ましい姿です。 

  さらに期待したいのが、高校生、中学生の活動です。生徒たちはしっかり訓練しておけば、

十分に活躍してくれます。高齢化著しい伊豆市においては、これまで積み重ねてきた防災訓

練に加えて、高校生、中学生の具体的な役割をお願いする段階に来ていると考えています。 

  次に、行財政改革について。 

  公務員は本来、やりがいのある仕事です。市民の役に立ち、お金を頂ける仕事が面白くな

いはずがありません。イギリスの元首相チャーチルは、「世の中で星の数ほど職業はあるが、

人のために尽くす「公務」ほどすばらしい仕事はない」と述べ、マールバラ公爵という大貴

族の地位を捨て、平民となって首相への道を切り開いたそうです。 

  しかし、我が国サービス業の生産性の低さは、もはや世界の共通認識になっています。サ

ービス業の生産性を高めるための大きな手段がＤＸ、デジタルトランスフォーメーションで

あり、これを推進するため、ロボティク・プロセス・オートメーション、ＲＰＡと略称され

るそうですが、民間企業では導入されつつあります。これにより、業務の効率化、作業の品

質向上とエラー発生率が格段に改善されるものと期待されています。 

  また、包括的アウトソーシングで業務遂行の体制を抜本的に見直すとともに、個々の業務

の効率化を進めることで、伊豆市行政の生産性をこれまでにない速度で高めてまいります。 

  人口減少の影響が今以上に顕在化する伊豆市においては、過去の事業をそのまま継続する

ことはできません。現在の我が国の生産性が低くとどまっている理由は、過去に必要な投資

を行わなかった結果と言われています。伊豆市も将来のための投資財源を確保することは必
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須であり、そのためには効果の小さい事業、目的達成のために貢献しない事業は、大胆に縮

小することが求められます。 

  最後に、行政と議会の相互作用について。 

  行政と議会との相互作用における生産性向上も忘れてはならない課題です。これまでの施

政方針では、当初予算における重要事業の説明をしてきました。しかし、本会議での議案質

疑、委員会における議案審議でも同じ議論が繰り返されてきたように感じています。 

  今回、施政方針の内容を大きく変えたのは、議会にも生産性革命をお願いしたいとの思い

です。傍聴やネット配信で本会議を見ている市民の方々が議会に関心を持ち、市の課題を理

解し、市の施策を自分ごととして考えるような場にしていただきたい。本会議においては、

市が進むべき方向、それを実現するための政策、そして、より効果的、効率的に事業化する

手段など、傍聴される市民にとっても分かりやすい議論が展開されることが望まれます。市

が進むべき方向性と達成された姿を市民と共有することが、行政と議会の生産性向上にとっ

て不可欠な条件であると確信しています。 

  新型コロナウイルスも、いずれ終息します。来るべき春は、そう遠くはありません。総合

計画で示した方向に進むために、それぞれの重点目標を最も効果的で効率的に実現していく。

すなわち、伊豆市の生産性革命に着手することが、令和４年度に私が目指す施政の方針です。 

  以上です。 

○議長（小長谷順二君） 以上で市長施政方針を終わります。 

 

◎報告第２号の上程、説明、質疑 

○議長（小長谷順二君） 日程第５、報告第２号 専決処分の報告について（静岡県市町総合

事務組合規約の一部を変更する規約）を議題といたします。 

  提出者から報告を求めます。 

  市長。 

〔市長 菊地 豊君登壇〕 

○市長（菊地 豊君） 報告第２号は、静岡県市町総合事務組合構成団体の「養護老人ホーム

とよおか管理組合」が、令和４年３月31日をもって解散することに伴い、静岡県市町総合事

務組合規約の一部を変更する規約について、専決処分したので報告するものです。 

  詳細について、総務部長に説明させます。 

○議長（小長谷順二君） これをもって専決処分の報告を終わります。 

  専決処分の報告に関し、補足説明の申出がありますので、これを許します。 

  総務部長。 

〔総務部長 伊郷伸之君登壇〕 

○総務部長（伊郷伸之君） おはようございます。 

  私から専決処分の補足説明をさせていただきます。 
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  この今回の市町総合事務組合規約の変更につきましては、市町構成団体の数の変更につい

ては専決処分をお認めいただいておりますので、このたび専決をさせていただきました。 

  養護老人ホームとよおか管理組合、こちらは磐田市、浜松市、森町の２市１町で運営され

てきた団体でございます。入所者の減少や採算の悪化など、組合運営について協議を重ねた

結果、令和３年３月31日に施設を閉鎖し、令和４年３月31日をもって解散することとなった

ということでございます。 

  専決処分書の４ページをお開きください。 

  新旧対照表でございます。 

  こちらの別表第１、第２から「養護老人ホームとよおか管理組合」を削る変更でございま

す。 

  令和４年４月１日から施行となります。 

  補足説明は以上です。 

○議長（小長谷順二君） 以上で補足説明を終わります。 

  これより報告第２号について質疑を行います。 

  質疑はございませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（小長谷順二君） 質疑はないものと認め、質疑を終結いたします。 

 

◎議案第４号～議案第８号の上程、説明 

○議長（小長谷順二君） 日程第６、議案第４号 令和３年度伊豆市一般会計補正予算（第12

回）から、日程第10、議案第８号 令和３年度伊豆市下水道事業会計補正予算（第１回）ま

での５議案を一括して議題といたします。 

  提出者から提案理由の説明を求めます。 

  市長。 

〔市長 菊地 豊君登壇〕 

○市長（菊地 豊君） 議案第４号から議案第８号までの５議案について一括して提案理由を

申し上げます。 

  その前に、新型コロナウイルス感染症対策のために計上した国の第３次地方創生臨時交付

金分２億1,300万円の予備費について、活用状況を報告いたします。 

  コロナ対策の予備費として、昨年９月議会でお認めいただいた、県が実施する、ふじのく

に安全・安心認証を受けた飲食店及び宿泊施設に対し、奨励金を支給する事業について、想

定件数を上回る申請がありましたので、1,320万円を追加で充用いたしました。 

  １月議会までに報告した分と合わせた総額は１億2,381万7,000円となっております。 

  議案第４号について提案理由を申し上げます。 

  歳出においては、御幸橋駐車場用地を公共用地取得事業特別会計から購入する用地購入費
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１億3,900万円、地籍調査事業5,739万円余、新型コロナウイルス感染症の影響により減収が

見込まれる指定管理施設に対する損失補塡金4,090万円などを増額する一方、県の補助事業

採択が来年度に見送られたことに伴い企業立地事業費補助金を減額いたしました。 

  歳入においては、新型コロナウイルス感染症の影響による減収を補塡する地方税減収補塡

特例交付金9,529万円余と、財政調整基金からの繰入金８億2,000万円余を減額する一方で、

普通交付税の追加交付分３億3,000万円余、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交

付金の３次交付分の精算として２億3,365万円を計上したほか、繰越金５億5,726万円余を増

額するなど、補正総額として２億7,381万8,000円を増額し、歳入歳出予算額を248億3,330万

円とするものです。 

  併せて、新中学校の整備や市道整備など、年度内の完了が困難と見込まれる事業に対する

繰越明許費の設定16件のほか、防災対策事業など２件について地方債補正の追加及び変更を

それぞれお願いするものです。 

  議案第５号は、御幸橋駐車場用地を一般会計に売却することによる売払収入と積立金それ

ぞれ１億3,259万円を増額し、歳入歳出予算額を１億5,149万円とするものです。 

  議案第６号は、国民健康保険基金積立金4,207万円、保険基盤安定負担金の国及び県への

償還金1,471万円余などを計上し、歳入歳出予算額を41億396万9,000円とするものです。 

  議案第７号は、静岡県後期高齢者医療広域連合負担金が確定したことに伴う納付金143万

円余を増額し、歳入歳出予算額を４億7,643万2,000円とするものです。 

  議案第８号は、国の追加補正予算により令和４年度事業を前倒しすることとし、管渠及び

処理場改良費3,560万円を増額し、歳入歳出予算額を14億9,884万1,000円とするものです。 

  詳細について、それぞれ担当する部長に説明をさせます。 

○議長（小長谷順二君） これをもって提案理由の説明を終わります。 

  補足説明の申出がありますので、これを許します。 

  初めに、議案第４号について、総合政策部長。 

〔総合政策部長 新間康之君登壇〕 

○総合政策部長（新間康之君） それでは、私から議案第４号 令和３年度一般会計補正予算

（第12回）となりますが、補足説明をさせていただきます。 

  議案書の６ページを御覧いただきたいと思います。６ページをお開きください。 

  こちらが補正第12回の予算書となり、第１表につきましては、今回の補正に該当する歳入

歳出それぞれの款及び項について補正前額と補正額、補正後の金額について記載をしてござ

います。 

  続いて、８ページをお開きください。 

  第２表、繰越明許費補正でございます。こちらにつきましては、16の事業の追加設定をお

願いするものとなります。 

  理由といたしましては、新型コロナウイルス感染症の影響によるものをはじめ、関係機関



－15－ 

や地権者等との協議や調整に不測の日数を要したことになどにより、年度内の事業の完了が

見込めないことから、令和４年度への繰越しをお願いするものとなります。 

  次に、９ページ、第３表、地方債補正でございますが、こちらは追加と変更がございます。

追加といたしましては、この後、御説明する歳出予算に計上いたしました旧ＪＡ小下田支店

を指定避難所として利用するための土地購入費460万円を防災対策事業として新たに計上す

るもの。それから、急傾斜地崩壊対策事業については、県が施工する急傾斜地崩壊対策事業

に対する市の負担金が増額となったことから、こちらは増額分について限度額の変更を行う

ものでございます。 

  歳入歳出予算の詳細につきましては、３月補正予算資料に基づいて、主なものについて御

説明をさせていただきます。 

  ３月補正予算の資料のほうを御用意いただきたいと思います。 

  ３ページをお開きいただきたいと思います。 

  歳出から御説明をいたします。 

  総務費では、マイナンバーカード所有者の転出入に係る手続のワンストップ化のためのシ

ステム改修に352万円。 

  民生費では、施設利用者の増加に伴う障害福祉サービス費と障害児通所給付費を計2,516

万円増額するほか、国の経済対策による放課後児童クラブの支援員や保育士等の賃上げに係

る費用を児童福祉総務費と保育所費にそれぞれ計上をいたしました。 

  商工費では、今年度中の交付を予定しておりました企業立地事業費補助金について、半導

体不足により機械機器の納入が遅れ、事業開始が令和４年度にずれ込むこととなったため、

令和３年度予算を全額取下げを行いまして、令和４年度当初予算に再計上したことから

2,704万6,000円を皆減するほか、新型コロナウイルス感染症の影響などにより減収が見込ま

れる指定管理施設への損失補塡金4,090万円や御幸橋駐車場用地購入費１億3,900万円を計上

してございます。 

  土木費ですが、道路新設改良費の金額がゼロとなっております。こちらは、市道の舗装修

繕計画の策定業務委託料に不用額が出たことから、来年度に実施を予定しておりました市道

新町線改良工事を前倒しをして着手することとし、委託料を減額する一方、工事費を増額計

上するもので、相殺する形となりますので予算の増減はございません。 

  急傾斜地崩壊対策費の負担金665万5,000円につきましては、先ほど地方債補正において御

説明した理由から、また、国土調査費の地籍調査事業費の増については、国からの依頼によ

り令和４年度分の事業を前倒しして実施するため、補正対応で予算計上し、繰り越しして事

業実施するものになります。こちらが5,739万8,000円。 

  続いて、消防費でございますが、こちらも先ほど地方債補正に計上した旧ＪＡ小下田支店

を指定避難所として利用するための土地購入費469万円。 

  歳出の最後、諸支出金については、各種基金の運用利子の見込額、それから、繰越金の残
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額を積み立てるため基金費1,778万4,000円を計上いたしました。 

  最後に、歳入でございます。 

  資料の１ページにお戻りいただきたいと思います。 

  地方特例交付金では、新型コロナウイルス感染症に伴う地方税の軽減措置による減収を補

塡するための特例交付金について、影響額が当初の見込みを下回りましたので9,529万5,000

円を減額をいたします。 

  地方交付税では、国が補正予算により追加交付を行うこととしたため３億3,019万7,000円

を増額。 

  国庫支出金では、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金の３次分について計

上し、精算を行うほか、歳出で御説明させていただきました各事業に係る負担金、補助金を

計上してございます。 

  続く、県支出金についても、同じく各事業に係る負担金、補助金の計上となります。 

  繰入金では、歳入不足の財源として計上しておりました財政調整基金からの繰入れの必要

がなくなりましたので、８億2,027万1,000円を全額減額するほか、繰越金では、令和２年度

の剰余金の残額５億5,726万1,000円を計上いたしまして、精算をするものでございます。 

  議案第４号、一般会計補正予算については以上でございます。 

○議長（小長谷順二君） 次に、議案第５号について、総務部長。 

〔総務部長 伊郷伸之君登壇〕 

○総務部長（伊郷伸之君） それでは、議案第５号の補足説明をさせていただきます。 

  議案書の36ページをお願いいたします。 

  今回の補正は、公共用地取得事業特別会計から一般会計への土地の売渡しに伴う補正とな

ります。 

  まず、不動産売払収入の補正前の額1,866万円のうち、市道越路嵐山線改良工事に伴う道

路用地として、当初予算で1,701万円を計上してございました。今回、御幸橋駐車場用地と

この道路用地合わせまして、合計で2,692平方メートル、金額にしまして１億4,960万円を一

般会計へ売り渡します。当初予算計上済みの1,701万円と１億4,960万円との差額、今回１億

3,259万円を補正させていただくものでございます。 

  歳出につきましては、同額を積み立てるものでございます。 

  補足説明は以上です。 

○議長（小長谷順二君） 次に、議案第６号及び議案第７号について、市民部長。 

〔市民部長 加藤博永君登壇〕 

○市民部長（加藤博永君） おはようございます。 

  それでは、議案第６号 令和３年度伊豆市国民健康保険特別会計補正予算（第４回）の補

足説明をさせていただきます。 

  議案書の50ページ、51ページをお願いいたします。 
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  今回の補正でございますが、歳入歳出それぞれ6,106万6,000円増額し、総額で41億396万

9,000円とするものでございます。 

  まず、６款１項１目の国民健康保険基金積立金でございますが、国民健康保険事業の健全

な運営を図るためのもので、繰越金の確定に伴い4,207万円を増額するものでございます。 

  次に、８款１項５目の償還金でございますが、総額1,471万8,000円の増額でございますけ

れども、令和２年度の国民健康保険会計検査で保険基盤安定負担金の算定誤りの指摘を受け、

これに伴いまして国庫支出金と県支出金の返還金となります。 

  ８款２項１目一般会計繰出金も同様に、会計検査で指摘を受けました保険基盤安定負担金

の市負担分481万8,000円を一般会計に繰り出すものでございます。 

  次に、歳入を説明させていただきます。 

  議案書戻りまして、48、49ページをお願いいたします。 

  ６款繰越金でございます。5,901万3,000円は、令和２年度の繰越金の確定に伴うものでご

ざいます。 

  10款災害等臨時特例補助金、これにつきましては、新型コロナウイルス感染症の影響によ

る令和３年度分国民健康保険税減税分の補塡となります。 

  国民健康保険の補正については以上でございます。 

  引き続きまして、議案第７号 令和３年度伊豆市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１

回）の補足説明をさせていただきます。 

  議案書の62、63ページをお願いいたします。 

  歳出から説明させていただきます。 

  ２款１項１目後期高齢者医療広域連合納付金でございます。これは、法令に基づき算定さ

れました負担金額が確定したことから143万2,000円を増額するものです。 

  また戻りまして、すみません。歳入でございます。 

  議案書の60、61ページをお願いします。 

  ３款の保険基盤安定繰入金でございます。143万2,000円は、静岡県後期高齢者医療広域連

合への負担金の確定に伴う一般会計からの繰入れとなります。 

  補足説明は以上でございます。よろしくお願いいたします。 

○議長（小長谷順二君） 次に、議案第８号について、建設部長。 

〔建設部長 山田博治君登壇〕 

○建設部長（山田博治君） それでは、私より議案第８号 令和３年度伊豆市下水道事業会計

補正予算（第１回）について補足説明をいたします。 

  議案書は65ページからになります。 

  今回の補正予算は、国の第１次補正予算の積極的な活用依頼を受け、令和４年度に実施予

定の業務を一部前倒しして実施するため、資本的収入及び支出の増額を行うものでございま

す。 
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  68ページをお願いします。 

  まず、下段の資本的支出ですが、１項建設改良費、２目管渠改良費では、ストックマネジ

メント計画に基づき、瓜生野、熊坂、牧之郷地区の管渠洗浄調査業務委託に1,100万円、管

渠耐震診断調査業務委託に660万円。３目処理場改良費では、白岩浄化センター改築と耐震

化実施設計に1,800万円を計上し、資本的支出としまして合計で3,560万円の増額を補正する

ものとなります。 

  上段の資本的収入としましては、１項企業債が900万円、４項の補助金が国庫補助金1,700

万円、資本的収入の合計は2,600万円の増額となります。 

  65ページをお願いします。 

  資本的収入が資本的支出額に対して不足する額は、消費税及び地方消費税資本的収支調整

額、過年度分損益留保資金並びに当年度分損益勘定留保資金にて補塡をいたします。 

  以上で補足説明を終わります。よろしくお願いします。 

○議長（小長谷順二君） 以上で補足説明を終わります。 

  ただいま議題となっております議案第４号から議案第８号までの５議案に対する質疑は、

３月２日開催予定の本会議において行います。 

  ここで10時40分まで10分間休憩いたします。 

 

休憩 午前１０時３０分 

再開 午前１０時３９分 

 

○議長（小長谷順二君） それでは、休憩を閉じ、会議を再開いたします。 

 

◎議案第９号の上程、説明 

○議長（小長谷順二君） 日程第11、議案第９号 令和４年度伊豆市一般会計予算を議題とい

たします。 

  提出者から提案理由の説明を求めます。 

  市長。 

〔市長 菊地 豊君登壇〕 

○市長（菊地 豊君） 議案第９号について提案理由を申し上げます。 

  まず、当市を取り巻く状況として、来年度は新型コロナウイルス感染症による厳しい状況

が徐々に緩和され、持ち直しの動きが見られるものの、地域経済の回復にはしばらく時間が

かかることから、引き続き厳しい財政運営が続きます。 

  一方で、第２次伊豆市総合計画後期基本計画に基づく新たなまちづくりの実施や東京2020

大会のレガシー継承など、令和４年度は、伊豆市が次のステップへ踏み出す第一歩となる重

要な年となります。 
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  そのような状況を踏まえて、令和４年度当初予算につきましては、「本格的な人口減少社

会の到来に向けた戦略的対応」と「将来にわたる安定的な行財政運営の堅持」の２本柱を軸

に、「市民と共有したいありたい姿」の実現に向けた予算編成といたしました。 

  予算規模といたしましては、新中学校の建設や松原公園津波避難複合施設整備などが本格

化する一方で、広域廃棄物処理施設や同報無線のデジタル化などの大型事業が完成のめどを

迎えることから、歳入歳出総額は214億3,000万円となり、過去最大となった昨年度に比べて

４億3,900万円、率にして２％の減となります。 

  まず、歳入について。 

  市税は、市民税の減収を見込む一方で、軽減措置の収量による固定資産税の増額や観光客

の回復による入湯税の増額などを見込み、40億5,504万3,000円としました。 

  地方交付税は、普通交付税が国の地方財政対策から前年度交付決定額と同水準の交付額を

見込み46億8,000万円としました。 

  特別交付税は、特殊事情として算定していた東京2020大会関連経費の減を見込み５億300

万円としました。地方交付税全体では51億8,300万円となっています。 

  国・県支出金は36億4,649万5,000円を、市債は、合併特例債や辺地・過疎債など、有利な

起債を優先的に活用し36億7,840万円を予算措置しました。 

  次に、歳出です。 

  主要事業について、総合計画後期基本計画の体系に基づく６つの重点目標と主な取組につ

いて御説明いたします。 

  重点目標１、「少子化対策と次代を担う人材の育成」について。 

  その具体的政策である、結婚から子育てまで切れ目ない支援として、助産施設整備補助事

業に250万円、妊産婦サポート事業に137万円を計上したほか、教育の充実として、新中学校

整備事業に11億8,676万円、児童待合所創出事業に678万円などを計上してあります。 

  また、土肥地域の高校魅力化支援事業として、伊豆総合高校土肥キャンパスにおける県外

生徒募集に向けた取組を行います。 

  ２つ目に、「安全で心地よい生活環境の創出」について。 

  その具体的政策である、福祉・医療の充実として、中伊豆温泉病院の移転新築事業補助に

６億円、災害時における要支援者の避難行動計画作成事業に156万円を計上したほか、安

全・安心なまちづくりの推進として、松原公園津波避難複合施設整備事業に６億5,640万円、

国が推進するカーボンニュートラル関連として住宅用蓄電池システム設置に対する補助事業

に100万円を計上いたしました。 

  ３つ目の「産業力の強化」について。 

  その具体的政策である、地域産業の発展による市内経済の活性化として、東京2020大会レ

ガシー創出、オリパラ競技会場の聖地化や自転車を活用したまちづくりに関する事業に

2,598万円、市内金融機関などと連携した事業継承支援事業に200万円を計上したほか、豊富
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な農林水産資源の再構築として、わさび資料館の整備や「伊豆わさび」のＧＩ登録に向けた

取組など、わさびの郷構想推進事業に1,793万円を計上いたしました。 

  ４つ目、「まちへの誇りの醸成とブランド力の向上」について。 

  その具体的政策である、人の流れを呼び込む魅力的な暮らしの実現として、移住サポータ

ーによる移住定住やシティープロモーション促進のためのネットワーク形成事業に220万円、

市内の豊富な地域資源を活用し、「キャンプ王国・伊豆市」を目指す伊豆キャンどっと混む

プロジェクトに600万円、修善寺駅前の空き店舗を活用した修善寺拠点創出事業に1,070万円

を計上したほか、伊豆市に住むことの愛着や誇りの醸成として、市内中学生に向けて地域で

活躍する人材などによる多様な生き方を学ぶ機会を創出する実学教育支援事業に83万円を計

上いたしました。 

  ５つ目、「魅力あふれる拠点の創造と交通体系の確保」について。 

  その具体的政策である、未来を切り拓くためのまちづくりとして、牧之郷駅周辺整備事業

に１億7,936万円、拠点性の高いエリアなどに民間事業者による宅地開発を誘導するための

支援補助事業に1,500万円を計上したほか、地域力の向上として、バス路線維持事業に１億

4,243万円、地域づくり協議会に対する交付金として6,548万円を計上しました。 

  ６つ目の「将来にわたる安定的な行財政運営の堅持」について。 

  その具体的政策である、安定した歳入の確保として、ふるさと納税促進事業に４億3,063

万円、移住定住を促進するための戦略的プロモーション事業に1,061万円を計上したほか、

徹底した歳出の抑制として、窓口業務や公共施設の保守管理業務などの包括的アウトソーシ

ング導入に１億7,700万円、行政手続のオンライン化や行政事務の効率化などに取り組む自

治体ＤＸ推進事業に2,775万円を計上いたしました。 

  また、旧橘保育園跡地や旧さくらこども園の利活用の検討など、公共施設の解体・跡地利

用検討事業に9,263万円を計上し、公共施設の整理・統合を行うなど、将来的な歳出の抑制

の取組も進めてまいります。 

  歳入歳出予算は以上となりますが、そのほか、新中学校建設工事など15件について債務負

担行為を設定したほか、地方債については、地方交付税の振替措置である臨時財政対策債の

ほか、広域処理施設整備事業、新中学校整備事業などの財源として、総額36億7,840万円の

借入れを予定しております。 

  詳細について、総合政策部長に説明をさせます。 

○議長（小長谷順二君） これをもって提案理由の説明を終わります。 

  補足説明の申出がありますので、これを許します。 

  総合政策部長。 

〔総合政策部長 新間康之君登壇〕 

○総合政策部長（新間康之君） それでは、私から令和４年度一般会計当初予算について補足

説明をさせていただきます。 
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  お手元に配付させていただきました令和４年度一般会計予算のファイルと、それから、令

和４年度伊豆市当初予算資料ということで、２つの資料を御用意いただきたいと思います。 

  まず初めに、ピンク色の予算書のほうから御説明をさせていただきます。 

  まず、ファイルの表紙を１枚めくっていただきますと、ページの付番がなくて恐縮なんで

すが、令和４年度一般会計予算書という見出しの紙が入っております。 

  続いて、１枚めくっていただきますと、「議案第９号」で始まる予算総則、そして、その

次のページに第１表、歳入歳出予算と続いております。 

  先ほど補正でも申し上げましたが、こちら第１表のほうに当初予算の款及び項の金額につ

いて、それぞれ記載してございますので、御確認をいただきたいと思います。 

  続いて、２枚めくっていただきますと、第２表、債務負担行為の表がございます。第２表、

債務負担行為でございます。 

  こちらにつきましては、15の事業について設定をお願いするものになります。 

  上からホームページ保守委託、こちらは令和４年度に予定をしております市のホームペー

ジのリニューアルに当たり、５年間の保守委託を行うことから令和５年度から９年度までを

期間とし、設定をいたします。 

  続いて、２つ目、定住促進事業、それから、３つ目のひとり親移住定住促進事業補助金、

この２つにつきましては、補助金の交付期間が24か月となっており、令和４年度に受付をし

たものについては令和６年度まで交付期間が及ぶということで、令和５年度から６年度に設

定をしております。 

  それから、４つ目の指定ごみ袋製造運搬業務委託、こちらは令和５年度分のごみ袋の製造

運搬業務について、令和４年度中に発注をする必要があるため。 

  それから、２つ飛びまして、７つ目の農業経営安定対策利子助成金でございます。こちら

は、農業者ローンやリースに係る利子に対し、７年間にわたり助成をするものでございまし

て、令和４年度申請分は助成期間が令和11年度までとなりますので、期間を令和５年度から

11年度に設定をしてございます。 

  それから、その次の創業者等支援事業補助金でございますが、令和４年度分につきまして

は12か月間家賃補助を行うため、令和５年度を期間として設定。 

  それから、ずっと飛びまして、次のページ、表の最後になります。市民文化ホール照明シ

ステム借上料、こちらは市民文化ホールの照明設備をリース機材で改修を行いまして、７年

間でリース料を支払うため、期間を令和４年度から11年度までとして設定をさせていただい

ております。 

  その他、５番目、６番目のリサイクルセンター、９番目の松原公園津波避難複合施設、そ

れから、11番目からの（仮称）日向公園、それから、新中学校、これらの事業につきまして

は、それぞれ複数年にわたる事業となりますので、事業の実施に必要な期間の設定をしてご

ざいます。 
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  なお、その中で（仮称）日向公園につきましては、用地買収を県の土地開発公社にお願い

いたしまして、その買戻しを複数年で行いますので、工事に係る設定は令和５年度のみとな

っておりますが、土地の購入費につきましては令和５年度から令和６年度と設定期間が異な

っております。 

  続いて、次のページ、第３表の地方債でございます。 

  こちらにつきましては、当初予算において各種事業の財源とするため、借入れを予定する

ものが一覧となっております。 

  まず、一番上でございますが、実質的な普通交付税であります臨時財政対策債２億円を計

上、広域処理施設整備事業では、伊豆市伊豆の国市廃棄物処理施設組合に対する新ごみ処理

施設建設工事に係る負担金分について、合併特例債で借入れを行います。 

  リサイクルセンター整備事業では、施設整備に一般廃棄物処理事業債を活用をいたします。 

  地域医療対策事業につきましては、中伊豆温泉病院移転のための公的病院移転新築事業費

補助金に合併特例債による借入れを行います。 

  治山事業では、県単治山工事に防災対策事業債を活用。 

  続く、市民農園と松原公園管理事業には過疎債の活用を予定しております。 

  市道整備事業につきましては、市道の長寿命化や改良工事、照明灯の整備などに公共事業

等債、辺地債、それから、緊急自然災害防止対策事業債を活用を予定しております。 

  急傾斜地崩壊対策事業では、県への負担金と市の実施する工事の財源といたしまして、防

災対策事業債の借入れを予定しております。 

  港湾整備事業につきましては、大藪岸壁やフェリーターミナル周辺整備を行うため、過疎

債を活用。 

  牧之郷駅周辺整備、それから、市営住宅管理事業につきましては、合併特例債。公園整備

事業では、（仮称）日向公園整備に公共事業等債の借入れを予定をしております。 

  消防施設管理事業では、ホースタワーの改修、消防設備管理事業では、消防ポンプ車の購

入の財源といたしまして、緊急防災・減災事業債を活用いたします。 

  防災対策事業では、松原公園津波避難複合施設整備に合併特例債と過疎債を活用するとと

もに、（仮称）日向公園整備に緊急防災・減災事業債の借入れを行うものでございます。 

  最後、新中学校整備事業につきましては、合併特例債と学校教育施設等整備事業債を活用

いたしまして、令和４年度の地方債限度額の総額といたしましては36億7,840万円となって

おります。 

  それでは、歳入歳出予算につきまして、令和４年度当初予算資料に基づいて御説明をさせ

ていただきたいと思いますので、御用意をお願いいたします。 

  歳入から御説明をいたします。 

  予算資料の１ページをお開きいただきたいと思います。１ページをお願いいたします。 

  まず、市税でございます。よろしいでしょうか。 
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  市税のうち、個人の市民税につきましては、新型コロナウイルス感染症の影響による所得

の落ち込みにより、前年度比6,925万円、5.5％の減。法人市民税におきましても、同じく新

型コロナウイルス感染症の影響による企業収益の悪化を見込みまして、前年度比2,835万円、

17.4％の減としております。 

  固定資産税でございますが、こちらは新型コロナウイルス対策の中小事業者等に対する特

例の軽減措置が令和３年度で終了することなどから、前年度比３億1,009万円、15.9％の増

としました。 

  続いて、軽自動車税につきましては、種別割として、新規登録から13年経過による経年重

課や新税率適用車両の登録台数が増加していることから、前年度比214万円、2.2％の増。環

境性能割は、令和３年度までの実績から、前年度比46万円、7.4％の減となっております。 

  市たばこ税は、売り渡し本数の減少から、前年度比900万円、3.8％の減。入湯税は、コロ

ナが終息し、観光客が増加することを見込みまして、前年度比808万円、８％の増としてお

ります。 

  以上から、市税全体といたしましては40億5,504万円、対前年度比２億1,315万円、5.5％

の増を見込んでおります。 

  続いて、２ページの地方交付税でございます。 

  地方交付税のうち普通交付税は、地方債の借入れや減収不足に対する措置を見込むほか、

国の地方財政対策を考慮いたしまして対前年比９億8,000万円、26.5％の増としております。

一方、特別交付税につきましては、これまで特殊事業として算定をしておりました東京2020

大会関連経費がなくなったことから、前年度比8,300万円、14.2％の減となり、普通交付税

と特別交付税を合わせた地方交付税全体といたしましては51億8,300万円、前年度比８億

9,700万円、20.9％の増を見込んでおります。 

  ２ページの下でございます。 

  市債でございますが、総額と財源とする事業は先ほど第３表のところで御説明をしたとお

りで、前年度比22億9,220万円、38.4％の減となっております。 

  ３ページを御覧いただきたいと思います。 

  ３ページに移りまして、その他、寄附金につきましては、ふるさと納税寄附目標額を来年

度は、令和４年度は10億円と定め取組を行っていくため２億円の増。繰入金でございますが、

市債の償還に減債基金を6,900万円充当するほか、地域振興基金からは地域づくり交付事業

やバス路線維持事業に１億5,600万円、伊豆市伊豆の国市廃棄物処理施設組合への負担金の

うち、新施設の整備分について8,501万円を環境衛生施設整備基金から、また、ふるさと納

税につきましては、寄附者の指定する事業の財源とするため５億7,528万円を、ふるさと伊

豆市応援基金からそれぞれ繰入れを行います。財政調整基金につきましては、大型事業の財

源として５億円の繰入れを予定しており、繰入金全体といたしましては14億4,280万円、前

年度比では１億3,329万円、10.2％の増となっております。 
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  続きまして、歳出に移りますが、歳出につきましては、本日、それから、明日予定いたし

ます全員協議会におきまして各担当課から事業の詳細について御説明をさせていただきます

ので、私のほうからは予算を性質別として説明をさせていただきたいと思います。 

  予算資料の３ページの下段を御覧いただきたいと思います。 

  歳出予算、義務的経費でございます。まず、義務的経費でございますが、人件費につきま

しては、包括的アウトソーシングの開始や人事院勧告による手当の減などにより金額で

6,850万円、率では2.3％の減となっております。 

  扶助費は、生活保護費が減少する一方で、障害福祉サービス費が増額いたしますので、対

前年度比7,370万円、3.2％の増。 

  地方債の元利償還金等に要する経費である公債費でございますが、こちらにつきましては、

東こども園や道の駅伊豆月ケ瀬の整備のために借り入れた起債の償還が始まりますので、前

年度比9,700万円、5.8％の増となりました。 

  したがいまして、義務的経費全体といたしましては71億1,751万円で、対前年度比では１

億220万円、1.5％の増となっております。 

  続いて、４ページの投資的経費でございますが、全体で44億6,132万円、対前年度比で

5,967万円、1.4％の増となっております。 

  内訳といたしましては、普通建設事業費のうち補助事業について、市道整備工事費が減少

する一方で、新中学校、それから、松原公園津波避難複合施設の整備など、大型事業などに

より対前年比20億350万円、369.1％の大幅な増額となっております。 

  また、単独事業では、デジタル同報系防災行政無線の整備が完了いたしましたので、前年

度比18億5,413万円、50.8％、こちらは大幅な減となっております。 

  その他といたしまして、物件費では窓口や施設管理の包括的アウトソーシングを開始する

ことから、対前年度比２億914万円、率にして6.6％の増。補助費等は、大平地区に整備をい

たします中間土場やバス路線維持に対する補助金、ふるさと納税の返礼品に要する費用が増

加いたしますが、広域廃棄物処理施設の建設工事負担金が減額となりますので、対前年度比

９億2,485万円、19.7％の減となりました。 

  一般会計については、以上でございます。 

○議長（小長谷順二君） 以上で補足説明を終わります。 

  ただいま議題となっております議案第９号に対する質疑は、３月２日開催予定の本会議に

おいて行います。 

 

◎議案第１０号～議案第２４号の上程、説明 

○議長（小長谷順二君） 次に、日程第12、議案第10号 令和４年度伊豆市公共用地取得事業

特別会計から、日程第26、議案第24号 令和４年度伊豆市矢熊財産区特別会計予算までの15

議案を一括して議題といたします。 



－25－ 

  提出者から提案理由の説明を求めます。 

  市長。 

〔市長 菊地 豊君登壇〕 

○市長（菊地 豊君） 議案第10号から議案第24号まで一括して提案理由を申し上げます。 

  令和４年度の特別会計について、議案第10号、公共用地取得事業特別会計に84万円、議案

第11号、国民健康保険特別会計に41億3,800万円、議案第12号、後期高齢者医療特別会計に

５億900万円、議案第13号、介護保険特別会計に38億1,400万円をそれぞれ計上いたしました。 

  次に、企業会計について、議案第14号、水道事業会計は、順次進めている老朽管の布設替

えや中伊豆地区の中央監視操作施設整備などを実施する予定で５億7,797万円余。 

  議案第15号、簡易水道事業会計について、これも老朽管の布設替えや柿木大野の送水ポン

プの改修などのために１億4,749万円余。 

  議案第16号、温泉事業会計は、源泉施設の設備更新や配湯管の布設替えに加え、温泉事業

経営改革計画策定などを行うこととし7,351万円余を見込みました。 

  議案第17号、下水道事業会計は、各施設の維持管理、大平地区の管渠の工事、処理場等の

改築工事や耐震対策の設計などを実施する予定で13億6,000万円余を見込みました。 

  議案第18号から議案第24号までの各財産区特別会計については、山林の維持管理や管理会

経費など、必要な予算を措置しております。 

  詳細について、それぞれ担当する部長に説明をさせます。 

○議長（小長谷順二君） これをもって提案理由の説明を終わります。 

  補足説明の申出がありますので、これを許します。 

  初めに、議案第10号及び議案第18号から議案第24号までの８議案について、総務部長。 

〔総務部長 伊郷伸之君登壇〕 

○総務部長（伊郷伸之君） それでは、私から総務部所管の特別会計について補足説明させて

いただきます。 

  当初予算の予算資料、こちらで説明をさせていただきます。 

  予算資料の６ページをお願いいたします。 

  表にあります特別会計のうち、議案第10号、公共用地取得事業特別会計でございますが、

令和４年度におきましては不動産の売払収入の減によりまして、主に駐車場等の貸付料とし

て84万円を計上してございます。令和３年度に対して1,800万円の減でございます。 

  続いて、下の表、財産区特別会計でございます。こちらは、財産区が管理します山林など

の財産の維持管理や管理会の運営に要する経費が主なものでございます。 

  ２つ目の議案第18号、持越財産区特別会計204万円、対前年度比42万円の減。 

  議案第19号、市山財産区特別会計16万円、対前年度２万円の減。 

  議案第20号、門野原財産区特別会計６万円、対前年度６万円の減。 

  議案第21号、吉奈財産区特別会計220万円、対前年度35万円の減。 
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  議案第22号、月ヶ瀬特別会計356万円、対前年度47万円の増、こちらは墓地の環境整備に

220万円を計上していることから増額となっております。 

  議案第23号、田沢財産区特別会計12万円、前年度変わらず。 

  議案第24号、矢熊財産区特別会計15万円、対前年度５万円の減。 

  以上、７財産区の特別会計でございます。 

  総務部所管の特別会計は以上でございます。 

○議長（小長谷順二君） 次に、議案第11号及び議案第12号の２議案について、市民部長。 

〔市民部長 加藤博永君登壇〕 

○市民部長（加藤博永君） それでは、市民部所管、議案第11号及び議案第12号の令和４年度

の予算の補足説明をさせていただきます。 

  黄色い表紙の特別会計予算書を御覧ください。 

  17ページをお願いいたします。 

  令和４年度伊豆市国民健康保険特別会計予算でございますが、歳入歳出予算総額は41億

3,800万円、前年度比べまして6,400万円の増となっております。 

  歳入のほうから説明させていただきます。 

  予算書の24ページ、25ページをお願いいたします。 

  １款国民健康保険税でございますが、一般被保険者国民健康保険税７億7,714万9,000円、

退職被保険者等国民健康保険税30万円で、対前年比で359万3,000円の増でございます。合計

といたしまして７億7,744万9,000円を見込んでおります。これは、税改正による収入増を見

込んだものでございます。 

  次に、26、27ページをお願いいたします。 

  ３款県支出金でございますが、令和３年度の療養給付費及び高額療養費の実績から保険給

付費等交付金の増を見込み、前年度より１億297万3,000円の増の29億9,463万1,000円を計上

してございます。 

  続きまして、28、29ページをお願いいたします。 

  ５款繰入金でございます。１項一般会計繰入金でございますが、前年度より242万3,000円

減の２億9,436万3,000円を計上いたしました。細節の１から６の法定内繰入れのうち、国の

法改正によりまして未就学児の均等割を10分の５とすることから、３の未就学児均等割保険

税繰入金が新たに追加されております。 

  それから、７その他一般会計繰入金でございますが、令和３年度から繰入れ解消に向け調

整をしているところです。令和４年度につきましては、対前年比520万円減の600万円を計上

いたしました。 

  次に、30ページから35ページまで、７款の諸収入でございます。 

  主なものでございますが、32、33ページ、３項の受託事業収入、後期高齢者医療広域連合

から受託いたします75歳以上の健康診査に係るものでございます。 
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  次に、34、35ページをお願いいたします。 

  10款の国庫支出金でございますが、新型コロナウイルス感染症の影響による国民健康保険

税の減免措置に対する財源で、それの10分の６に相当する額を災害等臨時特例補助金で賄わ

れることを見込んだものでございます。 

  続きまして、歳出のほうへ移らせていただきます。 

  36ページからでございます。 

  １款総務費でございます。国民健康保険を管理運営するために要する費用となります。主

なものは一般管理費で、国民健康保険事務に携わる職員５名の人件費及び会計年度任用職員

の６名の報酬などで4,693万8,000円、電算センター協議会への負担金が762万円、それから、

未就学児均等割額減額に伴うシステム改修委託に165万円などでございます。 

  次に、40ページをお願いいたします。 

  ２款保険給付費でございますが、療養給付費、療養費、高額医療費等の給付費となります。 

  41ページ、１項１目の一般被保険者療養給付費は前年度より5,776万円増の25億651万

6,000円。 

  それから、次ページの42、43ページの一般被保険者高額療養費は1,870万2,000円の増の３

億5,890万2,000円を見込んでございます。 

  次に、46ページからの３款国民健康保険事業費納付金でございますが、国民健康保険税を

主な財源として県へ納付するもので、１項から３項の合計でございますが、前年度より

7,330万4,000円減の９億9,632万5,000円を計上してございます。 

  次に、48ページから53ページの５款の保健事業費でございます。 

  こちら40歳から74歳までの被保険者を対象に実施いたします特定健診事業と後期高齢者広

域連合から受託しています75歳以上の方が対象の後期高齢者健診事業になります。両事業と

も医療機関への健診委託料が主なもので、50、51ページの特定健康診査委託料が2,444万

2,000円、次ページ、52、53ページの後期高齢者健康診査委託料に2,211万1,000円を計上い

たしました。 

  以上が令和４年度の伊豆市国民健康保険特別会計予算の補足説明でございます。 

  引き続きまして、議案第12号 令和４年度伊豆市後期高齢者医療特別会計予算の補足説明

をさせていただきます。 

  予算書の65ページからになります。 

  歳入歳出それぞれ５億900万円、前年度と比べまして3,400万円の増となっております。 

  まず、歳入でございます。 

  72、73ページをお願いいたします。 

  １款の後期高齢者医療保険料は、静岡県後期高齢者医療広域連合で賦課決定し、各市町で

徴収をすることになっております。特別徴収といたしまして２億5,180万7,000円、普通徴収

といたしまして１億4,175万8,000円を見込み、保険料全体で３億9,356万5,000円、対前年比
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ですが2,256万6,000円の増となっております。 

  次に、３款は一般会計からの繰入金となります。 

  事務費繰入金439万9,000円、保険基盤安定繰入金１億919万5,000円でございます。 

  引き続きまして、歳出のほうを説明させていただきます。 

  76、77ページをお願いします。 

  １款の総務費でございます。一般管理費の電算センターへの負担金127万円のほか、保険

料の賦課徴収に係る経費180万9,000円が主なものでございます。 

  ２款後期高齢者医療広域連合納付金は、徴収いたしました保険料や県負担金の保険料軽減

分を広域連合に納付するものでございます。令和４年度分は医療給付費の伸びと被保険者数

の増により、前年度より3,333万4,000円増の５億376万1,000円を見込んでございます。 

  補足説明は以上でございます。よろしくお願いいたします。 

○議長（小長谷順二君） 次に、議案第13号について、健康福祉部長。 

〔健康福祉部長 栗山信博君登壇〕 

○健康福祉部長（栗山信博君） それでは、議案第13号 令和４年度伊豆市介護保険特別会計

予算の補足説明をさせていただきます。 

  同じく黄色い特別会計の予算書の88、89ページをお願いいたします。 

  令和４年度の歳入歳出予算の総額は38億1,400万円で、前年度と比べ7,700万円の増となっ

ております。 

  各款の予算額につきましては、こちらの明細書のほうを御確認ください。 

  次の90、91ページをお願いいたします。 

  初めに、歳入でございます。 

  １款の保険料の現年度分でございますが、65歳以上の第１号被保険者数を１万2,269人で、

月額基準額に応じて算出し、徴収率は98.5％として７億5,692万6,000円を見込みました。 

  続きまして、90ページ中段の３款から95ページ５款につきましては、介護給付や地域支援

事業及び総合事業に対する国や県、社会保険診療報酬支払基金の法定的な負担分でございま

す。 

  次に、94ページ下段から97ページになりますが、７款の繰入金は、法定分であります１項

の一般会計繰入金が５億5,179万3,000円、２項の基金繰入金は介護給付費準備基金の取崩し

分として6,614万2,000円を見込んでおります。 

  次に、歳出、100ページからになります。 

  １款総務費でございますが、102、103ページの介護認定審査会費、あるいは認定調査費等

が主なものとなっております。 

  続きまして、104ページ、105ページをお願いいたします。 

  ２款１項１目居宅介護サービス給付費ですが、12億6,132万円で、前年度より5,730万

8,000円の増となっております。 
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  主な要因は、介護認定者の増加に伴うサービス利用の増加でございます。 

  同じページの下段、３目施設介護サービス等給付費ですが、15億1,229万4,000円で、前年

度より1,802万1,000円の増となっております。 

  こちらの主な要因は、利用単価が高い介護施設の利用が増加しているためでございます。 

  続きますが、少し飛びまして110ページ下段から113ページをお願いいたします。 

  ３款１項１目介護予防・日常生活支援総合事業費ですが、１億1,921万4,000円で、前年度

より1,308万9,000円の減となっております。 

  主な要因としましては、総合事業の訪問型サービス及び通所型サービスについて、要介護

認定に移行するなど、サービスの利用が減少しているためでございます。 

  補足説明は以上です。よろしくお願いいたします。 

○議長（小長谷順二君） 次に、議案第14号から議案第17号までの４議案について、建設部長。 

〔建設部長 山田博治君登壇〕 

○建設部長（山田博治君） それでは、私から建設部所管の４つの企業会計について補足説明

をさせていただきます。 

  同じく黄色いファイルでお願いします。 

  議案第14号 令和４年度伊豆市水道事業会計予算でございます。 

  123ページからになります。 

  令和４年度の業務の予定量は給水件数１万3,400件、年間総給水量は前年比2.4％減の405

万3,000立方メートルを見込みました。水道事業収益は前年比0.7％減の５億7,797万9,000円、

水道事業費用は前年比3.6％増の５億7,317万4,000円を見込みました。 

  130ページ、131ページをお願いします。 

  まず最初に、収益的収入及び支出でございますが、収入の１款水道事業収益の１項営業収

益は、前年比1.5％減の５億3,897万6,000円を見込みました。これに対しまして、支出、１

款水道事業費用、１項営業費用は、前年比4.8％増の５億4,645万8,000円といたしました。 

  主な事業といたしまして、１項１目原水、浄水、配水及び給水費では水道施設の維持管理、

修繕、また、水道料金徴収業務委託に係る費用となりまして２億3,462万2,000円を見込んで

おります。 

  また、３目総係費では、委託料に新水道ビジョンの策定業務委託を計上しました。水道事

業を取り巻く環境は、人口減少による水使用量の減少や老朽化が進行する施設の健全性の維

持など、今後一層厳しさが増していく見通しでございます。新水道ビジョンでは、このよう

な厳しい環境を乗り越えるための基本方針を示す計画であり、３年間の債務負担を取らせて

いただき、慎重に計画を作成していきたいと思います。 

  ４目減価償却費は１億9,168万円。 

  次に、131ページ、お願いします。 

  資本的収入及び支出についてですが、資本的収入では建設改良工事等の財源としまして企
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業債を２億円借りる予定でございます。資本的支出につきましては建設改良費が前年度比

9.8％増の２億8,796万4,000円、企業債の償還に１億3,109万2,000円、合計で４億1,905万

6,000円を計上しております。 

  建設改良費の主なものは、１目改良費は、月ヶ瀬・上和田・年川地区など、合わせて５地

区の老朽管の布設替えと中伊豆地区中央監視操作施設整備工事を予定し、３目委託費は、施

設台帳作成業務などを実施する予定でございます。 

  137ページをお願いします。 

  債務負担に関する調書になります。 

  １つは水道料金等徴収業務委託、令和２年度から令和６年度までと、もう一つは先ほど説

明いたしましたが、新水道ビジョン策定業務委託を令和４年度から令和６年度までの限度額

等を記載しておりますので、御確認をお願いします。 

  次に、議案第15号 令和４年度伊豆市簡易水道事業会計予算でございます。 

  特別会計予算書の147ページをお願いします。 

  令和４年度の業務の予定量は給水件数1,300件、年間総給水量は前年同様に31万6,000立方

メートルを見込みました。水道事業収益は前年比12.2％増の１億4,749万円、水道事業費用

は前年比1.5％減の１億4,713万2,000円と見込みました。 

  154ページ、155ページをお願いします。 

  まず最初に、154ページ、収益的収入及び支出ですが、収入の１款水道事業収益の１項営

業収益は、前年比0.2％増の4,250万8,000円を見込みました。 

  また、２項営業外収益、２目他会計補助金では一般会計からの繰入金を前年比17.6％増の

9,290万円とし、合計１億498万2,000円を見込んでおります。 

  これに対しまして、支出の１款水道事業費の１項営業費用は前年比0.7％増の１億3,973万

9,000円といたしました。 

  主な事業としましては、１項１目原水、浄水、配水及び給水費では、水道施設の維持管理、

修繕、また、水道料金徴収業務委託に係る費用となり、4,636万2,000円を見込んでおります。 

  また、３目総係費では、人件費及び負担金のほか、委託料に水道事業と一本化する認可書

作成業務など1,471万8,000円を計上しました。これは、国で推進する事業統合による効率的

な経営体制の確立を図ることを目的としています。合計で5,192万9,000円を見込んでおりま

す。 

  ４目減価償却費は3,994万6,000円となります。 

  次に、155ページをお願いします。 

  資本的収入及び支出についてですが、資本的収入では建設改良工事等の財源として企業債

を6,460万円借り入れる予定でございます。資本的支出につきましては、建設改良費が前年

度比37.2％減の5,041万円、企業債の償還に4,432万6,000円、合計で9,473万6,000円を計上

しております。 
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  建設改良費の主なものは、１目改良費は、本柿木地区など、合わせて４地区の老朽管の布

設替えを予定をしております。 

  次に、議案第16号 令和４年度伊豆市温泉事業会計予算でございます。 

  169ページからになります。 

  業務の予定量は土肥温泉、八木沢温泉、小土肥温泉に合わせて、前年度11戸減の給湯戸数

319戸、年間総配湯量は前年比1.8％減の142万2,920立方メートルを予定しております。 

  174、175ページをお願いします。 

  令和４年度伊豆市温泉事業会計の予算実施計画でございます。 

  収益的収入及び支出の収入は、１款温泉事業収益、１項営業収益は、前年比5.7％減の

7,188万5,000円、支出は１款温泉事業費用、１項営業費用を前年比32.4％増の9,620万4,000

円と見込みました。 

  主な内容は、動力費等に2,342万円、修繕費が375万1,000円、総係費は土肥温泉事業のア

ウトソーシングに係る委託料として、経営改革計画策定・推進支援業務2,067万8,000円、減

価償却費が2,447万6,000円と見込みました。 

  175ページをお願いします。 

  資本的収入及び支出につきましては、収入はなく、資本的支出は2,460万3,000円、１項建

設改良費、１目建設費1,660万2,000円につきましては、小土肥、八木沢源泉水中ポンプの入

替え工事、高根中浜線の配湯管の入替え工事を実施する予定でございます。 

  また、固定資産購入費としまして、水口洞・三脈源泉の揚湯ポンプの予備ポンプの購入に

800万1,000円を予定しております。 

  最後に、議案第17号 令和４年度伊豆市下水道事業会計予算でございます。 

  189ページからになります。 

  下水道事業における令和４年度の業務の予定量は、排水戸数7,312戸、年間有収水量は267

万6,000立方メートルを見込みました。下水道事業収益は、前年比1.3％減の13億6,171万

1,000円、下水道事業費用は前年比3.8％減の13億1,110万2,000円と見込みました。 

  196、197ページをお願いします。 

  最初に、収益的収入及び支出ですが、収入の１款下水道事業収益の１項営業収益は、前年

比3.4％増の３億6,497万3,000円、２項営業外収益は、前年比2.9％減の９億9,673万8,000円

を見込みました。 

  これに対しまして、支出、１款下水道事業費用の１項営業費用は、前年比3.3％減の12億

4,382万4,000円、２項営業外費用は、前年比13.6％減の6,567万8,000円としました。 

  営業費用の主な事業としましては、管渠や処理場等の各施設の維持管理、流域下水道の維

持管理負担金、下水道使用料改定の検討を実施する予定でございます。 

  次に、197ページの資本的収入及び支出についてですが、収入は、建設改良工事の財源と

しまして、企業債を２億3,830万円、一般会計からの出資金１億2,684万7,000円、国庫補助
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金9,990万円を見込みました。 

  資本的支出につきましては、建設改良費が前年比24.5％増の５億10万7,000円、企業債の

償還が前年比5.3％減の４億1,490万9,000円としました。 

  建設改良費の主な工事は、加殿地区の管渠工事となります。委託費の主なものとしまして

は、令和４年度で完了する下水道計画の見直し業務委託、湯ヶ島クリーンセンターの改築工

事委託等を実施する予定でございます。 

  202ページをお願いします。 

  債務負担行為に関する調書になります。新たに湯ヶ島クリーンセンター改築工事委託を令

和５年度までの期間、限度額２億1,000万円を見込みました。 

  以上で建設部所管の４つの企業会計について補足説明を終わります。よろしくお願いしま

す。 

○議長（小長谷順二君） 以上で補足説明を終わります。 

  ただいま議題となっております議案第10号から議案第24号までの15議案に対する質疑は、

３月２日開催予定の本会議において行います。 

 

◎議案第２５号～議案第３１号の上程、説明 

○議長（小長谷順二君） 日程第27、議案第25号 伊豆市特別職の職員の給与に関する条例等

の一部改正についてから、日程第33、議案第31号 伊豆市国民健康保険税条例の一部改正に

ついてまでの７議案を一括して議題といたします。 

  提出者から提案理由の説明を求めます。 

  市長。 

〔市長 菊地 豊君登壇〕 

○市長（菊地 豊君） 議案第25号から議案第31号までの７議案について一括して提案理由を

申し上げます。 

  議案第25号は、人事院勧告に基づき期末手当の支給率を改正するため、給与に関する４条

例を改正するもの。 

  議案第26号は、使用料金等審議会の所管を変更するため、所要の改正を行うもの。 

  議案第27号は、行政財産の目的外使用を柔軟に行いやすくするよう、所要の改正を行うも

の。 

  議案第28号は、消防団の報酬額の改定及び出動報酬の創設のため、所要の改正を行うもの。 

  議案第29号は、年金を担保とした貸付制度が令和４年３月末に廃止されるため、所要の改

正を行うもの。 

  議案第30号は、第２次伊豆市総合計画後期基本計画が策定されたため、計画にあわせ寄附

金の用途を改める改正を行うもの。 

  議案第31号は、課税額の改定及び未就学児の被保険者がいる場合の特例措置を設けるため、
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所要の改正を行うものです。 

  詳細をそれぞれ担当する部長に説明をさせます。 

○議長（小長谷順二君） これをもって提案理由の説明を終わります。 

  補足説明の申出がありますので、これを許します。 

  初めに、議案第25号から議案第27号までの３議案について、総務部長。 

〔総務部長 伊郷伸之君登壇〕 

○総務部長（伊郷伸之君） それでは、まず、私から議案第25号の補足説明をさせていただき

ます。 

  議案書139ページになります。 

  今回の条例改正におきましては、市長申しましたとおり、令和３年８月の人事院勧告に基

づく内容となっております。 

  令和３年の人事院勧告は、期末手当の額を年間0.15月引き下げる勧告でございました。例

年ですと、国家公務員の改定があり、それを受けて12月に伊豆市でも改定をするというとこ

ろですが、国におきましてコロナ禍の経済への影響等を加味して、12月の期末手当の引下げ

が見送られ、その引下げ分を令和４年６月の期末手当から引き下げるということで令和３年

11月に閣議決定されました。それを受けまして、伊豆市でも令和３年12月の引下げを見送り、

その引下げに相当する額を令和４年６月の期末手当から減額すると。そして、0.15月、100

分の15引き下げるものについて６月と12月に、それぞれ100分の7.5ずつに振り分けるという

今回の改正でございます。 

  まず、新旧対照表の141ページを御覧いただきたいと思います。 

  まず、特別職の期末手当につきましては、現行100分の222.5、これを100分の215、100分

の7.5引き下げ、これ年間ですと100分の15の引下げになります。 

  続いて、一般職の給与に関する条例、同じく現行100分の127.5、これを100分の120、100

分の7.5引き下げ、６月と12月合わせて100分の15の引下げとなります。 

  再任用につきましては、100分の72.5を100分の67.5、100分の５の２回分で100分の10の引

下げ。 

  続いて、142ページでございます。 

  任期付職員でございますが、特定任期付職員に対する期末手当として、現行167.5、これ

を100分の160と100分の7.5を引き下げ、２回分で100分の15引き下げると。 

  会計年度任用職員の条例につきましては、会計年度任用職員の期末手当も一般職の例によ

り支給するとなっております。そうしますと、先ほど申しました12月に引き下げるべきもの

が６月に引き下げられるということになりますので、会計年度任用職員は、年度中は報酬額

ととか期末手当の率の改正はしないということでやっていますので、この一般職の例による

という規定を適用しないという改正を附則に加えます。 

  戻っていただきまして、140ページの条例改正案分の附則でございます。 
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  附則の２項の（１）の下から５行目ですかね、令和３年12月に支給された期末手当の額に、

同月１日における次の各号に掲げる職員の区分ごとに、それぞれ当該各号に定める割合を乗

じて得た額を減じた額、これが令和４年６月に支給するときに、本来、令和３年12月に支給

された額からそれぞれの率を引き下げると、本来、人事院勧告が実施した場合、0.15月分の

減額を行うべきでありましたので、その分を令和４年６月の期末手当から引き下げるという、

そういう期末手当の支給に関する特例措置を設けてございます。 

  続いて、議案第26号の143ページでございます。 

  使用料等審議会条例の所管する部署として、もともと財政担当部署が担当しておりました

が、令和３年の機構改革に合わせて、財政担当部署である総合政策部の所管として改正を行

いました。 

  しかし、今年度いろいろ事務を行う中で、施設管理との使用料というのは関係が非常に高

いということで、全体的な施設管理を担っている総務部資産経営課、こちらが所管したほう

が適当であるということで、昨年度改正をさせていただきましたが、今回、総務部資産経営

課で所管するということで、今回改正をお願いするものでございます。 

  続いて、議案第27号の伊豆市行政財産の目的外使用に関する条例の改正でございますが、

こちら新旧対照表を見ていただきますと、行政財産の目的外使用につきましては、使用料を

取る際、当然条例事項になりますので、現行、年額は、使用許可の際市長が適正な価格を算

出するということになっております。現在、中伊豆庁舎とか土肥支所庁舎におきましては、

各団体等が目的外使用で使用しているわけですが、当然、年額で使用料を徴収しております

が、年間を通して使う以外に行政財産として使用されていない会議室などにつきましても、

ほかの公の施設と同様に一般の方も利用、使用できるように、使用料を年額となっている規

定を時間単位でも適用できるように、今回改正をさせていただくものでございます。 

  私からは３議案について補足説明です。 

○議長（小長谷順二君） 次に、議案第28号及び議案第29号について、危機管理監。 

〔危機管理監 稲村俊一君登壇〕 

○危機管理監（稲村俊一君） それでは、私から議案第28号及び議案第29号の補足説明をさせ

ていただきます。 

  議案書153ページを、新旧対照表をお願いいたします。 

  議案第28号 伊豆市消防団条例の一部改正についてです。 

  今回の消防団条例の改正は、消防団員の処遇改善が目的であり、年額報酬の団員階級の引

上げと、これまで費用弁償、出動手当で支給しておりました出動、訓練等を新たに出動報酬

として創設し、活動の実態に応じた報酬及び費用弁償とするもので、消防団員の報酬等の基

準等の策定等につきまして、総務省消防庁長官通知として示されましたので、改正を行うも

のでございます。 

  第９条第１項、別表第１に定めております報酬についてですが、改正前では「支給単位、
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金額」としていたものを「年額報酬の額」に改め、団員の年額報酬を総務省の通知に合わせ

「２万5,000円」を「３万6,500円」に引き上げ、団員の年額報酬を上げることに伴い、団員

の上位階級である班長と部長との均衡が取れなくなるため、「３万円」を「３万8,000円」

に、「３万5,000円」を「３万9,000円」にそれぞれ階級差を設けて見直しております。 

  また、全体を見直したときに幹部である副分団長の処遇が著しく低い課題が残ることから、

併せて見直しを行い、「４万円」を「４万5,000円」に引き上げるものでございます。 

  続きまして、改正前の第10条第１項で定めておりました消防団活動に従事した場合、別表

第２のとおり出動手当、費用弁償として支給しておりましたが、改正後は第９条第２項に出

動報酬として、別表第２に定め、支給するものでございます。 

  154ページをお願いします。 

  改正前の活動区分を「出動、訓練、警戒、上記以外の活動」に改め、活動区分に対する支

給対象者を設け、出動報酬の額としました。 

  出動については、主に、水火災に係る出動や捜索活動となることから、１日８時間勤務を

基本とし、8,000円としましたが、短時間での出動もあることから、ただし書きにおいて、

出動時間による金額設定とし、長時間出動となった場合の労苦に応えられるものとしました。 

  出動以外の出動報酬の額につきましては、これまでの活動実績を基に、２時間前後の活動

が多いことから8,000円の４分の１の額2,000円としました。 

  附則でございますが、本条例は、令和４年４月１日からの施行といたします。 

  次に、議案第29号 伊豆市消防団員等公務災害補償条例の一部改正についてでございます。 

  議案書155ページをお願いします。 

  今回の改正は、消防団員等公務災害補償等責任共済等に関する法律の一部改正に伴い、伊

豆市消防団員等公務災害補償条例第３条第２項ただし書きを削るものでございます。 

  内容でございますが、議案書157ページ、新旧対照表をお願いします。 

  改正前、第３条第２項では、消防団員が「損害補償を受ける権利は、譲り渡し、担保に供

し、又は差し押さえることはできない」が、例外として、傷害補償年金等を受ける権利を担

保に供して貸付けを受けることができる制度がありますが、令和４年３月末で終了すること

に伴い、消防団員等公務災害補償等責任共済等に関する法律第55条第１項の改正と同様に、

伊豆市消防団員等公務災害補償条例第３条第２項ただし書きを削り、令和４年４月１日を施

行期日とし、改正するものでございます。 

  補足説明は以上でございます。よろしくお願いいたします。 

○議長（小長谷順二君） 次に、議案第30号について、総合政策部長。 

〔総合政策部長 新間康之君登壇〕 

○総合政策部長（新間康之君） それでは、私から議案第30号について補足説明をさせていた

だきます。 

  議案書の161ページをお開きいただきたいと思います。 
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  こちらがふるさと伊豆市寄附条例の新旧対照表になります。 

  今回の寄附条例の改正でございますが、寄附金を財源として行う事業について改めるもの

でございます。 

  第２条に、寄附金を財源として行う事業を１号から６号まで掲げてございます。今回、こ

の区分をより具体的に規定することにより、寄附金の使途を明確にしようとするもので、第

２次伊豆市総合計画後期基本計画に示されている、まちづくりの重点目標の体系に沿った事

業区分に合わせた形に設定をいたしました。 

  また、伊豆市の主要産業でございます観光について事業区分を明記し、さらなる寄附額の

増加を狙うものでございます。 

  補足説明は以上です。 

○議長（小長谷順二君） 次に、議案第31号について、市民部長。 

〔市民部長 加藤博永君登壇〕 

○市民部長（加藤博永君） それでは、議案第31号 伊豆市国民健康保険税条例の一部改正に

ついて補足説明をさせていただきます。 

  議案書のほうは163ページからになります。また、議案と一緒に配付させていただきまし

た、伊豆市議会３月定例会条例議案説明資料も併せて御覧ください。 

  今回の条例改正は、大きく２つの点の改正となります。 

  １点目でございますが、税率を含めました課税額の改正となります。課税額等につきまし

ては、県が示します標準保険税率に急激な伸びとならないよう、段階的に改正を行うと計画

をしていましたが、令和３年度分につきましては、コロナ禍のため、改正を見送りました。

令和４年度分につきましては、伊豆市国民健康保険運営協議会に課税額等の改正について諮

問をしたところ、平成30年度と令和元年度の標準課税率の中間値との答申をいただいたこと

から改正を行うものです。 

  ２点目についてですが、国の全世帯対応型の社会保障制度を構築するための健康保険法等

の一部を改正する法律の施行に伴い、未就学児の被保険者均等割を10分の５とするものでご

ざいます。 

  具体的な改正内容でございますが、先ほどお話をいたしました条例の説明資料を御覧くだ

さい。 

  ２ページから始まります。３ページのほうを御覧になっていただけますでしょうか。 

  具体的な内容でございますが、条例資料の（１）税率及び税額の改正を御覧ください。 

  基礎課税額の対応条文、第３条第１項の所得割についてですが、表のように、税率6.55％

を0.35％引き上げ6.90％に。第４条、被保険者均等割についてですが、1,500円引き上げ２

万6,600円に。以下、表のとおり改正をするものでございます。 

  また、後期高齢者支援金等課税額は、第６条からとなりますが、所得割税率を0.14％引き

上げ2.41％に。以下、表のとおり改正をするものでございます。 
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  ２点目の未就学児の被保険者均等割を10分の５とする改正についてでございますが、（２）

の表を御覧ください。 

  対応条文ですが、議案書のほうの172ページにも新旧対照表がありますが、新たに21条に

第２項を設けます。課税額につきましては、課税の軽減を受けない世帯については、（１）

の基礎課税額の被保険者均等割額が２万6,600円になっております。 

  （２）の表の基礎課税額の被保険者均等割、その他の世帯欄を御覧ください―のとおり、

未就学児１人当たり10分の５の１万3,300円に。同様に、後期高齢者支援等課税額の被保険

者均等割は9,400円の10分の５、4,700円となります。以下、軽減世帯ごと、それぞれ表の額

を減額した額となります。 

  施行日につきましては、令和４年４月１日となります。 

  補足説明は以上でございます。 

○議長（小長谷順二君） 以上で補足説明を終わります。 

  ただいま議題となっております議案第25号から議案第31号までの７議案に対する質疑は、

３月２日開催予定の本会議において行います。 

  ここで議事の都合により昼の休憩とします。再開は午後１時からです。 

 

休憩 午後 ０時０４分 

再開 午後 ０時５９分 

 

○議長（小長谷順二君） それでは、休憩を閉じ、会議を再開いたします。 

 

◎議案第３２号～議案第３４号の上程、説明 

○議長（小長谷順二君） 日程第34、議案第32号 公の施設の指定管理者の指定について（修

善寺自然公園）から、日程第36、議案第34号 公の施設の指定管理者の指定について（萬城

の滝キャンプ場）までの３議案を一括して議題といたします。 

  提出者から提案理由の説明を求めます。 

  市長。 

〔市長 菊地 豊君登壇〕 

○市長（菊地 豊君） 議案第32号から議案第34号までの３議案について一括して提案理由を

申し上げます。 

  本案は、本年３月31日をもって指定期間が満了する修善寺自然公園、恋人岬関連施設及び

新たに萬城の滝キャンプ場の指定管理者をそれぞれ指定することについて、地方自治法第

244条の２第６項の規定により議会の議決を求めるものです。 

  詳細を産業部長に説明させます。 

○議長（小長谷順二君） これをもって提案理由の説明を終わります。 
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  補足説明の申出がありますので、これを許します。 

  議案第32号から議案第34号までの３議案について、産業部長。 

〔産業部長 滝川正樹君登壇〕 

○産業部長（滝川正樹君） それでは、議案第32号から議案第34号について補足説明を申し上

げます。 

  議案第32号及び議案第33号につきましては、本年３月の指定管理期間満了に伴う次期指定

管理者の指定に係るもの。議案第34号につきましては、新たに指定管理者を指定するもので

ございます。 

  議案書181ページをお願いをいたします。 

  議案書32号、修善寺自然公園について、指定管理者となる団体は、シダックス大新東ヒュ

ーマンサービス株式会社で、指定の期間は、令和４年４月１日から令和７年３月31日までの

３年間でございます。 

  団体の概要につきましては、183ページに添付した資料のとおりでございます。 

  続きまして、185ページをお願いをいたします。 

  議案第33号、恋人岬関連施設について、指定管理者となる団体は、土肥温泉旅館協同組合

で、指定の期間は、令和４年４月１日から令和９年３月31日までの５年間でございます。 

  団体の概要は、187ページから188ページまでの添付資料のとおりでございます。 

  議案第32号及び議案第33号に係る候補者選定の経緯でございますが、修善寺自然公園は公

募により選定された令和元年度から、また、恋人岬関連施設は平成18年度からそれぞれの施

設の指定管理者として管理運営を行っており、施設の設置目的や機能、事業の継続性という

観点から、引き続き、指定管理者として指定することが適当であると判断し、伊豆市公の施

設の指定管理者の指定の手続に関する条例第５条の規定に基づき、公募によらない候補者と

して指定管理者審査会に諮問した結果、それぞれの団体は適格との答申をいただきましたの

で、指定管理者の候補者として選定し、議会の議決を求めるものです。 

  続きまして、189ページ、お願いをいたします。 

  議案第34号、萬城の滝キャンプ場について、指定管理者となる団体は、株式会社Ｒｅｃａ

ｍｐで、指定の期間は、令和４年４月１日から令和７年３月31日までの３年間でございます。 

  団体の概要につきましては、191ページに添付した資料のとおりでございますが、全国各

地でキャンプ場の経営に携わるとともに、北海道弟子屈町（後日、訂正の申し出あり）、茨

城県神栖市、また、神奈川県小田原市で指定管理者としての実績を有している団体でござい

ます。 

  候補者選定の経緯でございますが、萬城の滝キャンプ場につきましては、平成29年度に市

の直営となって以降、施設の譲渡を含めて、その管理運営方法について検討を行ってまいり

ました。こうした中、国土交通省が主催する地域プラットフォーム支援で、サウンディング

を行った株式会社Ｒｅｃａｍｐ、これ以外にも１事業者から隣接する第２駐車場を含めた一
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体の事業展開の意向が示されました。しかしながら、第２駐車場は市が借地しているものの、

公の施設として位置づけていないこと。また、萬城の滝キャンプ場もそのほとんどが借地で

あることから、萬城の滝に係る活動団体の役員を含む地権者の皆様が当該事業者からの提案

を受け、株式会社Ｒｅｃａｍｐの事業計画に賛同をいただいたところでございます。 

  これを受け、市としては建物を中心とした市有施設の譲渡を前提として検討を進めてまい

りましたが、この整備に国・県の補助金を活用しており、その整理に２ないし３年の期間を

要することが判明したため、譲渡が可能となるまでの間、指定管理者制度による運営を行い

たいと考えております。 

  本件は、市有観光施設民営化のまたとない機会であり、公の施設である萬城の滝キャンプ

場と隣接する第２駐車場の一体利用や萬城の滝を中心とした地域活動について、地権者と事

業者との合意がなされているこの機会を生かし、民営化に向けた方策を進めることが最上と

考えております。 

  したがいまして、条例に基づき、公募によらない候補者として指定管理者審査会に諮問し

た結果、適格との答申をいただきましたので、議会の議決を求めるものです。 

  補足説明は以上でございます。 

○議長（小長谷順二君） 以上で補足説明を終わります。 

  ただいま議題となっております議案第32号から議案第34号までの３議案に対する質疑は、

３月２日開催予定の本会議において行います。 

 

◎議案第３５号の上程、説明 

○議長（小長谷順二君） 日程第37、議案第35号 市道路線に認定についてを議題といたしま

す。 

  提出者から提案理由の説明を求めます。 

  市長。 

〔市長 菊地 豊君登壇〕 

○市長（菊地 豊君） 議案第35号について提案理由を申し上げます。 

  当該２路線は、国道136号下船原バイパス完成に伴い、伊豆市が静岡県より引継ぎを受け

る区間を市道として認定するため、道路法第８条第２項の規定に基づき、議会の議決を求め

るものです。 

  詳細を建設部長に説明させます。 

○議長（小長谷順二君） これをもって提案理由の説明を終わります。 

  補足説明の申出がありますので、これを許します。 

  建設部長。 

〔建設部長 山田博治君登壇〕 

○建設部長（山田博治君） それでは、私のほうから市道路線の認定について補足説明をさせ



－40－ 

ていただきます。 

  議案書の193ページをお願いします。 

  本議案は、市道下船原線及び市道休場焼山線の２路線の認定をお願いするものでございま

す。 

  195ページに位置図、196、197ページに平面図、198ページに公図になります。 

  まず、市道下船原線、赤の部分の認定でございますが、196、197ページをご確認ください。 

  国道136号下船原バイパス、ここでいう青色の部分ですけれども、その完成に伴いまして、

伊豆市が静岡県より引継ぎを受ける区間のうち、国道136号のほう、出口の交差点を起点と

し、下船原バイパスへ接続する交差点を終点として認定をするものでございます。 

  また、市道休場焼山線、図面でいいますと、197ページの緑色の部分になります、この認

定でございますが、同バイパス工事により市道下船原線として認定予定の箇所を起点としま

して、大通りの駐車場側を終点として認定をお願いするものでございます。 

  以上、補足説明を終わります。よろしくお願いします。 

○議長（小長谷順二君） 以上で補足説明を終わります。 

  ただいま議題となっております議案第35号に対する質疑は、３月２日開催予定の本会議に

おいて行います。 

 

◎議案第３６号の上程、説明、質疑、委員会付託省略、討論、採決 

○議長（小長谷順二君） 日程第38、議案第36号 伊豆市教育長の任命についてを議題といた

します。 

  提出者から提案理由の説明を求めます。 

  市長。 

〔市長 菊地 豊君登壇〕 

○市長（菊地 豊君） 議案第36号について提案理由を申し上げます。 

  本案は、梅原教育長が、本年５月11日をもって任期満了となることに伴い、梅原教育長を

再任したく提案するものでございます。 

  引き続き、伊豆市の教育行政を担っていただくため、地方教育行政の組織及び運営に関す

る法律第４条第１項の規定により議会の同意を求めるものです。 

  梅原教育長は、静岡大学教育学部卒業後、昭和55年４月から静岡県教職員として、田方地

区の公立学校で教壇に立ち、大見小及び中伊豆小学校長、修善寺中学校校長、伊豆市教育委

員会学校教育課学校教育専門員などを歴任し、令和２年７月１日から伊豆市教育長として教

育行政に御尽力いただいてきました。 

  任期は、令和４年、本年５月12日から令和７年５月11日までの３年間となります。 

  何とぞ御同意賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（小長谷順二君） これをもって提案理由の説明を終わります。 
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  これより質疑に入ります。 

  質疑はございませんか。 

〔発言する人なし〕 

○議長（小長谷順二君） 質疑なしと認め、質疑を終結いたします。 

  お諮りいたします。 

  本案につきましては、会議規則第37条第３項の規定により、委員会付託を省略することに

異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（小長谷順二君） 異議なしと認めます。 

  よって、委員会付託を省略いたします。 

  次に、討論に入ります。 

  討論につきましては、伊豆市議会運営規程に従い、省略することに異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（小長谷順二君） 異議なしと認め、討論を終結いたします。 

  これより採決を行います。 

  お諮りいたします。 

  議案第36号 伊豆市教育長の任命について、同意することに賛成の議員の起立を求めます。 

〔起立全員〕 

○議長（小長谷順二君） 起立者全員。 

  よって、議案第36号、梅原賢治氏の伊豆市教育長の任命については、これに同意すること

に決定いたしました。 

  ここで暫時休憩いたします。 

 

休憩 午後 １時１３分 

再開 午後 １時１５分 

 

○議長（小長谷順二君） それでは、休憩を閉じ、会議を再開いたします。 

 

◎議案第３７号の上程、説明、質疑、委員会付託省略、討論、採決 

○議長（小長谷順二君） 日程第39、議案第37号 伊豆市教育委員会委員の任命についてを議

題といたします。 

  提出者から提案理由の説明を求めます。 

  市長。 

〔市長 菊地 豊君登壇〕 

○市長（菊地 豊君） 議案第37号について提案理由を申し上げます。 
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  本案は、現在教育委員をお願いしております上田祥史氏が、この５月11日をもって任期が

満了となります。同氏の後任といたしまして、猪股園恵氏を選任したく、地方教育行政の組

織及び運営に関する法律第４条第２項の規定により議会の同意を求めるものです。 

  お手元に資料がございますが、猪股氏は、狩野幼稚園ＰＴＡ会長、静岡県国公立幼稚園Ｐ

ＴＡ連絡協議会常任理事を務め、天城小学校、天城中学校では副ＰＴＡ会長を歴任し、また、

地域では子供たちのバレー教室の指導にも携わるなど、教育・スポーツ・地域活動等で積極

的に子供たちや保護者との連携に努めるとともに、子供たちの健全育成に尽力されました。 

  平成23年４月からは、伊豆市スポーツ推進委員として市のスポーツ振興に寄与するなど、

活発で誠実な人柄で、地域住民からの信頼も厚く、人格、識見ともに教育委員として適任者

であります。 

  なお、任期は、本年５月12日から令和８年５月11日までの４年間となります。 

  御同意賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 

○議長（小長谷順二君） 以上で提案理由の説明は終わりました。 

  これより質疑に入ります。 

  質疑はございませんか。 

〔発言する人なし〕 

○議長（小長谷順二君） 質疑なしと認め、質疑を終結いたします。 

  お諮りいたします。 

  本案については、会議規則第37条第３項の規定により、委員会付託を省略することに異議

ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（小長谷順二君） 異議なしと認めます。 

  よって、委員会付託を省略いたします。 

  これより討論に入ります。 

  討論については、伊豆市議会運営規程に従い、省略することに異議ありませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（小長谷順二君） 異議なしと認め、討論を終結いたします。 

  これより採決いたします。 

  お諮りいたします。 

  議案第37号 伊豆市教育委員会委員の任命について、同意することに賛成の議員の起立を

求めます。 

〔起立全員〕 

○議長（小長谷順二君） 起立者全員。 

  よって、議案第37号、猪股園恵氏の伊豆市教育委員会委員の任命については、これに同意

することに決定いたしました。 
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◎議案第３８号の上程、説明、質疑、委員会付託省略、討論、採決 

○議長（小長谷順二君） 日程第40、議案第38号 伊豆市固定資産評価審査委員会委員の選任

についてを議題といたします。 

  提出者から提案理由の説明を求めます。 

  市長。 

〔市長 菊地 豊君登壇〕 

○市長（菊地 豊君） 議案第38号について提案理由を申し上げます。 

  本案は、地方税法第423条第１項により設置する固定資産評価審査委員会委員の任期が本

年６月26日をもって満了となるため、その選任について同条第３項の規定により議会の同意

を求めるものです。 

  固定資産評価審査委員は、当該市町村の住民、市町村税の納税義務がある者または固定資

産の評価について学識経験を有する者のうちから選任することと定められております。 

  現職の４名の委員の皆さんは、識見があり、適任であることから再任を依頼したところ、

いずれの方からも同意をいただくことができましたので、引き続き、委員に選任するもので

す。 

  任期は、本年６月27日から令和７年６月26日までの３年間となります。 

  御同意賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 

○議長（小長谷順二君） 以上で提案理由の説明は終わりました。 

  これより質疑に入ります。 

  質疑はございませんか。 

〔発言する人なし〕 

○議長（小長谷順二君） 質疑はないものと認め、質疑を終結いたします。 

  お諮りいたします。 

  本案につきましては、会議規則第37条第３項の規定により、委員会付託を省略することに

異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（小長谷順二君） 異議なしと認めます。 

  よって、委員会付託を省略いたします。 

  次に、討論に入ります。 

  討論につきましては、議会運営規程に従い、省略することに異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（小長谷順二君） 異議なしと認め、討論を終結いたします。 

  これより採決を行います。 

  お諮りいたします。 
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  議案第38号 伊豆市固定資産評価審査委員会委員の選任について、適任とすることに賛成

の議員の起立を求めます。 

〔起立全員〕 

○議長（小長谷順二君） 起立者全員。 

  よって、議案第38号、遠藤護氏、鈴木正志氏、荻原重孝氏、金刺武氏の伊豆市固定資産評

価審査委員会委員の選任については、これに同意することに決定いたしました。 

 

◎諮問第１号の上程、説明、質疑、委員会付託省略、討論、採決 

○議長（小長谷順二君） 日程第41、諮問第１号 人権擁護委員候補者の推薦についてを議題

といたします。 

  提出者から提案理由の説明を求めます。 

  市長。 

〔市長 菊地 豊君登壇〕 

○市長（菊地 豊君） 諮問第１号について提案理由を申し上げます。 

  人権擁護委員は、基本的人権の擁護と自由人権思想の普及高揚を図る役割を担っており、

人権擁護委員法第６条第３項の規定に基づき議会の意見を求め、市長が推薦し、法務大臣が

３年の任期で委嘱します。 

  このたび、人権擁護委員の小林眞弓氏が本年６月30日をもって任期満了となります。 

  小林氏は、平成28年７月１日から同職に就任され、現在２期目となっております。人格、

識見ともに高く、地域住民の人望も厚く、本職に適任でありますので、再任の委員として推

薦するものでございます。 

  御同意賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 

○議長（小長谷順二君） これをもって提案理由の説明を終わります。 

  これより質疑に入ります。 

  質疑はございませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（小長谷順二君） 質疑なしと認め、質疑を終結いたします。 

  お諮りいたします。 

  本案につきましては、会議規則第37条第３項の規定により、委員会付託を省略することに

異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（小長谷順二君） 異議なしと認めます。 

  よって、本案につきましては、委員会付託を省略することに決定いたしました。 

  これより討論に入ります。 

  討論につきましては、伊豆市議会運営規程に従い、省略することに異議ございませんか。 
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〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（小長谷順二君） 異議なしと認め、討論を終結いたします。 

  お諮りいたします。 

  諮問第１号 人権擁護委員候補者の推薦について、適任であるとすることに賛成の議員の

起立を求めます。 

〔起立全員〕 

○議長（小長谷順二君） 起立者全員。 

  よって、諮問第１号の小林眞弓氏の推薦は、適任であるとすることに決定いたしました。 

 

◎散会宣告 

○議長（小長谷順二君） 以上で本日の日程は終了いたしました。 

  次の会議は、３月２日午前９時30分から開催し、議案質疑を行います。 

  なお、本日提出されております各議案に対する質疑の通告期限は、２月25日の正午となっ

ておりますので、御了承ください。 

  本日はこれにて散会いたします。 

  どうもお疲れさまでした。 

 

散会 午後 １時２４分 
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令和４年伊豆市議会３月定例会 

 

議 事 日 程（第２号） 

 

                    令和４年３月２日（水曜日）午前９時３０分開議 

 

日程第 １ 議案第 ４号 令和３年度伊豆市一般会計補正予算（第１２回） 

日程第 ２ 議案第 ５号 令和３年度伊豆市公共用地取得事業特別会計補正予算（第１回） 

日程第 ３ 議案第 ６号 令和３年度伊豆市国民健康保険特別会計補正予算（第４回） 

日程第 ４ 議案第 ７号 令和３年度伊豆市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１回） 

日程第 ５ 議案第 ８号 令和３年度伊豆市下水道事業会計補正予算（第１回） 

日程第 ６ 議案第 ９号 令和４年度伊豆市一般会計予算 

日程第 ７ 議案第１０号 令和４年度伊豆市公共用地取得事業特別会計予算 

日程第 ８ 議案第１１号 令和４年度伊豆市国民健康保険特別会計予算 

日程第 ９ 議案第１２号 令和４年度伊豆市後期高齢者医療特別会計予算 

日程第１０ 議案第１３号 令和４年度伊豆市介護保険特別会計予算 

日程第１１ 議案第１４号 令和４年度伊豆市水道事業会計予算 

日程第１２ 議案第１５号 令和４年度伊豆市簡易水道事業会計予算 

日程第１３ 議案第１６号 令和４年度伊豆市温泉事業会計予算 

日程第１４ 議案第１７号 令和４年度伊豆市下水道事業会計予算 

日程第１５ 議案第１８号 令和４年度伊豆市持越財産区特別会計予算 

日程第１６ 議案第１９号 令和４年度伊豆市市山財産区特別会計予算 

日程第１７ 議案第２０号 令和４年度伊豆市門野原財産区特別会計予算 

日程第１８ 議案第２１号 令和４年度伊豆市吉奈財産区特別会計予算 

日程第１９ 議案第２２号 令和４年度伊豆市月ヶ瀬財産区特別会計予算 

日程第２０ 議案第２３号 令和４年度伊豆市田沢財産区特別会計予算 

日程第２１ 議案第２４号 令和４年度伊豆市矢熊財産区特別会計予算 

日程第２２ 議案第２５号 伊豆市特別職の職員の給与に関する条例等の一部改正について 

日程第２３ 議案第２６号 伊豆市使用料金等審議会条例の一部改正について 

日程第２４ 議案第２７号 伊豆市行政財産の目的外使用に関する条例の一部改正について 

日程第２５ 議案第２８号 伊豆市消防団条例の一部改正について 

日程第２６ 議案第２９号 伊豆市消防団員等公務災害補償条例の一部改正について 

日程第２７ 議案第３０号 ふるさと伊豆市寄附条例の一部改正について 

日程第２８ 議案第３１号 伊豆市国民健康保険税条例の一部改正について 

日程第２９ 議案第３２号 公の施設の指定管理者の指定について（修善寺自然公園） 
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日程第３０ 議案第３３号 公の施設の指定管理者の指定について（恋人岬関連施設） 

日程第３１ 議案第３４号 公の施設の指定管理者の指定について（萬城の滝キャンプ場） 

日程第３２ 議案第３５号 市道路線の認定について 

───────────────────────────────────────────────── 
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開議 午前 ９時２９分 

 

◎開議宣告 

○議長（小長谷順二君） 皆さん、おはようございます。 

  本日の出席議員は16名であります。出席議員が定足数に達しておりますので、会議は成立

いたしました。 

  これより令和４年伊豆市議会３月定例会２日目の会議を開きます。 

 

◎議事日程説明 

○議長（小長谷順二君） 本日の議事日程は、お手元に配付のとおりであります。 

 

◎発言訂正について 

○議長（小長谷順二君） 執行機関から、令和４年２月22日の本会議の議案補足説明について、

発言の訂正の申出がありましたので、これを許します。 

  産業部長。 

〔産業部長 滝川正樹君登壇〕 

○産業部長（滝川正樹君） おはようございます。 

  それでは、すみません、お手元の議案書191ページをお願いいたします。 

  ２月22日本会議において、議案第34号 公の施設の指定管理者の指定について（萬城の滝

キャンプ場）の提案理由、補足説明で、候補者の指定管理の実績につきまして、191ページ

下段、一番下なんですけれども、北海道弟子屈町と御説明申し上げましたが、こちらにつき

ましては、町との賃貸借契約や国・道との業務委託に基づく運営でありましたので訂正をさ

せていただきます。申し訳ございませんでした。 

○議長（小長谷順二君） 以上で、執行機関からの発言を終了いたします。 

 

◎議案第４号～議案第８号の質疑、委員会付託 

○議長（小長谷順二君） 日程第１、議案第４号 令和３年度伊豆市一般会計補正予算（第12

回）から日程第５、議案第８号 令和３年度伊豆市下水道事業会計補正予算（第１回）まで

の５議案を一括して議題といたします。 

  これより質疑に入ります。 

  質疑の通告がありますので、これを許します。 

  議案第４号について、13番、青木靖議員。 

〔１３番 青木 靖君登壇〕 

○１３番（青木 靖君） 13番、青木靖です。 

  議案第４号 令和３年度伊豆市一般会計補正予算（第12回）について質疑を行います。 
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  新型コロナ対応ももう３年目に入っているわけですが、コロナ関連の予算の中身について

の質疑となります。 

  内容については、10款、議案書15ページになります。 

  今回、歳入のほうの入替え、増減があるわけですが、新型コロナウイルス感染症対策地方

税減収補塡特別交付金、地方特例交付金のほうが9,529万5,000円の減、それに対して、国庫

支出金の総務費国庫補助金であります新型コロナウイルス感染症対策地方創生臨時交付金が

２億3,365万円。これだけ単純に計算しますと、差引きで１億3,800万円余になるわけですが、

そこでですけれども、そのほかにもコロナ対応の歳入の予算等々は目的別にはあるわけです

が、今回のこの交付金の措置の取扱いに際して、市としては歳入があったわけですので、今

回の交付金の措置の取扱いに当たって、当伊豆市においては新型コロナウイルス感染症の伊

豆市の経済への影響をどのように捉えた上で本補正予算の歳出に配分したのか。どういう割

り振りにして、それをどういうふうに決めたのかということを聞きたいということです。現

状の認識、市内の経済の現状の認識をどのように捉えて予算配分をしたのか、その基本的な

考えを確認したいので、質疑をいたします。 

○議長（小長谷順二君） ただいまの質疑について答弁願います。 

  市長。 

〔市長 菊地 豊君登壇〕 

○市長（菊地 豊君） 皆さん、おはようございます。 

  総合政策部長より答弁をさせます。 

○議長（小長谷順二君） それでは、総合政策部長。 

○総合政策部長（新間康之君） それでは、ただいまの御質問についてお答えをさせていただ

きます。 

  コロナの地方創生臨時交付金のまず取扱いでございますが、国や県が感染症に対する対策

を講じる中、我々基礎自治体といたしまして、経済対策だけではなく交付金の目的として定

められた感染防止対策、それから経済対策、そして新しい生活様式に対する対応のこの３つ

の取組として何ができるのかを考え、実施をいたしました。また、日々変化するコロナの感

染状況による市内への影響に迅速に対応させていただくため、この交付金については予備費

という形で予算を計上いたしまして、感染状況や市内への影響を鑑み、必要なタイミングに

必要な施策を打つということを心がけてまいりました。これまでもコロナの影響に苦しむ声

をできるだけ拾おうと取り組んできたところでございまして、コロナの感染が収まらない状

況が続く中、他市の取組も参考にしながら、引き続き有効な対策を模索し、取り組んでまい

りたいと考えております。 

  それから地方税減収補塡特別交付金でございますが、こちらにつきましては、中小事業者

等が所有する償却資産、それから事業用家屋に係る固定資産税等の軽減措置による減収分を

補塡するものとなっております。したがいまして、こちらについては特定の事業に充てるな
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どの取扱いはいたしませんで、通常の市税と同じく、あくまで一般財源として取り扱ってお

ります。 

  以上です。 

○議長（小長谷順二君） 再質疑はありますか。 

  青木議員。 

○１３番（青木 靖君） コロナ対応一律ではなくて、いろいろな影響が出ていますので、経

済だけではなくて、当然感染対策等々、それから将来に向けての予備費とかと割り振ってい

るということは、今の答弁で分かりました。 

  要するに、国からの予算の配分があって、それぞれの市の現状に合わせてそれぞれの自治

体が対応していると思うんですけれども、そこでですけれども、もう一回もう少し確認しま

すけれども、伊豆市の現状をどういうふうに把握しているのかというところ、予算の中でど

こまで、聞ける範囲でいいですけれども、確認したいです。 

  要するに、市の現状に合った対応をしなきゃしようがないわけですから、例えばどういう

ふうに聞き取りをしているのかとか、例えば経済の状況であれば、一般的に言って入り込み

数とか、水道の使用料とか、地域によっては温泉の使用料とかいろんな尺度があると思うん

ですけれども、どういう基準を根拠に対応を取っているのか、対策をしているのかというの

を確認させてください。 

○議長（小長谷順二君） 答弁願います。 

  総合政策部長。 

○総合政策部長（新間康之君） コロナに対する影響でございますが、数字的なもの、いろん

な統計的なものというのは、なかなかその場その場で取り切れない状況がございます。あく

まで各課、各いろんな分野におきましてのその場の生の声、そのときに要望される声を受け

てというのが多いのではないかと思っております。 

  すみません、繰り返しますが、その数字的なものというのはなかなかその場その場で取り

切れないものですから、各課におきまして各種団体だったり、市民だったりという声を拾い

ながら対応させていただいたということになると思います。 

  以上です。 

○議長（小長谷順二君） 再質疑はありますか。 

  青木議員。 

○１３番（青木 靖君） 議案質疑ですので、それ以上聞きませんけれども、的確な対応が必

要かなとは思います。 

  それで、今回の歳入の性格的に固定資産税の減免等の分に、それを担うような意味もある

ということでしたけれども、これで終わりということではないのかもしれませんが、もろも

ろのそういった固定資産税の減免等々の影響が、今回の補塡分によってある程度、市として

は対応ができるものになっているのかということの確認だけ最後にさせてください。 
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○議長（小長谷順二君） 答弁願います。 

  総合政策部長。 

○総合政策部長（新間康之君） 固定資産税の減免に対する対応につきましては、今年度につ

きましては、交付金という形で国が対応していただきました。令和４年度については、この

状況がおおむね戻るものと国も考えておりまして、令和４年度の予算については、歳入とし

て計上しておりません。市といたしましても、ある程度この状況は戻るものと考えておりま

すし、今回のこの補正で減額をさせていただいた交付金のとおり、影響もそれほど固定資産

税についてはなかったものですから、おおむね例年どおりの状況に戻るものと考えておりま

す。 

  以上です。 

○議長（小長谷順二君） 市長。 

○市長（菊地 豊君） すみません、コロナ対策の総論ですので、私からも申し上げておきた

いのですが、市内の金融機関とか商工会さんだとかいろんなところからヒアリング等も重ね

てまいりましたが、この２年間で明らかにいまだに最も苦労されているのは、やはり例えば

貸切りバスをたくさん持っておられるところ、それから個々の宿泊客は減っているんですが、

それは旅館さんにすれば１件ごとの宿泊客の減少なんですが、これを横でビジネスにされて

いるリネンサプライのような洗濯業のようなところは、１件１件ではなくて、宿泊の多くの

数を抱えているマーケットとして、そういったところの影響は極めて大きい。あるいは、イ

ンバウンドに依存をしてきた、昼御飯でかなりビジネスにされていた大型のドライブインと

か、あるいは外国が資本投資した宿泊施設で、インバウンドメインでやっておられたような

ところ等々、かなり具体的には分かっていますが、市としてピンポイントでどのような支援

策ができるのかということを考えると、なかなか公益性の観点からピンポイントで、しかも

かなりの金額を必要とする状況でしょうから、そこはなかなか厳しい状況がございます。そ

こは現状は認識しているけれども、伊豆市としての対応は厳しいという状況が一つはござい

ます。 

  もう一つの視点として、市ができること、なすべきことはかなり２年間でやってきたつも

りではおります。その中で、先ほどの公共料金だとか固定資産税とか猶予しているところも

あって、こういったミクロな施策はこれからも工夫で何とかやっていきたいのですが、何と

しても出血を止めるだけの施策ではなしに、この厳しい状況で国から頂いている財源を何と

か将来に役立てるように使いたいというのは終始考えているところです。 

  今、商工会や観光協会とも話をしているんですが、まず私たちの伊豆市の場合に最も欠落

していたのは、市内の事業者のネットワークなんですね、メールのネットワークもない。

我々が将来必要であれば、プッシュ型のアウトリーチ型の支援事業もしようと思うのですが、

その名簿もないわけです。市内の事業者さんがどれぐらいの事業規模をされていて、口座は

どこで、その事業規模に応じた補助金、例えば10万円の全国民への補助のような、仮にそう
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いうことが将来必要になったとしても、伊豆市に何もデータがないんです。したがって、今、

産業振興協議会を通じて商工会等にお願いしているのは、市内のＤＸの構築にも、必要であ

ればコロナ対策として施策を市も取りますので、ぜひここのコロナ対策としてのＤＸの活用

についてはなるべく早く、これまで予算化しておりませんけれども、そういったことを視野

に入れながら、令和４年度予算の運用については、そのような視点をしっかり持ちたいと考

えております。 

○議長（小長谷順二君） これで青木靖議員の質疑を終わります。 

  以上で通告による質疑を終わります。 

  ただいま議題となっております議案第４号 令和３年度伊豆市一般会計補正予算（第12回）

から議案第８号 令和３年度伊豆市下水道事業会計補正予算（第１回）までの５議案につき

ましては、議案付託表のとおり所管の常任委員会に付託いたします。 

 

◎議案第９号の質疑、委員会付託 

○議長（小長谷順二君） 日程第６、議案第９号 令和４年度伊豆市一般会計予算を議題とい

たします。 

  これより質疑に入ります。 

  質疑の通告がありますので、これを許します。 

  初めに、７番、杉山武司議員。 

〔７番 杉山武司君登壇〕 

○７番（杉山武司君） おはようございます。７番、杉山武司です。 

  議案第９号 令和４年度伊豆市一般会計予算について質疑をいたします。 

  今回は、３件について質疑をいたします。 

  いずれも市長に答弁を求めます。 

  まず、１件目、２款総務費、予算書66ページになります。 

  １項総務管理費、３目の財務管理費の中にあります財政事務費です。地方公会計作成支援

業務委託料についてですけれども、この支援はいつまで続けるのか伺います。 

  次に、７款商工費、予算書224ページになります。 

  １項商工費、２目商工振興費ですけれども、その中の産業強化事業、産業振興事業委託料

なんですけれども、産業振興事業委託料の中に観光拠点再生事業が包含され、内容として、

観光地の宿泊施設を中心とした地域一体となった面的な観光地再生・高付加価値化を図ると

説明されていますが、事業の具体的な詳細説明を求めます。 

  次に、７款商工費、予算書232ページになります。 

  １項の商工費、４目の観光施設管理費です。萬城の滝キャンプ場の管理事業となります。 

  附属説明資料83ページの事業の概要では、市直営にて事業を実施と説明されていますが、

管理事業の運営を含めてなのかをお尋ねいたします。また、議案が上程されていますけれど
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も、この議案上程では、萬城の滝キャンプ場を公の施設として指定管理者を指定するとされ

ています。整合性を伺います。よろしくお願いします。 

○議長（小長谷順二君） ただいまの質疑について答弁願います。 

  市長。 

〔市長 菊地 豊君登壇〕 

○市長（菊地 豊君） それぞれ担当する部長に答弁をさせます。 

○議長（小長谷順二君） それでは、総合政策部長。 

○総合政策部長（新間康之君） それでは、私のほうからは、財政事務費についてお答えをさ

せていただきます。 

  市の会計でございますが、単式簿記を用いております。地方公会計に基づく財務書類の作

成に当たっては、各種支出について複式簿記化するために決算時期に一括して仕分をする必

要がございます。その作業には、年度中の全ての歳入歳出についての仕分の確認、それから

固定資産台帳との照合など相当なボリュームの業務がございますので、職員が行うより知識

を有する専門業者に行ってもらうことが効率的であると考えることから委託をさせていただ

いておりまして、県内他市町の多くも業者委託による作成を行っているところでございます。 

  したがいまして、業務の内容から、基本的には引き続き委託による作成をさせていただき

たいと考えておりますが、今後の行政のＤＸ化などにより状況が変わる場合には、見直しの

検討を考えてまいります。 

  以上です。 

○議長（小長谷順二君） 続いて、産業部長。 

○産業部長（滝川正樹君） それでは、私から、７款の２項目についてお答えをさせていただ

きます。 

  まず、３の産業強化事業についてでございます。 

  観光拠点再生事業の具体的内容でございますが、この事業は、令和４年度に予定されてい

る観光庁の補助事業、地域一体となった観光地の再生・観光サービスの高付加価値化への応

募から事業管理全般に係る業務を委託するものです。 

  この観光庁事業は、観光地の再生・高付加価値化に資する事業として、面的再生に資する

宿泊施設の改修、景観改善のための廃屋撤去、土産店など観光施設の改修などを支援するも

のです。 

  本事業の応募者は、地方公共団体、あるいは地域観光づくり法人、いわゆるＤＭＯが想定

されており、伊豆市においては地域ＤＭＯである伊豆市産業振興協議会を応募主体と考えて

おります。 

  委託する具体的な事業は、補助金の応募申請に必要な中長期的な観光地再生・高付加価値

プランである地域計画を含む全体構想の策定、参画事業者の調整と取りまとめ、申請書類の

作成をはじめ、事業が採択された場合には、全体事業の管理はもちろん、個別の事業者が実
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施する改修などの進捗管理等支援など、事業全体のマネジメントを行うものです。 

  続きまして、４、萬城の滝キャンプ場管理事業につきましてお答えをさせていただきます。 

  萬城の滝の予算に係る整合性についてですが、当初予算附属説明資料83ページの萬城の滝

キャンプ場管理運営事業の内容は、公の施設であるキャンプ場の管理運営に係る経費のほか、

隣接する萬城の滝の活用や整備に係る経費もこの事業に含んでおります。 

  萬城の滝キャンプ場自体は、議員御指摘のとおり、令和４年度から指定管理者制度による

管理運営を予定しておりますが、萬城の滝キャンプ場の排水施設の改修や萬城の滝の周辺整

備に係る測量設計業務は、市が直接事業実施することから、市直営と記載をさせていただい

たところです。 

  以上でございます。 

○議長（小長谷順二君） それでは、２款より再質疑はありますか。 

  杉山議員。 

○７番（杉山武司君） 以前この件について、地方公会計作成の支援業務について、この支援

業務の委託は何年で解消し、自前で公会計は作成できるのか質問をいたしました。時の担当

者の回答は、人事異動もあり、習熟には時間を要し、おおむね３年を目途にしているとの回

答を得ています。そのために、今回質疑をさせていただきました。 

  それと併せて、地方公会計作成の目的というものは住民の福祉の増進とされていますけれ

ども、この支援に得られた成果というものは、住民はどのように享受できているのか、どう

お考えですか。 

○議長（小長谷順二君） 答弁願います。 

  総合政策部長。 

○総合政策部長（新間康之君） まず、初めの御質問というか御指摘でございますが、確かに

過去に議員から御質問がございまして、それに対し、執行部のほうから数年間は委託をさせ

ていただき、その後は自前で作成をしていきたいというような回答をさせていただいたこと

は事実でございます。 

  その後、その当時は何とか自前でということで取り組んでまいったんですが、先ほども御

説明させていただきましたとおり、その作業のボリューム、ただ単なる簿記の知識を得てい

ればできるという作業ではなくて、作業の全体的なボリュームが相当量ございます。それを

考えたときに、職員が行うよりも外注で作業させてもらったほうが効率的、また効果的であ

るというような判断をさせていただきまして、見直しをさせていただいたところでございま

す。したがいまして、考え方を訂正という形で今後委託をさせていただきたいということで

ございます。 

  それから、この支援業務により得られた成果、それを住民はどのように享受できているか

というような御質問だったと思いますが、議員の御発言にもありましたとおり、地方公共団

体の基本的な役割は、住民の福祉の増進を図ることとされております。そのためには、最少
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の経費で最大の効果を得ることと、財政状況を市民に公表することが求められているところ

でございます。 

  市の財務状況は、予算、それから決算という形で一応把握できるわけですが、予算、それ

から決算はあくまでも現金による収支状況のみが明らかになるものでございます。一方、地

方公会計は、減価償却費などコストの情報、それから資産と負債などのいわゆるストックの

情報など、予算、それから決算では見えない情報を明らかにすることができます。したがい

まして、これらを明らかにすることで市の相対的な財務状況を把握することができますので、

ひいては市民の皆様への説明責任を果たすことになると考えております。 

  以上です。 

○議長（小長谷順二君） 再質疑はありますか。 

○７番（杉山武司君） 次にいきます。 

○議長（小長谷順二君） よろしいですか。 

  では、杉山議員。 

○７番（杉山武司君） 観光庁の全体で約1,000億円の補助事業に今後応募し、委託先の伊豆

市産業振興協議会が観光地再生に向けた地域計画の作成支援等、それに基づく社会施設の高

付加価値化や観光施設の改修や廃屋の撤去等の事業支援を伊豆市全域を対象に行うとしてい

ます。この事業の補助メニューの補助率は、上限金額はあるものの、国庫補助はおおむね２

分の１で、そのほかはありません。この事業の成功の可否は、参画する事業者の有無により

ます。市内に数多い投資力に乏しい事業者にはハードルが高いと思いますが、いかがでしょ

うか。 

○議長（小長谷順二君） 答弁願います。 

  産業部長。 

○産業部長（滝川正樹君） 今回の観光庁の補助事業の補助率は、ただいま議員がおっしゃら

れたとおり、２分の１が原則となっております。コロナの影響を少なからず受けている事業

者にとって、その残り２分の１を負担するということは、事業者にとりましては相当に厳し

い条件と考えております。ただし、この事業の宿泊施設改修の補助率につきましては、経営

体力の低い事業者に対する補助率を３分の２に引き上げる措置を講ずるとされております。

経営体力の低い事業者の定義について、現時点では詳細は不明でございますが、どのような

条件になるのか、今後も確認を行ってまいりたいと考えております。 

  本事業の活用につきましては、観光協会や旅館組合を通じ、事業を行いたい事業者がいる

と伺っております。地域一体となった面的な観光地再生を図るとともに、個別施設の改修に

補助金を頂ける大きなチャンスであるとも考えておりますので、産業振興協議会、観光協会、

旅館組合等と連携し、広く情報提供を行っていくとともに、積極的に活用していただくよう

呼びかけていきたいというふうに考えております。 

  以上でございます。 
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○議長（小長谷順二君） 再質疑はありますか。 

  杉山議員。 

○７番（杉山武司君） ７款の商工費ですけれども、萬城の滝のキャンプ場の管理事業なんで

すけれども、当初予算での事業説明はありましたけれども、理解できなかった部分がありま

すので質問いたしました。 

  予算では、会計年度任用職員の人件費が計上されています。議案の上程による指定管理者

への指定管理料は計上されていません。どのような理由なのか伺います。 

○議長（小長谷順二君） 答弁願います。 

  産業部長。 

○産業部長（滝川正樹君） 会計年度任用職員の人件費計上につきましては、令和４年度当初

予算と指定管理者の指定の提案が本議会と同時期となったため、指定管理者の指定ができな

かった場合には、市直営での運営が継続できるよう計上したもので、令和４年４月から指定

管理者へ移行した場合は、この予算の執行はないものと考えております。 

  また、指定管理料につきましては、指定管理者の候補者から提出された指定管理者指定申

請書の３年間の収支予算書におきまして、収入は利用料金その他の収入で賄うこととなって

おり、指定管理料の提案がありませんので、指定管理料の予算計上はしてございません。 

  以上でございます。 

○議長（小長谷順二君） 再質疑はありますか。 

○７番（杉山武司君） ありません。 

○議長（小長谷順二君） これで杉山武司議員の質疑を終わります。 

  次に、16番、杉山誠議員。 

〔１６番 杉山 誠君登壇〕 

○１６番（杉山 誠君） 16番、杉山誠です。 

  議案第９号 令和４年度伊豆市一般会計について質疑をさせていただきます。 

  初めに、予算書62ページ、附属説明資料３ページの窓口業務などの包括的アウトソーシン

グ事業について質疑します。 

  職員が増えない中で業務が複雑化していると言われている窓口業務ですけれども、今、住

民サービスの向上を図るために窓口業務の効率化を推進する取組が様々な自治体で進められ

ていて、総務省でも窓口業務改革が検討されています。その中で、当初予算の概要を見ると、

徹底した歳出の抑制との見出しで包括的アウトソーシング事業が掲載されておりまして、市

民との接点となる窓口業務のアウトソーシングについては、効率的でサービスの安定向上を

見込むとされていますけれども、市民目線に立った窓口改革はどこまで期待できるでしょう

か。 

  次に、予算書74ページ、附属説明資料９ページの公共施設マネジメント事業です。 

  公共施設の保守管理業務包括的アウトソーシングについて、これまで地元事業者への委託



－58－ 

や雇用などが行われてきたものがありますけれども、包括的アウトソーシングすることで仕

事や雇用が失われるのではないかと心配する声を多く伺います。このことで地域経済に与え

る影響をどのように考えるでしょうか。 

  最後に、予算書94ページ、附属説明資料21ページの情報化推進事業について、自治体ＤＸ

を推進するとのことですが、行政手続のオンライン化の範囲をどこまで考えているでしょう

か。また、オンライン化に必要なマイナンバーカードの普及などの環境整備の現状と対策は

いかがでしょうか。 

  以上、よろしくお願いします。 

○議長（小長谷順二君） ただいまの質疑について答弁願います。 

  市長。 

〔市長 菊地 豊君登壇〕 

○市長（菊地 豊君） それぞれ担当する部長に答弁をさせます。 

○議長（小長谷順二君） それでは、総務部長。 

○総務部長（伊郷伸之君） 私からは、窓口業務と公共施設マネジメント事業についてお答え

させていただきます。 

  まず、包括的アウトソーシング事業でございますが、議員御質問の市民目線に立った窓口

改革については、この事業でございますが、窓口の受付業務など主に会計年度任用職員が行

っています業務を包括的に委託し、民間事業者のノウハウを活用した接遇やマナー研修等、

様々な専門的な研修を行うことで業務の資質向上に努め、安定したサービスの提供や迅速か

つ効率的な処理体制の確立を図ってまいります。 

  以前から求められています総合案内窓口の機能をまず市民部窓口に設置し、さらに他の部

署とも連携しワンストップ化を目指します。また、職員が行っていましたフロアマネジャー、

これは、現在コロナ対応で中止しておりますが、来庁者への案内や誘導は必要であります。

今回、委託業務にこの総合案内業務を加えることで、市民目線に立ったサービスの向上を進

めてまいります。 

  次に、公共施設マネジメント事業についてでございますが、市が現在管理業務を委託して

います事業者に、１月に株式会社ＪＭと市と合同で、アウトソーシングについての説明会を

開催しました。また、先月２月初旬からＪＭが個別に事業者と来年度の業務請負の意思確認

や業務内容などについて協議を行っております。このＪＭの事業提案におきましても、市内

の人材企業を最大限活用することを方針として提案されております。 

  また、ＪＭからは、今回のアウトソーシングを理由に地元の事業者から業務請負を断られ

たという話は伺っておりませんので、地元事業者の活用につきましては今までと変わらない

と思われ、地元雇用への影響や、このアウトソーシングによる地域経済の影響はないものと

考えております。 

  以上です。 
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○議長（小長谷順二君） 続いて、総合政策部長。 

○総合政策部長（新間康之君） それでは、私からは、情報化推進事業についてお答えをさせ

ていただきます。 

  国は、令和２年度に閣議決定をいたしましたデジタル・ガバメント実行計画におきまして、

特に国民の利便性向上に資するものといたしまして、地方公共団体が優先的にオンライン化

を推進すべき手続を示しております。それらにつきましては、基本的に検討をしていくとい

うことといたしまして、それ以外の行政手続につきましても、法令による対面の規制などに

よりオンライン化が適当でないものや費用対効果が見合わないものを除き、広く対象手続を

検討していきたいと考えております。 

  なお、転出・転入手続のワンストップ化につきましては、令和４年度にマイナポータルか

らマイナンバーカードを用いてオンラインで転出届・転入予約ができるよう整備予定でござ

います。 

  また、マイナンバーカードの普及につきましては、夜間窓口延長や本庁玄関ロビーに特設

ブースを設け、専門スタッフを配置し受付を行っているほか、コロナワクチン集団接種会場

での出張申請を行うなど普及に取り組んでいるところでございます。 

  以上です。 

○議長（小長谷順二君） 再質疑についてですけれども、２款ですので、３つそれぞれ一括で

お願いいたします。 

  杉山議員。 

○１６番（杉山 誠君） それでは、一括で質疑させていただきます。 

  まず、包括的アウトソーシングの窓口業務ですけれども、市民目線ということで、主に接

遇というかそういった対応について、民間のノウハウというような印象を受けましたけれど

も、実際に窓口というのは、市民とのやっぱり一番の接点となるところですので、市民の利

便性とかそういうものに配慮するべきところだということが言われているんですけれども、

今、総務省が進めている窓口業務改革、またいろいろな民間の進めている窓口業務改革で３

ない窓口というのが言われています。その３つのないというのは、「書かせない、待たせな

い、来させない」、この３ない改革が言われているんですけれども、こういった今、各あち

こちの自治体で取組が進められているんですけれども、このような市民目線に立った改革と

いうのは、このアウトソーシングとは、今答弁いただいたところではあまり無関係のように

感じるんですけれども、このような今後の窓口の進め方について、委託するアウトソーシン

グの事業者とはどういった関係になるのか。事業者提案があった場合は、自治体側と担当側

と協議が行われるのか、それとも自治体側が提案して事業者にその対応を求めるのか、ある

いはシステムの整備はどうするのかと、いろいろな今後の対応の仕方があると思うんですけ

れども、今回の予算で計画されている内容についてはどこまで踏み込んでいるのかというこ

と。 
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  次に、公共施設の包括委託ですけれども、やっぱり元請と下請の関係ができるという、こ

れ前々から懸念されていたことなんですけれども、そうすると、どうしても業務の財政的な

観点からいくと、全体の経費を削減、あるいは無駄をなくすという観点に立ちますと、そこ

の元請、下請の関係で、下請の受注単価というか、収益は当然減らなければ、全体としての

そういったバランスが取れないわけなんですけれども、影響はないというようなお考えのよ

うですけれども、その辺のところをよく精査されているのか。今地域で頑張っていらっしゃ

る事業者、地元の住民の雇用とかいろいろな面ですごく大事な役割を果たされていますので、

今後、行政改革の中でそれらがしっかりと担保されていくのかということが非常に心配され

ているわけですけれども、その辺はどのように考えますか。 

  最後に、情報化ＤＸなんですけれども、２年ほど前、一般質問で取上げさせていただいた

んですけれども、当時はまだマイナンバーカードも普及が進んでいなくて、ほとんどこれが

取り組まれていなかったんですけれども、今大きく進んでいるということを答弁で確認でき

ました。令和４年度から転入・転出の届出もオンライン化ということですけれども、今この

普及に当たって市民の方から寄せられる声というのは、デジタル化についていけないという

声が非常に多く寄せられています。高齢者ばかりとは言わず、パソコンができない50代、60

代の方もおられますけれども、そういった方々にデジタルの対応ができないことによる不利

益、いろいろな申請事項でも、今回のコロナの給付金についても全てオンラインでやられて

いますけれども、そのような場合にデジタルに対応できない人が申請ができないというか、

給付にたどり着けなかったというお声もありますので、そういったデジタルに対応できない

ことによる不利益、デジタルデバイドと言われていますけれども、それに対する対応は、総

合的に進める上で同時進行で進めていくということが必要だと言われているんですけれども、

その辺のところはどのように考えているでしょうか。 

  以上、お願いします。 

○議長（小長谷順二君） 答弁願います。 

  最初、市長。 

○市長（菊地 豊君） 行政運営のかなり基本方針的なところが関わってまいりますので、私

から答弁させていただきますが、最初議員から御指摘のあった「書かせない、待たせない、

来させない」、これは、３番目のＤＸ化と直接的に関係しておりまして、私も以前、全国市

長会で聞いてなるほどなと思ったのは、日本の場合には、行政手続の簡素化をしてこなかっ

た。それで１人１台パソコンだけにしたので、実際に行政手続は全然簡略化されなかったと

いうことを聞いたことがありまして、まさにそういうことなんです。ですから、業務のやり

方を抜本的に改革していかなければ、「書かせない、待たせない、来させない」というのは

できないので、そこはまさに今政府も真剣に現場とのやり取りをしておりますので、大きく

変わりつつあるところだなと考えております、変えなければいけないですし。 

  それから、経費の問題について言うと、伊豆市が今やろうとしているアウトソースとか行
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政事務の仕事のやり方の変革というのは、個々の人件費の削減だけではありません。以前、

議会でも申し上げたと思うんですが、一時期、図書館の指定管理を真剣に考えたんですが、

あまり格好いい話ではありませんが、伊豆市の場合には人件費が十分に低いので、指定管理

しても効果がないということが指摘をされまして、そのあたりの個々の経費節減は残念なが

らかなり頑張っているということなんです。 

  ここで、私が一番気にしているのは、今公務員がやっている行政事務の中で民間でもでき

ること、あるいは民間のほうがやりやすいこと、一つの象徴的な事業は水道の相談センター

で、３年ごとに替わっている職員よりも、地元の水道屋さんのほうが詳しいですから、水道

相談センターをつくったところ、365日24時間ちゃんと機能しているわけです。これは、前

は公務員がやっていたわけです。ですから、そういった分野はなるべくアウトソースしてい

こうと。 

  もう一つが、公務員がやっている仕事の中で、ルーティーンのものと企画・計画のものが

あるわけです。あるいは、産業振興のようなものがあるわけです。そこで、ルーティーンの

ものについては、３年ごとに替わっていく公務員よりも、その仕事を常続的にやっていただ

けることのほうがより効果的・効率的になるのではないかということが１つ。それが、今回

の窓口業務のアウトソースです。 

  それから、もう一つは、施設のほうは今までは極端に言えば全ての施設を１つずつ管理の

毎年年度ごと、状況によっては３年ごとの発注をしていたわけです。そこに行政事務が膨大

に発生するわけです。当然これはコストですから、将来的にはそこを一括管理していただけ

れば、そこが発注するわけ、あるいはそこが一括して業務をするわけですので、市の行政手

続は極めて簡略化されるわけです。それによって行政コストが減っていくわけです。その前

提は、間違いなく私たちが視野に入れている将来５年後か10年後か分かりませんが、公務員

を採用できなくなります。今、既に私たちは、人口減少をかなり強く実感しているんですが、

それでも成人式は200人を超えるんです。10年たつとこれが100人になるわけです。そのとき

に、日本の経済は、当然よくしよう、よくしようとしているわけですから、公務員に採用で

きない可能性が高いというよりも、ほぼ確実。その中で、今と同じ市役所の体制を取ること

は不可能ですから、今のうちに先行的に見直しに着手しているというのが、この２番目の問

題の本質です。 

  ３番目で、これも今議員から御指摘のありました極めて大切なついていけない方もいらっ

しゃる、これ、そのとおりなんです。先ほど別の議案でも申し上げました例えば商工会のネ

ットワークとかをお願いしているということなんですが、当然使えない方もいらっしゃいま

す。これは、小規模自治体のよさで、そこを置いていかなくて済むんです。新しいＤＸは進

めるけれども、そこまで私たちはやりません、私たちはついていけませんという方々を個々

に把握できるのが小規模自治体のいいところですから、そこは逆に伊豆市のよさを活用して、

そういった方々も置いていかないように、そういった方々は個々に対応できるように、この
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体制はしっかり維持をしていきたいと考えております。 

○議長（小長谷順二君） 総務部長、総合政策部長、答弁ありますか。 

  市民部長。 

○市民部長（加藤博永君） ３ない窓口の件でございますが、これにつきましては、受託業者

とは今後詰めていくことになると思います。議員おっしゃるとおり、デジタル化、３つ目の

質問と同じですけれども、ＤＸに関しても、結局はコロナも含めました、それ以前にマイナ

ンバーカードの取得が大前提になりますので、マイナンバーの取得、これにまず向けてやっ

て、その後、体制が整いましたら受託業者との協議に入っていこうかなと思っております。 

  以上です。 

○議長（小長谷順二君） 再質疑はありますか。 

  杉山議員。 

○１６番（杉山 誠君） まず、窓口ですけれども、今の答弁いろいろと前向きに考えておら

れるということですけれども、実際の窓口をアウトソーシングするに当たって、これ言って

しまえば第２市役所的な役割を果たすようなアウトソーシングをしているというようなとこ

ろもあるんですけれども、それは市役所でなければ、住民の個人情報とかそういうのが扱え

ないであるとか、あるいは相談業務であるとか、そういった市役所でなければ扱えない業務、

それから事務的な手続は委託でもできる、その辺のところのすみ分け、擦り合わせというか

そういうのをうまく行った上で、窓口業務は民間にお任せするような、そういった取組をし

ているところもあるんですけれども、そういった第２市役所的な業務までは発展させる考え

はないのかということです。 

  あと、公共施設のマネジメントなんですけれども、例えば、今水道料金徴収を外部委託し

ていますけれども、非常に効率的に行っていただけるというような実績がありますけれども、

そういったそれぞれの努力で効率的な業務をやっていただけているところも、今回一括で下

請的な関係になっちゃうのか、そのようなことも危惧されているんですけれども、その辺の

ところをどのように考えているのかというところをお願いします。 

○議長（小長谷順二君） いいですか、２つで。 

○１６番（杉山 誠君） いいです。 

○議長（小長谷順二君） 答弁願います。 

  市民部長。 

○市民部長（加藤博永君） 第２市役所、その件につきましても、ちょっとデジタル化、これ

を進めていく中でマイナンバーカード、この辺を含めて進めていく中で、どういう形がそれ

に合っていくのか、そこら辺を見極めて進めていくとともに、どういうものができるかとい

う研究をさせてください。そういう体制で進めていきたいと思っています。 

  以上です。 

○議長（小長谷順二君） 公共マネジメントについては。 
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  総務部長。 

○総務部長（伊郷伸之君） 今回の公共施設のマネジメント、これは主に施設管理を一括して

発注します。先ほど来、議員おっしゃられているその元請、下請の関係なんですが、現在、

元請となるＪＭとそれぞれの事業者といろいろ仕様書等で確認作業をしております。 

  現行の仕様書からもっと効率的に行えるんじゃないかというような部分については、見直

しが出てくるかと思いますが、委託料については、ある意味、今までかかっていた経費が元

請のほうに仕事の量がいけば、若干その契約額というのは、市がやっていたものとは変わっ

てくると思いますが、実務的な下請いじめじゃないんですが、事業者を苦しめるようなこと

はしないというふうには伺っております。ですので、今までいろんな点検や作業をやって、

それをまとめて市に報告していたものが、逆に今度は元請のほうで全てそういうのを取りま

とめて市に報告するような形になりますので、業務量の増減によっての委託料の差というの

は出てくる可能性はありますが、実務的な労力に対するコストカットというのはないと伺っ

ております。 

  先ほどの窓口業務ですが、今既に例えば印鑑証明とか住民票というのは、コンビニでも取

れるわけです。そういう本当に事務的、機械的に発行するようなものについて、まず先行的

に来年度からやっていきます。当然、個人情報とか相談ものとか、職員じゃなきゃできない

ものもあります。それは、行政的な経験と判断から対応しなきゃならないものもありますの

で、そういうものについては、やはり職員がやっていくべきだとは考えております。ただ、

事務的なものについては、現在職員がやっているものも順次アウトソーシングすることで、

そこは経費の削減にもつながっていくというふうに考えております。 

  以上です。 

○議長（小長谷順二君） これで杉山誠議員の質疑を終わります。 

  次に、13番、青木靖議員。 

〔１３番 青木 靖君登壇〕 

○１３番（青木 靖君） 13番、青木靖です。 

  議案第９号 令和４年度伊豆市一般会計予算、第６款の森林整備事業について、予算の質

疑をさせていただきます。 

  金額的には１億3,800万円余になる森林整備事業ですが、そもそも森林の面積が非常に多

い伊豆市です。10年前と比べれば、いろいろな面で森林整備の周辺については、改善、ある

いは前進しているとは思いますけれども、まだまだ課題も多いという中で、以下のような内

容の確認をさせていただきたいと思います。 

  森林環境譲与税、静岡県の森林税も静岡県はあったわけですが、そうした税を活用して山

の木を育てて切る事業を行うことができるようになってきているところです。伊豆市の森林

に対する様々な課題の取組の全体像からして、令和４年度の森林整備事業の位置づけはどの

ようなものなのかということを伺いたい。森林整備に限られる財源自体は増えているのです
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が、伊豆市としてはそれをどういうふうに使うのか、何をするのかということを伺いたい。 

  民間が所有する民有林の管理ができるようになれば、今は十分できていないわけですが、

民間の民有林の管理ができるようにこれからなっていけば、災害であるとかそうしたものの

予防的な観点、あるいは好ましくない開発などの抑制にもつながるなど、多くの効果が期待

されます。森林環境譲与税の活用は、長期的な計画にも影響するはずです。これが全くなか

った場合と同じということはないはずです。伊豆市の森林管理に対する考えを、この機会に

確認いたします。よろしくお願いします。 

○議長（小長谷順二君） ただいまの質疑について答弁願います。 

  市長。 

〔市長 菊地 豊君登壇〕 

○市長（菊地 豊君） 森林環境譲与税は、山を持っている伊豆市のようなところには、極め

て戦略的に活用できる新たな財源だと強く期待をしております。令和４年度と令和５年度で

5,000万円近く、令和６年度以降は6,000万円近くの財源が毎年入ってくるわけです。それか

ら、伊豆市は山を実際に持っていますので、山元からエンドユーザーまで、つまりよく言わ

れる川上から川下まで全ての事業にこれ使うことができるわけです。したがって、後でこれ

は担当から答弁させますけれども、森林整備、これは山の管理だけでなくて、沿道の支障木

の除去等も入っている森林の整備、それから産業の強化、産業は林業だけではなく製材業、

建築業、こういった森林に伴う産業の強化に使えるわけです。そして、木材の活用、これは

都市部ではほとんどこれに使われると思うんですけれども、今日の新聞にも、県のほうでも

県産材の活用の条件を緩和することが出ていました、いかに木材を活用するか。そして、も

う一つが、森林レクリエーションです。 

  このように、伊豆市はいろんなことに使える中で、これから戦略的にこの財源の使い方を

検討することを指示しているんですが、その中の一部としての森林整備と私は捉えておりま

すので、そこは産業部長に答弁をさせます。 

○議長（小長谷順二君） 続いて、産業部長。 

○産業部長（滝川正樹君） それでは、ただいま市長申し上げました森林整備について、令和

４年度の森林整備事業の位置づけということでお答えをさせていただきます。 

  先ほど議員お話しされたとおり、市域の多くを占める森林は、水源涵養機能や山地災害防

止機能といった公益的機能や木材等生産機能も有しており、引き続き公益的機能を発揮する

ために、これを適切に維持・保全するとともに、木材等生産機能を強化し、林業の振興を図

ることが肝要と考えております。 

  その上で、令和４年度の森林整備事業に係る位置づけでございますが、まず１点目は、杉、

ヒノキの人工林を中心とした森林整備の促進でございます。現在、市内の民有林整備におき

ましては、各林業事業体が森林所有者への利用間伐などの森林管理の働きかけを行い、国や

県の様々な補助制度を活用して間伐等を行っており、市では引き続きこうした取組を行う林
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業事業体を支援するとともに、伊豆市有林においても利用間伐等を継続して森林整備の促進

を図ってまいります。 

  ２点目としては、大平地区に整備される中間土場整備でございます。 

  令和４年度中には、大平インター付近に静岡県森林組合連合会が中間土場の整備を行いま

す。この中間土場では、伊豆市はもちろん伊豆地域の多くの林業事業体や森林組合が搬入す

る原木を仕分け、品質の均等な原木をまとめることで、需要者側の要求にも応えられる利点

があり、伊豆地域の利用間伐がより推進されるものと期待をしているところでございます。 

  ３点目は、議員からもお話ありました森林環境譲与税を活用した森林経営管理制度の推進

でございます。 

  森林環境譲与税とともに創設をされました森林経営管理制度を活用するため、本年度に引

き続き令和４年度におきましても、森林所有者に市への森林経営管理の委託の有無について

アンケートを実施してまいります。森林所有者の意向が確認でき次第、施業に関する調整を

行った上でまずはモデル地区を決定し、森林経営管理制度に基づく施業を実施していきたい

と考えております。 

  こうしたことを、令和４年度予算に盛り込ませていただきました。 

  以上でございます。 

○議長（小長谷順二君） 再質疑はありますか。 

  青木議員。 

○１３番（青木 靖君） 伊豆市においては、最初に言いましたけれども、10年前と比べれば

大分進んできました。これまでも林業事業者さんを対象にかなり支援をしてきた結果、材の

搬出量は各段に伸びているというふうに認識しています。その意味では、産業としても力を

つけているところだということの確認はできているんですけれども、そうはいっても、まだ

まだ手のついていないところが圧倒的に多くて、具体的に言うと、山を持っているんだけれ

ども、もう自分でこれ以上管理ができないということで手放したいと、市で引き取ってくれ

ないかとかという相談はしょっちゅう受けます。もちろん引き取れないわけですけれども、

そういう環境、状況にあることにはまだまだ変わっていなくて、そういう状況を解決すると

ころまでに一足飛びにいけるとは思いませんけれども、今言った森林経営管理制度等々を入

れて、民間の山も整備ができるようなところに持っていかなきゃいけないということだと思

います。 

  見通しですけれども、これどれくらいかかるんですかね。まだゴールが見えないというの

が多分結論だと思うんですけれども、どんなことができるのか。モデル地区を決めてやると

言ったんですけれども、どれくらいの規模というかスピードでできそうなのかというのは１

つ確認したいです。 

  それと、森林の公益的、多面的な機能というのがあって、市長も触れてくれて、部長も述

べてくれたんですけれども、理想的な林業というのは、例えば木を植えて30年とか50年とか
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で切って、また植えてというサイクルがずっと回っていくともう林業として成立する、例え

ば有名な杉の産地とかそういうところは、そういうサイクルがもうできていると思うんです

よね。伊豆市の伊豆半島なんかは、平らなところがほとんどなくて、ほとんど山なわけです

から、そういうところは理想的な林業は目指すべきだろうなというふうに思うんです。それ

ができれば、さっき言っていたレクというか観光の部分にも結びつくような状態の山の状態

になって、結果として有害鳥獣の被害とかも減ったりとかというような相乗効果が多分出て

くるんだと思うんですよね。そういうところを目指すような計画をして進めていくんですけ

れども、伊豆市というか伊豆半島の場合は、国有林も上にあったりして、総合的に連携しな

いとできないという部分もあると思います。 

  最初に言った長期的に見てどのようなスケジュール感なのかということと、目標としてい

るところがそういうことですよねという確認と、それと国有林もありますので、森林管理署

とかの連携とかはどうなっているのかということを聞きます。 

○議長（小長谷順二君） 答弁願います。 

  産業部長。 

○産業部長（滝川正樹君） 森林経営管理制度の事業スパンというふうなことでお答えをさせ

ていただきます。 

  令和３年度から令和４年度におきまして、先ほど申し上げたとおり、地域の皆様、ある程

度地区を絞らせていただいた上でアンケートを実施しております。この中で、まずは場所を

特定させていただきたい。そこでモデル地区を選定し、早ければもう令和５年度には測量と

いうようなところまで持っていけば、その後の施業を市が行うのか、先ほど議員おっしゃら

れたとおり利用間伐でやるのか。その場合は、市は再委託ということで利用間伐をやります

し、採算ベースに乗らないような状況であれば、市がこの森林環境譲与税を使って直接保育

間伐を行うというようなことで、まずはそういったモデルをやりたいということで、１年、

２年の間にはやっていきたいと、そこを目指していきたいというふうに考えております。 

  それから、森林のサイクルが約50年というところで、理想的な森林保全、森林経営という

ことで、国有林との関わりでございますが、確かに国有林は林野庁の森林管理署のほうで管

理をし、適切に間伐、また再造林ということをやっており、現時点で伊豆市有林であるとか

民有林と、国有林との一括したというところの協議をしているわけではございません。ただ

し、議員おっしゃるとおり、山というのは伊豆市の中で80％以上を占めるこの森林は、国有

林であれ、民有林であれ変わりはございませんので、将来50年という長いスパンを見極めた

上でどのように、市のほうでは、先ほど言いました森林環境譲与税という財源を最大限有効

に活用しながら施策を推進してまいりますし、そこに国有林とのマッチングであるとか、協

働であるとか、そういうことができるんであれば、そういった方法も検討していきたい、模

索したいというふうに考えております。 

  以上です。 
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○議長（小長谷順二君） 再質疑はありますか。 

  青木議員。 

○１３番（青木 靖君） 当然そんなに簡単にはできないということだと思います。 

  そこでなんですけれども、最初にも言いましたけれども、個人の所有している山の管理が

なかなかできないということで、管理できなくてもう手放したいと言っている人がいて、実

際に特定の事業をされようとしている方に売却されたりということも事実起きています。そ

こで問題がないわけではないので、あえて聞きますけれども、林業全体というか森林整備全

体として事業者さんに対する支援であるとか、市の持っている市有林の整備とかには、今ま

で予算がたくさんかけられて、成果が上がっているわけですけれども、山を持っている個人

の民間の所有者さんに対する支援をすることで、森林整備全体を進めるようなことができな

いのかなということは、単純な疑問としてあるわけですけれども、森林整備全体を進めるに

は、事業者さんじゃなくて、個人に対する何がしかの支援をすることで、全体として整備が

進むというような考え方はないんでしょうか。 

○議長（小長谷順二君） 答弁願います。 

  市長。 

○市長（菊地 豊君） 物すごく大きな課題なので、全く私の課題認識と同じなんですけれど

も、２つ大きな論点があります。 

  １つは、誰が所有するか、山を、もう一つは、誰が管理するかということです。今議員御

指摘のありましたような土地を放棄したいということが全国で起こっていて、法律上、国有

地になる条件があるので、要するに所有権のない土地は国に属するという法律は既にありま

すので、放棄する場合は国だという議論と、国からは、まずは一旦市町村でも取得すること

を考えてくれないかという打診があり、全国市長会としては、いや、これは全部国有地だと

いうことで、今やり取りしているわけです。 

  したがって、この膨大な山、伊豆市で言えば300平方キロメートルの山地を将来的に誰が

所有するのかというのは、これ今、国とも真剣にやり取りしている大きな課題が１つ。 

  もう一つは、さはさりながら、誰の土地であっても森林管理計画をつくれということに動

いているわけで、次は誰がそれを管理・施業するかということになります。人工林だけで２

万ヘクタールありますから、20年に１回ぐらいは手を入れるとして、皆伐して上からなんて

いうのは、これまた別の課題が残っているんですが、せめて間伐とか、枝打ちとか、掃除と

か、20年に１回ぐらいは手を入れるとしても、毎年1,000ヘクタールをやらなければいけな

いわけです。全く足りません。森林組合、それから市内の林業業者が全力で頑張っても、毎

年1,000ヘクタールなんか絶対できないです。そうすると、今その林業業者、森林組合も若

い人たちが何人かは入り始めているんですが、何百ヘクタール、1,000ヘクタールの山を管

理するだけのビジネスとして所得が得られる体制ができるのか。それができないと、その山

の管理は物理的にできませんということになるわけです。 
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  財源としては、森林環境譲与税というのは国税で入りましたので、これからの焦点は、そ

れを管理・施業するだけのマンパワー、機械をフルに使うとしても、どのような手法で管理

していくのかということがもう一つ大きな論点になります。これは、どちらにしても、伊豆

市にとっては厳しい状況でもありますけれども、チャンスにもなりますので、ここは方向を

間違えないように、じっくり取り組んでいきたいと思っています。 

○議長（小長谷順二君） これで青木靖議員の質疑を終わります。 

  以上で通告による質疑を終わります。 

  ただいま議題となっております議案第９号 令和４年度伊豆市一般会計予算につきまして

は、議案付託表のとおり所管の常任委員会に付託をいたします。 

  ここで、10時50分まで約10分間休憩とさせていただきます。 

 

休憩 午前１０時３８分 

再開 午前１０時４９分 

 

○議長（小長谷順二君） それでは、休憩を閉じ会議を再開いたします。 

 

◎議案第１０号～議案第２４号の質疑、委員会付託 

○議長（小長谷順二君） 日程第７、議案第10号 令和４年度伊豆市公共用地取得事業特別会

計予算から日程第21、議案第24号 令和４年度伊豆市矢熊財産区特別会計予算までの15議案

を一括して議題といたします。 

  これより質疑に入ります。 

  質疑の通告がありませんので、質疑を終わります。 

  ただいま議題となっております議案第10号 令和４年度伊豆市公共用地取得事業特別会計

予算から日程第21、議案第24号 令和４年度伊豆市矢熊財産区特別会計予算までの15議案に

つきましては、議案付託表のとおり所管の常任委員会に付託いたします。 

 

◎議案第２５号～議案第３１号の質疑、委員会付託 

○議長（小長谷順二君） 日程第22、議案第25号 伊豆市特別職の職員の給与に関する条例等

の一部改正についてから日程第28、議案第31号 伊豆市国民健康保険税条例の一部改正につ

いてまでの７議案を一括して議題といたします。 

  これより質疑に入ります。 

  質疑の通告がありますので、これを許します。 

  議案第28号について、７番、杉山武司議員。 

〔７番 杉山武司君登壇〕 

○７番（杉山武司君） ７番、杉山武司です。 
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  議案第28号 伊豆市消防団条例の一部改正について質疑をいたします。 

  市長に答弁を求めます。 

  団員が消防団活動に従事した場合における別表２に掲げる出動報酬の額では、１回につき

8,000円と記載されていますが、参考資料の新旧対照表の備考欄に記載の出動時間が24時間

を超える場合についてとの関連の詳細説明を求めます。よろしくお願いします。 

○議長（小長谷順二君） ただいまの質疑について答弁願います。 

  市長。 

〔市長 菊地 豊君登壇〕 

○市長（菊地 豊君） 危機管理監に答弁をさせます。 

○議長（小長谷順二君） それでは、危機管理監。 

○危機管理監（稲村俊一君） それでは、私のほうから説明させていただきます。 

  最初に、出動報酬の額についてですが、今回総務省より、出動報酬は災害時は１日当たり

8,000円を標準とすることとの通知がなされました。ただ、伊豆市におきましては、火災な

どの場合、短時間の出動となる場合もあり、活動時間等を勘案し、ただし書を今回設けさせ

ていただきました。これによりまして、段階的な支給方法とし、支給単位を１回当たりとさ

せていただきました。 

  本来であれば、非常勤の職員の報酬は、地方自治法上、日額支給が原則であるものの、条

例で特別の定めをした場合、時給的な定め方をすることも差し支えないと通知がなされてお

り、これまでの活動実績を鑑み、今回の改正案とさせていただきました。 

  次に、備考欄の１回当たりの出動時間が24時間を超えるときは、24時間までごとに１回の

出動があったものとするについては、総務省通知では１日当たり8,000円となっており、１

日を支給の単位としておりますので、本条例では、伊豆市では１回当たりの出動に対する最

長時間の区切りとして、24時間までごとに１回の出動があったものとすることとしておりま

す。 

  出動報酬額を検討するに、これまでの活動実績から24時間を超えて活動することは、台風

や前線による雨が停滞し、連日にわたる場合などが想定されておりますが、このようなとき

に支給する区切りとして24時間の基準を設けさせていただきました。 

  以上です。 

○議長（小長谷順二君） 再質疑はありますか。 

  杉山議員。 

○７番（杉山武司君） 別表２では１回につきとの表現もありますけれども、出動時間の考え

方なんですけれども、想定されるのは、分団詰所からの出動時刻と帰着時刻の間の時間なの

か、そして、それは申告に基づくものなのかどうか。そもそも出動１回8,000円の設定時間

は何時間を想定しているのか。 

  また、さらに近年火災だけではなく、様々な複合災害が想定されています。消防団の団員
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数も減少する中で、被災者の救助に要する時間も長時間が予想されます。伊豆市の団員に対

する処遇の考え方をお尋ねいたします。 

○議長（小長谷順二君） 答弁願います。 

  危機管理監。 

○危機管理監（稲村俊一君） それでは、最初に出動時間、こちらにつきましては、議員言わ

れたとおりでございます。 

  あと、申告に基づくものかどうかということなんですが、こちらにつきましては、帰着後、

各団員が分団長へ出動時間を報告し、分団長より方面隊長へ報告することとなっております。

出動時間は、平日の昼間であれば、団員それぞれが職場から直接現場に駆けつけることもあ

りますので、帰着後、団員それぞれが報告することとなっております。 

  あと、出動１回8,000円の設定時間は、ただし書もありますが、8,000円になる場合という

のは、出動時間が６時間を超えた場合ということになります。 

  今回の改正により、これまで出動については、費用弁償、出動手当として見ておりました。

４時間以下の場合でしたら1,100円、そして４時間を超えた場合であっても2,200円の支給で

しかありませんでしたので、特に今回の１日の活動となった場合の処遇の改善にはなるもの

と考えております。 

  処遇改善はもとより、団員の負担軽減も含め、今後も見直し等は進めてまいりたいと考え

ております。 

○議長（小長谷順二君） 再質疑はありますか。 

  杉山議員。 

○７番（杉山武司君） あまりにも消防団の要するに隊員の処遇がいいものではないんですね、

昔から。奉仕的な部分もありますし、非常に過酷な状況で作業する場合があります。消防団

の身分というのは地方公務員法の第３条第３項第５号によれば、消防団員は非常勤の特別職

の公務員とされています。公務員という位置づけになれば、時間外手当という考えはあるの

かないのか、その辺のところはいかがでしょう。 

○議長（小長谷順二君） 答弁を求めます。 

  危機管理監。 

○危機管理監（稲村俊一君） 先ほど言いましたが、確かに報酬ですと日額というものが基準

というふうになってくることになろうかと思います。現在、今御指摘のありました時間外手

当の考えですけれども、現時点では時間外の支給は考えておりません。ただ、１日の活動時

間が８時間を基本としておりますので、これを超えて活動する場合、火災であれば出動して

いる方面隊以外との交代、また、捜索活動であれば出動していない他の方面隊の協力をお願

いしておりますので、消防団員への負担が少しでも軽減されるように、今後も努めてまいり

たいと思います。 

○議長（小長谷順二君） これで、杉山武司議員の質疑を終わります。 
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  次に、議案第30号について、７番、杉山武司議員。 

〔７番 杉山武司君登壇〕 

○７番（杉山武司君） ７番、杉山武司です。 

  議案第30号 ふるさと伊豆市寄附条例の一部改正について質疑をいたします。 

  市長に答弁を求めます。 

  改正前の豊かな自然環境を守る事業は廃止となったんですか。あるいは、新しくなった安

全・安心な生活環境の創出に関する事業に置き換わったのか。さもなければ、どの事業に集

約されているのか、説明を求めます。 

○議長（小長谷順二君） ただいまの質疑について答弁願います。 

  市長。 

〔市長 菊地 豊君登壇〕 

○市長（菊地 豊君） 総合政策部長に答弁をさせます。 

○議長（小長谷順二君） それでは、総合政策部長。 

○総合政策部長（新間康之君） それでは、お答えをさせていただきます。 

  今回の改正でございますが、ふるさと納税で頂いた寄附金を活用する事業を、総合計画と

整合を取った区分に変更させていただいたものとなります。その中で、議員御指摘の豊かな

自然環境を守る事業の区分につきましても見直しを行いまして、同じく現行の条例に掲げま

した地域の安全を守る事業と併せまして、安全・安心な生活環境の創出に関する事業という

形で集約をさせていただいたものになります。 

  以上でございます。 

○議長（小長谷順二君） 再質疑はありますか。 

  杉山議員。 

○７番（杉山武司君） そもそも論なんですけれども、本条例の改正の目的をお尋ねします。 

  総合計画の重点目標３の産業力強化の基本方針の中に、本市が誇る自然、歴史、文化、街

並みや景観の資源活用がうたわれ、重点目標４のまちへの誇りの醸成とブランド力の向上の

基本方針にも豊かな自然や景観がうたわれていますが、本来の豊かな自然環境を守る事業が

おぼろげになってしまうのではないかと危惧されます。そこのところはいかがでしょうか。

説明を求めます。 

○議長（小長谷順二君） 答弁願います。 

  総合政策部長。 

○総合政策部長（新間康之君） 今回の総合計画でございますが、市長が巻頭で伊豆市は豊か

な自然環境や地域資源など恵まれた環境を有しているということを書いております。したが

いまして、伊豆市のまちづくりを進めていく上では、それらを念頭に置いた施策をすること

になるということから、議員御指摘のように、総合計画の複数の重点目標における基本方針

の中で、自然だったり環境のような文言が複数にわたってうたわれる形となっております。 
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  今回、総合計画に合わせまして、安全・安心な生活環境の創出に関する事業という形で表

現を変えさせていただくことによりまして、直接的な表現というものがなくなってしまうわ

けでございますが、ふるさと納税サイトにおいて具体的な活用事例、事業の事例等をお知ら

せするなどによりまして、自然環境を守る取組を行うことにつきまして、今後もしっかりと

アピールをしてまいりたいと考えております。 

  以上でございます。 

○議長（小長谷順二君） 再質疑はありますか。 

  杉山議員。 

○７番（杉山武司君） 過去の納税寄附の状況ですとか、直近の令和２年度の納税の給付状況

を見ますと、給付の指定目的の中では、豊かな自然環境を守るが毎年断トツでトップです。

伊豆市の自然を愛し、環境保全の取組に期待して毎年寄附をしていただける方も多数いると

思います。その方々へのコミットメントはどうするのか、お尋ねいたします。 

○議長（小長谷順二君） 答弁願います。 

  総合政策部長。 

○総合政策部長（新間康之君） まず。現在の条例の区分となっております豊かな自然環境を

守る事業への活用を希望して寄附された今年度分までの寄附につきましては、寄附者の御意

向に沿う形で関連事業への活用を考えておりまして、活用した際にはホームページ等で御報

告をまずはさせていただくことを考えております。 

  それから、今後の伊豆市の環境保全への取組に対する伊豆市としてのコミットメントにつ

きましては、先ほどの御質問でもお答えをさせていただいたわけですが、ふるさと納税サイ

トにおいて具体的な活用事例等をお知らせするなどによりまして、自然環境を伊豆市として

は守るんだというような取組を行うことによりまして、しっかりとアピールをして責任を持

って取り組んでいくことを発信していきたいと考えております。 

  以上です。 

○議長（小長谷順二君） これで杉山武司議員の質疑を終わります。 

  次に、議案第30号について、14番、三田忠男議員。 

〔１４番 三田忠男君登壇〕 

○１４番（三田忠男君） 14番、三田忠男です。 

  同じく議案第30号 ふるさと伊豆市寄附条例の一部改正について質疑をさせていただきま

す。 

  １点目として、条例を改正するに当たり、現状をどのように分析し、どのような効果を期

待して改正するのか、説明願います。 

  ２番目として、条例の検討に当たり、事業者、市民参加による協議会等の設置により、返

礼品種類とか寄附金の増収策とか寄附金の適用事業所の検討等を行うようなことは考えなか

ったでしょうか。お伺いいたします。 
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○議長（小長谷順二君） ただいまの質疑について答弁願います。 

  市長。 

〔市長 菊地 豊君登壇〕 

○市長（菊地 豊君） 総合政策部長に答弁をさせます。 

○議長（小長谷順二君） それでは、総合政策部長。 

○総合政策部長（新間康之君） それでは、お答えをさせていただきます。 

  これまでの条例に定めた事業の区分といたしましては、まちづくりを進める上で指針とな

る総合計画に位置づけた事業と一致していないため、市が何をしていきたいのか、それから

どういう方針の下、どういう事業をしていきたいのかというものが寄附者の方にとって分か

りにくいものとなっておりました。 

  今年度、総合計画の後期基本計画ができましたことから、このタイミングで総合計画との

整合を取ることで、寄附者の方が寄附を御検討される際に市のホームページ等を御覧いただ

くなどすれば、市が何をしようとしているのかお分かりいただけ、賛同する事業を使途とし

て選んでいただきやすくなるものと考え、改正を行うものとしたものでございまして、ひい

ては、寄附金の増加にもつながるものと考えております。 

  それから、２つ目の御質問でございますが、１つ目の御質問にもお答えしたとおり、今回

の条例改正は、伊豆市に対しふるさと納税をしていただく方が、伊豆市がどのようなまちづ

くりをしようとしているのかを明確にして、寄附の際に指定していただく使途、事業でござ

いますが、それを分かりやすくするためにはどうしたらいいかとの観点から行うものでござ

いますので、協議会等を設置しての検討は考えておりませんでした。 

  以上でございます。 

○議長（小長谷順二君） 再質疑はありますか。 

  三田議員。 

○１４番（三田忠男君） 資料によりますと、平成20年度、13件、29万5,000円から、来年度

予算では10億円、非常に大きくなっています。これは、自治体が力を入れれば入れるほど金

額というのは大きくなり、また力を入れれば入れるほど、各事業者の対応も、自分の商品の

提供を含めて多種多様な返礼品ができていると、そういったことがあるかと思います。 

  この事業については、地方にとっては非常にいい財源の確保だと、私はそう認識した上で

の質問になったものですから、その上で先ほど杉山武司議員のがありましたけれども、何か

項目があることによって、いわゆる寄附者もこの事業にやろうとやりやすくなると。いろん

なところを見ますと、たくさんあるところから何も書いていないような自治体まで様々あっ

たみたいですけれども、伊豆市はこのように五、六個のところをやって、逆に抽象的なこと

によっては、逆に多くのところに使えるなと思いました。また、使い道も公表されていまし

て、こんなところにあるかと思いました。 

  そして、この質問の趣旨での再質問になるわけですけれども、市長が前提としてほかのこ
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とにございました官がやること、官と民とやること、民に任せたほうがいいだろうと。この

事業は、やっぱり官民一体でやる事業だなと私は理解したものですから、そういった意味で

は、事業者の選定委員会、いわゆる返礼品の選定委員会というのはあるみたいですけれども、

そのメンバーというのはどんなメンバーが委員会になっているのか、１点質問と、その選定

委員のみならず、使途とか増収策等もこれから民の力を借りながら一緒に考えるほうが、も

っともっと税収の策になって、その結果としての活力が伊豆市に起こるんじゃないかと。い

つも言う官民一体の伊豆市民の共同事業という、あるいは地域づくり協議会みたいに民と一

緒になってやるんだという事業にまさにぴったりの施策だなと思ったものですから、そうい

うことを検討しないのかなと思って質問させてもらっています。 

  一般質問ではありませんので、ちょっとあれですけれども、選定委員会はあるのに、今度

は使途の委員会とか、増収策の委員会がないというのはちょっと腑に落ちなかったものです

から、質問させてもらっています。いかがだったでしょうか。 

○議長（小長谷順二君） 答弁願います。 

  総合政策部長。 

○総合政策部長（新間康之君） まず、選定のメンバーでございますが、返礼品の選定の考え

方といたしまして、基本的には市内の事業者の方が、自らがこれを返礼品にしたいというよ

うな御希望があって申請をいただくものになっております。したがいまして、それについて

は、特に例えば滞納があるとかそういうものを除いては、基本的には許可、入って参加して

いただいて、なるべく返礼品を増やしていきたいというような考えがございます。 

  選定のメンバーでございますが、産業部長、それから私、それから副市長という形で、庁

内での決裁、判断の中で問題がなければ返礼品としてお認めをさせていただくような形とな

っております。 

  それから、組織でございますが、まずはその返礼品につきましては、ただいま申しました

とおり、返礼品については、市内の事業者の方のお申出によって増やしていきたいというの

が大前提でございまして、例えば、そうは言いましても、ふるさと納税の促進のためには、

返礼品の充実が重要だと思っております。それには市内の事業者の御協力はもとより、新た

な返礼品はどういったものがいいのかというような様々なアイデア出し、それからそれを形

にするにはどうしたらいいのかみたいなものを考えていかなければならないとは思っておる

ところでございますが、今のところは、まずは市内の事業者の方からの御提案の中で返礼品

を増やしていくのと、あとはふるさと納税担当者が市内のほうを回らせていただいたりして

商品開発をしていっているというのが現状でございます。ですので、今のところ、返礼品に

対しての市民を巻き込んだ組織というものは考えていないというのが現状でございます。 

  それから、寄附金の適用事業について、協議会みたいなものをつくって民間の意見を入れ

てはどうだというような御提案でございますが、そもそもふるさと納税の寄附金の充当の考

え方でございますが、基本的な取扱いといたしましては、総合計画の目標の達成に向けまし
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て、今回の令和４年度の当初予算もそうなんですが、各部、各課のほうで必要な事業を計上

して、今回の予算も成り立っております。それは、当然総合計画の目標達成に向けた取組の

集合体というか集まりなんですが、それの中で寄附をしていただいた方が、寄附をしていた

だいた際に、先ほどからお話が出ています寄附の区分、何に使ってもらいたいというような

寄附者の御意向がございますので、それに基づいた事業に対し、財源として配分をさせてい

ただいているというような状況にございます。したがいまして、民間とかを交えて寄附金の

使途を検討するというようなことは、今のところは考えていない状況でございます。 

  以上でございます。 

○議長（小長谷順二君） 再質疑はありますか。 

  三田議員。 

○１４番（三田忠男君） 伊豆市は212件あるみたいですけれども、いろいろ調べると400とか、

500とか、600なんてあるところも、規模の大きい自治体はあるみたいですけれども、いわゆ

る使途は民間のことにはなじまないかしれませんけれども、この事業がもっと普及すること

によって、もっと民間がこの事業に参加し、かつ結果として経済が本当に潤うみたいな。ち

ょっと調べましたら、伊豆市の中の旧中伊豆町の宿泊関係者は、一切ここに返礼品の中に入

っていなかったり、旧土肥町の方は知恵を使って商品券で宿泊できるよみたいなのがあって、

いろいろ知恵を使っているところがあるんだなと思いながら、これがいわゆる情報が普及し

ていなくて、役所の枠の中だけでやっていて、普及していなくて民間に波及していないのか

なと思ったものですから、もっとこれを本当に民意を活用する、一体となって制度とするほ

うが、くどいですけれどもいいのかなということで、この条例の疑問を出させてもらってい

る。 

  それで、案外条例を見たら、本当簡単ですっきりしているものですから、もうこれじゃ

一々分からないのかなと思いながら質問させてもらっていますけれども。ふるさと伊豆に対

する寄附が、その結果として地域の方が地域で育って、東京へ出て、そこで一生懸命生活し

ながら親のいるふるさとに何らかの、身体的には貢献できなくても、そういった自分の生活

の糧を得た者からこちらに寄附して、伊豆を愛する心なんていうことも挑戦もできるし、も

っともっと民意を巻き込んでやるほうが、くどいですけれども、それを条例で反映させても

らったらいいのかなと思って、あえてくどく質問させてもらいました。 

  以上です、すみません。 

○議長（小長谷順二君） 答弁求めますか。 

○１４番（三田忠男君） あればお願いできますか、すみません。 

○議長（小長谷順二君） では、市長。 

○市長（菊地 豊君） もともとは、この制度ができる前に、私、市長になる前に東京での勉

強会に出たときには、本籍地税をつくっていただけませんかというような話を政府の方に申

し上げたことがあるんですね。私は、天城湯ヶ島町で狩野小学校、天城中学校を出させてい
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ただいて、住民税は当時、東京23区のあるところに少なくない住民税を納めていたわけです。

やっぱり生まれたところに何とかならないでしょうかと、それが寄附という形で、名前はふ

るさと納税ですけれども、まあこういう形で出てきたわけです。 

  ところが、やってみたらほとんど返礼品競争で、言葉は悪いですけれども、通販合戦のよ

うになってしまったわけです。当初これは数年で終わるなと思っていたので、この制度がで

きた頃、私は市長として積極的にやるといったことは実はなかったんです。ところが、途中

からどんどん政府もやれ、やれということになりましたので、これはもうやらざるを得ない。

そのときに、その時点での判断は、もう明らかにうちは宿泊だなと。まずはそのときに入っ

ていなかったんです、旅館等は。だけど、伊豆市は客観的に宿泊施設が一番魅力があるから、

宿泊施設も入れたほうがいいよと言ったら、今度は９割以上が宿泊施設への返礼品になって

しまったわけです。 

  ここで今もう一度考えるべきは、まさにこれ議員御指摘のように、オール伊豆市で考えな

きゃいけないでしょうということで、宿泊施設が魅力であることは分かった、ここは安定的

に伸ばしたい。そうでないところは、まだ個々の戦闘をしているわけです、こういう商品が

ありますと。そこを戦略的に、今度は関係人口をつくるためのツールとして使えないだろう

か。あるところは、特産品を毎月送っていて、結果として一定の金額になるような事業を組

んでいるところもありますし、複数のものをやっぱり海産物が欲しければ、ワサビも欲しい

だろうしのような、それを受けた方が伊豆市はこんな特産品があるんだ、あるいはこんなも

のを四半期ほど送っていただけるんだったら行ってみようかというようなところまで誘導す

るような施策が必要だと思うんです。ここがまだ足りておりませんので、なるべく早くそう

いったことができるように拡充し、充実していきたいと思います。 

○議長（小長谷順二君） これで三田忠男議員の質疑を終わります。 

  以上で通告による質疑を終わります。 

  ただいま議題となっております議案第25号 伊豆市特別職の職員の給与に関する条例等の

一部改正についてから議案第31号 伊豆市国民健康保険税条例の一部改正についてまでの７

議案につきましては、議案付託表のとおり所管の常任委員会に付託いたします。 

 

◎議案第３２号～議案第３４号の質疑、委員会付託 

○議長（小長谷順二君） 日程第29、議案第32号 公の施設の指定管理者の指定について（修

善寺自然公園）から日程第31、議案第34号 公の施設の指定管理者の指定について（萬城の

滝キャンプ場）までの３議案を一括して議題といたします。 

  これより質疑に入ります。 

  質疑の通告がありますので、これを許します。 

  議案第34号について、９番、鈴木正人議員。 

〔９番 鈴木正人君登壇〕 
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○９番（鈴木正人君） ９番、鈴木正人です。 

  議長に発言の許可をいただきましたので、通告に基づき議案質疑を行います。 

  議案第34号 公の施設の指定管理者の指定について（萬城の滝キャンプ場）につきまして、

以下３点お伺いいたします。 

  ①提案されている指定管理者候補者を選定した経緯を、時系列に基づいて、改めて説明願

います。 

  ②補足説明によりますと、伊豆市公の施設の指定管理者の指定の手続に関する条例の第５

条に基づく公募によらない指定管理者候補者の選定としておりますけれども、その根拠は何

なのか、お伺いいたします。 

  ③諮問を受けた伊豆市指定管理者審査会の中で、審査委員からどのような意見が出たのか

伺います。 

  以上、答弁を市長に求めます。 

  なお、本議案は付託されました所管の総務経済委員会にて審査されますが、私は委員外議

員のため審査に加わることが基本的にできません。そこで、当委員会での審査の論点を明確

にするため質疑を行うものであります。併せてよろしくお願いいたします。 

○議長（小長谷順二君） ただいまの質疑について答弁願います。 

  市長。 

〔市長 菊地 豊君登壇〕 

○市長（菊地 豊君） 所管が２つございますので、それぞれ部長から答弁をさせます。 

○議長（小長谷順二君） それでは、産業部長。 

○産業部長（滝川正樹君） それでは、私から１点目と２点目についてお答えをさせていただ

きます。 

  まず、１点目、候補者選定の経緯について、時系列に基づいて御説明をさせていただきま

す。 

  令和元年、国土交通省が主催する地域プラットフォーム支援に参加し、株式会社Ｒｅｃａ

ｍｐを含む４社から指定管理者制度に向けたサウンディングの実施を行いました。こちらが

最初でございます。 

  令和２年になりまして、この株式会社Ｒｅｃａｍｐとほか１事業者から、隣接する第２駐

車場を主体とした事業展開の打診があり、その後、萬城の滝キャンプ場を含めた一帯の事業

展開の意向が示され、地権者や地元活動団体に事業提案がなされました。 

  令和３年になりまして、萬城の滝に係る活動団体の役員を含む地権者の皆様が、この株式

会社Ｒｅｃａｍｐの事業計画の提案を受け、賛同をいたしました。 

  同じく令和３年なんですが、これを受けて、市といたしましては、建物を中心とした市有

施設の譲渡を検討していたところ、整備に活用した国・県補助金の整理に３年ほどの期間を

有することが判明したため、譲渡が可能となるまでの間、指定管理者制度により管理運営を
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することとし、その指定管理者の選定に当たっては、手続条例の規定により、公募によらな

い候補者の選定を決定し、現在に至っております。 

  続きまして、２点目、公募によらない候補者の選定の根拠でございますが、先ほど議員も

おっしゃり、私も補足説明等でさせていただいたとおり、伊豆市公の施設の指定管理者の指

定の手続等に関する条例第５条第１項第４号を根拠としております。この第４号は、前各号

に掲げるもののほか、これらに準ずるものとして市長が特に認めるものと規定され、その前

提として公の施設の性格、規模、機能等を考慮し、その設置目的を効果的かつ効率的に達成

するため、地域等の活力を積極的に活用した管理を行うことにより事業効果が相当程度期待

できる場合、その他、特に必要と認められるときとされております。 

  この特に必要と認められる事由につきましては、まず、国土交通省の地域プラットフォー

ム事業を通じて、萬城の滝キャンプ場運営に興味を示していること。ほとんどが借地であり、

地権者の意向が不可欠な中、隣接する第２駐車場も含めた活用計画で、地権者や地元の活動

団体から合意を得ていること。萬城の滝は単なるキャンプ場としての性格を有するだけでな

く、萬城の滝を含めて地元の地域振興施設の性格も有し、萬城の滝協働の会、萬城の滝まつ

り実行委員会との連携が求められる。このため、地権者や地元団体が合意する事業者が地域

の振興に不可欠であること。第２駐車場と区分した事業展開よりは、一体的な活用が公の施

設としての設置目的を効果的、効率的に達成できると見込まれること。株式会社Ｒｅｃａｍ

ｐは、他自治体においてキャンプ場の指定管理者として運営を行っている実績を有している

こと。 

  以上の事由、またこれまでの経緯を総合的に判断し、例外的、限定的な取扱いとして公募

によらない候補者の選定を行いました。 

  以上でございます。 

○議長（小長谷順二君） 次に、総務部長。 

○総務部長（伊郷伸之君） それでは、審査会を所管しているのは総務部ですので、私のほう

から③については答弁させていただきます。 

  まず、どのような意見が出たかということですが、まず審査に入る前の審査方法の説明を

する段階で、事務局から、これまでの経緯を含めて限定的に非公募としたことを説明いたし

ました。その後、委員の方からは、地元の賛同は得ているか確認したい。また、ほかの意見

として、萬城の滝キャンプ場は、地元との関係や地権者の意向などが候補者との間で合意さ

れていることを踏まえ、今回の公募によらない選定は例外的な取扱いとして明確にしたほう

がよい。また、所管する観光商工課の施設説明等のときには、地元への説明会の回数を知り

たいという質問。また、候補者のプレゼンテーションが終わった後、候補者に対しては客層

の想定を教えてほしい。また、平日の利用を促進する案はあるか、将来的な譲渡の見込みは

どうだというような御意見がございました。 

  以上です。 
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○議長（小長谷順二君） 再質疑はありますか。 

  鈴木議員。 

○９番（鈴木正人君） それでは、①について、一応時系列に今に至るまで御説明いただきま

したけれども、何点かお伺いしたいと思います。 

  今年の年明け１月24日付で、萬城の滝キャンプ場指定管理者選定についてということで、

産業部のほうから議員個別の形だったんですけれども、説明を受けています。そのＡ４の１

枚のペーパーによりますと、先ほど産業部長に御説明いただきましたが、国交省の主催する

地域プラットフォームに参加した際に、今回の指定管理者候補者であるＲｅｃａｍｐさんも

含めて４事業者から公募に向けてのサウンディングを行って、公募要件等の提案を受けたと

いうお話をされています。具体的にこの公募要件というのはどんな提案が出たのかというこ

とを教えていただきたいと思います。 

  そして、２点目なんですけれども、今回この当該施設の管理方法を、民間譲渡を当時想定

していた中で動きがあったという、そういう話がありましたけれども、結果として中伊豆町

時代にこの当該施設の整備に関わる補助金を受けていたという、そういう縛りがあるもので、

指定管理者制度に変更することを余儀なくされているんですけれども、それを受けて今回の

指定管理者候補者には、その旨をいつどのように説明されたのか伺います。 

  そして、３点目として、これまで当該施設は、地元の萬城の滝協働の会でありますとか、

伊豆市観光協会中伊豆支部でありますとか、様々な地域の方々が関わっているんですけれど

も、そういった地元の関係者などには、同様にいつこれを民間譲渡ではなく指定管理者制度

に変更するということを伝えたのか伺いたいと思います。 

  以上、３点です。 

  そして、②につきましては、手続条例の第５条の第１項の第４号ということで、条例によ

りますと第１号から第４号ということで、１、２、３号ではなく第４号を適用すると。そこ

には何て書いてあるかというと、「前各号に掲げるもののほか、これらに準ずるものとして

市長が特別に定めるもの」ということで、これを根拠として適用しているということで、そ

の特別な理由は何なのかということは産業部長にいろいろと丁寧に説明をいただいたので、

よく分かりました。 

  これは、一応確認ですけれども、同じこの第５条の第１項の第１号から第３号は適用でき

ないので、第４号にしたということでよろしいでしょうか。 

  そして、③についてなんですけれども、指定管理者審査会の中で、先ほど総務部長の御答

弁の中に、産業部長のほうにもありましたけれども、今回は限定的に非公募であるというこ

とを審査会の冒頭で説明をし、審査委員のほうからも例外的な取扱いとして審査すべきとい

うような意見が出されています。これを受けて審査が行われ、今回候補者として答申を受け

たんですけれども、同時に庁内でも今回議案に上程する際にどうなのかというところのその

辺の議論が多少あったのかなというふうに思うものですから、庁内では例外的であるとか、
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限定的であるとか、そういったことに対してどのような説明を議会にすべきであるとか、そ

ういった議論がどういうふうにされたのかということを伺いたいと思います。 

○議長（小長谷順二君） それでは、答弁を求めます。 

  最初に、産業部長。 

○産業部長（滝川正樹君） それでは、ちょっと何点かありますので、順番にお答えをさせて

いただきたいと思います。 

  まず、令和元年のサウンディングでどんな提案が民間企業のほうからあったかという御質

問については、すみません、詳細については、今現時点で把握を私ができていないというか、

手持ちがないんですが、基本的には指定管理者制度、民間活用というところのサウンディン

グでございますので、仮に指定管理に移行する場合には、企業としてはどんな条件であれば

参入の意向を示すかというような聞き取りを行ったというふうには聞いております。 

  それから、補助金の制限からすぐには譲渡ができないということで、その件についていつ

どのように説明したかという御質問でございますが、これも令和３年になって、当然に私ど

もとしては譲渡を前提に話を検討してきた中で、今年度、令和３年になってからということ

で、それが判明した時点では相手方につきましても、また地元につきましても指定管理とい

う手法を取りたいということで、すみません、具体的な時期というのはあれですけれども、

いずれにしても、令和３年のことでございます。 

  それから、大きな２番の御質問で、第５条の第１号から第３号が該当できないので第４号

を適用したのかという御質問につきましては、そのとおりでございまして、第１号から第３

号の規定には該当しないという中で第４号を選択したものでございます。これを根拠として

非公募の決定をしたものでございます。 

○議長（小長谷順二君） じゃ、③について、総務部長。産業部長でいいですか。 

  産業部長。 

○産業部長（滝川正樹君） それでは、すみません、引き続いて、③に関する庁内議論の限定

的、例外的というところの庁内の議論でございますが、議員がおっしゃるとおり、私どもと

しても、この条例の第２条には、まず公募するものとするという大前提が当然ございまして、

それを受けて、第５条で公募によらないということの手続条例、これが指定管理者を選定す

る基本的な条例の考え方だということは当然認識し、その上で、第５条の適用ができるかど

うかというのは、私ども所管する産業部においても検討いたしました。その中で、手続条例

につきましては、当然これは指定管理全体、伊豆市の他の施設にも当然及ぼす手続条例でご

ざいますので、限定的、例外的ということで、萬城の滝キャンプ場の条例だけにこういった

例外規定を設けるという改正も議論はいたしました。その中で、先ほど来、御説明している

とおり、第５条の第４号、これらに準ずるものに対して、私が先ほど御説明したような理由

があれば、これが第４号のこれらに準ずるものとして市長が特に認めるものということに該

当できるという判断をしたので、庁内においては限定的、例外的に対することで、この手続
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条例に沿って選定できるというふうに判断したものでございます。 

  以上です。 

○議長（小長谷順二君） 再質疑はありますか。 

  鈴木議員。 

○９番（鈴木正人君） じゃ、②についてなんですけれども、手続条例に沿っていけば、先ほ

ど申し上げた第５条の第１項の第４号に適用するしかないのかなというふうには思います。

ただし、御答弁の中に再三、例外的とか限定的な対応という言葉が出てきましたけれども、

今回のケースというのは、そう考えると行政側もレアなケースというふうに考えているのか、

そこを伺いたいと思います。 

  それであれば、これから公共施設の再配置は今後進めていかないとならないという、そう

いう大きな政策があるんですけれども、それを進める中で、同様に今回と同じようなケース

はこれからも起こり得ると考えているのか、そこを２点目、伺います。 

  例えば、じゃ、今回が例外的、限定的ということであれば、先ほど産業部長もおっしゃい

ましたけれども、この手続条例の中に例外規定を設けることも検討されたということなんで

すけれども、なかなか市長が特に定めるものとなると、いろんな経緯であったりとかそうい

ったものの丁寧な説明は当然必要ですし、分からないですけれども、ともすると、恣意的な

運用に傾きかねないというそういう懸念も一方であるわけです。そこのところを今後どうい

うふうに対応していくのか、その辺を最後伺って終わりたいと思います。 

○議長（小長谷順二君） 答弁を願います。 

  市長。 

○市長（菊地 豊君） 今御指摘の問題、課題については、私が市長になってからこれまでの

14年間でたくさんございました。公共施設の縮小、再編成は極めて大きな課題ですので、こ

れからも幾つもの案件が出てまいります。以前多かったのは、やはり賃貸借の減額であると

か、売却であるとか、売却の場合にはまだいいんですけれども、賃貸借等で減額したときに

は、当時の議員さんからやはり地方自治法と条例にないことは、私たちは判断できないとい

う御指摘もあったんですけれども、条例に定めるか、議会の承認という地方自治法を我々は

適用したことがあるわけです。そのときに、全く今と同じ御指摘がありましたので、市長が

勝手にやっているわけではなくて、我々は一番最適と思われるものを議会にお諮りして、安

定的なものはいいんです、普遍的・安定的なものは条例に溶け込ませればいいんですけれど

も、そうでない案件が多いものですから、その都度、議会にお諮りし、御説明して、議会の

御判断に委ねますということを申し上げてきたわけです。 

  そのときの前提条件は、当時の状況は特に建設した施設の目的ではない使い方が多かった

んです。天城湯ヶ島町役場をお菓子工場にするとか、日帰り温泉をミュージアムにするとか。

そうすると、条例で普遍的・安定的にその条件をつくることはできないわけですから、その

都度、お諮りします。これは、議会が最終決定ですから、伊豆市の行政における。というこ
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とを申し上げてきたんです。ですから、例外的なことはあります。 

  今回はもっと例外的なわけです。もともとは、ほとんど借地の上にキャンプ施設だけを市

が、当時の中伊豆町がつくって、借地でキャンプという観光施設を運営してきました。再三

申し上げているとおり、観光のようなビジネスの事業はなるべくプロにやっていただいたほ

うがいいですよねということで、伊豆市の事業全体の売却を視野に入れていろいろ検討して

きたわけです。ところが、土地は市の土地ではなくて、地主さんがいらっしゃいますから、

当然そこは借地でやるか、売却するかは地権者の皆さんの御意向ですけれども、事業の在り

方については、地域住民の皆さんのことももちろんですけれども、まずは地権者の皆さんに

御意向を確認したところが、あの場所に圧倒的にここがなじむと。ということで、当初は全

体敷地のうち駐車場、つまり市が建物を持っていない駐車場だけ先行的に使うような話も一

時期あったんですけれども、しかし、最終的には全体として一元管理しないとおかしくなる

ので、そういう状況になるわけです。 

  そのときに、公募すべきだという意見から何からいっぱいあったわけです、市役所の中に。

逆に、市長の立場で公募すると矛盾が出てくるわけです。地権者の御意向ははっきりしてい

るのに、あえて公募するということは、言葉は平たい言葉で申し訳ないんですが、伊豆市長

は地権者の意向を無視して、別の事業者も選択肢に入れますということになるわけですよね。

そうすると、これ市長として非常に地元の皆さんとその事業者さんに対する不誠実になって

しまって、１つには不誠実になるということと、もう一つは、全体を一元管理するというバ

ランスが崩れるというような極めて特殊な状況にあったわけです。 

  そこで、行政側としては、やっぱり最も望ましいのは、地権者さんの意向に沿い、地元の

皆さんにも説明し、私も直接行って地域の皆さんにタウンミーティングで御説明しました。

そのときにも反対の話はなかったんですけれども、それから全体の最適な事業に持っていく

ということを考えて、行政としては提案申し上げ、そして、あとは市民の代表である議会の

御判断に委ねると、このような経過を経たわけでございます。 

○議長（小長谷順二君） 補足説明はないですね、よろしいですね。 

  これで鈴木正人議員の質疑を終わります。 

  以上で通告による質疑を終わります。 

  ただいま議題となっております議案第32号 公の施設の指定管理者の指定について（修善

寺自然公園）から議案第34号 公の施設の指定管理者の指定について（萬城の滝キャンプ場）

までの３議案につきましては、議案付託表のとおり所管の常任委員会に付託いたします。 

 

◎議案第３５号の質疑、委員会付託 

○議長（小長谷順二君） 日程第32、議案第35号 市道路線の認定についてを議題といたしま

す。 

  質疑の通告がありませんので、質疑を終わります。 
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  ただいま議題となっております議案第35号 市道路線の認定につきましては、議案付託表

のとおり所管の常任委員会に付託いたします。 

 

◎散会宣言 

○議長（小長谷順二君） 以上をもって本日の議事は全て終了いたしました。 

  次の本会議は、３月14日午前９時30分から一般質問を行います。 

  当日は、発言順序１番の杉山武司議員から、発言順序５番の鈴木優治議員まで行います。 

  本日はこれにて散会いたします。 

  御苦労さまでした。 

 

散会 午前１１時４３分 
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開議 午前 ９時２９分 

 

◎開議宣告 

○議長（小長谷順二君） 皆さん、おはようございます。 

  本日の出席議員は16名であります。出席議員が定足数に達しておりますので、会議は成立

いたしました。 

  これより令和４年伊豆市議会３月定例会３日目の会議を開きます。 

 

◎議事日程説明 

○議長（小長谷順二君） 本日の議事日程は、お手元に配付のとおりであります。 

 

◎日程の追加 

○議長（小長谷順二君） ここで、皆さんにお諮りいたします。 

  ２月22日、市長から提出された議案第14号 令和４年度伊豆市水道事業会計予算及び議案

第17号 令和４年度伊豆市下水道事業会計予算の２議案について、３月７日に訂正したい旨

の申出がありました。この際、議案第14号及び議案第17号の訂正の件を日程に追加し、議題

とすることにしたいと思います。これに対して異議ありませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（小長谷順二君） 異議なしと認めます。 

  よって、議案第14号及び議案第17号の訂正の件を日程に追加し、議題とすることに決定い

たしました。 

 

◎議案第１４号及び議案第１７号の訂正の件 

○議長（小長谷順二君） 議案第14号及び議案第17号の訂正の件を議題といたします。 

  市長から訂正の理由を求めます。 

  市長。 

〔市長 菊地 豊君登壇〕 

○市長（菊地 豊君） 皆さん、おはようございます。 

  議案第14号 令和４年度水道事業会計予算及び議案第17号 令和４年度下水道事業会計予

算に誤りがありました。訂正させていただきたく存じます。 

  内容について、建設部長に説明をさせます。 

○議長（小長谷順二君） 補足説明をお願いします。 

  建設部長。 

〔建設部長 山田博治君登壇〕 

○建設部長（山田博治君） おはようございます。 
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  それでは、私から、議案訂正の補足説明をさせていただきます。 

  さきに提出いたしました議案第14号 令和４年度伊豆市水道事業会計予算及び議案第17号

 令和４年度伊豆市下水道事業会計予算において、議案の一部に誤りがありましたので、訂

正をお願いするものでございます。 

  議案書は97ページ、109ページになります。 

  お配りしました議案の正誤表にて説明をさせていただきます。 

  まず、議案第14号 令和４年度伊豆市水道事業会計予算の訂正前は、第２条（４）主要な

建設改良事業において、水道施設整備事業と導・送・配水管布設替事業の金額の転記誤りに

より入れ違えておりました。正しくは、水道施設整備事業が１億2,885万3,000円、導・送・

配水管布設替事業が１億2,555万5,000円となります。 

  次に、議案第17号 令和４年度伊豆市下水道事業会計予算の訂正前につきましては、第９

条（１）職員給与費692万4,000円ですが、転記誤りにより4,692万4,000円に訂正をお願いす

るものでございます。 

  以上について訂正をお願いします。 

  なお、今後このようなことがないよう厳重なチェックをいたします。誠に申し訳ありませ

んでした。 

  以上で補足説明を終わります。 

○議長（小長谷順二君） 補足説明が終わりました。 

  お諮りいたします。 

  ただいま議題となっております議案第14号及び議案第17号の訂正の件は、承認することに

御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（小長谷順二君） 異議なしと認めます。 

  よって、議案第14号及び議案第17号の訂正の件は了承することに決定いたしました。 

 

◎一般質問 

○議長（小長谷順二君） それでは、日程に基づき一般質問を行います。 

  今回は、10名の議員より通告されております。質問の順序はお手元に配付のとおりであり

ます。 

  新型コロナウイルス感染症蔓延防止対策として、一般質問の議員持ち時間を原則20分以内

で終了するようにお願いいたします。 

  また、議場の密状態を避けるため、今から指名する議員は、午前の間、委員会室に移動し、

一般質問をモニターで視聴願います。 

  １番、小川多美子議員、４番、飯田大議員、６番、下山祥二議員、８番、星谷和馬議員、

14番、三田忠男議員、15番、永岡康司議員、以上の６名の議員は委員会室へ移動願います。 
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  ここで、暫時休憩します。 

 

休憩 午前 ９時３４分 

再開 午前 ９時３５分 

 

○議長（小長谷順二君） 休憩を閉じ、会議を再開いたします。 

  これより順次質問を許します。 

 

◇ 杉 山 武 司 君 

○議長（小長谷順二君） 最初に、７番、杉山武司議員。 

〔７番 杉山武司君登壇〕 

○７番（杉山武司君） 皆様、おはようございます。７番、杉山武司です。令和４年３月定例

会最初の質問者です。よろしくお願いいたします。 

  議長の許可を得ましたので、通告に従い、一般質問をいたします。 

  今回は、大きく分けて２点の質問をいたします。 

  １、コロナ禍における行政経営について、市長に答弁を求めます。 

  2022年は新型コロナウイルスが国内で感染確認されてから３年目となります。この間、地

方自治体では、感染防止対策やワクチン接種などの対応に追われてきました。職員の皆様の

御尽力に感謝を申し上げます。 

  全国でオミクロン株による感染が広がり、今や第６波の渦中にあります。まん延防止等重

点措置の長期化が危惧され、飲食業、観光業へのダメージは深刻で、食材を供給する生産者

や流通業者も連鎖的な売上げの低迷に苦しんでいて、庶民の暮らしへの影響は出口の見えな

い状態となっております。 

  そのような状況下、行政においては、感染症対応や地球温暖化対策、さらにはデジタル・

トランスフォーメーションの取組など複合的な課題が山積し、現在日本が抱える少子高齢化

のリスクと相まって各種専門職の不足などをはじめとして深刻な人材不足が明らかになり、

加えて多様性のある地域社会の構築も求められ、かつて過去に経験したことのない様々な課

題に直面しています。 

  この多くの課題に首長として、行政のかじ取りをどのような考えで取り組んでいくのか、

日経リサーチが昨年インターネット上の電子調査票で47都道府県と815市区の首長を対象に、

コロナ禍における行政経営について調査した資料を参考にしますことを申し添え、この調査

で市長が回答した内容について、確認の意味も含めてお尋ねをいたします。調査項目が多岐

にわたりますので、抜粋して質問をいたします。７項目の質問をいたします。 

  ①コロナ禍を経て、民間を含む病院の再編統合・適正病床数の考えの設問の回答では、

「病床数を維持しながらも、再編・統合を進める」と回答されています。その再編・統合を
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進めるとの意図とするところをお尋ねします。 

  ②コロナ対応をきっかけに明るみになった課題の設問では、「ＩＴ化の遅れがある」と回

答しています。全体でもこの回答が最多で59％。今後、伊豆市でＩＴ化を推進するに当たり、

この課題を乗り越えるためには何が必要なのかを伺います。 

  ③新型コロナウイルスの対応をきっかけに、自治体が組織として力をつけたことはありま

したか。 

  ④在宅勤務・テレワークについての設問では、「自治体職員には難しい」と回答されてい

ますが、その理由をお尋ねいたします。 

  ⑤政府が自治体の基幹業務システムを統一・標準化する方針について、最も近い考えの設

問では「全面的に賛成」との意思を表明しています。その判断に至った理由を説明願います。 

  ⑥2050年のカーボンゼロを目指すに当たっての施策の設問では、今後導入予定や意向のあ

る施策として「屋根置きなどの自家消費型の太陽光発電設備の助成」と「太陽光等自然エネ

ルギーの立地規制の導入」を挙げていますが、具体的な施策をお尋ねいたします。 

  ⑦国が目標にする2030年までの女性管理職比率30％の設問ですが、回答として「2030年ま

でに高めたい」との判断を示しています。目標とする比率水準と達成するための人事施策を

伺います。 

  大きな２番目、ＧＩＧＡスクール構想事業について、教育長に答弁を求めます。 

  先般、裾野市で行われました静岡県東部地区市議会議長会において、東海市長会提出議案

として、ＧＩＧＡスクール構想事業の補助制度の拡充についての議案を伊豆市として提出を

いたしました。令和２年度に各学校で１人１台の端末やネットワーク環境の整備を進め、伊

豆市では令和３年度から運用を始めました。しかし、今後の維持管理や機器の更新等で、将

来負担についての補助制度がないことが、地方自治体の財政上の課題となっております。今

後の学校におけるＩＣＴ機器の安全な運用が継続して行えるよう、国に対し補助制度の創設

を要望するものであります。 

  伊豆市でＧＩＧＡスクールが始まって１年、多くの課題や問題点が顕在したことと思いま

す。以下、お尋ねいたします。 

  ①令和４年度の文部科学省の予算案では、補助制度はどのようなものが予定されています

か。 

  ②顕在化した課題等で特筆すべきことはどのようなことがありましたか。 

  ③学校のＩＣＴ化を支える上で、ＧＩＧＡスクール運営支援センターの機能をはじめ、運

用面で必要な支援はどのような内容か伺います。 

  ④１人１台端末の年度更新の考えを伺います。 

  以上、よろしくお願いします。 

○議長（小長谷順二君） ただいまの杉山武司議員の質問に対し答弁を求めます。 

  市長。 
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〔市長 菊地 豊君登壇〕 

○市長（菊地 豊君） お答えを申し上げます。 

  まず、１つ目の御質問ですが、アンケートに対する私の解答は、順天堂大学医学部附属静

岡病院を中核とする３次救急圏の枠内での考え方に基づくものです。 

  現在、移転・新築工事を進めているリハビリテーション中伊豆温泉病院は病床を減らしま

すが、順天堂病院ではこれまで病床を増やしてきました。また、現在、地域医療連携推進法

人が立ち上がり、その事業の一部として、順天堂病院と連携病院の間で病床数の調整も進め

られています。このように伊豆市内だけではなく、広くは３次救急圏、狭くは田方医師会圏

内での地域医療体制が考えられ、「病床数を維持しながらも再編・統合を進める」との回答

に至りました。 

  次に、２番目の御質問です。 

  何よりも仕事の仕方を変えること、そしてそのために私たち自身のものの考え方を変える

こと、これが絶対に必要だと考えています。 

  私の経験上、日本人社会では根回しと耳打ちが極めて重要な要素です。情報は共有される

ものではなく、あなただけにそっと耳打ちすることが人間関係を円滑にしてきました。また、

事業を行う際には、少しでも関係する人たちに必ず合議を回し、説明し、同意を得ておく、

つまり根回しを欠くことができません。 

  ＤＸはこれらを根本的に変えることが必要条件になります。私たちは仕事の仕方を変えな

いまま１人１台パソコンを導入しても、業務効率がほとんど改善されなかったことを経験し

ています。情報は瞬時に共有され、意思決定手続は可能な限り単純化しなければならないと

考えています。 

  飛びまして、５つ目の御質問について。 

  行政におけるＤＸの課題は、情報化社会に必要なプラットフォームが全国共通で整備され

ていないことだと考えています。 

  アメリカにおいて、当時のゴア副大統領が先頭に立って情報スーパーハイウェイ構想を提

唱したのが1993年です。この構想はその後、民間主導のインターネット網として形を変えて

実現しました。 

  現在、政府主導により、行政が共同で使用できるプラットフォーム形成が計画されており、

一日も早い導入を期待していることがこの設問に対する回答の理由です。 

  そのほかの御質問については、それぞれ担当する部長に答弁をさせます。 

○議長（小長谷順二君） 続いて、総務部長。 

○総務部長（伊郷伸之君） それでは、私からは③、④、⑦について答弁させていただきます。 

  まず、③の組織力の関係でございますが、組織として力をつけたことへの質問には、「職

員の潜在能力の発揮」と回答をいたしました。 

  ちょうど２年前に、新型コロナウイルスの問題が伊豆市にも波及してきました。それから
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今日に至るまで、その時々の局面に応じて様々な対策を講じてき、その過程においては職員

の底力、潜在能力が発揮されたと思います。 

  まずは、令和２年５月の連休対策。この時点では、伊豆市内の感染は確認されておりませ

んでしたが、市内での感染を防ぐことを最優先に考え、観光事業者に休業を要請する協力金

の制度設計や市内経済を維持する施策としての食っ得券を発行したこと。さらに東京2020大

会の１年延期により、オリンピック・パラリンピック推進課の役割を一時的に変更し、新型

コロナウイルス対策に専従させたこと。伊豆赤十字病院と連携し、ワクチン接種体制を早期

に確立したこと。加えて接種会場への移動手段として公共交通利用券の配布を講じたことな

ど、これらは全て危機管理体制の要である大胆に決定し、状況に応じて柔軟に対応すること

を実践することで結果が出せたものであり、職員一人一人の潜在能力の発揮が組織力の向上

につながったものと考えています。 

  続いて、④の在宅勤務・テレワークに対する回答でございますが、この在宅勤務・テレワ

ークにつきましては大きく３点の課題が懸念されておりました。１つは、基礎自治体は公務

が窓口業務など市民との対人・対面業務が多いこと。２つ目は、自宅のパソコンからでは市

の業務用の文書サーバーにアクセスできず、行政情報や業務データが取れないこと。３つ目

としまして、個人情報を取り扱う業務が多いことなどから、公務のテレワークは難しいので

はないかと考えていました。 

  しかし、２つ目の課題であります市の文書サーバーへのアクセスについては、地方公共団

体情報システム機構Ｊ－ＬＩＳが実施する自治体テレワーク推進実証実験事業に参加するこ

とで、自宅のパソコンからのインターネット回線経由でも業務用パソコンにアクセスできる

仕組みを活用することで解決することができました。これにより、昨年12月からテレワーク

の実証実験を開始しました。26人、計26回実証実験に参加しておりますので、この結果を検

証し、本格導入に向けた準備を進めてまいります。 

  ⑦の女性管理職比率でございますが、まず現状から申しますと、今年度の部課長級の管理

職の女性比率は2.9％、主査・主幹級の監督職は47.2％、主査級から部長級までの管理監督

職全体では38.8％であり、国が設定しております指導的地位に占める女性の割合30％は超え

ていますが、各層のうち部課長級の比率が低くなっております。 

  御質問の2030年までの目標は、主査級以上の女性の割合30％以上を維持しつつ、平成28年

策定の第２次伊豆市特定事業主行動計画で設定しております部課長級15％を目標とし、目標

達成のための人事施策としましては、女性職員を対象としたキャリア形成支援研修やこれま

で女性職員が少なかった部署への積極的配置なども考えられますが、まずは次期行動計画策

定のために全職員を対象としたアンケートを実施しますので、職員の声を聞くことが重要と

考えます。 

  私からは以上です。 

○議長（小長谷順二君） 続いて、市民部長。 
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○市民部長（加藤博永君） それでは、⑥についてお答えさせていただきます。 

  自家消費型の太陽光発電設置への助成についてでございますが、普及促進のため、平成22

年度から住宅用太陽光システム設置者に対しまして補助金を交付してきましたが、制度開始

から12年が経過し、設置申請件数が減少してきたため、県が制度を廃止したことから、これ

に連動して令和２年度をもって助成を終了いたしました。 

  今後は、太陽光発電システムを設置した住宅などで発電した電力を夜間や災害時でも使用

できるよう蓄電池システムの普及を促進するため、設置に要する経費の助成を令和４年度予

算にお諮りしているところです。 

  環境意識の高まりや国の再生可能エネルギー推進施策により、太陽光発電などの再生可能

エネルギー発電施設は、全国的に設置件数が増加しており、当市においても、特に大規模太

陽光発電設備の設置が進んでおります。このようなことから、伊豆市の美しい景観、豊かな

自然環境及び市民の皆さんの安全・安心な生活環境の保全と再生可能エネルギーの利用との

調和に向けた施策を推進してまいります。 

  以上です。 

○議長（小長谷順二君） 再質問はありますか。 

  杉山議員。 

○７番（杉山武司君） １番目のことですけれども、病院の再編・統合、適正病床数の考えな

んですけれども、コロナ前ですけれども、国は国立・公的病院の再編統合により医療体制の

強化を進めようとして、2019年に厚生労働省は再編を促す病院リストを公表しました。 

  今回の調査で、病院の統合に賛成したのは全体で19％にとどまりましたが、市長がお答え

した具体的な再編の考え、差し支えない範囲でお示しはできますか。 

○議長（小長谷順二君） 答弁願います。 

  市長。 

○市長（菊地 豊君） この問題、極めて大きな問題で、厚生労働省からその方針が示された

ときに、静岡市で説明があったんですけれども、私も直接伺いました。 

  基本的に施策として見られるのは、病院を縮小する、病床を縮小する、診療科を縮小する。

伊豆市の場合には、中伊豆温泉病院と伊豆赤十字病院が対象として具体的に挙げられたわけ

です。ところが、あの厚生労働省の方針を見ると、必要な機能は維持する、充実すると書い

てあるんです。ところが、下の施策を見ると、病院減らす、診療科減らす、ベッド減らすと

しか書いていないんです。 

  そこで、私が実際に地方でそのような縮小・再編成をしたら、必要な機能はちゃんと充実

してくれる、そこの施策はどうなっているんですかと伺うとないんです。したがって、ただ

下のほうの具体的に伊豆市内の病院をどうするかという議論をするのであれば、しっかり目

的に併せて地方の地域医療の機能を維持するというところの論点も挙げてくださいという議

論をして、それから実はその後は止まってしまったんです。 
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  その後、今コロナになって保健所が足りないとか、実際に入院もできないという新たなこ

のような状況、非常事態における医療の在り方が問題になっているわけであって、私は厚生

労働省に強く、これは全国市長会の枠組みを通じて、本当に必要な医療の体制の在り方を再

検討していただく。ただ、全て縮小、縮小に向かうのではないということを改めて申し上げ

る状況にあるのではないかと考えています。 

○議長（小長谷順二君） 再質問ありますか。 

  杉山議員。 

○７番（杉山武司君） 2019年に厚生労働省が公表した内容と今とでは状況がすごく違うと思

うんです。ですから、2019年に国が公表した内容と新たに今度は変わってくると思うんです、

考えが。そういったところを踏まえながら、今コロナ禍なものですから今は議論をするべき

じゃないと私は思うんですけれども、今後そういうふうになったときのまた新たな考えが出

てくると思います。そのときはまた新たな考えで進んでいただきたいなと思っております。 

  次にいきます。 

  ②ですけれども、ＩＴ化の遅れ、すなわち行政デジタル・トランスフォーメーションを阻

害しているのが自治体内部に残るペーパーレス化の遅れと前例主義だと言われております。

これらを改善し、職員の意識改革を進めることが求められていますが、三島市、伊豆市及び

伊豆の国市電算センターでは、行政デジタル・トランスフォーメーションに関してどのよう

な取組を推進しようとしているのか、お伺いします。 

○議長（小長谷順二君） 答弁願います。 

  総合政策部長。 

○総合政策部長（新間康之君） それでは、私のほうからお答えをさせていただきます。 

  三島市、伊豆市及び伊豆の国市電算センター協議会での自治体ＤＸの取組でございますが、

電算センターでは、行政情報システムの調達、それから運用管理を３市共同で行っておりま

す。行政情報システムの標準化・共通化について、各業務部会を通じて標準化システム、い

わゆるガバメントクラウドの導入や事務手続の対応など、自治体ＤＸを進める上でベースと

なる部分について整備を推進しているところでございます。 

  その上で、構成市、伊豆市、三島市、伊豆の国市それぞれの市におきまして、行政のデジ

タル・トランスフォーメーションへの取組を現在進めているところでございます。 

  以上です。 

○議長（小長谷順二君） 再質問ありますか。 

  杉山議員。 

○７番（杉山武司君） ありがとうございます。 

  それでは、③にいきます。 

  自治体が組織として力をつけたことはという質問ですけれども、庁内の意思決定のスピー

ド感は改善できたのか、お尋ねいたします。 
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○議長（小長谷順二君） 答弁願います。 

  総務部長。 

○総務部長（伊郷伸之君） スピード感の改善ということでございますが、新型コロナウイル

スの対策は常にスピードが必要とされてきました。日常のそのほかの業務におきましても、

スピード感は重視しております。 

  今回の新型コロナウイルス対策によって、どこまでスピード感に変化があったのかという

比較する指標がございませんが、引き続きどの事業におきましても、スピード感を持って行

政の意思決定に当たっていきたいと考えております。 

  以上です。 

○議長（小長谷順二君） 再質問ありますか。 

  杉山議員。 

○７番（杉山武司君） そのことは今後どのような場面で生かされると考えられますか。 

○議長（小長谷順二君） 答弁願います。 

  総務部長。 

○総務部長（伊郷伸之君） 今回の新型コロナウイルス対策では、日々変化する感染拡大の状

況や市内経済への影響、国や県、他の自治体の施策の内容把握など、状況に応じた柔軟な対

応が求められました。 

  特に影響が及んでいる関係者の方の声を直接聞くことが、市内経済の状況把握や何が求め

られている支援なのかを判断するには不可欠でございました。これは危機管理に限らず、市

の施策を決定する上で重要な教訓となっております。 

  以上です。 

○議長（小長谷順二君） 再質問ありますか。 

  杉山議員。 

○７番（杉山武司君） ④にいきます。 

  在宅勤務・テレワークについての件ですけれども、御存じのこととは思いますけれども、

総務省は、令和３年４月に地方公共団体におけるテレワーク推進のための手引を策定いたし

ました。また、令和２年12月策定の自治体デジタル・トランスフォーメーション推進計画の

中では、テレワーク導入をきっかけとして業務の効率化や生産性の向上が図られ、限られた

行政資源を市民サービスの向上に行き渡らせることができるとしています。自治体デジタ

ル・トランスフォーメーションの真の目的は、生産性の向上、コストを抑えるだけではなく、

生み出されるサービスの付加価値の向上も効果として期待されています。 

  市長の年頭の挨拶の生産性の改善、それによる市民に不満を抱かせない業務執行を考え、

そのことを実現するために市民に接する業務や体制、サービスの提供方法などあらゆること

に取組、自治体そのものの付加価値を高めていくことが自治体デジタル・トランスフォーメ

ーションの真の目的とされていますが、伊豆市としての取組はどのように考えますか。加え
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て、伊豆市のＣＩＯ、最高情報責任者はどなたか、お尋ねいたします。 

○議長（小長谷順二君） 答弁願います。 

  総合政策部長。 

○総合政策部長（新間康之君） それでは、私のほうからお答えをさせていただきます。 

  まず、伊豆市では、現在ＤＸ推進に向け、伊豆市ＤＸ推進計画の策定を進めております。

その計画では３つの方針を掲げておりまして、１つ目は、市民向けサービスのＤＸ推進とい

たしまして、行政手続のオンライン化のほかデジタル技術を活用し、市民の利便性の向上を

図り、デジタルスマートシティを目指すこと。それから２つ目は、行政運営のＤＸ推進とい

たしまして、デジタル技術により業務の効率化や高度化を図るとともに、データ活用による

行政運営の生産性の向上を進めること。それから３つ目といたしまして、ＤＸを実現するた

めの環境整備といたしまして、誰もがデジタル社会に取り残されることなく、より一層の豊

かな生活を送ることができるよう環境整備を進めるということとしております。 

  この３つの方針の下、生産性の向上を図り、伊豆市の付加価値を今後高めてまいりたいと

考えております。 

  それから、ＣＩＯはどなたかという御質問でございますが、国が作成いたしました自治体

ＤＸ推進計画に、ＣＩＯは、庁内マネジメントの中核として庁内全般を把握するとともに、

部局間の調整に力を発揮することができるよう、副市長等であることが望ましいと記載され

ております。したがいまして、当市のＤＸ推進計画におきましても、副市長をＣＩＯとして

ＤＸを推進していくことといたしまして、ＣＩＯを補佐するアドバイザー的な役割として、

外部からＣＩＯ補佐官を任命する予定でございます。 

○議長（小長谷順二君） 再質問ありますか。 

  杉山議員。 

○７番（杉山武司君） 外部からＣＩＯ補佐官を任命するという予定みたいですけれども、こ

の方はどちらからいらっしゃりますか。 

○議長（小長谷順二君） 答弁願います。 

  総合政策部長。 

○総合政策部長（新間康之君） まずは、国のサポートといいますか、この取組に当たっての

制度を利用いたしまして、国からまず人的な派遣を受けたいと考えております。その取組の

中で伊豆市として必要な人材、専門的な分野の方を見つけ出すといいますか、ある程度絞り

込みを行いまして、その場合には改めて国からなのか、また民間からなのかというのを検討

していきたいと考えております。 

  以上です。 

○議長（小長谷順二君） 再質問ありますか。 

  杉山議員。 

○７番（杉山武司君） 次にいきます。 
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  ⑤ですけれども、デジタル社会の実現に向け、原則全ての自治体が2025年までに、標準化

基準に適合した基幹業務システムへ移行する統一・標準化を目指すとしています。住民基本

台帳や固定資産税、国民健康保険、戸籍など20業務が対象とされています。 

  ②の設問にもありましたけれども、ＩＴ化の遅れと関連してこの基幹業務システムの導入

の課題はありますか。ある場合の課題解決としてはどのようなことが考えられるか、伺いま

す。 

○議長（小長谷順二君） 答弁願います。 

  市長。 

○市長（菊地 豊君） 本当に急いでほしいです。去年、一時期、幹事長された甘利明先生が

沼津においでになって、国として国家的なプラットフォームつくるとおっしゃったのは多分

三、四年前だったと思うんです。そのときお話しされたのは、国内のあるところのタクシー

のネットワーク、どこにどの車がいてどこに向かっているというのは全部その情報は北京で

掌握されているというような話も例示されたわけです。そこから期待したんですが、現状、

私が期待した速度では進んでいないと思っています。 

  フラッシュメモリーも半導体もかつては日本は世界最先端の国だったのに、結局使い方が

何もできないままここまで来てしまっていて、顕著な進捗が見られない。これ先ほどの繰り

返しになりますけれども、全く一番大事な情報共有が許されていないんです。 

  私も確定申告やりましたけれども、全部自分が報告している、つまり行政は知っているわ

けです。行政は知っているけれども、その行政が国と県と市と分かれていて、それぞれに情

報共有してはならないという法律が全く変わらないので、動かないわけです。これを早く変

えてもらわないと幾らシステムだけつくっても、結果的には市民の皆さんは窓口に来なけれ

ばいけない、窓口に来たら書かなければいけない、書いたら印鑑は最近減ってきましたけれ

ども、手続が変わらないままプラットフォームが幾らできてもまた同じことの繰り返しにな

っていることを恐れていて、何としても情報の扱い方というものを抜本的に見直していただ

く、これなしには何も変わらないと大変危惧をしています。 

○議長（小長谷順二君） 再質問ありますか。 

  杉山議員。 

○７番（杉山武司君） ここで私がお訪ねしたのは、②のＩＴ化の遅れというのは要するにマ

ンパワーが不足しているんじゃないかなということで、そこのところを市として人材育成で

あるとかそういった部分をどういうふうに考えて、これに2025年の問題に対して取り組んで

いきますかという質問なんです。市長、お答え願えますか。 

○議長（小長谷順二君） 答弁願います。 

  市長。 

○市長（菊地 豊君） 問題の本質は、やっぱり私は実はマンパワーの不足ではないと思って

いて、ただ、新しい技術ですから、先ほど総合政策部長からありましたようにこの世界に精
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通した人は１人なのか２人なのか分かりませんけれども、人材として必要だと思いますが、

この問題の本質的なところはやはり地方自治体においては人材不足とはちょっと別なところ

にあるのではないかと考えています。 

○議長（小長谷順二君） 再質問ありますか。 

  杉山議員。 

○７番（杉山武司君） 次にいきます。 

  ⑥ですけれども、2050年のカーボンゼロの関係ですけれども、太陽光発電システムの普及

が進んだためとの回答をいただきました。市内の設置件数は一般住宅で何件の設置が済んだ

んですか。それは伊豆市全世帯の何％ですか、お答え願います。 

  それから、住民からは生活環境や安全の問題から、太陽光発電設備の整備に当たって法令

等により一定の制限がかかることが期待されております。伊豆市では、太陽光発電の利用と

調和を進めていく上で何か対応策を考えているか、お尋ねをいたします。 

○議長（小長谷順二君） 答弁願います。 

  市民部長。 

○市民部長（加藤博永君） お答えいたします。 

  市内の設置件数でございますが、平成22年度から令和２年度の12年間で425件でございま

す。伊豆市の全世帯数でございますが、これについては一般住宅だけでなく、集合住宅など

の数も含まれておりますが、全体で令和３年４月１日現在、１万3,372件でございます。設

置の割合でございますが、3.2％となります。 

  以上でございます。 

○議長（小長谷順二君） 建設部理事。 

○建設部理事（白鳥正彦君） 私からは、太陽光発電の利用と調和の市の対応策についてお答

えします。 

  市では、今後とも脱炭素に向けた取組を推進していく考えですが、大規模な太陽光発電施

設などについては森林伐採による景観の阻害、土砂災害の発生、動植物の生息環境への影響

が懸念されるとともに、周辺住民への事業に関する説明不足により地域住民や関係者とのト

ラブルが発生しています。 

  このような問題に関しては、個別の法令等による改正を見据えて対応していくとともに、

国・県と連携し、対応策を考えてまいります。 

○議長（小長谷順二君） 再質問ありますか。 

  杉山議員。 

○７番（杉山武司君） 本年４月に施行が予定されている改正温暖化対策法は、2050年の脱炭

素社会実現を明記し、通過点となる2030年の温室効果ガスの排出を2013年度比50％減とする

中期目標も定めています。 

  2050年ゼロカーボンシティ宣言は、本年１月末現在、全国で534の自治体に上ります。最
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近では、三島市がゼロカーボンシティ宣言をすることが明らかになりました。県内23市のう

ち15市が宣言都市となります。 

  昨年９月の定例会でも宣言について質問をいたしました。市長の答弁として、伊豆市とし

てはチャレンジングな事業をさせるだけの職員のマンパワーが足りない、新たな体制に移行

し、総合的・網羅的な地球温暖化対策、ＳＤＧｓ構想を構築してまいりますとの答弁をいた

だきましたが、伊豆市としてはいつ頃までに宣言を発するお考えをお持ちなのか、お尋ねを

いたします。 

○議長（小長谷順二君） 答弁願います。 

  市長。 

○市長（菊地 豊君） 先ほどはＩＴのところ、ＤＸのところでは職員の人材の問題ではない

と申し上げたんですが、このように新しい課題に直面すると、今の伊豆市の組織で言えば企

画財政課もしくは地域づくり課、やはりここのマンパワーは欲しいなと思うことはございま

す。 

  その上で、私がこれまで宣言を発していないのは、具体策のない気持ちだけの表明はとり

あえずあまり意味がないかなという判断できたんですが、しかし大きな課題ですからどこか

の段階でと思っています。 

  そこでせっかくいただいた御質問ですので、１例を申し上げますが、これまで８か所でし

ょうか、できている地域づくり協議会等と連携させていただけないだろうか。さっき議員か

ら御指摘ありましたけれども、どう考えても我々の１万3,000世帯ある屋根の上は防災上の

問題もありませんし、景観上の問題もないでしょうし、何も国立公園の山を削って太陽光を

張るくらいなら、みんなで協力して屋根に張りませんかのほうがよほど合理的だと思うんで

すが、そこを行政が一方的にやるのではなくて、地域の皆さんに入っていただいて、地域一

定の固まりの中でやろうぜという動きができないかなというようなことを含めて、いずれか

の時点で、市長としての行政の責任者としての考え方は整理をさせていただきたいと考えて

います。 

○議長（小長谷順二君） 市民部長。 

○市民部長（加藤博永君） ゼロカーボンシティの宣言についてでございますが、昨年９月の

定例会で御質問いただき、脱炭素に向けた取組施策の検討を重ねた上で宣言の発令に向け前

向きに取り組む旨の答弁をさせていただいております。 

  この宣言につきましては、環境省に問合せを行いましたが、宣言をするためにはしっかり

とした施策を持って宣言をする必要があるとのことでしたので、来年度策定いたします地球

温暖化対策実行計画の見直しの中で脱炭素に向けた取組施策を検討した上で決定していく考

えでございます。 

  以上でございます。 

○議長（小長谷順二君） 再質問ありますか。 
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  杉山議員。 

○７番（杉山武司君） ７番目のことですけれども、男女共同参画社会基本法が平成11年６月

23日に公布、施行されてから23年がたっています。我が国では、今までジェンダーギャップ

の解消が進んでいません。他の国と比べてスピード感が足りないと言われております。 

  職員の声を傾聴し、ジェンダーギャップの解消に伊豆市ではスピード感を持って取り組ん

でいただきたいと思います。 

  次に移ります。 

  ＧＩＧＡスクール構想についてです。 

○議長（小長谷順二君） 答弁願います。 

  教育長。 

〔教育長 梅原賢治君登壇〕 

○教育長（梅原賢治君） おはようございます。 

  それでは、ＧＩＧＡスクール構想事業についてお答えします。 

  ＧＩＧＡスクール構想事業は、事業のスタート時から各自治体の維持管理や学校への支援

に係る負担増が懸念されておりました。しかし、国に対して各方面からの要望活動をいただ

き、令和３年12月末に補助要綱が改正され、端末の買換え、それから学校への支援などにつ

いて補助制度が拡充されました。 

  今年度はＧＩＧＡスクール事業を進める上で、まず１人１台配置した端末を授業でしっか

りと活用することを最初の目的として、機器のトラブルのサポートや支援スタッフを配置し

ながら取り組んでまいりました。結果として、教員も各教科の授業での活用に取組、端末を

活用した授業も多くなり、子供たちも上手に使いこなせるようになりました。 

  さらなる活用に向けて、活用の好事例などを共有して試行錯誤を重ねながら取り組んでま

いりたい、そのように考えております。 

  詳細については、教育部長に答弁させます。 

○議長（小長谷順二君） 続いて、教育部長。 

○教育部長（佐藤達義君） それでは、私から御質問の詳細についてお答えいたします。 

  まず、①の令和４年度の文部科学省の補助制度についてですが、機器の買換え等の更新の

費用が加えられたほか、ＧＩＧＡスクール専門のＩＣＴ技術者の配置のための費用や機器の

トラブルや、教員の業務支援に関するＧＩＧＡスクール運営支援センターの整備に係る費用

など、補助制度が予定されております。 

  ②の顕在化した課題等についてですが、端末を授業で活用する上での運用上の課題として、

当初は先生により活用の頻度の差が出ることを心配しておりましたが、業者のサポートや市

で配置する情報支援員のサポートによりほぼ全ての先生が授業で活用しております。 

  また、子供たちが端末の操作に慣れたことは大きなステップですので、今後は対面での授

業とＩＣＴの活用とのバランスのよい教育を進め、子供たちの創造性や力を引き出す取組が
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課題でもあり、次の目標でもあります。 

  ３の学校のＩＣＴ化を支えるＧＩＧＡスクール運営支援センター等のサポート体制につい

てですが、各学校での運用のサポート体制としては、導入機器の基本操作やトラブル対応と、

ちょっとした使い方についても相談できる体制が初期の操作上の不安材料を軽減する上で大

切であると考え、機器の基本操作やトラブル時の対応については業者委託によるサポート体

制を取り、市として配置している情報支援員を中心にきめ細かな相談等の対応を行っており

ます。 

  また、国の補助制度に加えられたＧＩＧＡスクール運営支援センターの機能については、

広域的な取組や今後のサポート機能の拡充の必要性と併せて検討してまいりたいと考えてお

ります。 

  ④の１人１台端末の年度更新の考え方ですが、児童生徒が現在使っている端末はその学校

を卒業するまで持ち上げ使用していただきます。学年の更新など多少の設定の変更は必要で

すが、使い慣れている端末を卒業まで使います。 

  新入学生は小学校では卒業した６年生の、中学校では３年生のものを使うようになります。 

  以上です。 

○議長（小長谷順二君） 再質問ありますか。 

  杉山議員。 

○７番（杉山武司君） ①ですけれども、文科省の予算案は国の予算に関することですので、

改めての質問は差し控えたいと思います。 

  先ほど機器の更新費用が補助対象になるとの説明がありましたが、昨年度の機器導入の際

も補助金制度を活用しながらも、相当額の一般財源が必要となりました。ＧＩＧＡスクール

を安定的に進めるために市としてどのような対応を考えているのか、お尋ねをいたします。 

○議長（小長谷順二君） 答弁願います。 

  教育部長。 

○教育部長（佐藤達義君） 令和２年度の機器導入には導入ソフトを含め約１億1,000万円か

かり、補助制度を活用しても特別に財源として充てた臨時交付金を除いて考えますと、導入

時の一般財源は6,000万円ほど必要でございました。 

  次の機器更新時には、新品の機器に更新する方法だけではなく、ＯＳやソフトを最新のも

のに入れ替えるといった方法も検討するほか、基金の積立ても含め、財政当局と調整を行っ

ております。 

○議長（小長谷順二君） 再質問ありますか。 

  杉山議員。 

○７番（杉山武司君） ②に移ります。 

  ハード面では機器等の整備で解決できると思いますけれども、ソフト、言わばマンパワー

というものは習熟度を上げていかないと解決ができないとされています。デジタル庁、総務
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省、文科省、経産省の合同調査で、2021年９月に報告された自治体、学校や家庭における課

題は、おおむね解決されていると判断されているようです。 

  その上で、市内の小中学校への業者のサポートや支援員の方々の人的・時間的サポートは

どのような体制になっているのかをお尋ねいたします。 

○議長（小長谷順二君） 答弁願います。 

  教育部長。 

○教育部長（佐藤達義君） 各学校への支援の内容ですが、まず業者のサポートは各学校を月

に２回程度訪問し、基本的な操作だけでなく、授業支援や教材作成支援等を行っております。 

  また、市で配置する情報支援員は半日単位で各学校を巡回し、ＩＣＴ機器の操作支援だけ

ではなく、生徒の出欠管理や成績管理を行う校務支援サポートも実施しております。 

  以上です。 

○議長（小長谷順二君） 再質問はありますか。 

  杉山議員。 

○７番（杉山武司君） ③の件は分かりました。ありがとうございます。 

  次に移ります。 

  ④ですけれども、令和２年度に、市内の全ての学校に２ｉｎ１のパソコンを導入いたしま

した。導入端末はグーグルのクロームＯＳを搭載したクロームブック端末のようです。 

  2011年の日本国内におけるパソコンＯＳシェアは、デスクトップ及びノートブックでも、

マイクロソフトが提供しているオペレーティングシステムのウインドウズＯＳが圧倒的なシ

ェアを占めています。クロームＯＳはこの時点では数％に過ぎませんでした。 

  役所ですとか一般企業の業務用のＯＳはウインドウズＯＳが今後も継続して採用されるも

のと思われますが、どのような理由をもって今回クロームブックを選定したのか、お尋ねい

たします。 

  なお、先ほどの顕在化した課題の答弁で、子供たちの創造性や力を引き出すことが課題で

もあり、目標でもあるとの説明がありましたが、具体的にはどのような取組を行っていく予

定なのか、御父兄の皆様にも理解できるような説明をお願いいたします。 

○議長（小長谷順二君） 答弁願います。 

  教育部長。 

○教育部長（佐藤達義君） まず、クロームブックを選定した理由でございますが、クローム

ブックはデータをクラウド上で管理することができますので、動作が軽く、セキュリティー

上の不安やトラブルが少ないということで、運用する上での優位性があると考えました。ま

た、価格が安いということもポイントの一つでございました。これらを総合的に判断し、導

入時に機器選定をいたしました。 

  次に、子供たちの創造力や力を引き出すための具体的な取組でございますが、各学校の先

生方で組織いたします情報教育委員会というものがございまして、この委員会や校長会等に
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おいて段階的な取組の目標設定ですとか、あるいはＩＣＴを活用した授業の好事例の共有な

どを通しましてそれぞれの授業においても工夫を重ね、子供たちの創造性や力を引き出すと

いう目標に向けた活用を進めてまいりたいと考えております。 

  以上です。 

○議長（小長谷順二君） 再質問ありますか。 

○７番（杉山武司君） これで終わります。 

○議長（小長谷順二君） これで杉山武司議員の質問を終わります。 

  ここで、35分まで約13分間、休憩といたします。 

 

休憩 午前１０時２２分 

再開 午前１０時３４分 

 

○議長（小長谷順二君） 休憩を閉じ、会議を再開いたします。 

 

◇ 黒 須 淳 美 君 

○議長（小長谷順二君） 次に、５番、黒須淳美議員。 

〔５番 黒須淳美君登壇〕 

○５番（黒須淳美君） ５番、黒須淳美です。 

  通告に従い、一般質問を行います。３件あります。 

  １、新ごみ処理施設稼働と４月施行予定の「プラスチック資源循環促進法」について、答

弁を市長に求めます。 

  今現在、伊豆市で進んでいる大型事業の一つである新ごみ処理施設は、来年１月、稼働開

始予定で、今年８月にはいよいよ試運転が始まります。この施設の稼働年数は30年を予定し

ており、今まさに真新しい施設を使うことになる私たちは、その維持管理についても責任を

持って取り組んでいくことが大事だと考えられます。 

  50年前、生ごみはそのまま埋め立てられ、「ごみ戦争」という言葉までありましたが、今

では燃えるごみは日本においては、全量焼却が主流となりました。また、ごみを資源と考え

再利用することで、絶対量も減少傾向にあるそうです。 

  主な資源ごみであるプラスチックごみについて、政府はこの４月からプラスチック資源循

環促進法を施行し、市区町村に対しては一括回収を努力義務とするなどの内容となっている

ようです。そこで、これを受けて新しい施設運用に当たり、伊豆市ではどのように取り組む

計画か、次の点について質問します。 

  １、具体的にどのような法律と受け止めていますか。 

  ２、取組に当たり、負担増など課題となることは何ですか。 

  ３、伊豆の国市との共用になりますが、資源ごみの扱いについてはどのようになりますか。 
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  ４、新ごみ処理施設から排出される焼却灰も埋立てだけでなく、セメントやスラグなどの

材料に再利用する計画はありますか。 

  件名２、「心のバリアフリー」を目指して伊豆市に「やさしい日本語」を広めませんか。

答弁を市長に求めます。 

  静岡県も普及に努めているやさしい日本語という取組があります。これは外国人にも理解

しやすいよう簡単にした日本語のことで、1995年の阪神・淡路大震災では多くの外国人も被

災し、その中には日本語も英語も十分に理解できず、必要な情報を得られない人たちもいま

した。そうした人たちが災害発生時に適切な行動を取れるようにと考え出されたのがやさし

い日本語の始まりと聞いています。 

  東京都では、東京2020大会のレガシーとして多文化共生社会の実現を取り上げ、やさしい

日本語を観光や情報発信のツールとして紹介しています。 

  伊豆市においては、コロナ禍前には国内のみならず、海外からも多くの人が訪れていまし

た。基盤産業である観光やスポーツ、レジャー、ワーケーションを含め、これから伊豆市を

訪れる人たちにとって伊豆の美しい自然や観光施設ももちろんですが、それ以上に地元住民

との交流が心を動かされる体験になるのではないでしょうか。 

  私は、昨年のオリンピック・パラリンピックで修善寺駅でボランティアを経験しました。

その際、ボランティア仲間での合い言葉が「目で笑顔を伝えよう」でした。また、このボラ

ンティアに参加するに当たり受講した研修会で、来訪者への情報提供は短く分かりやすい言

葉でなどのアドバイスがあり、とても役立ったことを覚えています。相手に配慮した優しい

言葉かけの大切さ、これがやさしい日本語の活用を考えるきっかけともなりました。 

  やさしい日本語は外国人だけでなく、私たちが日常生活を送る上で、例えば教育現場や高

齢の方、障害のある方ともお互いを認め合い、対等な関係を築きながら共に生活していく上

でのツールとして活用すべきではないかと思います。 

  伊豆市は昨年７月、オリンピック・パラリンピック開催を前に、市職員を対象にやさしい

日本語研修を行ったと聞いています。このやさしい日本語が今後どのように市民サービスに

生かされていくか。例えば窓口業務での対応や行政文書、あるいは情報メールを分かりやす

く簡潔にするなど現況を含め、次のことについて質問します。 

  １、昨年の職員研修実施の経緯、意図、内容について。 

  ２、やさしい日本語は現状どのように活用されていますか。 

  ３、問題点・課題などはありますか。 

  ４、やさしい日本語の今後の活用について、運用計画はありますか。 

  ５、市民向けのやさしい日本語講座開催などの検討はありますか。 

  ３件目です。 

  伊東修善寺線道路拡幅工事について、答弁を市長に求めます。 

  去る１月22日に、修善寺中学校体育館で予定されていましたタウンミーティングがコロナ
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禍の影響で延期となりました。このタウンミーティングでは、ぜひとも伊東修善寺線拡幅工

事の件について質問したかったという近隣住民の声を聞いています。 

  伊東修善寺線は伊豆市民の主幹道路の一つでもあり、県内外からの車も多く、修善寺駅に

入る右折車線や修善寺橋にかけては慢性的な渋滞を起こしています。また、修善寺駅に入る

ための２つの交差点では、信号機の間隔が短いなどで事故が起きやすい箇所とも聞いていま

す。 

  もともと修善寺駅周辺は古くからの商店街であり、店舗兼住宅が多く、拡幅による土地の

提供、そのための代替地への移転など関連する住民の生活に直接大きな影響が出るものでも

あり、この事業では行政と住民との意思疎通、これが円滑に行われることがとても重要であ

ると考えます。 

  昨年10月に策定された第２次伊豆市総合計画を見ますと、修善寺駅周辺の「将来市民と共

有したいありたい姿」という項目で、伊豆市の玄関口としてよいイメージを持たれ、市民と

観光客が交流し、にぎわいにあふれる場、交差点改良などにより、駅周辺の交通渋滞が緩和

しているなどが挙げられています。この総合計画と重ね見たとき、伊東修善寺線拡幅工事は、

駅前住民のみならず、伊豆市全体の発展につながる重要な事業であると捉えることができる

と思います。 

  つきましては、今後の展開、目標、そのための計画など市長の考えをお聞かせください。 

  以上です。 

○議長（小長谷順二君） ただいまの黒須淳美議員の質問に対し答弁を求めます。 

  市長。 

〔市長 菊地 豊君登壇〕 

○市長（菊地 豊君） プラスチックごみを適切に処理することは大賛成で、実効性のある施

策にしていければと思っています。おとといも１時間半ほど自転車で走ったんですけれども、

相変わらずすごいごみで、買物籠は１時間もせずに拾ったごみでいっぱいになってしまいま

す。それから、今、天城湯ヶ島方面の方はお気づきでしょうか、宮田橋の上流側、河川敷の

木を切り始めていて、大量のプラごみが落ちているんです。あれみんな海に行くわけです。

したがって、しっかり市民の皆さんには苦労をおかけしますけれども、分別して再処理して

いただくとともに、再利用できないものは焼却をしてでも海には流さない、そういったこと

が必要だと思っています。 

  伊豆市で今計画しております焼却による処理も全国市長会を通じて、これも一つの施策と

してしっかり国は取り扱ってくれということを強く申し上げているところであって、全体と

して適切にプラスチックごみは処理されるように強く志を持っていたいと考えています。 

  個々の御質問については、市民部長に答弁させます。 

○議長（小長谷順二君） 続いて、市民部長。 

○市民部長（加藤博永君） それでは、お答えさせていただきます。 
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  ①でございます。 

  プラスチック資源循環促進法につきましては、近年、海洋プラスチックごみ問題が深刻化

するとともに、諸外国が廃プラスチックの輸入規制を強化したことへの対応を契機として、

国内におけるプラスチック資源循環促進の重要性が高まっていることなどが背景となってお

ります。これに対応しまして包括的な資源循環体制を強化する必要があることから、プラス

チック廃棄物の排出抑制、製造事業者に対する再資源化に資する環境配慮計画、市区町村に

おいては分別収集や再資源化を促進するため、本年４月から施行されます。 

  本市におきましても、海洋プラスチックごみや気候変動など地球規模の問題への対応のた

め、プラスチックの資源循環に積極的に取り組んでいかなければならないと認識しておりま

す。 

  ②でございます。 

  大都市では、一般的にはプラスチック製品は燃えるごみとして分別され焼却処理されてい

ますが、本市の場合、既にプラスチック製品は分別して収集しております。現在の計画では、

プラスチック製品は分別方法を変えずに新ごみ焼却施設で焼却し、その焼却熱で発電を行い、

内部利用及び売電をする計画です。 

  新法施行後、プラスチック製品の中で再生利用できるものについては、容器包装リサイク

ル法ルートで再商品化が可能となります。本市は既に金属を含まない形でプラスチック製品

の収集をしておりますので、おおむね今の分別方法で対応可能と考えていることから、負担

増にはならないと見ています。しかしながら、法律に従うことから、現在の分別に若干の変

更が生じる可能性は考えられます。 

  ③でございます。 

  資源ごみの取扱いですが、新ごみ処理施設と同様に伊豆の国市と共同整備または共同利用

について検討を行いました。共同整備の場合、事業費負担の面では２市で負担することから、

それぞれの負担は少なくなります。しかしながら、施設を１か所にした場合にも中継施設等

受入れ施設が新たに必要になることから、別々で処理をすることといたしました。 

  ④です。 

  現在の焼却灰の処理方法ですが、伊豆市清掃センター分は柿木最終処分場で埋立て処分し、

土肥戸田衛生センターの伊豆市分は群馬県草津町にあります民間業者の最終処分場で埋立て

処分をしております。 

  新ごみ処理施設稼働後は、新施設から排出される焼却灰及びばいじんについては２市のご

み排出量で案分し、それぞれにおいて処理することとなっております。本市の計画は引き続

き柿木最終処分場と民間業者の最終処分場での埋立てを継続していきますが、セメントやス

ラグなどへの再資源化及び災害時のリスク分散を図るため、再資源化施設での処理について

も検討しているところでございます。 

  以上です。 
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○議長（小長谷順二君） 再質問ありますか。 

  黒須議員。 

○５番（黒須淳美君） ①です。 

  プラスチック資源循環促進法という法律は、２年前の７月にレジ袋が有料化されました。

その第２弾というふうに、さらに踏み込んだ内容になっているというふうに認識しています。

プラスチックを規制するのではなく、作る人、そして使う人がそれぞれの立場においてプラ

スチックを資源として循環させる取組、これを促進させるための法律というふうに理解しま

した。 

  次へ②へ移ります。 

  この法律によっての取組の負担なんですけれども、これに伴い市民の皆さん、特に高齢の

方や生活に支援の必要な方など、この方たちへの負担が増えるのではないかというふうに思

いましたが、伊豆市のほうは、現在の計画では新ごみ処理施設稼働後も分別方法は変えずに

収集するということを確認できました。改めて伊豆市の取組の方向性と、それから市民の皆

さんの長年の協力のたまものではないかと実感しました。 

  ただ、今後、分別方法に若干の変更が生じる可能性があるとのことでしたので、やはり市

民の皆さんへの分かりやすい働きかけ、これも必要かと思われますが、どのような方法を考

えているでしょうか。 

○議長（小長谷順二君） 答弁願います。 

  市民部長。 

○市民部長（加藤博永君） 先ほど申し上げましたとおり、市民の皆様には分別方法の若干の

変更が生じ、御協力をいただくことがあると考えられますので、それらを反映しスムーズに

移行ができるよう来年度新規にごみの出し方便利帳を作成し、各戸に配布する予定です。ま

た、広報紙やホームページ等への掲載など様々な方法で周知をしていきたいと考えておりま

す。 

  以上です。 

○議長（小長谷順二君） 再質問ありますか。 

  黒須議員。 

○５番（黒須淳美君） 来年度には、ごみの出し方便利帳を新規に作成するとのことですので、

その内容に期待したいと思います。 

  そこで、１つ例なんですけれども、近隣の沼津市では、この３月１日に15年ぶりにリニュ

ーアルしたものを全戸配布したそうです。その際に今までの「ごみの出し方便利帳」という

タイトルを「ごみの分別・減量ガイドブック」というふうに刷新し、副題に「ごみの達人ぬ

まづ分別隊エコルンジャー」というふうにあります。子供たちになじみのあるイラストで、

目を引くものになっています。手に取った市民へのインパクトもそうなんですけれども、そ

の内容はごみの減量について考えてもらうような工夫が見られて、職員の皆さんの熱意が伝
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わってきます。 

  循環型社会が叫ばれる今、伊豆市の取組がほかの市町からも注目されるようなそんな冊子

になることをお願いしたいと思います。 

○議長（小長谷順二君） 答弁求めますか。 

○５番（黒須淳美君） はい。 

○議長（小長谷順二君） 答弁願います。 

  市民部長。 

○市民部長（加藤博永君） おっしゃるとおり、ごみの出し方便利帳については分かりやすい

方法で作成をして、逆に小学校、小さい子にも分かるような形で改定をしていきたいと思っ

ています。 

  以上でございます。 

○議長（小長谷順二君） 再質問ありますか。 

  黒須議員。 

○５番（黒須淳美君） 先ほどのプラスチック製品の再利用についてなんですけれども、先ほ

どの答弁の中で、再生利用できるものについては容器包装リサイクル法ルートで再商品化が

可能とのことでしたが、伊豆市では今後どのように進めていくことになるのでしょうか。 

○議長（小長谷順二君） 答弁願います。 

  市民部長。 

○市民部長（加藤博永君） 再商品化の方法について現在検討中でございますが、国が示しま

す容器包装リサイクル法ルートを活用した再商品化を行うことが一番の近道と考えておりま

す。現在、容器やビニール袋など容器包装として分別収集したものを公益財団法人日本容器

包装リサイクル協会で再資源化を行っておりますが、これに併せて同じルートで同様の再資

源化を行うものです。 

  今後ですが、国から詳細が示された後、プラスチックの再商品化に向けて検討を進めてま

いります。 

  以上でございます。 

○議長（小長谷順二君） 再質問ありますか。 

  黒須議員。 

○５番（黒須淳美君） そうしますと、まだ実施の時期までもう少し時間がかかりそうですの

で、これから計画もしっかりと立てて、最善の方法で市民の皆様にも分かりやすく迅速に対

応できるような準備をお願いしたいと思います。 

  次へ移ります。 

  ③番の伊豆の国市との共用になることで、資源ごみについて中継施設などを新たに建設す

るよりも、それぞれの市単独で整備、運営することが最善ということは分かりました。 

  それでは、今現在、柏久保ですけれども、新しいリサイクルセンターを造ること、その計
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画が進められています。この新しいリサイクルセンターについて、プラスチック資源循環促

進法がこれが施行されることによる新たな課題とか、その対応の状況についてはどうでしょ

うか。 

○議長（小長谷順二君） 答弁願います。 

  市民部長。 

○市民部長（加藤博永君） 新リサイクルセンターでは、中間処理施設整備は金属処理施設の

設置のみで、容器包装やプラスチック製品の減容処理、圧縮して体積を減らす処理でござい

ますが、これについては現状どおり業者委託いたします。 

  減容処理後、容器包装リサイクル協会に輸送しますので、プラスチック製品及び容器包装

における中間処理施設は設置せず、持込みごみのストックヤードを整備いたします。このた

め、新法施行に伴う新リサイクルセンターへの影響は特段ないと思われますので、整備も計

画どおり進めていく予定です。 

  以上です。 

○議長（小長谷順二君） 再質問ありますか。 

  黒須議員。 

○５番（黒須淳美君） この新しい法律なんですけれども、対応しているということ、そして

新リサイクルセンターの計画によりますと、市民が持ち込むごみのストックヤードなどの整

備も持ち込む方たちの安全への配慮ということがされていることが分かりました。今後も計

画的にこの整備を進めていただきたいと思います。 

  次、④に移ります。 

  焼却灰のことですけれども、災害時のリスク分散を図るための方策として再資源化施設で

の処理も検討中ということですが、これはどのようなことなんでしょうか、具体的に教えて

ください。 

○議長（小長谷順二君） 答弁願います。 

  市民部長。 

○市民部長（加藤博永君） 現在市内で唯一の灰の最終処分場であります柿木最終処分場を災

害時、外部に灰を搬出することができないときへの備えとして、通常時の搬入量を減らすこ

とにより延命化を図ること。また柿木への搬入ができなくなった場合、災害に影響のない地

域の受入先を幾つか確保しておくことでリスクの分散を図るということでございます。その

受入先の一つとして、セメントやスラグへの再資源化施設についても検討をしております。 

  以上です。 

○議長（小長谷順二君） 再質問ありますか。 

  黒須議員。 

○５番（黒須淳美君） 焼却灰の再資源化施設への搬出を検討されているということでしたの

で、その上でさらに今後はセメントやスラグの積極的な再利用についても検討していただけ
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たらと思います。答弁お願いします。 

○議長（小長谷順二君） 答弁願います。 

  市民部長。 

○市民部長（加藤博永君） セメントやスラグを再利用することによって、リサイクル推進す

ることができますので、その方向を考えて進めていきたいと考えております。 

  以上です。 

○議長（小長谷順二君） 再質問ありますか。 

  黒須議員。 

○５番（黒須淳美君） 最後になりますが、今回の一般質問で、伊豆市は市民の皆さんが協力

的に早い段階から細かい分別に取り組んでいただいていることを実感いたしました。また、

このことによって、新しく施行されるプラスチック資源循環促進法にもスムーズに対応でき

ているということも分かりました。 

  令和４年度は新ごみ処理施設の稼働開始や新リサイクルセンターの整備などが進みます。

これからも循環型社会、そしてＳＤＧｓの目標、これらを意識した発信を積極的にしていた

だけたらとお願いして終わります。 

○議長（小長谷順二君） 続いて、心のバリアフリーについて答弁願います。 

  市長。 

○市長（菊地 豊君） このやさしい外国語というのは、私も自分で経験がありますので、物

すごく大切なことだと思っています。すみません、私事なんですけれども、最初にケルン近

郊に留学したときに、家主の奥様、今でも覚えているジーモン夫人は英語も日本語もできな

いんですが、彼女の話すドイツ語は我々日本人には全部分かるんです。我々の下手くそなド

イツ語も、ジーモン夫人は全部理解されるんです。御主人は駄目なんです、御主人のケルン

なまりのドイツ語は我々には全く分からない。 

  その経験があるものですから、やっぱり外国人に対して相手に分かる日本語を話すという

のが技術的に必要なんだけれども、難しいんだけれども、どんなに役に立つかというのを自

分が経験してきましたから、日本に来られる外国人はやはり日本が好きでいらっしゃるでし

ょうから、向こうの言葉を無理やり我々が勉強するよりも、やはり相手に分かりやすい日本

語を私たちのほうである程度話してあげることの大切さというのは痛感しておるところです。 

  産業部長に答弁をさせます。 

○議長（小長谷順二君） 続いて、産業部長。 

○産業部長（滝川正樹君） それでは、私のほうからお答えをさせていただきます。 

  まず、①研修の経緯ですが、静岡県が主催しましたやさしい日本語研修会に職員が参加し

たことをきっかけに、東京2020大会の自転車競技開催地で多くの来訪者をお迎えする自治体

の職員として、やさしい日本語でのコミュニケーションを学ぶこと、東京2020大会のコンセ

プトである「多様性と調和」への理解を深めること、定住外国人、障害をお持ちの方、また
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子供から高齢者まで幅広い層への市民サービスの向上を図ることが重要であると考え、実施

をいたしました。 

  研修の内容でございますが、やさしい日本語の使用が広がっていること、長文は箇条書き

にすること、二重否定を使わないこと、相手の話は笑顔で落ち着いて聞くなど書き言葉、話

し言葉での工夫点などを学ぶものでした。 

  次に、②です。 

  東京2020オリンピック大会の本番で、修善寺駅やその周辺で従事した職員は観戦客への御

案内、声かけ、説明の際にやさしい日本語の使用を意識したおもてなしを実践することがで

きたこと、また日常の業務においても、広報紙や市民向けの案内文書の作成、窓口、電話等

の対応に役立っていると考えております。 

  ③研修に参加した職員は、やさしい日本語を使うことの重要性を理解、実践できているも

のの、東京2020大会をきっかけとした研修であったことから参加した職員が限られ、まだま

だ市が作成する市民向けの案内、説明文書などやさしい日本語が全庁的に徹底されている状

態になっていないことが課題と考えております。 

  ④、⑤は一括してお答えをさせていただきます。 

  ④のやさしい日本語の活用についての運用計画や⑤の市民向け講座については、現在、具

体的なものはございません。 

  しかしながら、議員お話のとおり、やさしい日本語の活用は伊豆市にお住いの外国人はも

ちろん、コロナ収束後に訪れていただけるであろう多くの外国人観光客にとっても、また市

民の皆様が日常生活や地域活動などを送る上でも大変重要なツールであり、やさしい日本語

によって、市民も訪れる外国人も一人一人がお互いを認め合いながら暮らすことのできる多

文化共生社会の実現や、また観光振興にも寄与するものと考えております。 

  こうした認識に立った上で、やさしい日本語を市全体で活用していくためにはその活用方

針や運用計画を策定することが肝要であり、やさしい日本語の意義を理解し実践していくた

めの市職員の意識づけや市民講座の開催も含めて、まずは関係部局と連携しながらやさしい

日本語活用に関する勉強会を庁内に立ち上げていきたいというふうに考えております。 

  以上です。 

○議長（小長谷順二君） それでは、再質問ありますか。 

  黒須議員。 

○５番（黒須淳美君） ①の研修を行った経緯、意図、内容については分かりました。 

  私も昨年２月なんですけれども、行われたオンライン研修に参加しました。やっぱりこの

ときにも、相手に正確に伝えるには文を短く分けたり、曖昧な表現は使わないなどちょっと

した工夫について紹介されていたので、本当に役に立つものだなというふうに思った記憶が

あります。 

  次に、②の庁内でどのように活用されているかなんですけれども、実際に東京2020大会の
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本番で、観戦客の対応をされた職員の方たちがやさしい日本語の有用性を実感されたという

ことは、本当によかったことだと思います。 

  その後の活用状況についてなんですけれども、日常の業務においても役立っていると考え

られるという答弁でした。これは実際にはどのような変化が具体的に見られたのか、その運

用事例などがありましたら教えてください。 

○議長（小長谷順二君） 答弁願います。 

  産業部長。 

○産業部長（滝川正樹君） 具体的なというものは、私どもがこの研修に参加した職員からの

聞き取りといいますか、感想という中で把握したもので、不得意な英語を使うよりやさしい

日本語で話したほうが伝わったであるとか、伝えるという気持ちが大切と感じたというよう

なそういった個人の意識の改革ができたのではないか。それが日常業務において、行政文書

であるとか、窓口対応であるとか、そういったものに生かされているのではないかというふ

うに考えております。 

  以上です。 

○議長（小長谷順二君） 再質問ありますか。 

  黒須議員。 

○５番（黒須淳美君） そうしますと、なかなか具体的に目で見えるような形で現れてくると

いうことは難しい分野というか、そんなふうに感じます。 

  ただ、職員の方たちがそれぞれ意識をしていくことで、窓口業務とかそういうことに関し

ても印象が変わってくるというふうなことになって、現れてくるかと思います。２番と３番

を含めての現状についての状況とか、それから問題点・課題などについては部長の今までの

答弁で分かりました。 

  これからの運用の計画なんですけれども、④になります。 

  今、部長からの答弁で、勉強会を立ち上げていただけるとのことでした。これに関しまし

て、具体的に時期とか内容など来年度になると思うんですけれども、どのようなことか、今

分かることがありましたら教えていただきたいと思います。 

○議長（小長谷順二君） 答弁願います。 

  産業部長。 

○産業部長（滝川正樹君） 今現在、どういう体制でというところまでの具体的なものは決ま

っておりません。ただし、私ども今考えているのは、まさに議員からお話しいただいたとお

り、きっかけとしては東京2020大会、これをレガシーとして伝えていくという私ども産業部、

また訪れる外国人観光客をお迎えするという点からも産業部であるとか、国際交流を担って

いる総合政策部、また職員の意識づけという意味では研修ということも含めて総務部、また

窓口を主につかさどっている市民部、こういった関係部局横横断的に勉強会を立ち上げてい

くべきではないかなというふうに現時点では考えております。 
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  以上です。 

○議長（小長谷順二君） 再質問ありますか。 

  黒須議員。 

○５番（黒須淳美君） ありがとうございます。 

  私から１つ、富士宮市の例なんですけれども、2020年10月から、職員研修で市役所なんで

すけれども、取り組んでいたそうです。内容としては、12の部署から有志の職員12名が参加

して、昨年の２月、このときに成果報告会を開いたそうです。実際にそこでは改善を図った

資料などについて報告もされていたそうです。実際に各部署でそれが職員に共有されて、実

施されているというようなことらしいです。 

  取組方はいろいろ考えられると思うんですけれども、先ほど部長がおっしゃった勉強会の

動きと並行して、例えばですけれども、市役所内にやさしい日本語に置き換えた言葉、この

例を皆さんで共有できるよう掲示するなど、今すぐにでもできることから取組を進めていた

だけたらと思うんですけれども、いかがでしょうか。 

○議長（小長谷順二君） 答弁願います。 

  総合政策部長。 

○総合政策部長（新間康之君） それでは、総合政策部のほうでお答えをさせていただきます。 

  議員御指摘のとおり、やさしい日本語については取り入れていかなければならないと考え

ております。市の職員といたしましては、県が作成いたしましたやさしい日本語の手引とい

うような資料がございますので、まずはそれを職員に掲示板とかグループウエア等を通じて

読んでもらうと。やさしい日本語はどういうものかというものをまずは理解するところから

始めたいと考えております。その中からやさしい日本語の取組としてできるものを挙げて、

まずは小さいところから始めさせていただきたいなと考えております。 

  やさしい日本語を職員が意識を持って使っていく、広げていくということで優しい伊豆市

を目指していきたいと考えております。 

  以上です。 

○議長（小長谷順二君） 再質問ありますか。 

  黒須議員。 

○５番（黒須淳美君） ありがとうございます。 

  少しずつ始めていただけたらというふうに思います。 

  これは職員の皆さんへの研修についてなんですけれども、今からでは予算の関係とかもあ

って難しいかもしれませんが、来年度中に行うということは可能でしょうか。 

○議長（小長谷順二君） 答弁願います。 

  総合政策部長。 

○総合政策部長（新間康之君） やさしい日本語についての研修につきましては、先ほど私の

ほうから申し上げました県のやさしい日本語の手引と資料がございますので、予算がない中
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でも取組はできると思いますので、そこは前向きにぜひ実施する形で検討していきたいと考

えております。 

  以上です。 

○議長（小長谷順二君） 再質問ありますか。 

  黒須議員。 

○５番（黒須淳美君） 前向きに全庁一丸となって取り組んでいただけるというふうな答弁と

いうふうに理解しました。 

  それでは、次、５番に移ります。 

  市民向け講座の開催について、これは昨年９月の私の一般質問への答弁の中で、研修につ

いて産業部長より、今後市民を対象に開催できるよう総合政策部と連携して検討していくと

の答弁をいただいています。これはその確認のための質問になりますので、先ほど部長から

も答弁いただきましたが、もう一度すみません、よろしくお願いします。答弁をお願いいた

したいと思います。 

○議長（小長谷順二君） 答弁願います。 

  産業部長。 

○産業部長（滝川正樹君） 先ほど５番のお答えとしてさせていただいたとおり、やさしい日

本語研修を推進していくためには、まず全体の計画とか方針というのをしっかりとつくらな

ければ講座だけやっても、その目的等をしっかりと市民の皆様にお伝えしなければならない

ということで、私どもとしては先ほど総合政策部長が答弁したとおり、これは非常に大事な

ツールであるということは認識しておりますので、その中で市民の皆様にどういうふうなや

り方で講座を開催していくべきなのか、ただ日時と場所を決めてやるということではなくて、

やはりまずは私ども職員がその意識づけといいますか、やさしい日本語を活用することの意

識を持った上でどういった形で市民の皆様にこれをお伝えしていくかということは、先ほど

言いました勉強会等でも検討しながら実施の検討をしていきたいというふうに考えておりま

す。 

  以上です。 

○議長（小長谷順二君） 再質問ありますか。 

○５番（黒須淳美君） 終わります。 

○議長（小長谷順二君） そうしたら、次の伊東修善寺線の道路拡幅について答弁願います。 

  市長。 

○市長（菊地 豊君） 県道伊東修善寺線、駅前交番からこちらの国道の市役所入口まで僅か

な短い距離の中に５つも信号機があるわけです。したがって、ここはまずは地権者の皆さん

と地元の皆さんの同意が必要ですから、そこを対象に説明をしておりますけれども、市民全

体に対する極めて広域性の高い事業だと思っています。 

  そこで、この機会に私から１つ申し上げたいのは財源なんです。どんなに必要などんなに
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大切な事業でも、やはり財源は必要です。これからの我々地元、受益者としての財源確保に

ついてぜひ議会の皆さんと一緒に考えていきたいと思っているんですが、東京オリンピッ

ク・パラリンピックが決まって、江間の道路の改良が行われました。平面交差が今、高架に

なっているわけですけれども、たしか25億円ぐらいだったと思いますけれども、そのために

修善寺道路と伊豆中央道路の収支を統合したわけです。そして、財源を生み出した。これか

ら伊豆半島まだまだ幾らでも必要な道路ありますから、そのような財源をこれからやっぱり

確保し続けなければいけないのではないかと考えているわけです。 

  昨日夕方、伊豆の国市のあるイベントに出て午後５時頃帰ってきたんですけれども、平面

交差がなくなりましたから、江間のほうは料金所だけのストレスになっているんですが、し

かしやはり修善寺の料金所までずっと車が伊豆中央道、修善寺道路つながっていたんですが、

日曜日の午後５時ですから、市民の方はほとんどいないと思うんです。ほとんどが観光のお

客様だったと思うんですが、それも含めて全部無料化して、全部開放して、私たちのインフ

ラ整備に必要な財源を本当に放棄していいのだろうか。市民の受益とそれから財政の確保と

いうバランスで、どんな手法がほかにないのかということをぜひ議会の皆さんとも考え始め

るきっかけにしたいと考えております。 

  この事業の内容については、建設部長に答弁をさせます。 

○議長（小長谷順二君） 続いて、建設部長。 

○建設部長（山田博治君） 県道伊東修善寺線の道路管理者は県でありますので、市は整備を

行う県に対し要望をすることになります。県に確認したところ、確実な整備の実施を図るた

め、事前に関係者の賛同を採択の基準の一つに設けていると伺いました。 

  それを受け、市は採択基準を満たすよう、要望前に関係者の意向を確認させていただきま

した。その結果、関係者に事業の理解を得たので、県に対し要望書を提出しましたところ、

事業着手準備制度に採択との報告を県より受けております。 

  今後、事業化されていくものと思われますので、コロナ感染が鎮まり、タウンミーティン

グが開催できるようになりましたら住民の意見を伺い、県に届けていきたいと考えておりま

す。 

  目的としましては、議員お話しされました長年の懸案事項である渋滞解消と歩行者の安全

対策、特に令和７年度新中学校開校に併せた通学路の整備を考えた計画となるよう、県には

お願いしていきたいと考えております。 

  以上です。 

○議長（小長谷順二君） 再質問ありますか。 

  黒須議員。 

○５番（黒須淳美君） 伊東修善寺線から駅前区のほうへ道路が３本ほど市道が入っています。

修善寺駅に入る道と、それから角にマルサン薬局、それから交番があるところ、この３本あ

ります。県道が拡幅されるとなると、そこの市道のほうにも関わってくるかと思われるんで
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すけれども、その市道に関しては伊豆市のほうではどのような構想を持っているのか、それ

をどのように県と協議していくのか、お答えできるようでしたら教えていただきたいと思い

ます。 

○議長（小長谷順二君） 答弁願います。 

  建設部長。 

○建設部長（山田博治君） もちろん県道の改良を行いまして、今言われたように市道が３か

所あります。もちろんそこはやっぱり県道の計画に併せまして市のほうもその交差点改良を

どういう方向がいいのか、市民の意見を聞きながらやっぱり改善して、県といろいろなこと

を調整しながら進めていきたいと考えております。 

  以上です。 

○議長（小長谷順二君） 再質問ありますか。 

  黒須議員。 

○５番（黒須淳美君） 伊豆市の総合計画では、駅周辺の交通渋滞の緩和を挙げています。市

民の安全のためにも根本的な解決策としては、その先にある修善寺橋も考えていかなければ

ならないのかななんていうふうなそういう意見もたくさん聞かれています。これについては

将来的にどのように取り扱うことになるのか、今お話しできることで結構ですので、伺いた

いと思います。 

○議長（小長谷順二君） 答弁願います。 

  建設部長。 

○建設部長（山田博治君） もちろんやっぱり長年の修善寺橋の渋滞ということが非常に問題

視されておりますけれども、まずは今ここの部分の200メーターぐらいのところの改良をし

て、そこを起爆剤で次をどうするかということと、あと財源の話とかそういうこともありま

すので、市としては管理者である県のほうといろいろなことを調整しながら最善な方向に向

けて要望はしていきたいと思います。 

  以上です。 

○議長（小長谷順二君） 再質問ありますか。 

  黒須議員。 

○５番（黒須淳美君） これで最後になります。 

  伊豆市が専決処分で購入したマルサン薬局についてなんですけれども、その用途について

は今現在どのような状況なのか、伺います。 

○議長（小長谷順二君） 答弁願います。 

  総務部長。 

○総務部長（伊郷伸之君） もともとマルサン薬局の土地、建物付で購入したのが県道拡幅工

事の将来的な代替地に活用するということで、購入をしました。 

  現在、建物についてはまだ利用していないんですが、駐車場については近隣の方への貸付
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けということで駐車場は使っております。 

  以上です。 

○議長（小長谷順二君） 再質問ありますか。 

○５番（黒須淳美君） これで終わります。 

○議長（小長谷順二君） これで黒須淳美議員の質問を終了いたします。 

 

◇ 浅 田 藤 二 君 

○議長（小長谷順二君） 次に、２番、浅田藤二議員。 

〔２番 浅田藤二君登壇〕 

○２番（浅田藤二君） ２番、浅田藤二です。 

  通告書に従い、一般質問させていただきます。 

  荒廃農地対策について、市長、教育長に伺います。 

  今年の米の買取り価格は大きく下落し、１俵当たり、コシヒカリ１等米１万1,520円、２

等米が１万920円、３等米が9,900円でした。昨年と比較すると2,000円近く下落しています。

ますます生産者は耕作意欲をなくし、荒廃農地化が加速すると予想されます。 

  １俵１万8,000円から２万円の買取り価格がなければ、肥料代やもみすり代、燃料代は払

えません。機械の償却や人件費を考えずに、先祖や親が託してくれた農地を何とか次世代に

つなごうと頑張っている農家の皆さんに、政策で応えていかなければならないと考えていま

す。 

  古来日本は、五穀豊穣を願い、米の収穫量の多さやたくさん米を持つことを豊かさの指標

としてきました。今では余剰米があふれ、備蓄米や餌米に力を入れる国の政策が進んでいま

す。これは農産物の貿易の自由化と農業保護の削減を進め、農家の米、麦、トウモロコシな

どの基礎食料を作る生産能力を減らし、アメリカ、カナダ、オーストラリアなどの少数の農

業大国に依存する市場構造をつくってしまった結果です。 

  日本の食料自給率はカロリーベースで４割を切ってしまいました。コロナ禍の今、ひとた

び食糧危機が起こり、農業大国が輸出を止めてしまえば、日本はひとたまりもありません。

お金があっても食料が買えない時代がもうそこまで来ています。貿易自由化に歯止めをかけ、

食料自給率を上げていく政策への転換が必要ですが、国レベルの話なので、もどかしさを強

く感じています。 

  自動車などの輸出促進の譲歩の条件に日本の農業が犠牲になっていく現状を、消費者の皆

様のお力をお借りして変えていきたいのです。人、環境、生き物に優しい経営を心がければ

消費者が共感し、そこから生み出される農作物に高い金額を払っても納得し、消費者との強

い絆がつくられ、中山間地域の小さな農業でも高収益を実現できるのです。 

  質問します。 

  お米が納得の値段で売れて、消費者に喜んでもらえれば生産者の耕作意欲も湧き、荒廃農
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地解消につながります。それには米のブランド化を進める必要があります。 

  伊豆市は、寒暖差が大きく、天城山からのミネラルあふれる清流を使用したおいしいお米

が取れます。ブランド米の最適地です。ブランド化を進めるため、ＤＭＯが営業販売を進め

ると同時に低農薬、無農薬などの一定条件を設け、それをクリアしたお米について買取りを

行い、伊豆市独自のブランド米をつくるお考えはありますか。 

  ２番、伊豆市またはＤＭＯが一定の価格でお米を買い取り、学校給食に伊豆市産のお米を

使ったメニューを取り入れるお考えはありますか。 

  三島市では完全米飯給食化を実現しました。子供たちからはおいしいと評判がよく、残食

率が大きく減少したそうです。保護者からはおやつの量が減り、スタミナがついたという感

想が多く寄せられているそうです。 

  ３番、修善寺温泉の旅館では、地元の安心・安全な食材確保のため、地元農家の皆様の大

変な努力で作られたブランド米「桂流こしひかり」を一定の金額１俵２万円以上で買い取り、

宿泊客に地元の食材として紹介し提供しています。安心・安全な農作物を生産してくれる農

家をみんなで支えることが、人の健康や観光地のブランド化の観点から長期に考えれば最も

効率的ではないでしょうか。 

  こういった民間の活動を後押しし、伊豆市の農産物や生産物が市内で消費される市内地域

経済循環システムの構築のお考えはありますか。 

  食育について。 

  「奇跡の食育」で知られる大塚貢元校長は、荒れに荒れていた学校に赴任し、生徒たちの

食生活にその原因があると考えました。学校給食のメニューをパンからお米に変更し、魚や

野菜についても安心・安全な地元食材を使うことにしました。様々な障害を乗り越え、奇跡

の給食を実現し、荒れに荒れていた学校も暴力、いじめ、非行がなくなり、落ち着きを取り

戻したことが話題となり、全国で講演活動を行い、食育の大切さを訴えています。食は命を

守る要です。 

  農作物を生産し、流通販売に携わって強く感じることですが、安さには必ず訳があるとい

うことです。全てではありませんが、農作物は生産場所からの距離掛ける消毒量と考えられ

ます。日本では、収穫後の農作物の消毒は禁じられています。いつの間にか、船の上や港で

の消毒を添加物として処理する解釈になってしまいました。 

  今から５年前に輸入小麦の農薬含有率は以前の６倍の量、５ｐｐｍから30ｐｐｍに緩和さ

れてしまいました。輸入牛肉には牛を早く大きくするためのエストロゲンなどの成長ホルモ

ンが打たれています。ヨーロッパＥＵでは、国民を守るために成長ホルモンを投与された輸

入牛肉の禁輸を決め、現在に至っています。禁輸から17年後に統計を取ると、因果関係は特

定できませんが、乳がんでの死亡率が45％減少する結果が出ました。 

  カナダでは、国内産の牛乳１リットルが300円前後で売られています。スイスの国内生産

の卵は１個80円ほどしますが、消費者からはこの卵を買うことで生産者の皆さんの生活が支
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えられ、安心して私たちは安全な食べ物を口にすることができるのだから、高くても当たり

前でしょうという答えが返ってきます。この言葉は食材に関心が高く、学校はもちろん地域

や家庭での食育に培われたものだと考えます。食の安心・安全を理解する食育について、小

中学生はもちろん、消費者の皆様にも積極的に関わっていただきたいと切にお願いしたいで

す。ヨーロッパでの輸入牛肉の規制は、消費者の安心・安全食材への熱い思いが自治体や国

を動かし、実現したものです。 

  質問します。 

  １、学校や消費者への食育はどのような方法で、どれくらいの頻度で行われていますか。 

  ２番、食育の観点から食材モデル校やモデル園を指定し、安心・安全な地元食材を取り入

れたメニューで給食の提供はできないでしょうか。 

  ３、現在の給食で提供されるパンの原料は、日本で生産され加工された小麦でしょうか。 

  部活動について質問します。 

  １、現在、中学校で外部コーチをお願いしている部活動数を教えてください。 

  ２番、中学校の部活動は教員の多忙な業務、地域の指導者の指導力向上が顕著であること

などを考慮に入れて、将来どうあるべきだとお考えですか。 

  ３番、競技団体によっては、資格を持った指導者が部活動を通じた生徒の人格形成や豊か

な人生を感じてもらえる指導を心がけ、しっかりとした教育的配慮ができる高レベルな指導

者が在籍しています。勝ち負けにこだわり、自分のエゴで子供たちの指導をする指導者はも

ういませんし、いることができない環境になっています。個人ではなく、そういった競技団

体に部活動の全てを委託するお考えはありませんか。 

  以上、質問いたします。 

○議長（小長谷順二君） ただいまの浅田藤二議員の質問に対し答弁を求めます。 

  市長。 

〔市長 菊地 豊君登壇〕 

○市長（菊地 豊君） お答え申し上げます。 

  １つ目の荒廃農地対策と２つ目の食育は関連することになろうかと思いますが、まず市長

としての考え方を申し上げたいと思います。 

  これはまず、私たち市民自身と、それから次世代子供たちへの教育が大事なのではないか

と思います。自分が学生時代、特別な大学だったので、健康とかそういったものも教育受け

たんですが、日本人の腸が欧米人より長いというのを覚えています。食育が戦後数十年で変

わっても、腸の長さは数百年変わらないので、やはりそこはアンバランスが出てくるという

のを今思い出しながら聞いていました。 

  また、食育について大変情熱を持っておられる、私がもう十数年お世話になっている水川

英生さんという方は栄養学博士ですけれども、市民向け、それから市の職員向け講和もやっ

ていただきました。水川さんの原点はアメリカのマクガバン報告、1970年代だったと思いま
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すが、アメリカでがん患者が増えたときに国を挙げて研究をして、日本の伝統的な食事こそ

健康的であるという結果を得て、アメリカのほうは食生活を変えてがんの発生率が減って、

日本人のほうは洋食化が進んでがんの発生率が増えて、非常に皮肉な状況になっているとい

うこともまた大切な視点だろうと思っています。 

  そのためにはやはりまず、私たちがしっかり客観的な科学的な勉強をして、その上で子供

たちに伝えていくということ。そこにどこに価値があるのかということで、恐らく今、茶わ

ん１杯のお米が炊いた御飯で30円ぐらいではないでしょうか、もう30円行かないんでしょう

か。パンなら多分100円とか150円でしょうか。どこに価値を見いだすかということも含めて、

まさに自分たちで自分たちのことを考えるタイミングかと考えております。 

  個々の御質問については、それぞれ担当する部長から答弁をさせます。 

○議長（小長谷順二君） 続いて、教育長。 

〔教育長 梅原賢治君登壇〕 

○教育長（梅原賢治君） 荒廃農地対策ということについてお答えします。 

  現在の学校給食の主食は米飯を中心としており、週に３日から４日は米飯を実施していま

す。また、月に数回ですが、主食にパンと麺を使用することで、洋食風とか中華風などバラ

エティーに富んだメニューを提供しています。 

  市産米の使用状況については、教育部長に答弁させます。 

○議長（小長谷順二君） 続きまして、産業部長。 

○産業部長（滝川正樹君） それでは、私からは、１番と３番についてお答えをさせていただ

きます。 

  まず、１番目でございます。 

  伊豆市独自のブランド米についてですが、市では平成25年度からＪＡ伊豆の国と連携し売

れる米作りを推奨し、消費者に安全・安心な米を供給するとともに、新たな特産品づくりを

目指して低農薬・低化学肥料による特別栽培米事業を実施しており、そのブランド名を「伊

豆の恵」としております。 

  この事業では、ＪＡ伊豆の国と協定を締結し、特別栽培米としてコシヒカリ、キヌムスメ

の２品種を認定しており、一般米より高い値段で買取りを行っております。市では、この買

取り支援に１俵当たり定額を補助し、生産者の買取りを保証することで、営農意欲の向上や

荒廃農地発生防止を目指しております。 

  今後もこの買取り支援を継続し、ＪＡによる営農指導、また広報・啓発等を推進すること

で、特別栽培米のさらなる生産拡大によりブランド力の向上に努めていきたいと考えており

ます。 

  続きまして、３番でございます。 

  修善寺温泉での「桂流こしひかり」につきましては、地元の営農組織を中心に、おいしい

お米作りから旅館等への販売、生産から流通、消費までを一体的に取り組んでいるモデル的
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な地域であると考えております。 

  こうした循環システムは、生産者の営農意欲の向上や農産物のブランド化、観光客へのお

いしい農産物のＰＲにもつながる価値ある仕組みであり、修善寺温泉での取組を参考に市内

への波及につきまして、その手法や課題を検証しながら実現に向けて検討していきたいと考

えております。 

  あわせて、こうした取組を拡大するコンテンツとして、田植え体験や収穫体験を観光ツー

ルとして確立し、その中で商品になるまでのストーリーや生産者の思いなどを市内外の方々

に情報発信し、さらなるブランド価値の向上に努めていきたいと考えております。 

  以上でございます。 

○議長（小長谷順二君） 続いて、教育部長。 

○教育部長（佐藤達義君） それでは、私からは２番の学校給食の関係で、提供しているお米

についてお答えさせていただきます。 

  平成16年の合併当初からＪＡ伊豆の国から購入した市産米を使用しており、平成25年度か

らは通常の給食にも市産の特別栽培米を全て使用しておりました。しかし、令和２年度から

は、特別栽培米のブランド化が進む中で全量確保や単価調整が難しくなったということで、

市産の特別栽培米については時期を絞って３か月分を確保していただき、給食として提供し

ております。残りのお米については、公益財団法人静岡県学校給食会経由で静岡県産米を購

入して使用しております。 

  令和４年度につきましては、市産の特別栽培米の使用を拡充する方向で、ＪＡ伊豆の国と

も調整を行っております。 

  以上です。 

○議長（小長谷順二君） それでは、再質問ありますか。 

  浅田議員。 

○２番（浅田藤二君） 荒廃農地対策について３つほど質問をさせていただきます。 

  既に農協と協力してブランド米「伊豆の恵」に着手し、学校給食においては安心・安全な

地元食材を優先して取り入れ、米飯給食についても高い頻度で提供されているとのことで安

心をいたしました。 

  共通していることは、学校給食においても旅館においても、ブランド米「伊豆の恵」が足

りていないということです。３か月分しか提供できていないということです。 

  さらには、需要と供給の原理に照らし合わせれば、欲しい人がたくさんいて品物が少なけ

れば値段が上がるはずですが、生産者からの買取り価格が上がっていない。苦労して作って

も見合った対価がないから普及していかない。ここを解消しなければならないと思いますが、

お考えをお聞かせください。 

○議長（小長谷順二君） 答弁願います。 

  産業部長。 
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○産業部長（滝川正樹君） ただいま議員御指摘のとおり、特別栽培米「伊豆の恵」につきま

しては、例年、需要が供給を上回っている状況であるということは把握をしております。 

  現状、生産量が目標に届いていないということで、安定供給に至っていないということも

ございます。営農の手間、特別栽培米を栽培することの手間に対して生産者が得られる適正

な対価がどの程度がいいのか、こういったことを検証しながら、今後も市内流通や学校給食

への安定供給、こういったことを図るために今行っている買取り支援制度の中でより生産者

の営農意欲を向上できるような手法について、これ実際に事業を実施しているＪＡ伊豆の国

と協議をしていきたいというふうに考えております。 

  以上です。 

○議長（小長谷順二君） 再質問ありますか。 

  浅田議員。 

○２番（浅田藤二君） ぜひ御努力を、話し合って前に進めていただきたいと思います。 

  石川県の神子原米は１俵12万円でニューヨークで売れています。どんどん上がるわけなん

ですけれども、そこまで上げてしまうと買えませんので、部長が説明された適正な価格をぜ

ひ見つけて、生産者も消費者も両方ウィン・ウィンになるようなことを目指していただきた

いと思います。 

  次に質問させていただいてよろしいでしょうか。 

○議長（小長谷順二君） どうぞ。 

○２番（浅田藤二君） 国は昨年、今まで進めてきた大規模農業推進の政策を大きく変更し、

有機農業を基軸としたみどりの食料システム戦略に取り組むと農業政策の変更を発表しまし

た。 

  それを受けて、川勝静岡県知事も昨年の12月県議会定例会において、全力で有機農業に取

り組むと高らかに宣言されています。結果として、ガストロノミーツーリズム、その土地の

気候、風土が生んだ食材、習慣、伝統、歴史などによって育まれた食を楽しみ、その土地の

食文化に触れることを目的とした観光に4,000万円の予算を計上したと聞いています。まさ

に市長が施政方針で触れた伊豆半島で観光を考え、ブランド化することで、日帰りや１泊２

日の観光に加えて長期滞在型の新しい観光の形が見えてくると思います。 

  伊豆半島の観光をまとめる美伊豆の本部も伊豆市にあります。ぜひ伊豆市が先頭に立ち、

伊豆半島を引っ張っていただきたいと思いますが、いかがでしょうか。 

○議長（小長谷順二君） 答弁願います。 

  市長。 

○市長（菊地 豊君） オーガニックビレッジというのは、私も去年からの施策で初めて認識

したんですけれども、ブランドについては以前から申し上げているとおり、首都圏から並び

称される軽井沢、箱根、伊豆を比べたときに、伊豆にはちゃんと田んぼがあるんです。人の

話で恐縮ですけれども、箱根には海もないし、田んぼもないし、伊豆半島は何でもあるのに、
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ストーリーとして私たちは地元で取った安全でおいしいお米を提供していますと。実はこれ

がきっかけになって、修善寺温泉の旅館の皆さんが実際に自分が食べている米のほうがおい

しいのに何で出さないんだというところから始まったと聞いていますので、一つのブランド

の在り方としては、やっぱり地元でいいお米を出せるということが一つの指標としてあるん

だろうと。 

  オーガニックビレッジですけれども、これまさに今までどうやって市の特産のワサビとシ

イタケ、なかんずく原木シイタケを売り出そうかと考えていたときに、両方とも基本的に農

薬駄目なんです。ワサビは少量、毒性の低い農薬を使うこともあるようですけれども、シイ

タケは基本的に使うことができない。したがって、最初からこれなんです。 

  特用林産は伊豆市の中の極めて貴重な競争力の高い産業ですから、そこを軸に伊豆市とし

てのこの取扱い方を時間をあまりかけないで検証させていただき、何らかの形で市長として

意思表明できればと思っています。少し時間を頂戴しますが、あまり時間をかけずに整理し

たいと思います。 

○議長（小長谷順二君） 再質問ありますか。 

  浅田議員。 

○２番（浅田藤二君） 荒廃農地対策の最後の質問ですが、もう既に市長に触れていただいて

いるんですけれども、みどりの食料システム戦略の中にオーガニックビレッジ宣言がありま

す。国は、2025年度までに100の市町村に宣言が出ることを目標としています。伊豆半島の

家庭はもちろん、学校給食、食事どころにレストラン、ホテル、旅館に出される食材が地元

の生産者の顔が見える、安心・安全なものが使われていればオーガニック半島、永久グルメ

半島として認知され、ブランド力はさらに高まります。 

  この宣言により財源確保の上でも利点がありますし、食料自給率が37％しかなく、戦争な

どにより食料危機さえ予想される不安定な世の中の今、地域で食料確保ができ、経済が動く

システムづくりがしっかりとできていれば、地域が実践する食料の安全保障にもつながって

いくのではないでしょうか。 

  ぜひ伊豆市には、伊豆半島の先頭に立ち、オーガニックビレッジ宣言をしていただきたい

と思っています。しつこいようですけれども、市長の考えをお願いいたします。 

○議長（小長谷順二君） 答弁願います。 

  市長。 

○市長（菊地 豊君） これは先ほど申し上げました特用林産のようにほぼ達しているものと、

それから水田とか畑のようにまだそこまで行っていない、それからかなりの規模で産業が行

われているところをその方向づけはいいとしても、どのような手続でやるかを少し整理をさ

せていただき、ただ気持ちだけの表明ではあまり意味ありませんので、実効性のある宣言に

なるかどうかをそこの整理だけを少し時間を頂戴したいと思います。基本的な考え方はなる

べくこの方向に向かっていければと考えております。 
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○議長（小長谷順二君） 再質問ありますか。 

○２番（浅田藤二君） いいです。 

○議長（小長谷順二君） よろしいですか。それでは、食育について答弁願います。 

  市長。 

○市長（菊地 豊君） 健康福祉部長に、答弁させます。 

○議長（小長谷順二君） 続いて、教育長。 

○教育長（梅原賢治君） それでは、食育についてをお話をします。 

  １の学校での食育の方法と頻度ですが、学校では、養護教諭、それから給食主任の先生、

それから給食センターごとに配属されている栄養教諭、栄養士が連携して食育を行っていま

す。主に給食時間に放送委員会の活動で、メニューや給食一口メモを使って地元産の食材、

それから食材の栄養素について紹介をしています。栄養教諭、栄養職員は定期的にクラスの

給食時間に訪問し、食品の栄養や働き、地場産物や郷土料理などについて直接指導していま

す。 

  また、学級活動や家庭科の授業などではゲストティーチャーとして参加し、専門的な指導

や朝食指導、それから減塩教室などの授業も行っています。 

  ２、３については、教育部長に答弁させます。 

○議長（小長谷順二君） 続いて、健康福祉部長。 

○健康福祉部長（栗山信博君） それでは、食育について答弁させていただきます。 

  まず、１の消費者への食育につきまして、市では、食育基本法に基づき第３次伊豆市食育

推進計画を策定し、食育の推進を図るために４つの柱を掲げております。１つ目は、食を大

切にする意識の向上と心豊かな食生活の実現、２つ目は、健全な食習慣の習得と心身の健康

増進、３つ目は、食を通した地域の活性化と食文化の伝承、４つ目は、食育推進運動の体制

づくりと地域の中での食育活動の実践となっております。 

  具体的な取組としまして、６月の食育月間に食の安心・安全に関する食育本を紹介するほ

か、園児や小学生の保護者を対象として地元の食材を活用したレシピの紹介や、食品に関す

るクイズを実施し、親子で楽しみながら地産地消の推進を呼びかけております。また、市内

外の店舗２か所において、地元で取れた野菜を中心に野菜摂取の向上を呼びかけるシールを

貼り、地産地消と健康づくりを組み合わせて啓発しています。 

  ２のモデル園の指定につきまして、公立の３園と児童発達支援センター及び私立の２園に

つきましては業務委託をしており、一元の物流システムで管理をされているため、現在、産

地指定は行っていません。一方、業務委託をしていない私立の２園につきましては直営で行

っており、地元産の黒米を使用したり、無農薬野菜を提供いただいたりと地元食材の使用に

心がけていると確認しております。 

  このような状況を踏まえ、モデル園として安心・安全な地元食材の調達などについて、ま

ずは業務委託をしていない園との協議を進めていきたいと考えております。また、公立の３
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園を含めた業務委託している園につきましても、無農薬野菜など地元食材を使用した安心・

安全な給食の提供は重要であると捉え、議員御指摘のとおり取り組んでまいります。 

  ３のパンの原料となる小麦について、国産の小麦を使用している園は私立の２園であり、

公立の３園と児童発達支援センター及び私立の２園は外国産の小麦を使用しております。 

  以上です。 

○議長（小長谷順二君） 続いて、教育部長。 

○教育部長（佐藤達義君） それでは、私からは、２番、３番について学校関係の状況等につ

いてお答えいたします。 

  ２の食育の観点から食材モデル校を指定して安心・安全な地元食材を取り入れたメニュー

での給食の提供についてですが、給食センター方式を採用している当市では、モデル校のみ

別の給食を提供することが難しい状況です。 

  現在、６月のふるさと給食週間、１月の給食感謝週間、月に１回のふるさと給食などで地

場産物を多く取り入れたメニューを提供し、市の野菜や特産物を献立表にも明記し、児童生

徒の郷土愛を育む事業を行っております。 

  ３のパンの原料の小麦の生産地ですが、給食で提供されるパンは静岡県学校給食パン米飯

協同組合を通じて購入しておりますが、静岡県では全国に先駆けて学校給食用小麦粉は

100％国産小麦を使用しており、現在もその小麦粉でパンを製造しております。また、使用

小麦のうち40％が静岡県産で、静岡の地産地消も進めております。 

  以上です。 

○議長（小長谷順二君） 再質問ありますか。 

  浅田議員。 

○２番（浅田藤二君） 学校給食については大変な御努力をされており、敬意を表します。ま

た、こども園等におきましても、取組をさらに進めていただけるとの回答をいただき感謝申

し上げます。生産者と栄養士さん等でいろんな打合せをしていきたい、そんな場を設けてい

ただければというふうに考えております。 

  もう一点、ぜひ食育に取り上げていただきたい考え方がございます。 

  農業は補助金が多いとか、手厚い保護があるという声が少し聞こえることがあります。日

本の農家の所得のうち、補助金の占める割合は約30％。これがイギリス、フランスになりま

すとその割合は90％、ほぼ補助金が所得になるような計算になります。これは命を守り、環

境を守り、国土を守っている産業を国民みんなで支えるのは当たり前という考えの下にそう

いった税金を使う、補助金を使うということになっております。 

  農業政策は農家保護政策ではないと思います。国民の安全保障なんだ、食料の安全政策な

んだというところに意識を消費者、子供たちにも持っていただければなというふうに思って

います。消費者を守れば生産者が守られる、生産者を守れば消費者が守られる、さらに食料

を守れば市民・住民が守られる、そんな意識を食育の中に取り入れていただければというふ
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うに思っております。 

○議長（小長谷順二君） 答弁願います。 

  教育長。 

○教育長（梅原賢治君） 自分も米を作っている人間として、本当になかなかお金にならない、

自分の手間以上にお金がかかる作物であるということは十分認識していることです。 

  子供たちに農業のことを伝えているわけですけれども、田植え体験ということで田んぼへ

入って体験をしたりですとか、それから自分で手刈りをする。そういうようなことを伝えな

がら本当に今まで歴史の中で農業が果たしてきた役割を伝えているわけですけれども、それ

と同時にこれからの農業についてやっぱり伝えていくということはすごく大事だと感じてい

ます。今まで１日がかりで何十人もかけてやっていたものが、機械を使うことによって本当

に効率的にできること、それが自分たちの安全な食につながるということを伝えていくとい

うこと、議員のお話を聞いてつくづく感じました。 

  今後も議員と同じように進めていきたいと考えております。 

  以上です。 

○議長（小長谷順二君） 再質問ありますか。 

○２番（浅田藤二君） 部活動について。 

○議長（小長谷順二君） それでは、部活動について答弁願います。 

  教育長。 

○教育長（梅原賢治君） それでは、部活動についてお答えします。 

  １の外部の方にお願いしている部活動数です。14部活です。内訳として、修善寺中学校が

７つ、それから天城中学校が４つ、中伊豆中学校が２つ、土肥小中一貫校が１つです。 

  ２と３の教員の働き方改革を含めた部活動の外部委託の方向性についてですが、文部科学

省でも部活動の指導体制の充実と教師の働き方改革を念頭に置き、部活動指導員という制度

をつくり、外部の指導者と連携しながら部活動の目指す意義を効果的に果たす体制づくりを

進めております。 

  しかし、伊豆市のように大学や企業の人材支援を受けにくい自治体にとっては、ハードル

が高い制度とも言えます。いろいろな制度のものが学校が統合する、子供たちがみんな歩い

て行けるところにあるような学校の部活動の融合ですとか、それからすぐ近くに企業や大学

があって、いつでも人材のサポートを受けられるような、そういうことを想定してつくられ

ている制度と、現在伊豆市が置かれている状況はかなり違うものがあるなということはとて

も難しいところだなと感じているところです。 

  伊豆市では、部活動ガイドラインを作成して、平日と休日に必ず１日以上休養日を設ける、

したがって週７日のうち２日間は部活動をやらない日があるというふうにそんな形で指導し

ています。生徒が集中して取り組んだり、適度な休養を確保したり、それから教師の働き方

改革にもつなげるということを目指しております。 
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  外部の方にコーチをお願いできた部活動では、顧問の教員と協力して指導に当たっていま

す。例えば平日は教員がトレーニングをして、休日は指導員が技能指導を行う。部員の掌握

や事務手続は教員が行い、練習計画や試合の采配は指導員が行うというような方法で、学校

と地域が連携して子供の指導に当たることは望ましい姿であると言えます。 

  しかし、この方法はあくまでも学校の管理の下での活動なので、次のステップとしては地

域等との連携による持続可能な指導体制として、部活動指導員制度の検討も必要だ、そのよ

うに考えております。例えば試合の組立てが学校の顧問がつかなければ参加は認めないです

とか、そういうようなハードルも現実的にはあって、なかなか制度と実態が合っていないと

いうことは議員も御存じのことだと思います。 

  さて、文科省が考える部活動指導員ですが、これは技能コーチだけでなく土日を含む練習

の単独指導、それから大会参加選手の単独引率、平日の指導や保護者対応、それから事務手

続など部活動顧問教員と同様の役割を担っていただくことを想定しています。当然、対価が

発生します。また、部活動は学校教育の一環として学習指導要領に位置づけられた活動です

ので、部活動の目的をはじめとする研修制度の持ち方や教員との情報共有の仕方、報酬の予

算化など具体的な検討が必要になります。 

  今後、この制度を進めるためには地域の社会教育団体やスポーツ競技団体からも御意見を

いただくとともに、先進的に取り組んでいる事例を参考にしながら慎重に検討していく必要

がある、そのように考えております。 

  以上です。 

○議長（小長谷順二君） 再質問ありますか。 

  浅田議員。 

○２番（浅田藤二君） ありがとうございました。 

  大事なことは、生徒がスポーツや吹奏楽、文化活動にやりがいを見いだせることだと思っ

ていますし、部活動を通じて経験したことが将来の豊かな人生につながっていくことだと考

えています。 

  スポーツ少年団や競技団体からも部活動について今、意見の吸い上げを行っております。

ぜひ教育委員会の皆さんと一緒に子供たちのための部活動を考え、生徒のための伊豆市モデ

ルをつくり上げていけたらと思っています。ぜひよろしくお願いします。 

○議長（小長谷順二君） 答弁求めますか。 

○２番（浅田藤二君） 終わります。 

○議長（小長谷順二君） よろしいですか。 

○２番（浅田藤二君） はい。 

○議長（小長谷順二君） これで浅田藤二議員の質問を終了いたします。 

  ここで、議事の都合により昼の休憩にします。 

  新型コロナウイルス感染症蔓延防止対策のため、午後からの一般質問を委員会室のモニタ
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ーで視聴する議員を指名しておきます。５番、黒須淳美議員、７番、杉山武司議員、10番、

間野みどり議員、11番、波多野靖明議員、13番、青木靖議員、16番、杉山誠議員、以上の６

名は午後から委員会室で一般質問の視聴をお願いします。 

  再開は午後１時からとします。 

 

休憩 午後 ０時０１分 

再開 午後 ０時５９分 

 

○議長（小長谷順二君） それでは、休憩を閉じ、会議を再開いたします。 

 

◇ 鈴 木 正 人 君 

○議長（小長谷順二君） 次に、９番、鈴木正人議員。 

〔９番 鈴木正人君登壇〕 

○９番（鈴木正人君） ９番、鈴木正人です。 

  議長に発言の許可をいただきましたので、通告に基づき一般質問を行います。 

  市政運営における「生産性革命」とはと題しまして、市長、教育長に答弁を求めます。 

  本年１月４日の仕事始め式において、市長は、課長以上の約35人の幹部職員を前に、就任

以来ずっと人口減少対策をメインに取り組んできたが、今年から生産性向上一本に絞って進

めていきたいと決意を述べられ、さらに今定例会初日の施政方針演説においても、「私の施

政は」で始まり、「伊豆市の生産性革命に着手することが令和４年度に私が目指す施政の方

針です」と結んで、あたかも所信表明のごとく力強く述べられました。 

  そこで、以下伺います。 

  ①平成21年６月定例会の行政報告において、人口減少危機宣言を発して以来、これまで市

長は人口減少対策を１丁目１番地として市政に取り組んでこられました。今回の決意はある

意味、こうした方針の転換にも見えますが、その真意を市長にお伺いいたします。 

  ②さらに、今定例会の初日に再任された教育長は、このたびの市長の年頭の訓示並びに施

政方針演説をどのように受け止め、そして今後の任期の教育行政に取り組んでいかれるのか、

お伺いいたします。 

  生産性とは、一般的に経済学で、生産活動において労働力や資本、資源から付加価値をい

かに生み出すかの効率の程度を指しますけれども、さらに言えば、より少ないインプット、

いわゆる投資からより多いアウトプット、成果が得られればより生産性が高いということも

できます。 

  そこで、市長に伺います。 

  ③市政運営に関して、生産性とは何と捉えていますか。 

  また、施政方針において、市内のあらゆる活動の生産性を高め、その結果として人口減少
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対策になると確信しますと述べられましたが、生産性革命の観点から再度説明を求めます。 

  ④行財政改革について、イギリスの元首相チャーチルの言葉を引用し、公務員、すなわち

市職員はやりがいのある仕事であると述べられました。私も全くもって同感です。また、Ｄ

Ｘの推進や包括的アウトソーシングの導入により、行政事務をより効果的・効率的なものと

することによって職員が企画した事業の成果を実感できれば、職員それぞれの士気を高める

ことにつながると述べられましたが、それはもちろんでありますが、それと同時に職員を正

当に評価し、育成することも必須であると私は考えますが、いかがでしょうか。 

  ⑤市長は１年前の施政方針で、令和６年度末には合併特例債の借入れ期限を迎え、本市の

財政規模は令和７年度以降は一転して、急激かつ大幅に縮小することが予測されますと述べ

られました。持続可能な市政運営を進めていくためには、この生産性革命を市民の理解を得

ながら推進していかなければならないと私も考えますが、３年後の伊豆市の姿をどのように

思い描いているのか、市長に伺います。 

  以上、よろしくお願いします。 

○議長（小長谷順二君） ただいまの鈴木正人議員の質問に対し答弁を求めます。 

  市長。 

〔市長 菊地 豊君登壇〕 

○市長（菊地 豊君） お答えします。 

  伊豆市の人口減少対策は、人口減少抑制戦略と適応戦略の両輪を回すこととしています。

そして、そのための重点目標、政策、施策を総合的に練り上げてあるのが第２次伊豆市総合

計画後期基本計画です。逆の言い方をすれば、総合計画を着実に推進することが人口減少対

策という目的を達成するということです。したがって、総合計画に基づく事業を着実になる

べく低い予算で執行すること、すなわち生産性を高めることが論理的に導かれてきます。議

員御指摘の方針の転換ではなく、計画策定の段階から計画推進の段階に状況が進んだという

ことでございます。 

  ３つ目の御質問についてですが、民間企業の経営者にとって、生産性とは１人当たり社員

の売上げになろうかと思います。私はしばしば、市長から見た生産性は「市民である従業員

の給与」という言い方をします。例えばですが、ある旅館の経営者さんがフロントでの受付

からお掃除まで全てロボットでやったとしたら、経営者の生産性は上がるわけです。しかし、

市内には所得が下りずに、ロボットの開発、販売、管理会社にお金が行くわけです。つまり

外貨の持ち出しになるわけです。市長から見たら、市内に給与として残ること、雇用が残る

ことが生産性ですから、したがってこういう付言をしてまいりました。事業や対象によって

生産性の定義が異なることもあろうかと考えています。 

  産業政策における生産性は、市内経済の引上げ効果です。教育政策における生産性は、児

童生徒の満足度だと考えています。市の職員にとっての生産性は、施策の効果を十分に上げ

ることですが、私は職員のやりがい、モチベーションを上げることも生産性の範疇で捉えて
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います。これらを総合的に、「明るい好循環を生むことと」と表現しました。 

  ４番目の御質問についてですが、職員に限らず、人材育成は極めて重要な将来投資だと考

えています。 

  さて、最後の御質問は少し長く答弁をさせていただきます。 

  ３年後、令和７年４月時点の状況を予測するに、新ごみ焼却施設が稼働開始してから約２

年、中伊豆温泉病院が新たな場所で診療を開始してから１年半、松原公園の津波避難複合施

設が完成してから１年、そして伊豆市の新中学校の開校式、これが３年後の姿です。そして、

その新たな中学校の隣では、防災機能を備えた拠点公園の工事が進んでいるはずということ

になります。 

  さて、これまでの18年を振り返ってみます。公共インフラ整備として、火葬場伊豆聖苑、

修善寺駅周辺整備事業、そしてし尿処理施設が整備され、現在新たなごみ焼却施設の整備が

進められています。教育施設は、こども園あゆのさと、中伊豆、天城、修善寺東が新設され、

土肥小中一貫校は大規模改修と増築、中伊豆小学校と天城小学校は旧校舎が改修され、また

現在、新たな中学校の整備も進んでいます。 

  また、土地利用の制度として都市計画が大幅に改定され、市内全域に拡大されました。４

町合併後の新たな市の形としては、かなり整ったものと考えています。 

  民営化したこども園以外は合併特例債を活用していますので、これから整備する施設につ

いては財源を深刻ににらみながらということになります。 

  この間、高齢者のバス運賃を補助するいきいきパス、児童生徒の通学費と医療費、出産準

備手当などの市民サービスも拡充してきました。市域が広いこと、市内に産婦人科病院がな

いことなど伊豆市の地域特性によって導入したもので、このような施策はこれからも継続す

ることが必要なものだと考えています。 

  さて、令和７年４月時点で見据える伊豆市の将来です。 

  先ほど申し上げたような市民サービスの水準は可能な限り維持したいですし、将来のため

の投資事業も一定規模は必要になります。では、その財源をどこに求めるのか、いかに財源

を創出するかが焦点になります。 

  現時点でも人口減少、特に若者の人口が激減していることを感じていますが、10年後の成

人者数は今年の半分になります。かつて、現在の伊豆市域の人口が４万人だった頃に整備し

た施設を維持することは、合理的ではありません。公共施設は集約し再編成することは避け

られないと考えています。 

  もう一つ大きな課題は、公共施設以外の家屋や農地を誰がどのように管理するかというこ

とです。市内の集落や農地を適切に管理するため、単純な算数で考えれば、市民一人一人が

これまでの倍の面積を管理しなければなりません。空き家を隣の家に取得していただくこと

が可能なのか、なかなか進捗しない農地の集約をどのように進めていけばいいのか、今から

３年後には大きな課題として顕在化しているのではないかと危惧しています。 
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  私が市長になったときには、ある時点でおおむね市の形をつくる事業、コンパクト・アン

ド・ネットワーク、あるいは新たなインフラ整備、あるいは公共施設の整理等おおむね終わ

り、ソフト事業に緩やかに移行していく段階を考えておりましたが、現時点で５年ないし10

年程度遅れていますので、これから将来の財源を見据えながらどのように将来投資財源を確

保するのか、極めて大きな課題だと考えております。 

○議長（小長谷順二君） 続いて、教育長。 

〔教育長 梅原賢治君登壇〕 

○教育長（梅原賢治君） 施政方針の受け止めと今後の教育行政についてということについて

お答えします。 

  市長は、施政方針で、教育における生産性という切り口で述べられました。このことにつ

いて話させていただきます。 

  初めに、よい学校について述べられています。 

  新中学校のコンセプトとして、子供が通いたい、保護者が通わせたい、教師が勤めたい、

そういう学校を目指すと掲げています。それは現在の学校でも同じことを取り組んでいます。 

  さらに、令和４年度は地域が応援したい学校を加えたいと思っています。子供たちは新し

い知識を獲得したり、問題を解決したり、学び方を学んだりするときにはいつも伊豆市で育

った経験と結びつけながら学んでいます。今までも学校は地域と協力してきましたが、来年

度はさらに連携を深めていきたいと考えています。子供たちが地域とともに学ぶことは、た

だ単にペーパーテストの点数が高いだけでなく、非認知能力を含めたこれからを生きる力が

つくこと、そして地域への理解が深まること、地域の方々からも応援してもらえること、こ

のような成果が期待できます。このことを教育の生産性が高まるというふうに考えています。 

  次に、選択肢の少なさについて、小規模校では限られてしまうということは御存知のとお

りです。部活動についても顧問の数に併せて設置しているので、十分な選択肢があるとは言

えません。しかし、合同チームとして活動する部もあり、土日に他校の友達と練習し交流で

きるという選択肢を増やしているとも言えます。教育委員会では、合同練習のために移動が

必要な生徒には少しですが、交通費の補助をしています。 

  また、今年度は、日頃少人数で学んでいる学級が、ＧＩＧＡスクールによって可能になっ

たオンライン合同授業やオンライン発表会を行いました。通常の教室で学びながらオンライ

ンで他校の子と意見交換をする、他校の教員からも指導を受けられる等を工夫次第で学び方

の選択肢を増やすことができました。小規模校だけれども、活動を工夫して合同練習や授業

交流などの連携を図ることでほかの付加価値をつける、これも教育の生産性が高まったと言

えるのではないでしょうか。 

  結局、教育の生産性を高めるのは人であると考えています。学校は生産性を高めることで

教師の働き方改革にもつながり、教える人である先生方が健康で元気に子供たちを指導する

ことができます。より少ない労力や時間で高い教育効果を上げるためにＩＣＴを活用し、医
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療や福祉の専門家や地域の人を活用しながら取り組むことで満足度の高い教育を提供できる、

そのように考えています。そして、このことが人である教師、子供の学びに向かう意欲をか

き立て、さらに教育の生産性を生み出していきます。 

  私が令和４年度から目指す伊豆市の教育の基本理念として、「伊豆人を育む」という言葉

を掲げました。伊豆人とは、伊豆市で育ったことを誇りを持ってほかの人に伝えることがで

きる人、そのように定義しました。そのような大人が増えていけば、伊豆市を大好きな伊豆

っ子が育ち、その子たちがまた伊豆人となって保護者となり次の世代を育む。そして、この

ことが伊豆市総合計画基本構想の１丁目１番地に示される少子化対策と次代を担う人材の育

成の具現化につながるのではないか、そのように考えています。 

  今の教育が20年後、30年後の伊豆市をつくります。すぐには成果は見えにくいかもしれま

せんが、このような世代の循環をつくることが教育における重要な生産性であると考え、新

中学校の開校準備と連動しながら伊豆市の未来へつながる取組を一歩一歩進めていきたい、

そのように考えています。 

  以上です。 

○議長（小長谷順二君） それでは、再質問ありますか。 

  鈴木議員。 

○９番（鈴木正人君） ５つほど設問をつくりましたので、順番に伺っていきたいと思うんで

すけれども、１番目の設問については市長もお答えされましたけれども、第２次総合計画の

後期基本計画が一応その前の基本計画のつくりとはちょっと志向を変えて、いわゆる人口減

少対策のところについては市長おっしゃられた抑制戦略と適応戦略、あとは歳出の抑制の中

で持続可能な財政運営に関してという、そういうつくりに変わったというのが一つ市の考え

方が変わったのかなということは、私も総合計画を見て感じました。 

  通告にも書きましたけれども、これまでの議会の中でも様々な議員が人口減少対策につい

て市長といろいろと議論交わしてきたので、その是非についてはここで改めて掘り下げるこ

とはいたしませんけれども、平成21年ですから、当時就任されて間もない６月の定例会で、

人口減少危機宣言というのを市長発せられるわけです。それには様々な政策を組んでいく上

で一つのキーワードが必要だったということで、この宣言を発したというそういうふうな御

説明もたしか以前の議会でもあったように記憶しています。 

  結果、今回の生産性革命に関わる施政方針演説の中身をまた読み直すと、そういったこと

を進めていく中で、結果として人口減少対策につながるというふうなこともおっしゃってい

るので、方針が転換したわけじゃないということはある意味、理解はできました。 

  もちろん財政の話も先ほども話ししましたけれども、これから財政規模が縮小していく中

でも市民サービスはいわゆる質を低下させるわけにはいかないものですから、そのためには

必要な財政規模というのはやっぱり堅持しなきゃいけないという中で、人口が減っていくの

を指をくわえて待つというそういうわけでは決してないと思います。ですから、そういった
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意味で、抑制戦略とか適応戦略というのが非常に大事になってくると思うんですけれども。 

  ここで市長にもう一度１つお答え願いたいのが、いわゆる年頭式では生産性向上一本とい

うふうな言葉で表現されて、施政方針演説では生産性革命ということでまたちょっと違う言

葉で今後の市政について話されたわけなんですけれども、一般的に生産性向上とか、生産性

改革とか、生産性を確信するとかいろいろと言い方はあるんですけれども、革命という言葉

は非常に強い言葉だと思います。これまでにあるものを概念をひっくり返して新しいものに

変えるというようなそういう大きな意味合いもあるものですから、通告に書いたとおり、方

針変えられちゃったのかなというふうに私は思ったんですけれども、その辺の強い思いがお

ありなのか、革命という言葉を使われたその真意というのをちょっとお答えいただきたいん

ですけれども、よろしいですか。 

○議長（小長谷順二君） 答弁願います。 

  市長。 

○市長（菊地 豊君） １月の仕事始めは、私は部下に対する話ですから、したがって俺はリ

ーダーとして生産性一本で行くぞという意思でいいわけです。 

  施政方針は市民の皆さんに対する情報発信ですから、皆さんの考え方を変えてください、

根回しに時間がかかる、１件１件ずつ皆さんに説明しないと進まない、そして時間をかけて

状況を説明してという手順が当然要るんです。要るんですが、例えば同時に情報発信します

から、一緒に皆さん集まってきてくださいというのが今までの日本のやはり地方部の社会で

はそういったことも難しかったんです。それが手法としても、皆さん自分で情報を取りに来

てくださいということを申し上げなきゃいけないですし、御自分で考えてくださいというこ

とも我々はお願いしなければいけないという意味で、市民の皆さんにも意識を変えていただ

く必要があることで生産性革命という言葉を使わせていただいたわけです。 

  議員ちょっともし誤解されていたら困るのですが、平成21年６月に人口減少危機宣言を出

して、うまくいかなかったから抑制戦略を入れたというわけではありません。あの時点では、

まだ市長としての意思表明をしただけであって、目的も目標も実施要領も施策も全然決まっ

ていない段階ですから、それから時間をかけてどのようなタイムスケジュールとどのような

政策でそれを進めていくかということは数年かかるわけです。今は、おおむね何回か総合計

画をつくるステップによって、大分政策は整理されてきました。そして、その中でもう10年

以上たちますから、国内の状況の中で人口抑制頑張るけれども、しかしそれだけでは伊豆市

の行政は対応でき切れませんよねという意味で適応戦略というものを入れたわけです。 

  財源というのは、行財政改革はずっとやっていますから新たな課題ではないんですが、し

かし、やはり私が想定していたこの段階であれば、令和４年３月の時点であれば中学校もで

きていて、中伊豆の小学校の移転も手がけられていて、病院もできていて、先ほど道路の御

質問ありましたけれども、修善寺駅周辺整備事業の拡大事業というものも入っていてという

ようなところまで全く行き届いておりませんので、５年ないし10年遅れたことによる事業の
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再編成と財源の再確保というものが大きな課題になっているわけですから、そこは14年、13

年前とはやはり違う政策を取らざるを得ないということもあります。しかし、基本的な考え

方を変えたわけではありません。 

○議長（小長谷順二君） 再質問ありますか。 

  鈴木議員。 

○９番（鈴木正人君） 御説明聞いてよく理解はしたわけですけれども、それであれば実は２

年前の３月の定例会で、当時の山口繁議員と人口減少問題について議論されたことを市長覚

えていらっしゃるか分からないんですけれども、そのときに人口減少危機宣言を解消して別

の宣言に変えたらどうだというそんな話もあったわけなんですけれども、人口減少危機宣言

は発令されて今も発令中という認識でよろしいんですよね。 

  そこのところはじゃどうなのか、言い方を変えるのか、差し戻して生産性革命宣言するの

か分からないんですけれども、そこはどういうふうに市長は考えていらっしゃいますか。 

○議長（小長谷順二君） 答弁願います。 

  市長。 

○市長（菊地 豊君） 新型コロナとかウクライナの戦争のようなものと違って、この種の宣

言、首長として市民に訴えるこの種の宣言は有期限であって、どこかで再度あるいは再三繰

り返すべきものというお考えでしょうか。 

○議長（小長谷順二君） 質問の意味を確認していますけれども、鈴木議員。 

○９番（鈴木正人君） 一般的に宣言というと、ほかに世界人権宣言とかいろいろあるので、

有期でないものもあるとは思うんですけれども、それこそ十五、六年前に市長が強い熱意を

持って、これは市民も含めての宣言だったものですから、そこのところを途中方針が変わっ

ていないにせよ、やっぱりいろんな要因で人口減少危機宣言から多少やっぱりニュアンスを

変えざるを得ない政策を積み上げているわけなので、状況はちょっと変わっているような気

がするものですから、そこのところをここで危機宣言を解除します、別に新たな宣言を発し

ますというふうな考え方もあっていいんじゃないかなというふうに僕は個人的には思うので、

お聞きしたんですけれども、いかがですか。 

○議長（小長谷順二君） 答弁願います。 

  市長。 

○市長（菊地 豊君） 全く私は認識は変わっておりませんので、今は新型コロナの影響が２

年ほどありますから経済がちょっと異質な状況にあるんですけれども、以前も申し上げまし

たとおり、少なくともデータが取れている平成20年から平成30年までの間は経済は頑張って

こられたわけです。人口が16％減少しても、経済は大変ありがたいことに首都圏という大き

なマーケットを持っていますので、何とか皆さんの努力と工夫によって頑張ってこられた。

しかし、人口減少一人負け状態です、伊豆半島北部で。したがって、その状況が改善された

とか、基本的な考え方を変えなければいけないという状況ではないと思っています。 
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  私が以前申し上げたのは、職員の意識をそこに徹底させる意味で、子育て支援課の出生数

だけでなしに、市民課の窓口の皆さんが市民に対して心地よい環境をつくるのも人口減少対

策。あるいは産業部で税収を上げる努力をする、雇用を増やす、収益を増やす努力も人口減

少対策。みんなそれぞれ人口減少対策という考え方を持ってつかさつかさの仕事をしてくれ

という意味で申し上げてきたわけです。 

  今は何度も申し上げますけれども、いろんな施策がしっかり編成され整理されて、スケジ

ュールと内容について、ほぼ伊豆市役所の中では網羅的に構築されていますので、これを着

実にかつ少ないエネルギーで進めることがこの時点での主眼であると考えましたので、生産

性という言葉を使っているわけです。よろしいでしょうか。 

○議長（小長谷順二君） 再質問ありますか。 

  鈴木議員。 

○９番（鈴木正人君） 宣言を変えるわけではないし、方針が変わっているわけではないから

撤回する必要がないということで御認識が聞けましたので、結構です。 

  それでは、教育長のほうにお聞きしたいんですけれども、先ほど教育における生産性の話

をいろいろされました。私も市長の施政方針の中で子供たちの選択肢を増やす。結果、子供

たちが学校に行きたくなる。結果、子供たちの満足度が上がる。これは全くもって私もそう

思いますし、教育とはやっぱりそうあるべきだと思います。 

  先ほど教職員のかける時間の問題、いわゆる負担の問題なんですけれども、やはり教育の

生産性というのは子供は要は日々成長していくわけですよね、当然、学校以外でもそうなん

ですけれども、家庭でもそうなんですけれども、その成長の度合いをいかに効率的な時間を

使っている中で成長させるかというのが、いわゆる生産性の考え方だと僕は思うんです。教

育長、いかがですか、それは。 

○議長（小長谷順二君） 答弁願います。 

  教育長。 

○教育長（梅原賢治君） おっしゃるとおりだと思います。 

  もちろん教育のことですので、効率だけではかれないというところは議員もお考えいただ

いていると思うんですけれども、ただ時間が少なくて、かけるお金が少なければ効率が上が

ったというよりも、やっぱり努力したことが子供たちの満足度に伝わってくる、それが子供

たちの意欲に変わってくるというのが最大の教育における生産性が上がったというふうに考

えています。 

○議長（小長谷順二君） 再質問ありますか。 

  鈴木議員。 

○９番（鈴木正人君） そういうふうにお考えになっていて、私も同感します。 

  それで、これは生産性というのか、業務の効率化という範疇になるのか分からないんです

けれども、先ほども教育長おっしゃられましたけれども、教職員の方々のいわゆる時間的な
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制約であるとかその辺を和らげるという中で、以前からずっと負担軽減のためのいろんな施

策を国・県レベル、そして市レベルも取り組んでこられていると思います。 

  具体的に例えば市のレベルでいけば、教職員の方々の勤怠管理の上でタイムレコーダー導

入ということで、ある一定の意識づけも含めて効果が出ているというふうな話を聞いている

んですけれども、そこで生産性との絡みの中でどういうふうに考えていらっしゃるのか伺い

たいんですけれども、いかがですか。 

○議長（小長谷順二君） 答弁願います。 

  教育長。 

○教育長（梅原賢治君） タイムカードで勤務形態を管理して、その時間が短くなったから今

教員の仕事が楽になっているかというと、ちょっとそれは全てがつながっているわけではあ

りません。 

  ですけれども、先生方がその時間を意識しながら自分の健康や自分のふだんのライフバラ

ンスのほうにも考えをしていただけると、それが子供たちの指導に良い影響を与えるのでは

ないかとは思っています。 

○議長（小長谷順二君） 再質問ありますか。 

  鈴木議員。 

○９番（鈴木正人君） やっぱり親が元気であれば子供も元気になるし、先生が調子悪ければ

子供もどうしたのかなと心配になってふさぎ込むし、やっぱりそれは相乗効果、当然あると

思いますし、もちろん先ほど浅田議員が部活動のことについてもやりましたけれども、これ

から人口が減少していく中でやっぱり懸念されるのは、公務員の確保もそうですけれども、

教職員をやる、担ってくれる新たな人材というのがなかなか教職員の受験者数も減っている

ということもあるんですけれども、やはりこれから教員を目指す子供たちがそれこそ使命感

を持って魅力的な仕事だというふうに思えるような環境をつくらないといけないんですけれ

ども、教育長はどういうふうにその辺お考えでしょうか。 

○議長（小長谷順二君） 答弁願います。 

  教育長。 

○教育長（梅原賢治君） 本当に学校がよりよい職場であると思いながら、よく若い方々の教

員志望の理由を聞いたときに、自分が学校時代のすてきな教員との出会いということを言っ

て教員を目指す方がいるんですけれども、今のようにあまり先生は大変、ブラック、それか

ら学校でも疲れているようなそういう姿を見せていたのでは、やっぱりそういう子供たちは

育たないのではないかとそういうふうには心配はしています。 

  伊豆市の一番の良いところは、保護者、それから地域の方が学校を応援しているというそ

ういうことが伝わってくるようなそういう場面が多いんじゃないかなと思っています。それ

は何もないわけではありませんけれども、ほかの市町に比べると、例えばいろんなお願いを

したときに協力するよと気持ちよくやってくれる、そういう地域性が先生方を元気にしてい
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るということは感じるところです。 

  これは本当にどちらが先かは分からないんです。僕、今、一番自分が教育長をやりながら

感じているのは、子供たちが伊豆市を好きとか嫌いとかというよりも、親がちょっと伊豆市

に対して自信がなくて、これは先生方にも伝えていることですけれども、伊豆市にいると暮

らせないよとか、伊豆市にいるよりも都会へ出てそこで会社に勤められるような高い学力を

つけなければ駄目だよ、というようなことを伝えている大人がいるんじゃないかなというこ

とは心配しています。そうではなくて、伊豆市でもできるよ、伊豆市はいいところだよとい

うことを伝えられるようなそういう大人が増えていくことが、先ほど言った世代の循環をつ

くっていくことかなと。 

  そういう市民を見て移住する人は来るんじゃないかなと。移住する人だけを期待している

のではなくて、私たちはここへ住み続けて、さらに移住者がそれを見ていいところだなと思

ってくれるようなそんな循環が生まれればなと考えています。 

  以上です。 

○議長（小長谷順二君） 再質問ありますか。 

  鈴木議員。 

○９番（鈴木正人君） 今、教育長がお答えになったのは、くしくも市長が施政方針の中で観

光産業について事例の中でお話しされていたんですけれども、結局いいところだよと勧めら

れる勇気とか、そういうような意識づけがやはり大切なんだということをおっしゃられてい

ましたけれども、やはりそれを自信を持っていいまちなんだよと、いい学校なんだよという

ふうにそれを感じていただき、それを皆さんが共感するということが将来世代の教員を目指

す子供たち、すばらしい仕事なんだなということを実感できるそういうふうな好循環になっ

ていくと思いますので、ぜひそういったことで今後の教育行政に取り組んでいただきたいと

思います。 

  そして、③についてなんですけれども、生産性については市長がいわゆる市民である従業

員の給与、いわゆる所得、あとは雇用、それが生産性の定義というふうなお話もされました。

そのためには市内経済の引上げというのが重要であるわけなんですけれども、施政方針の中

で市長、今も私申し上げましたけれども、幾つかの生産性向上のイメージの一例ということ

で７つほど挙げていて、観光振興施策のところでは先ほどお話ししましたけれども、来てい

るお客様に消費喚起していただくことには予算は要らない、必要なのは市内の観光事業者が

ほかの観光施設を紹介してくれる勇気であるとか、市長自らが市外に宿泊されたお客様に伊

豆にお泊りいただきありがとうございますというふうに言える勇気だと。 

  そういった私たちの心意気が一人一人の消費額を高めるということで、これは本当に根本

の必要なところだと思うんですけれども、これまでも具体的に施策として所得の向上である

とか、雇用の確保であるとか、そういったところをずっとやってこられたはずなんですけれ

ども、この生産性革命を掲げられた中でさらに何でしょうか、これは勇気とか心意気とかあ
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る意味、情緒的な表現だったので、具体的にどのようなことでそうした成果を出したいのか

ということがちょっとイメージとしてまだつかみ切れていないもので、そこのところを再度

説明していただきたいんですけれども、市長、よろしいですか。 

○議長（小長谷順二君） 答弁願います。 

  市長。 

○市長（菊地 豊君） ２つの異なった次元で申し上げたいんですが、１つは、例えば湯ヶ島

温泉でオーナーチェンジがあったということもあるんですが、以前であれば２万円台ぐらい

の価格帯の旅館が改修されて３万円、４万円、あるいはある旅館さんでは10万円を超える価

格帯になっているわけです。そうすると、そこに投資してくれた環境があって、そして家主

も気に入っていただいて投資いただいて、すごく大ざっぱに言います、単純な算数にすれば

３万円の価格帯が10万円になれば３倍になるわけです、単純に算数でやれば。 

  しかし、それを招いた背景は、湯ヶ島地域の皆さんが自ら汗をかいて林を整備し、廃墟を

解体し、まずは地域の皆さんが自分たちで、今からだと言いにくいですけれども、当時は１

軒おきに旅館と廃墟があった地域が何と数年であれだけきれいになった、あの背景があった

からそういったことが進んだと思うんです。 

  したがって、生産性を高めるというのはいいマネージャーを呼んで、より多くのお客様を

呼ぶ、より高いお客様を呼ぶということもあるでしょうけれども、湯ヶ島の例を見ると地域

力が高い付加価値の事業を招いたというような見方をしております。 

  それと、全くそれと別の次元で、私が勇気されあればと申し上げたのは、これまでの14年

間もそうだし、これからもそうですが、私は伊豆市をよくするために伊豆市だけのことを考

えたことはありません。伊豆半島全体がよくならなくて、伊豆市だけがよくなるということ

はあり得ないと思っているんです。そこで、象徴的に4,000万人の交流客で来ているお客様

が、あと1,000円使っていただいたら400億円になるんですということを申し上げているわけ

です。どこの市町で、どこの観光協会で400億円の事業を誘致することができますか。だけ

れども、あと1,000円使っていただくためには熱海のお客様に南伊豆まで行っていただく、

南伊豆に行くお客様に湯ヶ島で寄っていただく、私たちが泊まったお客様に今日は天気がい

いので、堂ヶ島どうですかと言っていただく、下田に泊まっていただいたお客様に下田にお

泊りいただきありがとうございました、帰りは浄蓮の滝に寄ってくださいと言える勇気が予

算がなくても、つまり観光交流客の滞在時間を長くし、消費を増やしていただけることを申

し上げたわけです。 

  それが全てではありませんけれども、そういった伊豆半島全体で生きていく勇気がなけれ

ば、個々の闘いだけではよくなるところもあるかもしれませんけれども、私は地域としては

限界があるのではないかということを、その考え方を申し上げた次第です。 

○議長（小長谷順二君） 再質問ありますか。 

  鈴木議員。 
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○９番（鈴木正人君） そういうことですと、先ほど浅田議員の中でも美伊豆の話も出ました

けれども、美伊豆とジオパークの推進協議会が一本化されるというそういう話も聞いていま

すし、市に目をやれば、伊豆市産業振興協議会というのがあるわけです。だからやはりこう

いったところをうまく連携させて、要は作用させていくということが大事だと思うんですけ

れども、そういうことでよろしいんでしょうか、市長。 

○議長（小長谷順二君） 答弁願います。 

  市長。 

○市長（菊地 豊君） まさにそのとおりなんです。そのために美伊豆をつくり、そのために

産業振興協議会をつくったので、そこの機能を活性化していくこと、今は少なくとも観光事

業についてはそこに尽きるという思いです。 

○議長（小長谷順二君） 再質問ありますか。 

  鈴木議員。 

○９番（鈴木正人君） 先ほど生産性革命に絡んで施政方針の中で７つぐらいの事例を挙げて

いただいたんですけれども、実は市内を見ると、やはり市域の８割を超える森林資源という

のがあって、これは森林資源をどう見るかなんですけれども、まさに宝の山というふうに見

るとすれば、生産性革命の中でこういった施業であったり、保全であったり、そういったも

のはやはり必要なものだというふうに私も思っています。 

  以前、市内のＧＤＰが1,000億円のうち、特用林産も入れて30億円ぐらいのそういう数字

も出たんですけれども、やはりこれをもっともっと宝の山を活用するということは本当に必

要だと思っています。しっかりとこれをさらに付加価値をつけて、生産性をさらに上げてい

く、そこのところは本会議の議案質疑の中でも市長おっしゃっていましたけれども、今後の

市内の林業、そういう産業についてどのようなお考えをお持ちなのか、再度伺います。 

○議長（小長谷順二君） 答弁願います。 

  市長。 

○市長（菊地 豊君） 先ほどは浅田議員から農業への補助金のお話しありましたけれども、

私が見ている範囲では、森林林業ほど大きな補助金を頂いている事業はないのではないかな

という気がします。これは森林を整備することの意味、非常に多様な目的、効果のある事業

だということ、それから防災上の必要性というものがかなり浸透している結果だろうと思っ

ています。 

  その中で伊豆市は山を持っている山元のまちですから、森林整備から木材の活用まで、生

産、販売、活用まで幅広く使えますので、令和４年と令和５年の約4,700万円、令和６年以

降の6,000万円近い財源をやっぱり戦略的に使っていきたいと思っています。 

  その上で先ほどの農業とも重なるんですが、やっぱり私たちが生活における価値観という

ものを少し変えていただき、何でも輸入できてお金で買える時代はもう恐らく日本では終わ

っていますし、それからある意味正しくもないのではないか。輸入した鉄で大きな船を造り、
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輸入した重油で走らせ、輸入した材料でプラスチック、鉄を買って建築材とする。しかし、

地元には木があり、その木で家を建てることができ、机を作ることができ、火を燃やすこと

ができ、エネルギーとして使うことができる。その分高くなるところを私たちは付加価値と

して考えて、やっぱり価格を受け入れていただくそういった社会、ある意味、地元のエネル

ギーを使っていた社会に戻る。そこのコストもこれは市民の皆さんに御理解いただくという

よりも、その価値観を共有できれば変わっていくのではないかと思います。 

○議長（小長谷順二君） 再質問ありますか。 

  鈴木議員。 

○９番（鈴木正人君） 市内産業における林業というのは、やはり物すごい可能性を秘めてい

る産業だと私も思っていますので、今後の定例会において、再度その辺については議論をし

ていきたいと思います。 

  そうしたら４番のほうに移りたいんですけれども、人事評価であり、人事育成に関してな

んですが、実は平成26年、2014年、地方公務員法が改正されて、総務省のほうで人事評価制

度というのを全国的に広めるということでやられているんですけれども、人事評価について

は伊豆市の場合もこの制度を活用しているということでよろしいですか。 

○議長（小長谷順二君） 答弁願います。 

  総務部長。 

○総務部長（伊郷伸之君） 伊豆市の職員の人事評価につきましては、今、議員おっしゃられ

たとおり、市では平成23年か平成24年の頃、試験的に導入して、四、五年試行しました。そ

の後平成27年度から本格導入して、現在も実施しております。 

  以上です。 

○議長（小長谷順二君） 再質問ありますか。 

  鈴木議員。 

○９番（鈴木正人君） 先行してやられていたという話を今初めて伺ったんですけれども、相

当長い間、運用されているということがここで分かりました。 

  そもそも勤怠管理だけではなく、客観的な能力評価であるとかその辺を複合的に評価する

制度ということであって、しかも当人とのヒアリングも含めてお互いに双方が納得がいく形

の人事評価制度というふうに私は認識しているんですけれども、そういった認識でよろしい

でしょうか。 

○議長（小長谷順二君） 答弁願います。 

  総務部長。 

○総務部長（伊郷伸之君） まず、部から部門の目標をつくります。それが各課に下りて、各

課で課長がそれぞれの課の目標を業績についてはですけれども、つくります。それぞれが今

度、担当するものが課の目標に向かってどういう施策をしていくのかという、いわゆる業績

評価としてはそういうブレイクダウンをしています。当然あと先ほど議員がおっしゃられた
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取組や能力についてはプロセス評価ということで、プロセス評価と業績評価の二本立てでや

っております。 

  最終的に評価、結果が出た後、年度末にフィードバックということで、１年間を通しての

上司から、また管理職から部下へのフィードバック、これも一つの人材育成というような形

に活用しています。 

  以上です。 

○議長（小長谷順二君） 再質問ありますか。 

  鈴木議員。 

○９番（鈴木正人君） 2020年６月に、ある民間の会社が自治体職員に向けてアンケート調査

をしているんですけれども、人事評価制度が導入されている自治体はおおよそ93.5％という

ことで、ほとんどの自治体がこの制度を採用しているということの状況のようです。 

  その上で先ほど総務部長がフィードバックの話をされましたけれども、そのフィードバッ

クの頻度については１年に１回行っているというところが全体の45.8％、半年に１回行って

いるというのが35.5％ということであります。当市の場合は１年に１回じゃないのかなと思

うんですけれども、その頻度を上げたほうがいいのか、そうじゃなくてこの１回でも十分機

能している、どちらをお考えでしょうか。 

○議長（小長谷順二君） 答弁願います。 

  総務部長。 

○総務部長（伊郷伸之君） 市の人事評価も制度的にですけれども、制度としては９月に１回

中間の面談までは行かないんですが、４月、５月に立てた目標が状況の変化や周りの環境の

変化で当初の目標と変わってくる場合があります。そのときに９月の中間面談で若干目標を

変えるとか、そういうことをやります。最終的に１年を通してのフィードバック面談という

のは年度末にやると。ですので、機会としては２回はあります。 

  以上です。 

○議長（小長谷順二君） 再質問ありますか。 

  鈴木議員。 

○９番（鈴木正人君） 分かりました。 

  それで、同じこのアンケートによりますと、アンケートに答えた約７割の職員が「人事評

価に満足していない」というふうに回答しているそういう現状があるようです。 

  満足していない理由のトップが、「評価と報酬との関連性が持てていない」というのが

45％以上です。あと、「人事評価の尺度が定められていない」40.3％、「評価者の好き嫌い

によって評価されてしまうため」というのが37.5％といろいろあるんですけれども、伊豆市

においてはこの満足度調査というのをやられているかどうか分からないんですけれども、そ

の辺はどんなふうに把握していらっしゃいますか。 

○議長（小長谷順二君） 答弁願います。 
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  総務部長。 

○総務部長（伊郷伸之君） 今議員おっしゃられたような懸念は、やはり人が人を評価すると

いうことですので、ついて回っていると思います。 

  被評価者も評価者も年に１回は研修をやっています。やはり好き嫌いがあってはいけない

ですし、人の勤務の評価を点数で表すというのは非常に正直難しいところがあります。ただ、

点数で表れないと先ほどの報酬、一番大きいのは伊豆市の場合は勤勉手当への反映なんです

が、やはり勤勉手当に反映させるには点数でしっかり優劣をつける、そういう必要がありま

すので、４年、５年試行してきたというのもやはりなかなか定着しなかったというのがあり

ましたので、長い期間を試行期間として取っています。 

  今、じゃ全く上手にいっているのかというと、やはり各職員の中には今議員おっしゃられ

たような不満持っている職員もいるでしょうし、それがないようにしっかり研修を行って人

事評価につなげていくという状況です。 

○議長（小長谷順二君） 市長。 

○市長（菊地 豊君） 私23歳で自衛隊の対戦車砲の小隊長になり、14人の部下を持ちました。

それから40年間ずっと人事を管理する側で来ました。ただの一回もこれはいい人事だなと思

ったことはありません。この人事制度はいいなとかこの人事評価は正しいな、理想的だなと

思ったことはただの一回もありません。どこに行っても人事評価は恐らく８割、９割ぐらい

はまず皆さん不満持っています。人事異動で60点取るのも難しい、人事異動で80点なんてい

うのはないですよね。場合によっては50点以下ということもあるのが人事で、ですからある

意味ゴールを誰も知らない、それが人事の難しさだろうと思います。 

  したがって、これは不断の努力でやり方を替えながら、替えながら試行錯誤しながら、し

かもその時代によって若い人たちの考え方も価値観も変わりますから、人事はこれさえやっ

ておけばというフォーマットもありませんし、不断の努力を続けるしかないと思います。 

○議長（小長谷順二君） 再質問ありますか。 

  鈴木議員。 

○９番（鈴木正人君） 非常に難しい業務じゃないかなというふうに察します。やはり正当な

評価というふうな私、通告書にも書きましたけれども、その答えというのは非常に難しいと

思います、人がやることですから。それをこれから将来ＡＩが導入されて、ＡＩが評価する

ような時代になるのかもしれませんけれども、やはり先ほど教育長がおっしゃったように、

人が関わるというのは必ず最後はしなきゃいけないと思います。 

  ですから、その上で非常にいろんな方法も駆使しながら、これから検討しながらその辺を

しっかりと高めていきたいと市長が御答弁されましたけれども。 

  ちょっといいですか、制限時間過ぎていますけれども、議長。 

○議長（小長谷順二君） はい。 

○９番（鈴木正人君） すみません、続けます。 
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  今、近年注目を浴びているのが360度評価ということで御存じかもしれませんが、総務省

が地方公共団体における人事評価制度の運用に関する研究会報告書というのを出していまし

て、人事評価制度に対する信頼の確保のための手法として多面的360度評価を挙げて、評価

の透明性とか、信頼性とか、結果の説得力を高める効果があるというふうにしているんです。 

  それで、実際に自治体では、例えば寝屋川市とか久留米市なんかがこれを導入しているん

ですけれども、具体的に言うと、寝屋川市は理事や部長である職員に対して、上司だけでな

くて部下とか同格者から評価する。そして、経営企画部担当副市長による行財政改革の取組

姿勢の評価を組み合わせるということで、360度多面的評価を実施しているという事例があ

るんですけれども、こういった活用の事例というのは既に研究されているんでしょうか。 

○議長（小長谷順二君） 答弁願います。 

  市長。 

○市長（菊地 豊君） 部下を扱う基本的なところなので、私から申し上げますけれども、ど

れもあまりうまくいったことはないですよね、正直言って。 

  ずっと以前に私はある総合商社で勤務したときに、そこでは人事評価で平均をやめました。

ＡＢＣＤＥのＣをやめて、必ず下か上にしろというのはたしか３年ぐらいで耐えられなくて

中間点つけさせてくださいとかという話になりましたし、部下による上司評価も、現状はや

ったことがないのかな、相当やめましたよね。 

  360度評価とかＡＩによる人事評価というのは私は将来起こらないと思います。ビジネス

の効果はＡＩでできても、人の評価ですからできないと思います。 

  いろんなのを私も経験した中で今のところ私が一番経験的に最も確率が高いと今感じてい

るのは、同期による評価です。同期生があいつはいいとか、あいつはリーダーシップがある

とか、あいつは部下から慕われているとか、あいつは上ばかり見ているとか、経験上ですあ

くまで、そこが一番割と可能性が高くて、だから慣れた人事部長だと同期の間を聞きまくっ

て評価をするところもあるんですけれども、いずれにしても回答はありません。ただ、今全

体の人事管理している市長としてはそんな思いを持っています。 

○議長（小長谷順二君） 再質問ありますか。 

  鈴木議員。 

○９番（鈴木正人君） すみません、今回この通告を組み立てるに当たって４番を入れた理由

は、実は複数の市民の方から声が寄せられている中で、ちょうど１年前に部長級の幹部職員

の方々が多く退職されたんですけれども、今年度また部長職という肩書でなられた方がいら

っしゃるんですけれども、市民の目からして、そんなに市役所はタレントいないのか、大丈

夫なのかというそんな声がちょっと寄せられたんです。 

  確かに今年度は東京2020のオリ・パラもあったり、新型コロナの対応であったり、いろい

ろな新規事業やら大型事業やらそういう中で、再任用された部長の皆さんの力もやっぱり必

要だったという背景があったと思うんですけれども、その辺の人材育成という観点からちょ
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っと市民の方からそんな声が寄せられたので、その辺を今入れさせてもらっているんですけ

れども、具体的に背景とか意図であるとか、その辺お答えになれるのであれば市長ちょっと

お答えいただきたいんですけれども、いかがですか。 

○議長（小長谷順二君） 答弁できますか。 

  市長。 

○市長（菊地 豊君） 確かにイレギュラーな人事ではありましたけれども、びっくりするよ

うな異常な状態ではないと思っています。世の中、原則にはやはり例外があって、今、佐藤

副市長に来てもらっていますけれども、その前の副市長は中伊豆温泉病院の移転があって４

年いていただきました。今まで一番長かったです。最初の副市長は県に帰っていただいた後、

定年を超えて部長で残られましたよね。あるいは自衛隊でも、統合幕僚長、任期延長、任期

延長２年から３年ぐらい長くなった人もいます。 

  ですから、特段大きな何かがあったというよりも、人事は毎年同じような人材が市長の前

に並んでいるわけでありませんので、時に例外的な人事をやることは行われる、たまたま去

年がそうであったということです。 

○議長（小長谷順二君） 再質問ありますか。 

  鈴木議員。 

○９番（鈴木正人君） しつこく聞きたくはないんですけれども、それは後進が育っていない

ということではないですね。 

○議長（小長谷順二君） 答弁願います。 

  市長。 

○市長（菊地 豊君） どこの社会でもそうなんですけれども、同期にすごい優秀なのが10人、

20人いるときと、割とこの期は難しいなというところがあって、誰がどうだということは申

し上げませんけれども、どちらかというと大きな組織になれば、伊豆市も市内では400人近

い大きな組織ですから、毎年きれいには行かないこともあるということでお考えいただけれ

ばと思います。 

○議長（小長谷順二君） 再質問ありますか。 

  鈴木議員。 

○９番（鈴木正人君） 誤解していただきたくないのは、決してその人事を否定するものでも

ありませんし、非難しているものではありませんので、本当に今まで懸命に行政に取り組ん

でこられた方々にはやっぱり最大限の敬意を表したいと思います。 

  それで、最後、すみません、時間ありませんので、５番についてなんですけれども、３年

後ということで非常に短い短期的なところをお聞きしたんですけれども、やはり懸念される

ところが市民サービスが維持されるのかどうかというところなんですけれども、市長も先ほ

どお答えいただきました。 

  要は行政においての生産性向上というのは、結果として市民に満足を与えるとか不満を抱
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かせないとか、そういった業務遂行というのがいかにあるべきかというところからやっぱり

出発点として考えていくべきだというふうに考えます。それを実現するためには、いろんな

市民と接する機会、業務フローとか体制とかサービス水準とかそのサービスの提供方法とか

あらゆる改革を同時に行うことが大切で、それをＤＸも含めて業務の効率化を最大限活用し

ながら自治体そのものの付加価値を高めていくというのが本来の姿であり、生産性革命を掲

げてこれから令和４年度取り組まれるし、今後も市政運営に生かしていくというお話ですか

ら、その辺をしっかりと私も一議員として注視しながら、その辺をしっかりと市民の福祉の

向上に寄与するようなそういう行政であり続けていただくように注視していきたいと思いま

す。 

  何かコメントあればお願いします。 

○議長（小長谷順二君） ありますか。 

〔発言する人なし〕 

○議長（小長谷順二君） ないようですけれども。 

○９番（鈴木正人君） じゃ、終わります。ありがとうございました。 

○議長（小長谷順二君） これで鈴木正人議員の質問を終了いたします。 

  ここで、２時15分まで10分間休憩といたします。 

 

休憩 午後 ２時０３分 

再開 午後 ２時１４分 

 

○議長（小長谷順二君） 休憩を閉じ、会議を再開いたします。 

 

◇ 鈴 木 優 治 君 

○議長（小長谷順二君） 次に、３番、鈴木優治議員。 

〔３番 鈴木優治君登壇〕 

○３番（鈴木優治君） 議席番号３番、鈴木優治でございます。 

  議長から発言の許可をいただきました。一般質問という形で質問をさせていただきます。 

  件名、伊豆市公共施設再配置計画について、市長に求めます。 

  内容、今般、全員協議会で、伊豆市公共施設再配置計画（素案）が示されました。時代の

変遷を経て市町村合併、施設の老朽化、建築基準法（耐震基準）の変更、ニーズの変化、人

口減少等々、時代の変化は大変目まぐるしく、激動の時代を想像できずにおります。全国の

自治体の抱える問題点の代表的なものが、公共施設の見直しと再編であると承知をいたして

おります。当市においても御多分に漏れずの状況にあり、厳しい財政状況下、ますます財政

圧迫の要因となるのではと危惧するところであります。行政は重要課題として一刻も早くこ

の問題に取り組んでいただきたくお願いをいたします。 
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  伊豆市公共施設再配置計画（素案）の作成に当たり、行政の御尽力に敬意を表します。今

日現在に至るまでの総括、反省、評価されたのでしょうか。負の遺産を継承したとの思いの

感を持つのは私だけでしょうか。 

  市長施政方針〔７ 行政と議会の相互作用〕の中で、「市民の方々が議会に関心を持ち、

市の課題を理解し、市の施策を自分ごととして考えるような場にしていただきたい。」中を

中略をさせていただいています。「市が進むべき方向性と達成された姿を市民と共有するこ

とが、行政と議会の生産性向上にとって不可欠な条件であると確信しています。」と述べら

れておりますが、私も共感するところであります。 

  市民との現状共有の必要、下記のとおり質問をいたします。 

  ①公共施設再配置の必要性の重要度をどのように考えておられますか。 

  ②196公共施設と18公園の公共施設再配置計画をしなければならない現状をどう捉えてい

ますか。所感をお聞かせください。 

  ③廃止、継続、譲渡と方策の区分分けがされています。あくまでも上屋（建物）対象と理

解いたします。土地所有状況では、一部借地または借地が見られますが、継続、譲渡の方策

の区分けの中で借地の解消策の方向性は買い上げと思われますが、そのような理解でよろし

いでしょうか。 

  よろしくお願いいたします。 

○議長（小長谷順二君） ただいまの鈴木優治議員の質問に対し答弁を求めます。 

  市長。 

〔市長 菊地 豊君登壇〕 

○市長（菊地 豊君） 公共施設再配置の重要度については、私はやはり極めて優先度の高い

伊豆市の課題だと考えています。旧４町で一番人口が多かったときが４万人ちょっとを超え

ていたくらいでしょうか。日本の経済も上向きでしたから、以前であれば小学校の講堂とか

地元のお寺とかを公共施設的に使っていたところがどんどん個別目的的な施設が増えて、そ

ういうことができる時代だったんだと思いますが、今度はそれの逆方向に進んでいくわけで

すから、難しさも承知の上で極めて重要な問題だと考えています。 

  その中で観光施設については、計画よりもなるべく前倒して早めに民営化を軸として進め

ていきたい。観光施設は廃止するわけではなくて、よりプロフェッショナルな方々に運営し

ていただくということですので、そこは可能であれば計画よりも前倒して進めていきたい。 

  市民の皆さんが使われる施設については、これは皆さんの御理解が必要ですから、やはり

代替施設、それから近傍の別の施設等をお使いいただくことで対策を示しながら着実に進め

させていただきたい。 

  それから、借地はやはり長期的には大きなコストですから、伊豆市が市として使い続ける

土地施設についてはやはり買わせていただく。どうしてもそれがかなわない場合には、申し

訳ないんですが、やはり長年のお礼をした上で返させていただく。ここの基本的な姿勢をぶ
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らさずに地権者の皆さんと交渉させていただきたいと考えています。 

  より詳細な内容について、総務部長に答弁をさせます。 

○議長（小長谷順二君） 続いて、総務部長。 

○総務部長（伊郷伸之君） 公共施設の再配置の全体の考え方につきましては、今、市長答弁

したとおりでございますが、私からは１、２、３に従って答弁させていただきます。 

  まず、公共施設再配置の必要性の重要度でございますが、伊豆市の公共施設は昭和の後半

から平成の前半までに建設され建築後30年以上経過し、老朽化が進行している施設が半数以

上となっております。こういった状況の中で今後の財政状況を踏まえますと、全ての公共施

設を更新し維持していくことはできず、施設の規模や配置の適正化を図っていかなければな

りません。 

  今年度策定した第２次伊豆市総合計画後期基本計画では、持続可能なまちを創造するため、

６つの重点目標を掲げ、公共施設の再配置による適正化は、目標のうち将来にわたる安定的

な行財政運営の堅持、これを達成するための重要な施策として位置づけており、また令和３

年３月定例会の市長の施政方針におきましても、最重要課題として取り組むと申しておりま

す。 

  ②の196施設と18公園についてですが、公共施設の再配置につきましては議員もおっしゃ

られております伊豆市のみならず、全国の自治体で大きな課題として取り扱われております。

国からも計画策定の要請があります。その要因としましては、公共施設の老朽化対策、人口

減少による厳しい財政状況や公共施設の利用需要の変化などが挙げられます。 

  その中でも伊豆市の公共施設は、老朽化率や市民１人当たりの延べ床面積の保有量も全国

平均を上回り、県内でも上位となっているなど、今後の公共施設の更新や維持管理において

市民の負担が多くなるものと予測されます。したがいまして、将来にわたる安定的な行財政

運営の堅持のため、一部の公共施設のみならず、196の公共施設と借地の問題を抱える公園

を含め、コストインパクトが大きい公共施設の再配置を積極的に進めていかなければならな

いと考えております。 

  ③の借地の解消策の方向性でございますが、伊豆市の公共施設は約半数が借地または一部

借地となっております。また、公共施設再配置計画の中で、再配置に向けた骨太の方針とし

て積極的な借地の解消があります。 

  公共施設再配置計画では、基本的な方針に基づき施設カルテによる一次評価や必要性、公

共性などを考慮した二次評価、また利便性や施設所管課ヒアリングなど総合的に検討した中

で継続または廃止などの施設の方向性を示しております。その中で借地であっても存続する

または民営化するとした施設につきましては、議員の御見解のとおり土地を購入させていた

だく考えでおります。 

  以上です。 

○議長（小長谷順二君） それでは、再質問ありますか。 
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  鈴木議員。 

○３番（鈴木優治君） ①の件につきまして、お答えとしては総務部長のほうで答えていただ

きましたとおり、公共施設の再編は重要な位置づけということで、まさしく私の質問に対し

ては重要なんだということでお答えをいただいています。 

  しかしながら、私が気になるのは、やっぱりこれらの問題の中で素案作成だけにとどめな

いでほしい。ぜひ再配置の実施・実行に移行していくことについてのまさしくタイムスケジ

ュールというんでしょうか、ロードマップというんでしょうか、これらについては早々な形

でやった感だけで、素案で終わるようなことのないように、重要度を踏まえた上でスケジュ

ール感をお示しをいただけると大変ありがたいんですが。 

○議長（小長谷順二君） 答弁願います。 

  総務部長。 

○総務部長（伊郷伸之君） 前回、議会全員協議会で再配置計画の素案をお示しさせていただ

きました。これは今後10年間、重点的に取り組む施設について記載してございますので、ま

ずは今後10年間をこの計画で示したスケジュールに沿って進めていきたいと。 

  ただ、やはり総論賛成、各論反対じゃないんですが、実際に使っている市民の方々や地域、

地元に丁寧な説明をしながらしっかり進めていきたいと考えております。 

○議長（小長谷順二君） 再質問はありますか。 

  鈴木議員。 

○３番（鈴木優治君） ２番にまいります。 

  いみじくも部長のほうから市民への負担が多くなるものと予測されております、つまり行

財政の問題の中で、大変厳しい財政状況が少なくとも数年後には来るんだろうというふうに

私も承知おきをしております。 

  しかしながら、再配置を積極的に進めていく必要があるという言葉を受けて、あえて触れ

ていいか悪いかは大変気にかかるところですが、10年ほど前に、これも当然、再配置計画の

中に網羅されておりますが、旧修善寺地区の小学校の合併問題、これはのっぴきならないと

ころに来ているのではなかろうかなと想像をいたします。 

  具体的に言うと、東小学校地には借地が含まれているとか、建物もそろそろリニューアル

の時間を迎える等々、しかしながら、小学校は継続をしていかなきゃいけないことだろうと

思うんです。議会でなかなかこの問題について、行政側も議員側も言いにくいところである

部分だろうというふうに思っておりますが、小学校の再編問題、教育部もおいでになられま

すので、含めて触れないでほしいというのか、それともこんなふうに思っているとか、思い

のほどをお聞かせいただければありがたいんですが。 

○議長（小長谷順二君） 答弁願います。 

  市長からお願いします。 

○市長（菊地 豊君） 学校設置は教育委員会の専権事項ですので、財政を持っている市長と
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してお答え申し上げます。 

  これは教育長がいらっしゃるので、いつとは申し上げられないんですが、しかるべき段階

では将来構想をやはり決めていただきたい。というのは、私は自分が市長になってから知っ

たんですけれども、以前、伊豆市が発足した頃は12の小学校があったわけです。そこで複式

学級になる前に統合する、統合したときに残す学校の整備はしておくという方針だったよう

です。ところが、まだ決まってもいないのに大見小学校だけ整備するとか、狩野小学校だけ

整備するとかできないわけです。ですから、施設を管理し、財源を預かる市長としては、ど

こかの段階で基本的な構想を示していただき、そして財源を着実に確保していくという順番

になるだろうと考えております。 

○議長（小長谷順二君） 再質問ありますか。 

  鈴木議員。 

○３番（鈴木優治君） 市長にはございませんが、よろしいですか、教育部の方に。 

○議長（小長谷順二君） 通告されていないものですから、次回のときに教育長に聞いてくだ

さい。 

○３番（鈴木優治君） 分かりました、結構です。 

  それでは、市長にお願いをしておきます。ぜひ教育部との議論を始めていただいて、まさ

しく再編の一環でもあろうと思いますので、議論をお願いをしたいとそれだけお願いをして

おきます。 

○議長（小長谷順二君） 続いてどうぞ、質問があれば質問してください。 

○３番（鈴木優治君） ３番で結構です。 

  まず、部長のほうでお答えをいただきましたお答えの中に、継続または廃止などの施設の

方向性を示しておりますということだったんですが、この中に譲渡という文字が再編計画に

はあったんですが、なぜなんですかね、消えているのは。 

○議長（小長谷順二君） 答弁願います。譲渡の部分。 

  総務部長。 

○総務部長（伊郷伸之君） 再配置計画の方向性の中に譲渡も入っております。また、民営化

というのも入っております。 

  特に民営化する施設については、底地がやはり借地のままだとなかなか民営化は難しいも

のですから、市が継続的に管理するもの、また民営化するもの、これについてはもう積極的

に借地解消、要は買わせていただきたいとそういうことでございます。 

○議長（小長谷順二君） 再質問ありますか。 

  鈴木議員。 

○３番（鈴木優治君） よく分かりました。 

  私の感覚なんですけれども、例えば借地者も恐らく100％が借地権をお持ちになられてい

る方は市民なんです。行政側の人たちも、市民のためによかれということの中での交渉がこ
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れから始まっていくんだろうというふうに理解します。その辺では情緒論ではありませんが、

やっぱり地権者に対して丁寧な説明と理解をいただける、両方ともに伊豆市のためなんだと

いうことを代替の中で議論を交わしていっていただいて、順調に地権者との契約を履行して

いただけたらなというふうに思っています。 

  私は借地を解消することについては反対ではありません。ぜひそうあるべきだと思います

し、文言の中で前もって私が掲示をしておりますが、負の遺産、これらについてはまさしく

方法論も含めて総括の中で、実はぽろっと泣き言を示すとすれば、市長は何でそんなふうに

始めたんだろうなという思いもあるのではなかろうか。なかなか立場的に言いにくいでしょ

う。それと、補助金の使い勝手、使用方法等々、それと補助金をもらうときだけではなくて、

こうやって30年後にこれらの問題が足を引っ張る、行財政にとって大変問題を残していると

いうことを考えおきをしながら折衝に当たっていただけたらなという思いがします。ぜひ大

変でしょうが、頑張ってよい方向に答えを出せるように御尽力を願います。いかがでしょう

か。 

○議長（小長谷順二君） 答弁願います。 

  市長。 

○市長（菊地 豊君） 御存じのとおり、今４期の半分、14年間市長やってきたわけですが、

土地の扱いは難しいと思いました。 

  いずれの大きな施設も、町の時代に、しかも高度経済成長期、40年ぐらい前に整備したも

のが多かった。つまり人口も増えて、観光客も増えて、地価もある程度上がったようなとき

に土地をお借りして、整備したものもたくさんある。今それが歯車は恐らくいずれも逆回転

しているわけです。地価も下がり続けています。大変残念ながら修善寺の駅前でも地価が下

がり続けていて、したがって、30年前、40年前の借地料を支払うことは正当性がなくなって

くるわけです。 

  そういったもろもろの事情をしっかり御説明をして、可能な限り土地の扱いはきれいにし

ていきたいと思っています。これはやはり行政としての公正性にも直接的に影響してまいり

ますので、もちろん地権者の皆さんへの説明は一番大事な点ですけれども、しっかり取り組

ませていただきます。 

○議長（小長谷順二君） 再質問ありますか。 

  鈴木議員。 

○３番（鈴木優治君） 質問は以上で終わります。 

  最後に、要望を１つ。今日は執行部の皆さんがおいでになられていますので、研究をして

いただきたいことがございまして提案をさせていただきます。 

  まさしく公共施設の問題ですので、我々はなかなか立ち入るところがないんだろうと思っ

ていますが、数か月前に山梨県の南アルプス市というところに行ってまいりました。そこは

どういうところかと言いますと当然、山梨県の市なんですけれども、実は県民の森があるん
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です。１年半前から私はこちらにお伺いをしていた中で、伊豆市の80％が森林であると。そ

してなおかつジオの問題、あとは湖沼、沼とか池ですとか、それと自然の豊富さ、山、川、

海等々の問題も含めて、県民の森は静岡県に２つ存在していいかどうかのこともよく分かり

ませんが、実は浜松市に静岡県の県民の森があるんです。それらを含めて開発、観光、関わ

るところの自然、人口減等々の問題の中で、ぜひ伊豆半島に、伊豆市に県民の森を構築をで

きるかどうかも含めて行政の皆さんに御尽力をいただいて、考えをいただけたらなと思って

います。 

  本当に田んぼがあって、畑もあって、そして湖沼があって、そこはたまたまですが、白鳥

も飛来をするところでして白鳥もおりました。そんなところですばらしいところだなという

思いを含めて、もう山の中ですからこれらを伊豆市と一緒にする思いがございまして、県民

の森いいなと、ぜひ観光にも結びつくだろうし。しかしながら県の中に２つ県民の森がいい

のかなと、それまでも私は承知おきをしていませんので、ぜひ行政のほうでその辺のことに

ついて、お問合せをいただきながら研究をしてみていただけたらなとそう思っています。 

  そして最後に、公共施設問題は、2017年伊豆市公共施設等総合管理計画に始まり、既に５

年が過ぎています。そして、今日現在2022年を迎えているわけです。そして、40年後、2056

年までの計画期間の設定で伊豆市公共施設再配置計画（素案）が示されました。責任と緊張

を覚えます。市長も述べていますが、現在の我が国の生産性が低くとどまっている理由は、

過去に必要な投資を行わなかった結果、そして将来のための投資財源の確保と私もそのよう

に思います。どうぞ大胆にスピード感を持って、将来の伊豆市のために伊豆市公共施設再配

置計画を実施断行されることを期待をいたします。エールでございます。 

  以上で終わります。 

○議長（小長谷順二君） これで鈴木優治議員の質問を終了いたします。 

  ここで、委員会室にてモニター視聴している議員が議場に戻るまで、暫時休憩といたしま

す。 

 

休憩 午後 ２時４０分 

再開 午後 ２時４２分 

 

○議長（小長谷順二君） それでは、休憩を閉じ、会議を再開いたします。 

 

◎散会宣告 

○議長（小長谷順二君） 以上で本日の日程は全て終了いたしました。 

  一般質問２日目については、明日３月15日の午前９時30分から、発言順序６番の三田忠男

議員から発言順序10番の杉山誠議員まで行います。 

  本日はこれにて散会いたします。 
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  御苦労さまでした。 

 

散会 午後 ２時４２分 
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令和４年伊豆市議会３月定例会 

 

議 事 日 程（第４号） 

 

                   令和４年３月１５日（火曜日）午前９時３０分開議 

 

日程第 １ 一般質問 

───────────────────────────────────────────────── 

本日の会議に付した事件 

 日程第１まで議事日程に同じ 

 追加日程第１ 発議第１号 ロシアによるウクライナ侵略を非難するとともに日本政府への 

              影響対策の徹底実施を求める決議 

───────────────────────────────────────────────── 

出席議員（１６名） 

     １番  小 川 多美子 君      ２番  浅 田 藤 二 君 

     ３番  鈴 木 優 治 君      ４番  飯 田   大 君 

     ５番  黒 須 淳 美 君      ６番  下 山 祥 二 君 

     ７番  杉 山 武 司 君      ８番  星 谷 和 馬 君 

     ９番  鈴 木 正 人 君     １０番  間 野 みどり 君 

    １１番  波多野 靖 明 君     １２番  小長谷 順 二 君 

    １３番  青 木   靖 君     １４番  三 田 忠 男 君 
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欠席議員（なし） 

───────────────────────────────────────────────── 
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建 設 部 理 事 白 鳥 正 彦 君 教 育 部 長 佐 藤 達 義 君 
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副 主 任 坂 内 佑 紀   
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開議 午前 ９時２９分 

 

◎開議宣告 

○議長（小長谷順二君） 皆さん、おはようございます。 

  本日の出席議員は16名であります。出席議員が定足数に達しておりますので、会議は成立

いたしました。 

  これより令和４年伊豆市議会３月定例会４日目の会議を開きます。 

 

◎議事日程説明 

○議長（小長谷順二君） 本日の議事日程は、お手元に配付のとおりであります。 

 

◎一般質問 

○議長（小長谷順二君） 日程に基づき、一般質問を行います。 

  新型コロナウイルス感染症蔓延防止対策として、一般質問の議員持ち時間を原則20分以内

で終了するようお願いいたします。 

  また、議場の密状態を回避するため、今から指名する議員は、午前の間委員会室に移動し、

一般質問をモニターで視聴願います。１番、小川多美子議員、３番、鈴木優治議員、５番、

黒須淳美議員、７番、杉山武司議員、10番、間野みどり議員、13番、青木靖議員、以上の６

名は委員会室へ移動願います。 

  ここで暫時休憩いたします。 

 

休憩 午前 ９時３０分 

再開 午前 ９時３１分 

 

○議長（小長谷順二君） 休憩を閉じ会議を再開いたします。 

  これより、順次質問を許します。 

 

◇ 三 田 忠 男 君 

○議長（小長谷順二君） 最初に、14番、三田忠男議員。 

〔１４番 三田忠男君登壇〕 

○１４番（三田忠男君） 皆さんおはようございます。14番、三田忠男です。 

  議長の許可を得ましたので、市長に質問をさせていただきます。 

  すみませんが、初めに訂正させていただきます。 

  件名１の伊豆市スカイラインとありますが、「市」を取っていただけたらと思います。大

変失礼いたしました。 
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  改めまして、２件質問させていただきます。 

  １件目、（仮称）伊豆スカイラインカントリー倶楽部太陽光発電所建設事業の進捗状況と

伊豆市の取組について伺います。 

  伊豆市の将来像として、目指すまちのテーマとして、「自然・歴史・文化が薫る 誇りと

活力に満ちた伊豆半島の新基軸・伊豆市～いつまでも住み続けたい 次世代に笑顔をつなぐ

礎づくり～」が、伊豆市総合計画のまちづくりの肝となっています。予算もその実現のため

に編成されています。 

  そこで伺います。 

  その総合計画の重点目標２、安全で心地よい生活環境の創出、そのうちの政策２、安全・

安心なまちづくりの推進、施策２、持続可能な環境未来都市の実現、作戦２、環境にやさし

い取組の推進、カーボンニュートラルへの取組の推進、景観計画の見直しと景観重点地区の

拡充がうたわれています。（仮称）伊豆スカイラインカントリー倶楽部太陽光発電所建設事

業の進捗状況と伊豆市の取組について、以下のとおり伺います。 

  １、再生可能エネルギーに対する伊豆市の基本的な取組姿勢を伺います。 

  ２、昨年３月議会での杉山武司議員の質問に対しての答弁が、抑制区域・自然環境との調

和等調査研究したいと答弁がなされていますが、現時点での検討結果はいかがでしょうか、

伺います。 

  ３、市としては、住民の意見に寄り添い事業者に申入れしたいとも答弁していますが、市

として市民との情報共有を図るため、市ホームページや広報紙等で現状を周知する必要があ

ると考えますが、いかがでしょうか。 

  ４、伊豆スカイラインゴルフ場を守る会と事業者が、昨年より民事裁判係争中であると聞

いておりますが、市としてどのようにこれを受け止めているのか伺います。 

  件名２、伊豆市の新型コロナウイルス感染状況とその結果の影響について、対策の現状と

課題について伺います。 

  伊豆市は、いち早く感染予防・防止対策・経済対策や市民生活への支援を各種展開してい

ますが、各種支援策から漏れている市民や事業所がないか心配です。改めて市民に周知する

必要があると思い、以下伺います。 

  １から11まで羅列してありますが、１、市民全体への支援策の実績、２、子育て世代への

支援実績、３、貧困家庭への支援実績、４、障害児・者、難病者への支援実績、５、観光事

業者、旅館等宿泊業者を含みますが、への支援実績、６、交通事業者への支援実績、７、小

売業・飲食店事業者等への支援実績、８、医療・福祉・介護事業者等への支援実績、９、農

林水産業者への支援実績、10、コロナ感染者への支援実績等、11、今後検討しているその他

の各種支援がありましたら検討状況を伺います。よろしくお願いします。 

○議長（小長谷順二君） ただいまの三田忠男議員の質問に対し、答弁を求めます。 

  市長。 
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〔市長 菊地 豊君登壇〕 

○市長（菊地 豊君） 皆さん、おはようございます。 

  市長として勤務してこれまでの間、太陽光発電ほど急激に地域住民の課題として浮き上が

った案件はないのではないかと感じています。国のほうは、ＦＩＴ（フィット）というのは

推進法なんです。したがって、我々は基本的にＦＩＴでいろんな審査等をしているわけです

けれども、国は総体として、むしろ推進する方向で加速されている。私たちは、自分たちの

宝である自然景観とか、環境とか、防災とか、これは地域の市民の皆さんにとって極めて大

切な要件であると。そこのせめぎ合いで、常にいろんな問題が顕在化しているという状況で

ございます。市長として、双方の公益性をにらみながら行政手続を進める上で、時に非常に

厳しい状況に直面するというのが現状でございます。 

  個々の御質問については、建設部理事に答弁をさせます。 

○議長（小長谷順二君） 続いて、建設部理事。 

○建設部理事（白鳥正彦君） それでは、私のほうから、１、２、３について答弁いたします。 

  まず、最初に１ですが、取組姿勢でございます。 

  再生可能エネルギー発電の導入拡大は、国も自給エネルギーの確保、脱炭素社会の実現な

どの観点から、重要な政策として推進を図っていることから、市としても推進していく考え

です。一方、太陽光発電の設置工事による自然地形の改変により、環境への影響や土砂災害

が起きやすくなるなど、問題が生じていることから、県も太陽光発電事業を環境アセスの対

象事業とするなど、事業による環境上の影響について十分な調査、審査を行っているところ

です。市としても、再生可能エネルギー発電事業が地域住民の理解を得られ、適正に実施さ

れるように、事業者と早い段階から調整を行ってまいります。 

  次に、２の現時点での検討状況についてです。 

  伊豆市の自然環境等と再生可能エネルギー発電事業との調和に関する条例、再エネ条例と

いいますが、再エネ条例では、第７条で抑制区域の対象となる法令等により再生可能エネル

ギー設備の設置が制限を受ける区域について列記しております。第７条では、市の景観まち

づくり条例による景観まちづくり重点地区とした区域を抑制区域としております。また、通

常、開発などの土地利用事業が困難となっております森林法による保安林や土砂災害防止法

による土砂災害特別警戒区域で定められた区域も同様に抑制区域としております。 

  したがいまして、今後、太陽光発電事業の影響についての調査が進み、事業による災害の

誘発などの懸念が生じる場合には個別法による制限が行われることから、市としては、再エ

ネ条例の抑制区域について、個別法に合わせて適切に改正していく考えとなっております。

現在は、国の再生可能エネルギー関係法令改正の動向や、県の環境アセスなどによる審査を

注視しているところです。 

  次に、３でございます。 

  現在、本件に関し、市の再エネ条例上の手続としましては、事業者からの事前の相談の段



－158－ 

階であり、その内容については、事業者の権利や利益を害するおそれがあるものについては

公表できません。また、開発行為などの土地利用事業の全般に言えることでございますが、

住民の生活環境に影響を及ぼす事業については、事業者自らが十分な住民説明等の義務を負

っていることから、市の再エネ条例においても、第４条で業者の地元説明会や土地所有者及

び近隣関係者に対しての説明等を行い、良好な関係を保持することを明記しております。事

業者が市と地域住民の調整範囲や説明会の開催などの具体的な対応方法について協議を行っ

た上で住民への周知を行うこととなります。 

  伊豆スカイラインカントリー倶楽部につきましては、県条例に基づく環境アセスメントの

手続に関する情報は市のホームページ等で情報公開しております。また、本案件の手続状況

は今月の広報紙にも掲載しております。 

  ４番でございますが、係争中の民事裁判に関するものであり、伊豆市がコメントする立場

にありませんが、市内の案件でありますので、今後注視していきたいと思います。 

  以上です。 

○議長（小長谷順二君） 三田議員、再質問ありますか。 

  三田議員。 

○１４番（三田忠男君） 私の手元にですけれども、私の生まれ育った旧中伊豆町の私の先輩

たちであります元村区長、小川区長、西区長の連名で、上白岩地区の山林200ヘクタールを

開発し、ゴルフ場、その他の施設を建設する計画について、時代の要請とはいえ絶対に代替

地を求めることができない農民の糧とする水田の上流であり、約380ヘクタールのうち200ヘ

クタールが開発されれば、その下の西川という川があるんですが、西川の災害を増大すると

思慮し、甚大な被害をもたらした大正９年の大水、昭和33年の狩野川台風を鑑みるにつけ、

開発を危惧するもので、水源を固く守っていただきたいと、昭和37年当時の中伊豆町長、中

伊豆町議会議長宛てのお願いの文書があります。 

  地域のおじいさん、おばあさんたちが命がけで守り抜いてきたおかげで、私はこの地に生

を受け、守り育てられ、今があります。したがって、この地の美しい自然と地域の文化と歴

史を守り、発展させ、後進に伝えていく役目が、今を生きる自分にはあると自覚して、再質

問をさせていただきます。 

  令和３年６月議会で、自然エネルギーの活用と環境との調和等について質問し、今回３回

目になるんでしょうか。そんな背景の下で質問をさせていただきます。 

  私も、いろいろこの質問を通じながら勉強させていただいて、全国で起きているいろんな

事例とか、あるいは条例のこととか、それなりに勉強させていただくと、もっと踏み込んだ

条例があったり、市長が先ほどおっしゃっていたような、いわゆる供託金をちゃんと置いて

いきなさいって条例があったり、あるいは、後ほど触れたいと思いますけれども、パネル１

枚に50円の目的外税というでしょうか、地方税をかけて、今後の対策とか、環境整備のため

に使うなんていうこともあって、条例というのは場合によってはつくり替えてもいいのかな
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なんてことを思いながら、１の質問に入らせていただきます。 

  私も自然再生エネルギーというのは、基本的に賛成の立場でいますけれども、それはあく

までも法律を守った上での、あるいは地域の環境が破壊されない上での再生可能エネルギー

だと自覚しているもんですから、万が一、そういうことが市に起きていれば、それは何とし

ても止めなきゃいけないし、あるいは、条例等に適正な取組ならば、住民の理解を得て事業

を適切に推進し、伊豆市の発展のためになるようにしてもらわなきゃいけないなと思ってい

ます。 

  基本的に、行政ですので推進の立場と聞きましたが、この推進の立場でも住民の要望等を

十分踏まえて業者には対応してくださるということで私は理解していまして、県への環境ア

セスメントの伊豆市の意見も、一応にそういった意見に沿ったことがあり、かつ伊豆市議会

でも請願として出されたものを意見書として県に上げて、その線に沿って県からのアセスメ

ントの意見書も出ていると私は理解になっているんですが、もっと踏み込んで、何ていった

らいいんでしょうか、もっともっと推進して、いわゆる伊豆市に面積的な割合としてもっと

広がってもいいのか、それとも、もうそろそろ抑制の時期に来ているのか。同じ推進の立場

でも、何か目標値みたいなことを踏まえて、数値目標とかがあって推進するのかどうか、そ

の辺をちょっと伺いたいと思いますが、いかがでしょうか。 

○議長（小長谷順二君） 答弁願います。 

  建設部理事。 

○建設部理事（白鳥正彦君） 最初の、もっと抑制区域を増やしたらどうかということに置き

換えられると思うんですが、最初に申しましたように、再生可能エネルギー自体を推進して

いくということで、当然改正等もその趣旨に沿った国の法律の改正が進められていると思い

ます。ただ一方で、問題のある箇所についてはしっかり規制をしていくということだと思い

まして、そういったことを今注視していると。環境アセスという中で今十分検討していただ

いているもんですから、その結果を待って対応していくという考えでございます。 

  一方で、やっぱり伊豆スカイラインカントリー倶楽部は、これまでの答弁でも申しました

ように、開発済み地となっていますので、他のいろいろな太陽光発電と異なりまして、地形

地物、林地開発の許可とか、伐採の許可とか、そういったいろいろ地形地物の土地利用上の

規制がかからない区域となっておりますので、一般的な事例と申すにはちょっと違うもので

すから、今は環境アセスの中で審議された内容について、今後検討していくという段階でご

ざいます。 

  以上です。 

○議長（小長谷順二君） 再質問はありますか。 

  三田議員。 

○１４番（三田忠男君） そうですね、いろいろ調べていきますと、この事業は、本来伊東市

で行われるような事業があって、それが何らかの理由でできなくなって、伊東市の、何てい
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いましたかね、伊東市の絡みの中で16キロ離れた伊豆市に持ってきて、伊東市発でＡサイト、

Ｂサイトって種類はあるみたいですけれども、伊豆市で造ることになったと。それを送電線

を、何か最初の説明では地下に埋設してつなぐなんていう極めて全国でも珍しい事例だと理

解しているんですが、それは別段違法じゃないというような解釈の下でやっているみたいで

すけれども。それまでして、本来伊豆市に最初から造ろうということじゃなくて、結果とし

て何か伊豆市に来てしまって、本来伊豆市が求めている事業ではなかったような気がしてい

るんですが。 

  同じ再生エネルギーの推進でも、大自然の中に造るっていうやり方より、もっともっと、

荒廃農地とか、あるいは安全なところ、あるいはこれからできるだろう家屋とか、あるいは

こういった、もし校舎等を造った場合、そういった建物の屋根の上に造ることによって、い

わゆる推進するってやり方もあるような気がしますけれども、何もゴルフ場等の開発のとこ

ろに造らなくていいんじゃないかなって気がしているんですけれども。くどいですが、同じ

推進といっても、もっとこう、伊豆市のこういうところに造ってほしいんだよというふうな

要望等あってもいいような気がするんですが、いかがでしょうか。 

○議長（小長谷順二君） 答弁願います。 

  建設部理事。 

○建設部理事（白鳥正彦君） もちろん、推進という中には、これまで市長の答弁でもござい

ましたように、個別の住宅の屋根に太陽光のパネルを貼り、再生可能エネルギー事業を推進

するという政策もございますが、今回の伊豆スカイラインカントリー倶楽部にありますよう

な、開発による太陽光発電に関しては、あくまでも地権者、事業者が行いたいというものを

申請して始まるという内容になってございます。それについて問題があるかどうか、安全上

の問題等いろいろ審査しまして、許可するかしないかという流れで認められた権利でござい

ますので、これについて、最初からやるやらないという形で指導するという話はございませ

ん。 

  以上です。 

○議長（小長谷順二君） 再質問はありますか。 

  三田議員。 

○１４番（三田忠男君） 指導という言葉が適切か、私は分かりません。伊豆市の姿勢として

は、そういったところじゃなくて、もっとこんなところに造ってくれって、誘導するってい

うのもちょっとおかしいかもしれませんけれども、伊豆市で造ってほしいのはこういう土地

なんだよというのは、業者に伝えることっていうのは可能だと思ったんですが、そういう言

葉をちょっと、いわゆる行政的なことではいかがなものかということになるんでしょうか。 

○議長（小長谷順二君） 答弁願います。 

  建設部理事。 

○建設部理事（白鳥正彦君） 伊豆市の中において、全て土地については土地利用の方向性が
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大体決まっております。農地は農地、森林は森林という形で決まっていまして、おおむね建

築が伴うような開発に関しては、その森林を伐採し建てるということについて、一定のその

指導はございます。ただ、太陽光発電については、例えば20年の暫定ということで、工作物

扱いで建築物じゃないものですから、そういった誘導やその規制の対象にはなってはござい

ません。あくまでも土地を改変する、つまり森林を伐採したりだとか、農地を埋めたりだと

かいったときに、それが将来農地にとって問題があるかどうか、または森林にとって問題が

あるかどうかの審査となりますので、誘導とか、この場所へどうだという指導というのはで

きないと思います。 

  以上です。 

○議長（小長谷順二君） 再質問ありますか。 

  三田議員。 

○１４番（三田忠男君） できないってことですか。分かりました。本当にできないかどうか、

また私も研究させていただければと思います。 

  ２番目に入りますけれども、同じことです。抑制区域等、いわゆる推進区域と抑制区域と

をつくっている自治体もあるような気がしたもんですから、いわゆる法の枠の中でできない

ということについて、じゃ、ほかの自治体はどうなっているのかなということを思ったもん

ですから、今の質問にさせてもらいました。 

  あと、３番目の広報の問題ですけれども、いわゆる当事者になってからしか初めて気がつ

かないってことがありまして、このゴルフ場の問題は、伊豆市全体の問題だと私は理解した

もんですから、こういうことが今伊豆市で起きていますよということは、いわゆる行政とい

うか、その区っていうか、分かりませんですが、やはり市民が知っておく必要があるんじゃ

ないかと。そういった意味では、今伊豆市で起きていること、これは他の事業の広報とも同

じですけれども、そんなような観点から、広く周知するっていうことは行政の責務としてあ

ってもいいんじゃないかなと思って質問したわけです。たしか、手続論的なものはありまし

たけれども、こんな事業所が来ているとか、いろいろ当事者じゃないと、くどいですが分か

らないということなんです。 

  前回にも聞かせていただきました17事業所が来ているということだったんですけれども、

時間がたっていますので、今現在、どのぐらいの事業所がどのぐらいの面積で、伊豆市全体

でパネルが設置されているかお答え願えますでしょうか。 

○議長（小長谷順二君） 答弁願います。 

  建設部理事。 

○建設部理事（白鳥正彦君） まず、最初の一般的な開発に関しては、事前協議の段階の中で、

当然そういった業者の不利益になるようなことは公表できないということはお話しさせてい

ただきました。ただ、この再エネ条例上は、そういったことも含めて、１番の答弁で申しま

したように、なるべく早い段階で住民に事業の内容について知らしめて、無用なトラブルを
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避けるようにということで事業者に指導しているもんですから、その点については、十分広

報というか、公表して、問題点が出ないようにするということについては、この再エネ条例

が役目を果たしていると考えております。 

  相談があって、すぐに大体は担当のほうで、区長さんやそういった方々に、利害関係者に、

そういったことを周知してくださいと。あくまでも相談の段階ですので、何度も申しますよ

うに、事業者側のほうが利害関係者のほうにそうしたものについて周知するという流れにな

っていますので、十分それについては再エネ条例は役目を果たしていると考えております。 

  今現在、どの程度太陽光発電が出ているのかついては、今手持ちの資料がございませんの

で、また後で報告させていただきたいと思います。 

  以上です。 

○議長（小長谷順二君） 再質問ありますか。 

  三田議員。 

○１４番（三田忠男君） 具体的な数がここでは結構ですけれども、いわゆるそれ以降も増え

ているという理解でよろしいでしょうか。あるいは、申請件数が、まだまだ幾つも抱えてい

る件数があるということでしょうか。 

○議長（小長谷順二君） 答弁願います。 

  建設部理事。 

○建設部理事（白鳥正彦君） 増えているという考え方については、一旦諦めた地権者の仕掛

品といいますが、そういったものがまた復活する、事業者を代えて提案するっていうのもご

ざいますので、やっぱり再生可能エネルギーの発電事業に関しては、ＦＩＴ法等の買取り価

格については年々下がっているような状況でございますので、早い段階で上げておきたいと

いう業者の思惑もあり、相談件数は増えていると思います。ただ、これが本当の実質件数、

昔からの実件数として増えているのかどうかについては、一概には言えないと思います。 

  以上です。 

○議長（小長谷順二君） 再質問はありますか。 

  三田議員。 

○１４番（三田忠男君） 先ほど、条例で信託しなさいといった条例をつくったとか、私、ち

ょっとどこかで読んだもんですから述べたんですが、そういった条例があるということは御

存じ、ちょっと失礼な質問になりますかね、認識しているでしょうか。 

○議長（小長谷順二君） 答弁願います。 

  建設部理事。 

○建設部理事（白鳥正彦君） これまでも申しましたように、市の再エネ条例としては、抑制

区域を持っているという区域においては、県の中でも先進的な条例だと考えております。た

だ、その抑制区域については、当然抑制する目的というものについては、厳密にやっぱり中

身について住民に利害関係が生じるものですから、中身を審査され、決めていくということ
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の流れになっていまして、今申しましたように、景観の重点地区については今後も増えてい

く、そういったところについては抑制区域になっていくだろうし、当然個別法で守らなきゃ

ならない区域が増えれば、それは増えていくということになっています。あくまでも再エネ

条例は、そういった個別法を補完し、それらをしっかりと事前に指導していくという考え方

に基づいて定めていると考えております。 

○議長（小長谷順二君） 再質問はありますか。 

  三田議員。 

○１４番（三田忠男君） 私の昨年の６月議会での質問に、市長が最後に、全国市長会の実情

として、まず解体費用を供託すること、次は積み立てること、それもできなければ、その事

業者、事業団体、再生エネルギー団体なのか、太陽光発電団体なのか、その業界が撤去する

ことと、３段階で要望を出していたと。国としても、撤去費用を積み立てる方向で義務化ま

ではいっているようですという答弁がありますが、それを条例でやっている自治体があると

いう私の理解なんですが、市長はその点の御見識があれば教えていただけますか。 

○議長（小長谷順二君） 答弁願います。 

  市長。 

○市長（菊地 豊君） 条例の中で、独自の条例を持っているところまで、特に太陽光パネル

税ですか、これもそういうのができるんだという認識でいました。条例は法律の上向きはで

きませんので、ＦＩＴの基本的なところを乗り越えてというのはできないんですが、独自の

税をつくることができるんだなと。 

  ただ、これまでの自分の経験の中で、税制を扱うことは非常に難しいことを経験していま

したので、税を独自に導入できるのはどうなのかなと思って、その他の先進例については正

直言って驚いたところがあります。ただ、将来の撤去費用の供託、あるいは積立てとか、太

陽光パネル税を仮に導入しても、これやっぱり建設が前提になるんです。やむなくと言った

らおかしいんですが、将来20年、30年後に山の中に残さないように撤去しなさいというのは、

これは何としてもやらなければいけないし、国は今年の７月だったでしょうか、それが法律

で義務づけられるようになっていると、たしか承知しています。今年の７月かどうか、今ち

ょっと確たるものはないんですが。 

  ただ、基本的にエネルギー源の多様化は、みんな国民は同じだと思うのですが、何もこの

美しい国土で山を切り開いて、あるいはゴルフ場は御存じのとおりゴルフ場利用税というの

がありますので、行政に貢献度の高い産業をわざわざ転用してまでということを考えると、

すごく違和感があるんです。すごく違和感があるんですこの太陽光だけ、不思議なことに。

ただ、ＦＩＴはとにかく推進せよ推進せよという基本的なベクトルですから、何ていうんで

しょうか、やっぱり温度差を感じます。 

  ただ、行政手続ですので、現行の法制度を超えて厳しくできませんし、後づけで行政指導、

あるいは条例をつくっても、それは多分逆行する。何ていうんでしょうか、対立を先鋭化す
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るだけで、法的効果はありませんので、これ非常に難しいところだと思っています。行政手

続に入れば、実際に我々は法律の中での太陽光エネルギー、再生エネルギーとは別の林地開

発とか、防災とか、国立公園とか、別の個別の制度で検討するしかありませんので、今そう

いう非常に厳しいというんでしょうか、あまり自治体には手段を持っていないような状況に

直面しているということです。 

  それが現状の御説明なんですけれども、そこでさっきの議員の御質問で一つ気になったの

が、今実際に申請手続を準備している事業について、こちらでどうですかっていうことはな

かなかそれはできないと思います。向こうは向こうで準備をされているんでしょうし、それ

は手続が取られているんでしょう。ただ、これとは別に、伊豆市として全体的に弊害の少な

いこの地域、一定の面積があります、ここでなら伊豆市としては太陽光発電を推進するよう

なそんなところを市として地権者の皆さんの同意を得ながら進めていく必要性はあるのだろ

うなと感じております。ただ、現在検討している個別の事業にはなかなかそれは適用できな

いということだと思います。 

○議長（小長谷順二君） 再質問はありますか。 

  三田議員。 

○１４番（三田忠男君） 先ほど市長がおっしゃったのは、岡山県の美作市ですか、目的外課

税で１平米、１平方メートルですか、50円の目的外課税をやって、５年間課税して、その積

み立てたお金の中でそういった撤去費用の問題とか、あるいは環境を破壊したときの工事費

だとかに充てると。ただ、それにも賛否両論あるらしくて、４回ぐらいの議会の継続審議に

なって、やっと昨年やって、今総務省に上げているってことですけれども、そのことを注視

しながら、いわゆる撤去の問題が非常に危惧して反対する人もいるもんですから、そういっ

た問題を解決するとまた違った展開になるのかなと思いながら質問させていただきました。

ぜひ、これについても研究していただけたら幸いです。 

  今回は20分しかないということで、もっとやりたいんですが、１件目は終わらせていただ

きます。 

  ２件目のコロナ関係をお願いいたします。 

○議長（小長谷順二君） 新型コロナウイルス感染状況について、答弁願います。 

  市長。 

○市長（菊地 豊君） 危機管理監に答弁をさせます。 

○議長（小長谷順二君） 続いて、危機管理監。 

○危機管理監（稲村俊一君） それでは、私のほうより１から11番につきまして説明のほうを

させていただきます。 

  １、市民全体への支援策の実績につきましては、感染拡大防止対策事業と生活支援・経済

対策事業の２つの柱で行っております。 

  まず、感染拡大防止対策事業として、新型コロナウイルスワクチン接種は、現在約90％の
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市民が２回の接種を完了し、３回目の接種につきましては、接種率約42％、予約率約50％で

す。このうち、高齢者の接種率は約73％でございます。また、５歳から11歳の子供につきま

しては、今月４日から集団接種にて実施しております。注意喚起等の周知として、新聞広告

掲載などを行いました。 

  生活支援・経済対策事業として、伊豆市で食っ得券事業、市民限定宿泊割引事業、プレミ

アム付き商品券（いずっち券）を実施しております。個別事業につきましては、２番以降で

説明をさせていただきます。 

  ２、子育て世帯への支援実績につきまして、低所得の子育て世帯生活支援特別給付金とし

て、児童１人当たり５万円の支給で合計385人、1,925万円を支給しました。また、子育て世

帯への臨時特別給付金として、児童１人当たり10万円の支給で合計3,062人、３億620万円の

支給が完了しております。 

  ３、貧困家庭への支援実績につきまして、新型コロナウイルス感染症生活困窮者自立支援

金として合計２世帯、36万円を支給しております。また、住民税非課税世帯等に対する臨時

特別給付金として１世帯当たり10万円で合計2,400世帯、２億4,000万円の支給が完了してお

ります。 

  ４、障害児・者、難病者への支援実績につきまして、聾者のコロナワクチン接種に当たり、

接種予約や接種会場における介助のため、14件の手話通訳者の派遣を行いました。また、障

害者の優先接種として対象とする約500人へ案内をし、７月までに約200人が２回の接種を完

了しました。 

  ５番、７番、９番の産業部が所管しました支援策につきましては、事業ごとに区分できな

いため、大きく「感染拡大防止対策事業」と「生活支援・経済対策事業」に分けて、主要な

ものの実績をお答えさせていただきます。 

  まず、感染拡大防止対策事業です。 

  営業自粛要請協力金ですが、宿泊業者、飲食業者及び観光施設に営業の自粛を要請し、

359事業者に約２億5,700万円を支給しました。次に、感染症対策促進奨励金ですが、静岡県

の「ふじのくに安全・安心認証」を取得した市内の飲食店・宿泊施設を対象に、３月10日時

点で飲食店182件、宿泊施設105件の計287事業者に約5,000万円を支給しました。 

  次に、生活支援・経済対策事業です。 

  伊豆市で食っ得券事業ですが、市内の登録飲食店で利用できるプレミアム付き飲食券の発

行を２回実施し、１回目は8,370冊、２回目は1万冊を販売し、総事業費は約2,400万円でし

た。次に、地域経済応援給付金事業ですが、売上額が減少した市内の中小企業者に給付金を

支給するもので、１回目は441事業者、２回目は486事業者に対して約9,500万円を支給しま

した。次に、経済変動対策貸付利子補給金事業ですが、借入れから３年間、利子を補給する

もので、対象事業者は76事業者、３年分の総利子補給額は約6,000万円を見込んでおります。

次に、市民限定宿泊割引事業ですが、対象は市内宿泊施設に宿泊する市民で、1,598枚が利
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用され、事業費は約900万円でした。次に、プレミアム付き商品券（いずっち券）発行事業

ですが、伊豆市商工会が実施するプレミアム付き商品券（いずっち券）発行事業に対し補助

金を支出し、３万冊が販売され、事業費は約7,000万円でした。次に、観光誘客促進臨時対

策事業ですが、観光協会が実施する宿泊割引事業に対し補助金を支出し、クーポン券約

1,000枚が利用され、事業費は約1,000万円を見込んでおります。 

  ９の農林水産業者に対しては、国の緊急対策である高収益作物次期作支援交付金を活用し

て、事業主体であるＪＡ伊豆の国と連携して生産者の支援を実施しました。 

  ６、交通事業者への支援実績といたしましては、令和２年度に公共交通事業者支援給付金

事業として、路線バス及びタクシー運行事業者６社に対し300万円の補助を行っております。

今年度は、市内を運行する路線バス会社を対象に、キャッシュレス決済機器導入事業費補助

として年度末に330万円の支出を予定しております。また、事業者に対して直接の支援では

ありませんが、公共交通利用促進券交付事業として、65歳以上や障害者手帳をお持ちの方な

どに対し、市内交通機関で利用が可能な促進券3,000円分の交付を行い、事業費として約

1,990万円、48.9％の利用をいただくなど、交通事業者を応援させていただいているところ

でございます。 

  ８、医療・福祉・介護事業者等への支援実績につきましては、77の事業者へのマスクや消

毒液の配布をはじめ、国・県の支援策の情報提供や相談対応をしてきました。また、ワクチ

ン接種につきまして、医療従事者や施設職員等エッセンシャルワーカーに対する優先接種や、

入所者の接種に対する医師の調整を行ってきました。 

  10、コロナ感染者への支援実績等につきましては、新型コロナウイルス感染症による自宅

療養者及び濃厚接触者の方に食料品等の支援を行っており、支援の実績としましては、３月

10日現在で陽性者25名、濃厚接触者42名、計67名の方々へ配布をしております。 

  11、今後検討している支援策がありましたら検討状況を伺いますにつきましては、市内の

感染・経済状況を見極めた上で、感染防止対策と経済対策を両輪として、効果的かつ実現可

能な支援策を講じていきたいと考えております。 

  以上です。 

○議長（小長谷順二君） 再質問はありますか。 

  三田議員。 

○１４番（三田忠男君） いろいろありがとうございました。 

  まずもって、市長を先頭に全庁を挙げて、先手先手での蔓延防止策徹底や、市内事業者・

経営者への支援、市民生活の影響軽減策等に取り組み、いち早く児童への予防接種等、日々

の御尽力に対して、まず敬意を表します。取り残された市民はそれでもいないのか、あるい

は支援を受けられない事業者はいないのか、共に検証していきたいと思い、この一般質問を

させてもらっております。 

  いろいろ多岐にわたって確認させていただいたのは、そういった意味でございまして、特
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に私の分野でありましたところでは、まず６の交通事業者からいくと、何か国のほうでも動

いていたみたいですけれども、貸切バスに対する援助がちょっと足りないんじゃないかって

いう声が全国的にあるみたいなこと聞いているんですが、伊豆市では、市長の言葉を借りれ

ば、予防接種等にそういったバスを貸し切って次のとこ行ってくださいみたいなのがありま

すけれども、そういった間接的にはあるんですけれども、何か貸切バスに対して直接的な支

援実績というのは、伊豆市としては何かあったんでしょうか。 

○議長（小長谷順二君） 答弁を求めます。 

  総合政策部長。 

○総合政策部長（新間康之君） 貸切りバスへの補助でございますが、具体的にはありません。

市長のほうからも先日ありましたとおり、観光バスに対する補助は不足をしております。 

  市といたしましては、交通事業者へのまずは支援という形でやらせてもらっているんです

が、観光バスにつきましては、公共交通利用促進券の交付事業ということで、それが対象に

なる補助となります。これについては、議員御指摘のとおり、補助については薄くなってお

りますので、どういうものができるかというのは、今後ちょっと検討はしていきたいと考え

ております。 

  以上です。 

○議長（小長谷順二君） 再質問はありますか。 

  三田議員。 

○１４番（三田忠男君） 次に、９番の農林水産業の支援で、これもちょっと細かくどんなこ

とが行われたのか。浅田藤二君の質問にもありましたけれども、いわゆる飲食店等にお米と

かが卸せなくて米価が下がってしまったとか、いろいろ経済的な損害を受けている農民がい

るというようなことも新聞報道でありますが、いかがでしょうか。 

○議長（小長谷順二君） 答弁を求めます。 

  産業部長。 

○産業部長（滝川正樹君） 農林水産業者への支援としましては、先ほど危機管理監からもお

答えさせていただいた地域経済応援給付金等々、個人事業主として把握できるものについて

はそちらの対象となっております。 

  ですので、特にこれといった作物ごとということではないんですけれども、先ほど危機管

理監が申し上げました高収益作物につきましては、こちらは国の制度、農林水産省の制度で

ございますけれども、ＪＡ伊豆の国がその主体となって、私ども市としては、現地の把握で

あるとか、測量等々をＪＡ伊豆の国と共に支援したという実績はございます。 

  以上です。 

○議長（小長谷順二君） 再質問はありますか。 

  三田議員。 

○１４番（三田忠男君） 何か売上に対して何％か、あるいはある事業所の規模に応じていろ
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いろあったみたいですが、本当はもっともっと助けてほしい、いわゆる小規模というか、小

規模農家の救済あたりがなかったような気がしたんですけれども、基準をどこかで引くって

ことはある面でやむを得ないと思いますけれども、いわゆる、そこから落ちこぼれているよ

うな農業所得者っていうのは何％かあったんでしょうか。 

○議長（小長谷順二君） 答弁を求めます。 

  産業部長。 

○産業部長（滝川正樹君） 農業の中でも、なりわいとしてやられているのは、やはりワサビ、

シイタケを主とする産業でございまして、今議員御指摘のような、全ての方、小規模という

言い方が正しいかどうかはちょっと分かりませんけれども、そういった方々については、地

域経済応援給付金においても、やはり売上というのを一つの指標として制度を構築しており

ますので、そこに至らない場合については、申し訳ないですけれども対象ではなかったとい

うことで、通常の兼業農家の皆様、米、水稲を中心とした方々への支援っていうのは、この

地域経済応援給付金の中では対象ではなかったということでございます。 

  以上です。 

○議長（小長谷順二君） 再質問はありますか。 

  三田議員。 

○１４番（三田忠男君） ８番目、医療・福祉・介護事業者等への支援実績、これは国のほう

でいろんな各種制度が展開されているみたいですけれども、伊豆市独自としては、利用者の

手控えによる収入減とか、あるいはコロナ感染等によって入院が止まってしまったとか、そ

ういった事業体への何か支援っていうのはあったんでしょうか。 

○議長（小長谷順二君） 答弁を求めます。 

  健康福祉部長。 

○健康福祉部長（栗山信博君） 市独自の支援金というのはございません。ただ、各事業所で、

濃厚接触者ですとか、感染者も含めてですけれども、例えば、ＰＣＲ検査キットが足りない

だとか、あと、実際に出勤できない職員がいて困っているというようなことは伺っておりま

すので、そういったことに対して、また検討していくことも必要かと考えております。 

○議長（小長谷順二君） 再質問はありますか。 

  三田議員。 

○１４番（三田忠男君） 先ほどから確認しています何かまだ行き渡っていない業種とか、行

き渡っていない市民等がないかということなんですが、そうした行き渡らないところに対し

て、他の自治体等でこういうのをやっているというような知見は持っているんでしょうか。

例えば、先ほどの観光バス、貸切りバスですか、そういうところに何らかのこんな形でやっ

ていたと。だけれども、それを検討した結果、伊豆市としては違う政策を取ったとか、そん

な事例があったらお教え願いたいんですが。 

○議長（小長谷順二君） 答弁求めます。 
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  市長。 

○市長（菊地 豊君） 大混乱の中で、丸々２年間、伊豆市としては本当に試行錯誤しながら、

何とかやるべきことをぎりぎりのところは何とかできたんじゃないかと思っているんですが、

隙間だらけです。まだ行政の手が届いていないところがたくさんあります。 

  １つは、今議員御指摘になったように、かなりの数量を持っている貸切りバスとか、公共

交通機関については、あるいは伊豆半島広域で観光事業をされている方は、伊豆市の中だけ

で事業を展開されておりませんし、資産を伊豆市外でたくさん持っておられる方もいらっし

ゃいますので、本当はそこは広域でやるべきだと思うんですが、そこにもなかなか国・県の

支援が届いていないというのが現状だと認識しています。 

  その上で、今回まだ新型コロナの危機的な事態が克服できたわけではありませんが、今私

が非常に危惧しているのは、情報のネットワークを行政が持っていないということです。将

来、同じような問題が起こったとき、別の新型インフルエンザが出たときに、今回の教訓、

つまり事業の業態によって支援の対象と内容が違うというものが大きな問題になることがあ

り得るわけです。一番最初は宿泊と飲食だけでしたから、お土産物屋さんはどうするんだと

か、それから食材提供しているところ、酒屋はどうするんだとかいう議論がものすごく沸騰

して、補助金を出して、飲食店や旅館さんからそちらにはお金は回りませんから、そこで止

まっていたわけです。そこで、観光協会加盟者は全部支援しようとしたら、駅前のお土産物

屋さんは観光協会に入っていないとか、当然ワサビ生産者も観光協会に入っていないとか。 

  そこで、事業の業態によってではなく、事業の規模によってこちらからプッシュ型で支援

する必要性が将来はあるのではないかと思っているんです。家内産業で売上げがどれくらい、

あるいは、かなり幅広くやっていて従業員が100人いて、収益はこれくらいの事業という、

事業の規模に応じて支援する必要も将来出てくるのではないかと商工会とも相談しているん

ですが、そのネットワークがないんです。やはり個々の店の収益は開示できないとか、個人

情報がとかいう話になると。しかしそれを乗り越えないと対応できないわけです。 

  そこで、将来のために、少なくとも事業者の情報ネットワークは構築してもらおうと考え

ていたところなんですが、来年度事業で商工会がまずはそれを実施するという話を聞いてお

りますので、そこで商工会が構築しようとしているシステムが弱ければ、今確保させていた

だいている予備費等を充用して、より効果的になるものにできるように支援しようと考えて

います。 

  その上で、産業振興協議会に加盟している観光協会、それからＪＡも入っていますから、

産業振興協議会には、そのなりわいとしている農業生産をしている方々のネットワークもそ

こに入れば、今議員が御指摘のような漏れがないような状況にはなるのではないかと。ここ

は令和４年度事業の中で、まず情報ネットワークは必ず構築したいと考えております。 

○議長（小長谷順二君） 再質問はありますか。 

  三田議員。 
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○１４番（三田忠男君） 非常にいい意見をいただきました。ぜひよろしくお願いしたいなと

思います。 

  その中で、私の分野でありました８番目の77医療関係、福祉関係の事業所のいわゆる経営

状況の落ち込みとか、何かコロナの影響の経営状況の調査等はなさっているんでしょうか。 

○議長（小長谷順二君） 答弁を求めます。 

  健康福祉部長。 

○健康福祉部長（栗山信博君） 全ての事業所に調査は行っておりませんが、大きな社会福祉

法人ですとか医療機関のほうには、少し話は伺っております。 

  先ほど申し上げたとおり、やはり感染対策ですとか、ワクチンの検査キット、そういった

ものでかなりお金を使っている。あるいは医療機関につきましては、やはり診療を止めたり

ということでかなり減収になっているということは確認しております。 

○議長（小長谷順二君） 再質問はありますか。 

  三田議員。 

○１４番（三田忠男君） いわゆる観光とか旅館業者にある種の補助金が出たと思うんですが、

同じような発想の下で、事業体としてのそういった分野の人たちに、規模に応じて幾らとか

いう現金給付みたいなことは検討されなかったんでしょうか。 

○議長（小長谷順二君） 答弁を求めます。 

  産業部長。 

○産業部長（滝川正樹君） 先ほど市長も申し上げたとおり、規模に応じてというところです

けれども、私どもが今、データといいますか、資料が分からないというのが現実でございま

す。ですので、今回この２年の中での、特に経済対策におきましては、やはり申請者からそ

の売上げ等の実態を報告いただいて、その金額に応じて判断をして補助金等を支出したとい

うのが現状でございます。 

  以上です。 

○議長（小長谷順二君） 再質問はありますか。 

  三田議員。 

○１４番（三田忠男君） 私の体験ですけれども、この医療・福祉・介護等の分野は、市とい

うよりはどっちかというと国のほうを向いて仕事するもんですから、国に対する要望という

のは出るんですが、直接自治体に対する要望ってないんですが、あるいは観光とかそういっ

た商工団体の人が直接市に何とかしろというような話を持ってくると。そうすると、そうい

った情報が入りますから、市も何とかしなきゃいけないなってなるんでしょうけれども。８

番目の医療・介護の分野って、なかなかそういった要望を出さないというか、出せないって

いうか、何かちょっと違うんです。 

  そんなところの中で、先ほど市長が言ったアウトリーチみたいなことをどんどん行政が積

極的にやって、いわゆる一種の地場産業ですので、よく前から言わせてもらっていますけれ
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ども、４分の３は税金としてこの伊豆市に投入されてくるわけで、それが消費経済に回るわ

けですから、その分野の産業も、あまり産業と言っちゃいけないみたいですけれども、その

分野の事業も、伊豆市にとっては、従業員もたくさん抱えていますし、非常に大切な分野だ

と思うんです。そういったところが、経営的に落ち込んだということについて、何らかの伊

豆市としての支援策もあってもいいのかなと思って、この分野も書かせてもらったんですが、

改めて福祉事業分野で、何かそういった経営的な落ち込みのところに対する支援策みたいな

ことは検討できないでしょうか。 

○議長（小長谷順二君） 答弁求めます。 

  市長。 

○市長（菊地 豊君） これも私がずっと申し上げている伊豆市単独ではなくて、やはり伊豆

半島広域で、少なくとも、３次救急圏はかなり広いんですけれども、御存じのとおり２次救

急圏、おおむね田方医師会圏内くらいでは連携を取ってやらないと、実効性がないと思って

います。 

  私は、医療とか福祉については門外漢だったんですが、市長という職を通してやってみる

と、本当に病院が努力すると厚労省が制度を変える。お医者さんを何とか、看護師さんを何

とかって対応すると、またしばらくすると制度が変わる。本当にこんなに苦しい産業、産業

と言ったら今御指摘のように、経営管理上、こんなに制度が変わる産業ってそうそうないの

ではないかと思っているし、何十人のお医者さんが欲しいわけではない、中伊豆温泉病院と

か伊豆赤十字病院であれば、あと１人、２人のお医者さんが欲しいだけなのに、何で10年お

願いしても来ないんだろうかと思うこともあります。もう今、私の愚痴になっているんです

けれども。 

  そういった状況を重々承知した上で、この感染症対策について言えば、観光地である伊豆

市は、そのなりわいである旅館・飲食店に、お願いですから仕事を止めてくださいってお願

いをしたわけです、特に２年前の５月の連休。ところが、医療とか介護はお願いですから続

けてくださいというお願いをしているわけです。そうすると、損失補塡的な支援というもの

と、なかなか制度的になじまないものですから、実体を見ながら、その実態に即した対応策

というものを考えなければいけないので、そこはその対応策は構築されていないというのは

承知しています。 

  ここで終わるわけでありませんので、市内の医療機関を含めて、田方医師会の圏内の中で

調整を図りながら、国に申し上げるべきところ、県に申し上げるべきところはしっかり提言

していきたいと考えています。 

○議長（小長谷順二君） 再質問はありますか。 

  三田議員。 

○１４番（三田忠男君） 発信力のある市長の今の意見を聞きまして、心強く思いましたので、

ぜひその分野でも発信をお願いしたいなと。 
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  以上で終わります。 

○議長（小長谷順二君） これで三田忠男議員の質問を終了いたします。 

  ここで10時40分まで、約12分間休憩といたします。 

 

休憩 午前１０時２８分 

再開 午前１０時４０分 

 

○議長（小長谷順二君） それでは、休憩を閉じ会議を再開いたします。 

 

◇ 波多野 靖 明 君 

○議長（小長谷順二君） 次に、11番、波多野靖明議員。 

〔１１番 波多野靖明君登壇〕 

○１１番（波多野靖明君） 議席番号11番、波多野靖明でございます。 

  通告に従い、一般質問を行います。 

  件名１、消防団の施設環境と優遇措置について伺います。 

  「空気が乾燥し、火災が発生しやすい季節となっております。お休み前の火の元には十分

注意してお休みください」、冬になると毎晩、消防団が市民の皆様に夜警で声をかけながら

巡回をしてくれております。私も消防団経験者ですが、御近所からは「毎晩夜警に回ってく

れていて安心する」とお言葉をいただくとうれしくなります。火災となれば、いち早く合流

できる団員から詰所に集合。仕事が途中でも切り上げて火災現場に向かうことも多いでしょ

う。ふだんから有事の際には、昼夜を問わず迅速な対応をしていただけることに感謝をして

おります。 

  しかし、私が聞いた話で、何とかしなくてはいけないと思ったことがございます。火災発

生時に詰所からポンプ車が出動後であったため、現場近隣の商業施設の駐車場に車をとめ、

消火活動に当たったところ、鎮火後に詰所に戻ろうと車を取りに向かった際、商業施設の方

に勝手に車をとめた、邪魔だと言われたことに対し、火事だったからという言葉は自分の中

で飲み込み「すみませんでした」と謝る団員。よく聞けば、そもそも非常時に詰所に車が置

けないこともあり大変困るというお話でした。消防団活動というものは、本人の地域愛や正

義感、地域住民の理解と協力、そして行政の力強いバックアップの下になり得ると考えてお

ります。 

  そこでお伺いいたします。 

  ①市内消防団を取り巻く環境について、詰所の駐車場の有無について。②なり手不足の解

消のために現在進めていることはありますか。市長にお聞きいたします。 

  件名２、コロナ禍における市内小中学校の行事・授業について。 

  オミクロン株と思われる今回の第６波は、伊豆市でも市民の皆様に多くの感染者、濃厚接
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触者の方が出ています。そんな中で、お子さんの親御さんからの御意見を伺いました。お子

さんが濃厚接触者ということで学校に登校できず自宅待機。その間、学校からは宿題が出さ

れたが、タブレットで授業はできないのか。一般社会では、仕事、会議でウィズコロナとし

てリモートワークが進んでおります。しかし、学校で１人１台のタブレットが渡されても、

このときに活用されず、親御さんとしては授業に遅れてしまい、周りについていけなくなる

のではないかと心配になるという内容でした。コロナが流行して、はや２年が経過しようと

しています。社会的にウィズコロナの対応が進んで、学校の中でもさまざまな分野で対応し

ていると思いますが、お伺いいたします。 

  ①コロナ感染、濃厚接触者で休んでいるお子さんに、どのような対応をされましたか。 

  ②今後どのような対応が必要と考えますか。 

  ③現在のタブレットの活用状況と今後の活用方法について。 

  ④子供たちの命が優先される中、それでも学校生活に充実感を持たせるためにも、ウィズ

コロナでの学校行事をどのように取り組んでいますか。いずれも教育長にお聞きいたします。 

  件名３、伊豆市の玄関口、修善寺駅と周辺の活性化について。 

  2014年に新駅舎が完成し、東西南北に行き来できるようになったことは、市民生活におい

て大きな利便性の向上となりました。大変便利になった一方、駅利用者として、強風時、特

に冬場は風が冷たく利用者に優しくないという御意見を少数ではありますが耳にいたしまし

た。 

  そこで、バスやタクシー、送迎待ちの方にも利用しやすくするための対策は取れないでし

ょうか。また、地元有志による西口広場の有効利用やイベント企画がよく行われていました

が、コロナの影響で控えることが多いでしょう。コロナが収束したら盛大に行いたいと思っ

ている方が多いのではないでしょうか。それまで何とか持ちこたえようとしている事業者、

つらくても前を向いて頑張ろうとしている人々、多くの市民がコロナ収束とともに心から笑

顔になれる活性化を後押しする必要があると考えます。 

  そこで、近年はインターネットだけではなく、テレビなどでも見かけることが多くなった

誰でも弾けるストリートピアノを駅構内に設置するとか、あくまでも一例ですが、検討して

みてはいかがでしょうか。市長にお聞きいたします。 

○議長（小長谷順二君） 静粛に願います。 

  ただいまの波多野靖明議員の質問に対し、答弁を求めます。 

  市長。 

〔市長 菊地 豊君登壇〕 

○市長（菊地 豊君） お答えします。 

  まず、消防団についてですが、人口比では圧倒的に消防団員数の多かった伊豆市でも団員

が激減している状況で、大変危惧をしています。これまでに、実際に被災された方々に何回

かおいでいただいたことがあるんですが、本当に涙を流しながら消防団の活動に感謝をされ



－174－ 

ています。これに大きな災害が発生すれば、本当に市民の皆さんの安全と生命を守るために、

極めて大きな役割を果たしていただけるそういう消防団、何とか行政としても最大限の支援

をしていきたいと思っています。 

  そこで、これまでの経験から考えると、同年齢の団員の皆さんに声をかけていただくのが

一番効果的なようなんですが、私自身が消防団を経験していませんので、自分の実感として

は分からないのですのですけれども、私と同じぐらいの世代の今の消防団適齢者の親の皆さ

んが、中には必ずしもよくない印象をお持ちの方もいらっしゃると聞いています。そこで、

そこは大きな誤解もあるでしょうから、30年、40年前の消防団と今の消防団の活動は全く違

っているようですので、今の消防団の活動の様子をもうちょっとビジュアルに具体的に分か

りやすいように広報することも一助になるのではないかということは申し上げております。 

  詳細については、危機管理監からまた説明をさせます。 

○議長（小長谷順二君） 続いて、危機管理監。 

○危機管理監（稲村俊一君） それでは、私のほうより説明させていただきます。 

  最初に、①の市内消防団を取り巻く環境について。 

  詰所の駐車場の有無につきましては、市が管理しております消防詰所、ポンプ小屋は52か

所あり、車両が配置されている消防団詰所、ポンプ小屋は35か所でございます。このうち、

駐車スペースが確保できているのは25施設、71％になります。確保できていないのは10施設、

29％でございます。 

  ②なり手不足の解消のために現在進めていることはありますかにつきましては、今定例会

に上程させていただきました伊豆市消防団条例の改正で、消防団員の処遇改善を行うことと

しております。消防団員が勤務する事業所等への優遇制度があり、消防団協力事業所への加

入促進に努めております。また、消防団員及び同居する御家族に対する優遇措置として、ふ

じのくに消防団応援連盟事業を実施しているほか、市独自の応援事業として、伊豆市消防団

サポート事業所制度なども推進しております。消防団だよりの発行を通じて、消防団活動を

市民の方々に広く知っていただくよう努めております。これまで、11月に実施しておりまし

た秋季演習に代わり、消防フェスタを令和５年度より実施したいと考えております。 

  以上です。 

○議長（小長谷順二君） 再質問ありますか。 

  波多野議員。 

○１１番（波多野靖明君） 今、答弁ありました中で、市が管理しております消防の詰所、ポ

ンプ小屋は52か所ありというところなんですけれども、市管理以外の消防団の詰所だとかポ

ンプ小屋はあるのでしょうか。また、それは誰が管理しているのか分かれば教えてください。 

○議長（小長谷順二君） 答弁願います。 

  危機管理監。 

○危機管理監（稲村俊一君） 市管理以外の施設というものはございません。 
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○議長（小長谷順二君） 再質問ありますか。 

  波多野議員。 

○１１番（波多野靖明君） 例えば、今消防団の詰所なんですけれども、52か所あって、車両

が配置されていない詰所だとか、ポンプ小屋が35か所ということなので、残りの17か所の車

両が配置されていない消防団詰所とかポンプ小屋というのは、今現在使用されているのか。

例えば、もう使用されていない、空き家になっているとか、そういうことは把握しています

でしょうか。 

○議長（小長谷順二君） 答弁願います。 

  危機管理監。 

○危機管理監（稲村俊一君） 17か所のうち８か所につきましては、可搬ポンプを置いて、可

搬小屋として利用させていただき、点検は消防団が実施しております。残りの９か所につき

ましては資材置き場、これまで消防団が使っておりましたポンプとか、そういったものを置

いてありますので、そちらの置き場として活用しており、そのうちの４か所については、区

からの譲渡とか、借りたいというお話が来ておりますので、そのような形で進めております。

ただ、借りたいというよりは、市のほうとしては、一応もう譲渡をしたいというふうに考え

ております。 

○議長（小長谷順二君） 再質問ありますか。 

  波多野議員。 

○１１番（波多野靖明君） 例えば、駐車場が確保されていない施設というのは、実際出動時

にはどのように対応されているのか知りたいんです。駐車場がないということは、例えば、

本当に詰所の御近所の団員の方はそのまま詰所に歩いていけばいいのでしょうけれども、そ

れ以外は車で詰所に集合することが多いと思うんですけれども、そういう際に、例えば近隣

の、例えば、じゃ、先ほどの商業施設に置かせていただくだとか、近隣のお宅の駐車場を借

りてとめさせていただいているということもあるのかなと思うんですけれども、そういう際

に、どうしても消防団の詰所だとか、小さい駐車場だったりすると、ぎゅうぎゅうに詰めて

いくと思うんです。そうしたときに、例えば車がはみ出したりだとか、何かそういう近隣か

らのクレームだとか、何かそういう御意見というのは聞いていますか。 

○議長（小長谷順二君） 答弁願います。 

  危機管理監。 

○危機管理監（稲村俊一君） クレームといいますか、先ほど御質問でありました中でクレー

ムがあったよというお話があったんですが、こちらの消防団本部のほうではそういったお話

は聞いておりません。 

  一応、ふだん徒歩で来ている方が、平日ですと、やはり勤務先から来るということで、車

での参集となりますので、徒歩で来ている方は、本当に家が詰所の近くであれば、家まで行

って徒歩で来ていただくということは可能だと思いますが、そうでない方については、一応
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近隣の空いてる土地等があれば、そちらの方の、土地の所有者の了解得てとめさせていただ

いているというふうに聞いております。 

○議長（小長谷順二君） 再質問ありますか。 

  波多野議員。 

○１１番（波多野靖明君） 例えば、じゃ、今後駐車場がない詰所について、駐車場確保の見

通しというものはあるんでしょうか。例えば、団員が昔は多かったので詰所も増えてきた。

だけれども、団員が減ってきた今現在、やはり統廃合による施設の、例えば新設だったり、

そういうものも考えなくちゃいけないときにあると思います。そうした場合に、例えばしっ

かりとしたそういう駐車場の整備、建物の面積もそうなんですけれども、そういうものをし

っかりとした施設にして、駐車場も確保して、消防団もしっかりと集まれるそういう環境づ

くりというのが必要だと思うんですけれども、今、新設とか、そういうものを考えたりはし

ているのか教えてください。 

○議長（小長谷順二君） 答弁願います。 

  危機管理監。 

○危機管理監（稲村俊一君） 現在、分団の再編計画を進めているところで、ただ、まだ既存

の施設を整備して使うのか、それとも新設の新しい施設を使うのか、そちらのほうについて

はまだ決まっておりません。分団再編を考えているということですので、今度、管轄する区

域がどうしても広くなってしまうということになると、車両での参集ということが多くなろ

うかと思います。そうなってしまうと、分団再編を考えたときには、やはり駐車スペースと

いうものは、建屋の面積もそうなんですけれども、やはり選定の際の、場所を決める際の重

要な要素となってくると思いますので、こちらにつきましては、やはり消防団団員と、あと

幹部等とも協議をさせていただきまして、選定のほうは進めていきたいというふうに考えて

おります。 

○議長（小長谷順二君） 再質問ありますか。 

  波多野議員。 

○１１番（波多野靖明君） しっかりと環境を整備していただきたいなと思います。そして、

私がもう10年以上前に、全国消防団の幹部候補生研修というのを東京のほうで受けさせてい

ただきました。その際に、ある地域の消防の幹部をやられた講師の方からは、どうしても団

員が夜、晩酌をしたりだとか、お酒を飲んでしまっても、その正義感だとか責任感から、ど

うしても火事だと行かなくちゃいけないと。そして無理をして車を運転してしまうのではな

いかとか、もし車を運転しなくても火事現場では事故が起きてしまう。そう考えると、二次

災害を防ぐためにもそういう団員は、もう飲んでしまったら現場には来るな、必ず運転もす

るなということを口を酸っぱくして伝えていたというお話を聞きました。 

  伊豆市として、消防団に対する、例えば消防の詰所に集まるときもそうなんですけれども、

やはりスピードを出してしまって、例えばそこで事故を起こしてしまっては元も子もないの
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で、そういうときのための安全講習というか、何かそういうことはお伝えというか、消防団

の団員の中でもお話ということはされているのか教えてください。 

○議長（小長谷順二君） 答弁願います。 

  危機管理監。 

○危機管理監（稲村俊一君） まず、飲酒をしたら参集はしないというようなことでお話をさ

せていただいております。こちらにつきましては、確かに同じ団員が近くにいて、乗せてい

くよというようなお話がもしあったとしても、現場でどういうようなことになるか分かりま

せんので、もし現場での活動中、火災消火活動中にけが等をした場合の公務災害というとこ

ろでも、飲酒でのけがとなってしまいますので、それが保険の対象になるかどうかという話

も出てきますので、そういった意味では、やはり飲酒をした際の参集というのは御遠慮いた

だいているというのが実情であります。 

  あと、多分参集時にちょっとスピードを出してという話だと思うんですけれども、どうし

ても火災だと、やはり時間を少しでも早く参集して現場へというお話になろうかと思います。

ただ、そういったときに、大体が事故を起こしてしまうと。火災に向かう途中についてはど

うしても視野が狭くなってしまうということがありますので、そういった意味では、やはり、

いち早く着きたいというのは分かりますが、そういうところではスピードはちゃんと法令ど

おりの時速で走っていただき、参集をしていただきたいというお話を幹部のほうから団員の

ほうへは伝えさせていただいております。これは、法令遵守もそうですけれども、交通法規

をちゃんと遵守してくださいということであります。そういうことは常々お伝えをさせてい

ただいております。 

  あと、交通安全、運転講習ですけれども、こちらにつきましては、年１回、田方自動車学

校さんのほうにお世話になって、講習のほうを受けさせていただいておりますので、そうい

った意味では、それから帰ってきた団員が、ちゃんとほかの一般団員にもこういったところ

で注意されたからみんな気をつけようねという話で伝えていただいているというふうにこち

らのほうは認識しております。 

○議長（小長谷順二君） 再質問ありますか。 

  波多野議員。 

○１１番（波多野靖明君） やはり、詰所からポンプ車を運転して火災に行くときも、今はた

しか３人集まってから出動ということになっていると思うんですけれども、やはりその際も

しっかりとした、法規を守るというか、気持ちとしては焦ってしまうんでしょうけれども、

その辺も落ち着いてしっかり行動できるように、今後もしっかりと研修なり、お話しするな

り、しっかりとやっていただきたいなと思います。 

  そして、②の答弁、なり手不足の解消のために現在進めていることはということで、今現

在、３月議会のほうに上程をしていただきました伊豆市消防団条例の一部改正で消防団員の

処遇改善ということでお話は今ありましたけれども、こちらについて、例えばこれは全国的
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な改正だと思うんですけれども、他市町と比べての、例えば年額報酬等の違いがあれば教え

ていただきたいです。 

○議長（小長谷順二君） 答弁願います。 

  危機管理監。 

○危機管理監（稲村俊一君） 今回の条例改正につきましては、全国的な消防団員の減少傾向

を受けて、特に一般団員年額報酬が低いことから、出動報酬と併せて、国からの通知によっ

て処遇改善を図っております。今回、年額報酬、それと出動報酬につきましては、近隣の、

うちでいうと田方支部管内になろうかと思いますが、特に伊豆の国市、函南町さんとは一応

団員、あと出動手当等についても、ちょっと連絡を密に取らさせていただいて同額というよ

うな形になっております。 

  ただ、部長、班長、あと副分団長につきましては、特に副分団長につきましては、うちの

ところがちょっと低かったもんですから、そこは全体のバランスということで変えさせてい

ただいておりますので、団員のところにつきましては、函南町、伊豆の国市さんと調整をさ

せていただいております。 

○議長（小長谷順二君） 再質問ありますか。 

  波多野議員。 

○１１番（波多野靖明君） 消防団の協力事業所の加入促進に努めていただいているというこ

となんですけれども、現在、協力事業者というものは何件あるか把握していますでしょうか。 

○議長（小長谷順二君） 答弁願います。 

  危機管理監。 

○危機管理監（稲村俊一君） 現在、22件登録していただいています。 

○議長（小長谷順二君） 再質問ありますか。 

  波多野議員。 

○１１番（波多野靖明君） こちらの協力事業所というのは、どのような優遇制度があるのか、

確認のため教えてください。 

○議長（小長谷順二君） 答弁願います。 

  危機管理監。 

○危機管理監（稲村俊一君） こちらの優遇制度につきましては、静岡県の議員立法で条例が

できていまして、消防団の活動に協力する事業所等を応援する県税の特例に関する条例とい

うことで制定されております。期限がこの３月で切れるということで、県議会において、今

回のこの２月定例会において３年延長する予定と聞いております。 

  優遇制度ですけれども、一応対象は知事の認定を受けた法人、または個人で、要件が３つ

ほどありますが、こちらを満たす事業者に対し、県税であります事業税額の２分の１に相当

する額、100万円を限度に控除をしているものでございます。 

○議長（小長谷順二君） 再質問ありますか。 
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  波多野議員。 

○１１番（波多野靖明君） やはり、消防団員ですと、例えば市内の事業所だけではなく、市

外にお勤めの方も多いかと思いますけれども、市外の事業者でも協力事業者というものはい

るのでしょうか。 

○議長（小長谷順二君） 答弁願います。 

  危機管理監。 

○危機管理監（稲村俊一君） ４事業所ございます。 

○議長（小長谷順二君） 再質問ありますか。 

  波多野議員。 

○１１番（波多野靖明君） 例えば、どうしても職種によって火災のときに来られない団員な

んかもいると思うんですけれども、そうした場合、出動させられなかったときというのは、

事業所に対して、例えばペナルティーとかあったりするんでしょうか。 

○議長（小長谷順二君） 答弁願います。 

  危機管理監。 

○危機管理監（稲村俊一君） そのようなことは聞いておりません。 

○議長（小長谷順二君） 再質問ありますか。 

  波多野議員。 

○１１番（波多野靖明君） 安心しました。 

  先ほどの伊豆市の消防団サポート事業所制度についてなんですけれども、加盟している事

業所というのは現在何件ぐらいでしょう。また、最近は新聞等で掲載されていたんですけれ

ども、他市町の状況なんかも把握しているのか、分かれば教えてください。 

○議長（小長谷順二君） 答弁願います。 

  危機管理監。 

○危機管理監（稲村俊一君） 伊豆市の加盟事業所につきましては、現在３事業所あったんで

すが、ちょっと辞退がありまして、２件になります。ほかの他市町ですけれども、三島市さ

ん、あと伊東市さんにつきましても、やはり事業所数は非常に多く持っています。三島市さ

んでもやはり38店舗という形でやっておりますので、伊豆市につきましても、伊豆市の商工

会様とかを窓口にさせていただきまして、また協力のほうをさせていただきたいというふう

に考えております。 

  これにつきましては、団員もこういった事業所があるよというお話をしていただけるとあ

りがたいなと思っていますので、また団員からの加入促進を図っていくというのも、協力事

業所のお願いをしていきたいというふうに思っております。 

○議長（小長谷順二君） 再質問ありますか。 

  波多野議員。 

○１１番（波多野靖明君） ３店舗あって、１店舗のほうが今はやられていないということな
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んですけれども、これはどのような理由だか、お答えできれば。 

  例えば、以前私が聞いたところですと、事業所さんのほうが、やっぱり消防団の経験者だ

ったので、消防団を一生懸命応援したいということで割引制度をやったんですけれども、利

用者が多くてなかなか今度利益につながらなくなってしまったので、少し休止というか、そ

ういうようなお話も聞いているんです。そういうことでよろしいでしょうか。 

○議長（小長谷順二君） 答弁できますか。 

  危機管理監。 

○危機管理監（稲村俊一君） 今回ちょっと辞退をという事業所さんにつきましては、非常に

ありがたいパーセンテージの優遇制度でやっていただいておりました。 

  ただ、今は結構カードでの支払いというものがありまして、そちらのカード会社との手数

料っていうんですかね、そちらのほうも今度加味されてしまうということで、どうしても自

分の手元に残る金額が少なくなってしまうということで、今回ちょっと辞退させてほしいと。

ただ、違う形で今後検討してもらいたいということでお願いのほうはさせていただいており

ます。 

○議長（小長谷順二君） 再質問ありますか。 

  波多野議員。 

○１１番（波多野靖明君） やはり、今はキャッシュレスが進んできておりますので、カード

利用とかあれば、値引きした上にさらに手数料も引かれてしまうということなんでしょうね。

それでも一生懸命応援したいといって、特に何の補助もなく頑張っておられる事業者さんも

いるので、ぜひ伊豆市としても何らかの支援をしていただきたいなと思います。 

  例えば、今広報のほうでも、多分このサポート事業所のほうは、広告とまではいかないん

でしょうけれども、掲載をさせていただいていたかなと思います。やはりそういう宣伝効果

として活用していただいたりだとか、あとは、どうしても個々の商店で割引となると、なか

なか厳しいものもありますので、ポイント制にするなり、そういうようなことも考えていた

だきたいなと思っております。 

  私が平成29年に一般質問させていただいたときには、商工会と連携をして進めてまいりた

いというお答えだったのですが、今後はどのように考えているでしょうか。 

○議長（小長谷順二君） 答弁願います。 

  危機管理監。 

○危機管理監（稲村俊一君） 議員が今御提案のポイント制等につきましては、今後やはりい

ろんな形で検討していかなきゃならないと思いますので、どうしたら協力事業所としてサポ

ートしてもらえるかということも含めまして進めていきたいと、検討していきたいというふ

うに考えております。 

  あと、加盟していただければ、市の広報紙とか市のホームページのほうにも、一応事業所

として掲載されますので、やはりそういう部分では宣伝効果にもなるのかなというふうに考
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えておりますので、そういうところも一つのアピールとして加入促進を進めていきたいとい

うふうに考えております。 

○議長（小長谷順二君） 再質問ありますか。 

  波多野議員。 

○１１番（波多野靖明君） ありがとうございます。 

  例えば、先ほど第１答弁のほうで、秋季演習に代わり消防フェスタを令和５年度は考える、

検討していくということでしたけれども、例えば、令和４年度は秋季演習はなく、次年度の

消防フェスタのほうに力を入れていくということでよろしいでしょうか。 

○議長（小長谷順二君） 答弁願います。 

  危機管理監。 

○危機管理監（稲村俊一君） コロナ禍でこの２年、令和２年度、令和３年度と、秋季演習の

ほうは中止にさせていただいております。この令和３年度に秋季演習から消防フェスタの開

催へ移行しましょうということで決まったところでございます。これにつきましては、消防

団員の負担軽減、秋季演習ですと１か月近く練習をしたりする分団等もあったりするもので

すから、どうしても団員への負担が大きくなってしまうということで、負担軽減と、あと、

新規団員の加入促進、あと消防団のＰＲを目的として消防フェスタにしたらどうかというこ

とでなりました。 

  フェスタ開催内容については、来年度、令和４年度に他市町ではもう消防フェスタを開催

しておりますので、そういったところの他市町のフェスタを視察させていただきながら、開

催する内容、消防団単独でフェスタという形でやるのか、何か既存のイベントと一緒になっ

てやらせていただくのかとか、そういった意味も兼ねまして、令和４年度はちょっと検討し

ていきたいと。そして、令和５年度に消防フェスタを開催したいということで、令和５年度

からというふうにさせていただきました。 

○議長（小長谷順二君） 再質問ありますか。 

  波多野議員。 

○１１番（波多野靖明君） いずれにしても、体を張って現場に向かう消防団員の環境の整備

ということをしっかりお願いいたします。 

  次へお願いします。 

○議長（小長谷順二君） それでは、コロナ禍における市内小中学校の行事等について答弁願

います。 

  教育長。 

〔教育長 梅原賢治君登壇〕 

○教育長（梅原賢治君） コロナ禍における市内小中学校の行事・授業についてです。 

  まず、①のコロナ感染、濃厚接触者で休んでいる子供への対応についてですが、２月に入

り、３つの小学校で濃厚接触者となり休んだ児童に対し、タブレットを活用して朝の会への
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参加、端末ソフトを使ったドリル学習等を行った学校があります。特に、オンラインで健康

観察を行ったときに、クラスの友達の温かい言葉をかけてもらったことが大変励みになった、

そのような声も聞かれました。濃厚接触者が多かった中学校では、タブレットを利用して、

ドリル学習や日記の提出等、家にいる生徒とのコミュニケーションに活用しました。また、

欠席者が学校へ復帰してからタブレットで個別の補習ができたことは、高校入試前の３年生

に対して効果的な活用ができたと思っています。もちろん、コロナに感染してしまった児童

生徒は、安静に過ごし健康状態の回復が最優先になりますし、学校に復帰してから、個に応

じた心のケアも行っています。 

  次に、②の今後の対応、それから③の現在のタブレットの活用状況及び今後の活用状況に

ついて、併せて御説明いたします。 

  現在、１人１台端末の家庭での活用については、各学校で持ち帰りの試行を行い、ふだん

から家庭でどのような学習や活用ができるか検討を進めております。コロナによる学級閉鎖

など緊急時の対応として、現在でも端末の持ち帰りを進めており、端末に入っている「ｅラ

イブラリー」というドリルができる学習ソフトを使って、単元に合った内容を使用すること

ができます。その際には、情報提供の工夫やほかの選択肢も増やしていくことが大切ですの

で、今後は連絡ツールとしても活用しながら、緊急時でも学習を止めない工夫を進めてまい

ります。また、このようなことができない子供たちについては、紙のプリント等によるサポ

ートも行っているところです。 

  ④のウィズコロナでの学校行事をどのように取り組むかですが、本年度の入学式、それか

ら運動会、体育祭などは、来賓や見学者の数を少なくするなど、規模を縮小してできる限り

行いました。また、卒業式も議員にも御参加をお願いしているところですけれども、感染対

策に配慮しながら、最小限の参加者を迎えて行う予定です。修学旅行については、県外を目

的地にすることは難しい状況が続き、学校は大変悩んでおりました。市内への宿泊に変更し

たり、それから日帰りでの代替措置で実施しました。このようなときに、両方の意見があり

まして、ぜひ連れて行ってほしいや、連れて行かないでほしい、両方の意見のはざまで大変

悩んでいたことはお伝えしたいなと思います。 

  今後も、文部科学省から示されている対応マニュアルや、その時点での感染警戒レベル等

を確認して、各校で十分な対策を取りながら取り組んでまいります。２年間、コロナ感染に

対処してきた経験を生かして、活動の対象地域や内容についても柔軟に工夫しながら、子供

たちの思いにも応えられるよう学校行事を計画してまいります。 

  以上です。 

○議長（小長谷順二君） それでは、再質問ありますか。 

  波多野議員。 

○１１番（波多野靖明君） １番のタブレットを活用したということで今お話があったんです

けれども、コロナの濃厚接触者で学校を休まなくてはいけなくなったお子さんの保護者の方
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から相談で、タブレットの活用がなくて授業の遅れが心配だという声がつい最近届いたんで

す。それでこの質問をさせてもらっているんですけれども、学校の対応っていうのは、教育

委員会のほうで統一をしていないのでしょうか。また、そういった声というのは、学校だと

か教育委員会さんのほうには直接は届いていないのか、分かれば教えてください。 

○議長（小長谷順二君） 答弁を求めます。 

  教育部長。 

○教育部長（佐藤達義君） まず、濃厚接触者等で出席停止になる、もちろん日数にもよりま

すが、先ほど教育長から御説明したとおり、幾つかの学校ではタブレットを持ち帰り、中の

学習ソフトを活用していただいています。また、タブレットを持ち帰らない場合は、プリン

トを届けるなどということでサポートをしている状況です。 

  今年度は、コロナの対応含め、試行的な取組を何とかこう進めてまいりましたので、今議

員のお話もありましたが、来年度は情報を共有する中で、特に緊急時の対応を統一的に進め

てまいりたいと思います。また、各学校には個別にいろんな御父兄の方から御質問や御意見

はいただいていると思うんですが、教育委員会のほうには直接的なお問合せはございません

ので、学校の中で今できることはこういうことですということで御説明させていただいてい

ると考えております。 

○議長（小長谷順二君） 再質問ありますか。 

  波多野議員。 

○１１番（波多野靖明君） どうしても、子供、お子さんですと、自分の経験から、自分のこ

となのであれなんですけれども、例えば、親に学校の行事のことを伝えるのに、言葉足らず

でしっかり伝えられないと、プリントを渡すだけだったりするんですね。そうすると、どう

しても親子の間で情報共有ができなくて、私なんかよく怒られたんですけれども。そういう

こともあり得ると思いますので、ぜひ今おっしゃったように情報共有、お子さんも保護者の

ほうも情報共有ということをしっかりとなさっていただきたいなと思っております。 

  例えば、タブレットの活用なんですけれども、何名ぐらい生徒さんが利用されたのか、ま

たオンライン学習というのは、１日どのくらい行われたのか。時間だとかそういうものが分

かれば教えてください。 

○議長（小長谷順二君） 答弁願います。 

  教育部長。 

○教育部長（佐藤達義君） 先ほど、３校でということで２月の状況を御説明いたしましたけ

れども、２月からこの３月にかけて、小中学校合わせまして37名が利用したと聞いておりま

す。持ち帰りの端末の中には、先ほど申し上げたとおり学習ソフトが入っておりますので、

その学習ソフトを使った時間というのはなかなか把握できない状況でございます。また、朝

の会というミーティングができるソフトがある中で、そこは数分、一番最初に健康状態を確

認したりというところですので、そこは比較的短い時間ということで、ドリルについては時
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間的には確認ができていない状況でございます。 

○議長（小長谷順二君） 再質問ありますか。 

  波多野議員。 

○１１番（波多野靖明君） ②、③のことなんですけれども、昨日、杉山武司議員の回答の中

で、各学校の先生方で組織された情報教育委員会というものがあるとお聞きしました。段階

的な取組の目標設定ですとか、あるいはＩＣＴを活用した授業の好事例の共有を通して、そ

れぞれの授業においても工夫を重ね、子供たちの創造性や力を引き出すという目標に向けた

活用を進めてまいりたいと考えておりますという答弁がありました。この情報教育委員会と

いうのは、今回のコロナ第６波での活用については、どのような取組、また学校同士で、ま

た教育委員会さんのほうで、情報共有というのはされているか教えてください。 

○議長（小長谷順二君） 答弁願います。 

  教育部長。 

○教育部長（佐藤達義君） まず、情報教育委員会についてですけれども、伊豆市の全教職員

の方を統括して教育センターということで様々な事業を行っていただく中で、例えば教育課

程ですとか、学校保健ですとか、学校図書という様々な分野で各学校の先生を配置してやら

れて検討を進めていただいている中に情報教育委員会というものがございます。これまでも

ＩＣＴの活用ですとか、情報に絡めたことを情報共有していただいたり、今年度どのように

進めようかという会議を持っていただいてきました。特にここ２年につきましては、このＧ

ＩＧＡスクールでＩＣＴの活用を急速に進めなければならないということで、密に情報共有

をしていただいています。 

  来年度、さらに強化をしていきたいんですが、今年度についても授業で取り組んだ事例を

共有し始めたり、来年度は、段階的というのは、例えば高学年ですと第１段階でこういうと

ころまでやろうっていう皆さんで協議する基をこの委員会で検討していただくべく今年度も

検討を進めていただいているところでございます。 

○議長（小長谷順二君） 再質問ありますか。 

  波多野議員。 

○１１番（波多野靖明君） どうしても親御さんのほうからは、タブレットがあるからすぐに

何でもできるだろうという感覚の方もいますし、なかなかタブレットっていうのをふだん触

ることがないので、不慣れな方もいると思います。子供たちはすぐ覚えるけれども、なかな

か職員の先生方だと難しいところもあると思うんですけれども。 

  やはり、ウィズコロナと言われて２年近くたちます。その中で、どうしても市民目線でい

きますと、持ち帰ってそういう宿題だとか、なかなかまだできていないのかなっていう感覚

もあると思うんです。ぜひ議会のほうでも、しっかりと大きな予算を使ってやっていますの

で、例えばそういうタブレットとかをしっかり活用しているよと、そういうような情報提供

なんかも今後はしていただければ幸いだと思いますので、その辺はどのように考えています
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か。 

○議長（小長谷順二君） 答弁願います。 

  教育部長。 

○教育部長（佐藤達義君） まさしく情報の提供や情報共有が大切だと感じておりまして、今

年度、この２月、３月に取り組んでいただいた学校の取組も、来年度はほかの学校に広げら

れる好事例だと考えております。 

  また、Ｗｉ－Ｆｉの問題も以前からありましたけれども、来年度は、例えば就学支援が必

要な御家庭には、通信費の補助の新たな制度を設けたり、ルーターの貸出しなどの準備もし

ておりますので、いよいよ段階的に進めるところを学校と共に検討してまいりたいと考えて

おります。 

○議長（小長谷順二君） 再質問はありますか。 

  波多野議員。 

○１１番（波多野靖明君） すみません。20分過ぎてしまったんですけれども。 

  学校行事や修学旅行なんですけれども、今回コロナ禍ということで、市内の旅館やホテル

さんに宿泊して、そういう宿泊体験だとか、市内の郷土だとか歴史について勉強されたと聞

いております。大変すばらしい活動だと思っております。 

  ただ、なかなかコロナのまん延防止なんかも延長された中で、急遽宿泊が日帰りになって

しまって、お子さんが残念がって親御さんも残念だったというお声を聞いております。その

ときの、例えば判断というのは、医者ではないので難しいところもあると思いますけれども、

そういうところで、市民から何かお話というか、御相談というものがあったかどうか教えて

ください。 

○議長（小長谷順二君） 答弁願います。 

  教育部長。 

○教育部長（佐藤達義君） 最後の御相談のところの、教育委員会のほうに直接修学旅行の形

態ですとかについてのお問合せというのはないんですけれども、もちろん各学校では、御家

庭に丁寧に説明をして、御家庭の中からも御質問はあったかと思います。 

  この判断というのは非常に難しくて、もちろん学校は子供たちのことだけではなく、授業

を進めるのを大前提に考えておりますが、例えば、市内のコロナの蔓延状況を考えると、安

全面も考えた中で、各校長先生が最後は苦渋の決断をして、より安全に宿泊をせずにという

対応を取った学校もありますので、難しい判断ですけれども、安全と子供たちの思いを両方

考えながら、やはり判断していかなければならないというふうに考えております。 

○議長（小長谷順二君） 再質問はありますか。 

  波多野議員。 

○１１番（波多野靖明君） 今回、第６波でいろいろ経験をされて協議もされましたと思いま

すので、今第７波というのも最近は耳にすることがありますので、ぜひそのときには、緊急
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時の対応ということで、しっかりとタブレットの利用なんかも構築されたような状態で進ん

でいっていただければなと思います。 

  すみません、次でお願いします。 

○議長（小長谷順二君） 続きまして、伊豆市の玄関口について答弁願います。 

  市長。 

○市長（菊地 豊君） 総合政策部長に答弁させます。 

○議長（小長谷順二君） 続いて、総合政策部長。 

○総合政策部長（新間康之君） それでは、３つ目の御質問についてお答えをさせていただき

ます。 

  修善寺駅は、西口、南口、それから北口の３方向が通路となっておりまして、吹き抜けの

開放的な空間を創出しているほか、効率的な動線を確保しており、駅利用者の皆様には利用

しやすい駅であると認識しております。現在、風が強い日には、伊豆箱根鉄道の判断により、

西口シャッター全面、南口のシャッターの一部を閉め、構内への風の流入を防ぎ、寒さ対策

を行っております。また、バス乗り場については東海自動車の待合室が常設されており、風

及び寒さ対策が講じられております。駅広場は、地域活性化のための展示や、選挙における

投票所の設置など、様々な利用がされております。利用者に配慮した対策については、広場

の利用状況を見ながら検討したいと思っております。 

  それから、ストリートピアノにつきましては、近年、多くの都市の駅などに設置され、誰

でも気軽に音楽に触れる機会を提供するだけでなく、まちの活性化につながる取組として注

目をしております。しかしながら、一方で、設置に当たっては、設置場所の確保、それから

管理上の問題や騒音対策など、解決すべき多くの課題がございますので、それらの課題への

対応も必要となってまいります。駅を利用する人が楽しく待ち時間を過ごす、地域の人々に

駅を楽しんでもらうという観点から、西口広場の有効活用も含め、どういった取組がふさわ

しいのか、駅全体の在り方についてまずは検討したいと考えております。 

  以上です。 

○議長（小長谷順二君） 再質問はありますか。 

  波多野議員。 

○１１番（波多野靖明君） 結構いろいろと考えておられるのかなと思うんですけれども、修

善寺駅をベースとして、駅周辺の活性化の取組っていうのは、現在やられていることってい

うのを確認のために教えてください。また、今後の予定についてもあれば教えてください。 

○議長（小長谷順二君） 答弁願います。 

  市長。 

○市長（菊地 豊君） 実は、本当は周辺整備事業の拡大事業をやりたかったんですけれども、

相当市全体のスケジュールが遅れていますので、残念ながらそこまで入れませんでした。 

  ぜひ、この機会に修善寺駅というものを皆さんに考えていただきたいのですが、伊豆箱根
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鉄道修善寺駅って、我々は今、日常生活の一部で、何かあって当たり前と感じていますけれ

ども、もし仮に、昔のように大仁駅までしかなかったとしたら、全く伊豆市は変わっていま

すよね。あれは伊豆箱根鉄道の駅というよりも、私たちの駅だという感覚をかなり強く持っ

ていただいて、自分たちが使うという意識をもっと市民に訴えていきたいと思っています。 

  市長の立場からしますと、１つには市民のターミナル駅、それから観光客の皆様に対する

受入れ口、それから、実はもう一つは、やっぱりバスとの接点なんです。今地元の方や産業

振興協議会に、将来的には毎日曜日にイベントをお願いしたい。まずは一月に１回でも結構

ですとお願いをしているんですが、その延長線上には、イベントをやるときに、市民にバス

で修善寺駅に行くという癖をつけていただきたいんです。路線バスに１回乗れば、２回乗れ

ば、３回乗れば、バスのよさが分かってきますので、そのためにも駅のイベントを使いたい

というのがあって、そういったこちらの裏の目的といいますか、狙いといいますか、そうい

ったものも視野に入れながら、まずは駅の使い方、活性化というものは考えていきたいと思

っています。 

○議長（小長谷順二君） 再質問はありますか。 

  波多野議員。 

○１１番（波多野靖明君） 修善寺駅のやっぱり取組というのは、私大事だと思っています。

正直これはちょっと言いにくいところもあったんですけれども、よく駅の周辺の人間、私は

横瀬が実家だったんですけれども、駅周辺だと、修善寺の中心というのは修善寺駅だってい

う方もいますし、いや、温泉場のほうに行けば温泉場だと、いろんな声があります。だけれ

ども、やっぱりこの修善寺駅と温泉場一緒になって、やっぱり温泉街というか、一つのまち

にやっぱりなっていくと思っていますので、ぜひこの活性化というのは、私は取り組んでい

ただきたいなと思っています。 

  以前、これ個人的に視察というか、ちょっと見に行ったことがあるんですけれども、山梨

県の韮崎の市民交流センターニコリというものがありまして、その中に行くと、例えば、コ

ミュニティラジオのスタジオがあったり、大きな会議室が８つありました。あとは、音楽室

があったり、移住・定住の相談窓口があったり、地域の偉人の資料館、あとは図書室もあっ

た。そして子育てセンターもあるし、そういう相談センターもある。そして子供たちが勉強

できるスペースなんかもあったんです。また、市民の皆さんが交流できるようなスペースも

確保されていました。これはもともと商業施設、イトーヨーカドーさんの建物を市のほうが

借り入れたんだか買ったのか、それで市のほうで使用しているというお話を聞きました。 

  そういうものは、なかなか修善寺駅では難しいかもしれませんが、空き店舗とかを利用し

て、オリンピックのときもそうですけれども、そういう活用ってされていると思いますので、

飛び飛びでもいいので、何かそういう駅の周りに人が集まる、駅が元気になるようなことを

やっていただければいいなと思っています。 

  市長としては、やはり牧之郷駅なんかもあると思いますけれども、その辺の一体の整備に
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ついて、少しお話しいただければと思いますけれどもいかがでしょうか。 

○議長（小長谷順二君） 答弁願います。 

  市長。 

○市長（菊地 豊君） 客観的に、三島駅から修善寺駅までの駅の特性がどういうものである

かをやはり今ちょうど考えるタイミングだと思うんです。 

  伊豆箱根鉄道さんがつくったユーチューブも笑いまくって、修善寺駅は乗降客数４番目で

すか、びりが牧之郷駅なんだけれども、その間に伊豆総合高校があるわけです。県立高校が

２駅使えるんです本当は、等距離にありますから。 

  それから、私測ったわけではないですけれども、修善寺駅と牧之郷駅の間の距離というの

は、三島駅と広小路駅くらい近いんじゃないでしょうか。歩いて行ける距離、つまり修善寺

駅を一つのターミナル駅として見る視点と、牧之郷駅とセットで見る視点と、両方あってい

いと思うんです。ですから、柏久保からその牧之郷に移る辺りは、２駅が使える住宅地とし

て、伊豆市の風情にあった住宅地としての魅力は高いでしょうし、修善寺駅については、や

はり観光駅という意味もありますから、そこが、天気がよければ修善寺温泉まで２キロ歩く

方がいらっしゃるわけですから、その修善寺温泉への入り口、ゲートウェイとしての修善寺

駅の在り方というものももう一回考えてみる時期でしょうし、この修善寺駅、牧之郷駅の将

来像というものは、ものすごく大切な視点だと思って、改めて市民の皆さんと一緒に考える

場を設けたいと思っています。 

○議長（小長谷順二君） 再質問はありますか。 

  波多野議員。 

○１１番（波多野靖明君） 市長の答弁、前向きに考えていただけるという答弁だと思います

ので、まちづくりという観点でも大事ですので、ぜひいろいろと検討していただきたいと。

やはり、あと風よけも、少しこう、選挙の投票所みたいなものでもなくてもいいので、もう

少し風がよけられるような対策というのを伊豆箱根さんと一緒に、何か考えていただければ

いいなと思います。 

  以上で終わります。 

○議長（小長谷順二君） これで波多野靖明議員の質問を終了いたします。 

  まだ残り12時まで20分以上ありますので、続いて、次の質問に入りたいと思います。 

 

◇ 星 谷 和 馬 君 

○議長（小長谷順二君） 次に、８番、星谷和馬議員。 

〔８番 星谷和馬君登壇〕 

○８番（星谷和馬君） ８番、星谷和馬でございます。 

  議長の許可を得ましたので、一般質問をさせていただきます。 

  まず、１点目です。奨学金制度についてです。 
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  令和４年度主要事業に奨学金制度が記載されていません。人口減少、空き家対策でもあり、

大変重要な事業です。コロナウイルスにより、学生はアルバイト代が減少し、親の年収増も

期待できません。そのため奨学金受給者が増加しております。この制度は、学生、若者のＵ

ターン、Ｉターンを促し、そして地域、特に田舎では大変喜ばれ、活力にもつながります。 

  下記について質問いたします。 

  １、過去２年間の実績、また検証はいかがですか。２、事業の見直し、拡大はしませんか。

３、給付型奨学金の導入はしませんか。 

  件名２、美術館建設についてです。 

  美術館は文化を広める観光資源でもあります。そして、修善寺温泉の活性化、繁栄をもた

らします。美術品は郷土資料館が閉館して約６年間公開されておらず、倉庫に眠ったままで

す。日の目が当たってこそ文化が開花されます。美術館建設に向けての調査、課題はどうか。

また、その後の進捗状況を伺います。建設場所、面積、建設費、ランニングコスト等です。

よろしくお願いいたします。 

○議長（小長谷順二君） ただいまの星谷和馬議員の質問に対し、答弁を求めます。 

  市長。 

〔市長 菊地 豊君登壇〕 

○市長（菊地 豊君） 奨学金制度について、産業部長に答弁をさせます。 

○議長（小長谷順二君） 続いて、産業部長。 

○産業部長（滝川正樹君） それでは、私のほうからお答えをさせていただきます。 

  まず、１点目、過去２年間の実績でございますが、現時点において、実際の補助に至った

ケース、活用実績はございません。 

  これを踏まえての検証でございますが、昨年度の制度導入以来、商工会を通じたチラシ配

布や市ホームページによる補助制度の御案内のほか、職員が直接市内事業所を訪問し、補助

制度の御案内と返還支援制度の創設についてのお願いやヒアリングを実施してまいりました。 

  結果として、補助の対象となる奨学金返還支援制度を実施している事業者は、把握できて

いるところで２社あり、当補助制度に興味・関心を持ち、前向きに検討いただけるとの事業

者もございましたので、今後、事業者における返還支援制度創設、さらには補助制度の活用

を期待しているところでございます。 

  今後も補助制度の周知に努めながら、事業所における返還支援制度の創設を推進していき

たいと考えております。 

  ２点目、事業の見直し、拡大についてでございますが、この制度は従業員の経済的負担を

軽減する制度を有することによる企業のイメージ向上や雇用確保の促進など、市内中小企業

の維持・発展を目的に構築したもので、引き続き制度活用のための周知や促進に努めてまい

ります。 

  一方で、先ほど申し上げましたとおり、事業化から２年が経過した現在においても補助の
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実績がないことも事実です。本制度が市内の中小企業者や対象の学生、若者のニーズに合致

していないところもあるのではとの御指摘もあることを踏まえ、必要があれば制度の見直し

も検討していきたいと考えております。 

  ３点目、給付型奨学金の導入でございますが、若者の人材確保、Ｕターン、Ｉターンや定

住の促進を目的として実施している市町があることは承知しておりますが、一方で、制度構

築後にＵターン、Ｉターンに関する有効性を検証した結果、こうした制度を廃止した自治体

もあり、Ｕターン、Ｉターンを促進するという制度の目的に合致しない恐れもあることから、

慎重な検討が必要であると考えております。 

  以上です。 

○議長（小長谷順二君） 再質問ありますか。 

  星谷議員。 

○８番（星谷和馬君） 伊豆市は、中小企業等奨学金返還支援補助金という名の下で実施して

おります。令和４年度は180万円の予算を計上しております。 

  私は、もっと幅広くという観点から、あえて奨学金制度という名で質問させていただきま

した。また、昨年12月定例会で、ほぼ同じ内容で一般質問をしましたので簡潔にします。ま

た、ともに違った角度から質問をさせていただきます。 

  まず、過去２年間の実績が全くないということですよね。そして令和４年度は15名を予定

しているということですよね。そして12万円掛ける15ですから180万円を計上しているとい

うことです。そうしますと、実績がゼロなのに令和４年度は15名の方ということは、ちょっ

と理解できないんですけれども、その辺についてちょっと説明していただけますか。 

○議長（小長谷順二君） 答弁願います。 

  産業部長。 

○産業部長（滝川正樹君） 先ほど私、補助に至った実績はないという御説明させていただき

ましたが、ちょうど先週でございます、市内の企業から、こちらへの申請がございました。

現在は審査中といいますか、補助に確定できるかという審査をしている段階でございますが、

そういって職員が個々の事業所を回り、また周知することによって制度を活用いただける事

業所もございます。 

  ですので、私どもとして、この15の積算の根拠というのは、はっきりしたまだ当然実績が

ない中でございますけれども、限りなく市内の企業の皆様に御活用いただきたいというとこ

ろで、予算を確保する意味で15件とさせていただきました。 

  以上です。 

○議長（小長谷順二君） 再質問ありますか。 

  星谷議員。 

○８番（星谷和馬君） 現在、２社と検討中とかとおっしゃいましたけれども、いろいろな形

で企業さんが手を挙げていただけると、本当にうれしく思います。ですから、この事業は地
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道にこつこつやっていただくということしかないんです。本来ならば企業ベースで考えるな

らば、３年間にわたって実績がない場合は、これは間違いなく事業としては成り立たないし、

廃止なんですけれども、市ですから、より丁寧に説明をお願いします。 

  そして、市内の企業さんというのは、残念ながら中小企業ばかりなんです。中小零細企業、

大企業はないんです。そうしますと、やっぱりいろいろな面、大企業に比べて見劣りするん

ですよ、残念ながら。所得の面だとか、福利厚生だとか、休日のことだとか。そういうこと

を照らし合わせたときに、市内の企業さんにも、前にも質問しましたけれども、枠を広げる

とか、そういうような形というのは、まだ検討はされていないんでしょうか。 

○議長（小長谷順二君） 答弁願います。 

  産業部長。 

○産業部長（滝川正樹君） 星谷議員とも以前にこのお話をさせていただいたかと思いますが、

この制度はあくまでも市内中小企業の維持・発展ということを目的にした場合に、今、多分、

議員がおっしゃられているのは、市内にお住まいになる若者が、新卒者であっても、市外へ

の企業に勤めた場合、その外の企業にも補助という御意見かというふうに理解した上でお答

えさせていただきますと、先ほど申し上げましたとおり、あくまでも我々としては、市内の

中小企業のその制度を活用した雇用確保、若者の確保ということを目的にしている以上、や

はり市外の事業者へまで発展をするということは、今のところ検討はしておりません。 

  以上です。 

○議長（小長谷順二君） 再質問ありますか。 

  星谷議員。 

○８番（星谷和馬君） 部長の言うことは分かるんですけれども、実績がないということは、

やっぱり見直し、拡大ということを、やっぱり次のステップとして考えるべきなんです。 

  伊豆市の人口を見てください、減りに減っています。それで若者の人口層は少ないんです。

若者の層を学生を取り戻すということが、この制度としては、見直しというのは絶対に伊豆

市ではやる必要があると思うんです。その辺が部長と僕との違いをうんと感じます。 

  この事業は、とても大切で必要な事業だと思っているんですけれども、意見の相違という

のはとても残念ですけれども、市長、いかがでしょうか。部長と僕とはちょっとなかなか意

見に相違があるんですけれども。 

○議長（小長谷順二君） 答弁願います。 

  市長。 

○市長（菊地 豊君） 本件については、議員からの御質問の３番目に、給付型奨学金という

内容も入っていて、したがって、この件については、教育なのか、産業なのか、人口なのか

という、やっぱり視点が必要なんだろうと思います。 

  高等教育の無償化とか、いろいろな話があるんですが、憲法上、教育の自由は能力に応じ

てということになっていますので、大学受験資格で大学に入れるような、ドイツのような、



－192－ 

フランスもそうだったかもしれませんけれども、そこをクリアすると大学は無償でというふ

うになるんですが、日本の場合には、そういうことになっていないので、高等教育の給付型、

あるいは無償化というのは、そことの整合性、つまり能力に応じて等しく自由な教育を受け

るというところとの整合性で、教育の視点からは少し課題がある。 

  産業の観点から申し上げますと、独り親家庭の支援策にあるように、伊豆市が雇用先とし

て、今、確保すべきなのは、これから従業員不足が、もう劇的に顕在化する観光事業におけ

る従業員不足、それから医療、介護、全く従業員不足です。それから一部市内には、製造業

も林業もありますけれども、林業なんかでは若い人たちが増えている。そうすると、私たち

が求める人材を支援するということになるわけです。そこと、この奨学金の制度がどのよう

に適用できるかという課題が一つ。 

  人口減少対策からいけば、これはやはりストレートに住宅の支援などのその移住される方

に対する直接支援のほうが現状は効果があるのではないかな。その類いの事業のほうが効果

があるのではないかなという気がしています。 

  先般、宅建事業者の方々に話を伺ったんですけれども、やはり市内のアパートというのは、

価格帯は高いんだそうです。ですから、いわゆる三島市沼津市圏に就職された方々が、最初

は、結婚するまで集合住宅を選ぶときに、伊豆市は遠くて高いという相場なんだそうです。

そうすると、人口対策としては、そういった直接的な支援をする事業のほうが効果的なので

はないかという考えに至るわけです。 

  そういったものを勘案しながら、奨学金の制度というものが、どの視点で、どのような施

策を組むのが一番効果的なのかということについては、先ほど議員から御指摘がありました

ように、やっぱり見直すべき内容はあるのかなと、このように考えています。 

○議長（小長谷順二君） 再質問ありますか。 

  星谷議員。 

○８番（星谷和馬君） ありがとうございます。 

  市長は、先ほどいろいろな形で意見、答えていただきました。私は、この奨学金制度とい

うのは、人口減少対策でもあり、そして教育部の問題でもあり、そして産業部の問題でもあ

り、すなわち伊豆市全体の形をつくるものだと、自分は思っております。 

  そこにおいて、空き家対策にもなるんですよ。田舎行けば、いわゆる日本では今800万世

帯の空き家がある。伊豆市でも人口減少によって大変なことが起きる。これは学生が卒業し

て、若者が帰ってくれば大きな空き家対策にもなるんです。 

  そういうことも含めて、全体として事業の見直し、拡大はいかがでしょうかということを

述べたんです。そういうことを含めて答弁がございましたらお願いします。 

○議長（小長谷順二君） 答弁願います。 

  産業部長。 

○産業部長（滝川正樹君） 先ほど市長が申し上げましたとおり、この議論につきましては、
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やはり目的を明確にしなければならないというふうには思っております。先ほど市長、申し

上げましたとおり、これが教育なのか、産業なのか、人口減少なのか、それぞれの視点、今、

星谷議員からは、これ全体だという御意見、お話をいただきました。 

  そういった意味で、先ほど私もお答えさせていただいたとおり、２年間でなかなか実績が

上がらないということは、実際、私どもとしては産業という視点を強く持って制度を構築し

たところではございますが、その中で見直すべきところというのが当然あれば、見直してい

かなければならないというふうには考えております。 

  以上です。 

○議長（小長谷順二君） 再質問ありますか。 

  星谷議員。 

○８番（星谷和馬君） 答弁、よかったんですけれども、組織というのは硬直しちゃいけない

んです。企業でもそうです。縦のラインがしっかりしちゃっていると駄目なんです。事業部

が強くても駄目、横のラインという形で、僕は、産業部もあり、教育部もあり、人口減少、

空き家でもある。全て総合的に判断をしていただきたいということで述べたわけですから、

その辺はぜひ協力というか、御理解ください。 

  そして、給付型奨学金制度なんですけれども、これはさっき答弁していただきましたとお

り、自治体によってはやっぱり廃止したところもございます。でも伊豆市の場合は見てくだ

さい。伊豆市の地形、制度ということを考えたら、これは逆に力を入れるべきじゃないんで

しょうかなというような感じなんですね、私としては。 

  ですから、給付型奨学金制度の導入はいかがでしょうかということで、意見を述べたんで

すけれども、それについては、どのようにお考えかお願いします。 

○議長（小長谷順二君） 答弁願います。 

  産業部長。 

○産業部長（滝川正樹君） 先ほどのお話の繰り返しになるかもしれないんですが、この奨学

金という制度、これを使って、伊豆市の今現在問題である人口減少、教育、また産業の振興

ということを総合的に考えたときに、何がいいかというのは、先ほど議員おっしゃられたと

おり、決して産業部だけで解決するものではないと思いますし、関係する部署との連携をし

ていかなければならないと思います。 

  ただ、現実問題として、この実際に廃止されたというところもございますので、そういっ

たものは、そういった自治体の事例というのを検証させていただき、また逆にこういったこ

とで、先ほどからお話になっている人口減少にも産業の振興にも教育の振興にも寄与すると

いうところで、制度が非常に有効に機能しているところもあろうかと思いますので、そうい

ったものを全体的に検証しながら進めていきたいというふうに考えております。 

  以上です。 

○議長（小長谷順二君） 再質問ありますか。 
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  星谷議員。 

○８番（星谷和馬君） この奨学金制度というのは、総括しますと、全てにおいて伊豆市の場

合は行き渡る、そして伊豆市特性の地域性を考えたときには、この制度というのは、やっぱ

り拡充する必要があるじゃないかというふうに僕は感じるわけですよ。 

  ですから、前向きな検討というか、この制度の利用・検証を十分把握した上で、もう一度

再確認していただきたいなと思っております。 

  この件については、以上で終わります。 

○議長（小長谷順二君） よろしいですか。 

○８番（星谷和馬君） はい。 

○議長（小長谷順二君） ちょうど星谷議員、12時近くなったんですけれども、もしよろしけ

れば、美術館建設については、食事の後ということでよろしいでしょうか。それとも今やっ

ちゃいますか。 

○８番（星谷和馬君） じゃ、それでいいです。 

○議長（小長谷順二君） じゃ、次の質問は、また仕切り直しで午後からということで。 

  ここで議事の都合により昼の休憩にします。 

  新型コロナウイルス感染症蔓延防止対策のため、午後からの一般質問を委員会室のモニタ

ーで視聴する議員を指名しておきます。 

  ２番、浅田藤二議員、４番、飯田大議員、６番、下山祥二議員、９番、鈴木正人議員、14

番、三田忠男議員、15番、永岡康司議員、以上の６名の議員は、午後から委員会室で一般質

問の視聴をお願いいたします。 

  再開は午後１時からとします。 

 

休憩 午前１１時５６分 

再開 午後 ０時５９分 

 

○議長（小長谷順二君） それでは、休憩を閉じ、会議を再開いたします。 

  美術館建設について、答弁願います。 

  市長。 

○市長（菊地 豊君） 市長部局の観点から、産業部長に答弁をさせます。 

○議長（小長谷順二君） 続いて、教育長。 

〔教育長 梅原賢治君登壇〕 

○教育長（梅原賢治君） 美術館建設についてお答えします。 

  伊豆市の美術品につきましては、修善寺郷土資料館が閉館された後、平成27年度からは、

市内での作品展示は行っておらず、下田市の上原美術館や静岡市美術館、ほかの美術館への

貸出しを行いながら、多くの方に御覧いただけるよう広く活用を図ってまいりました。 
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  また、本年度はデジタルミュージアムとして、インターネットで所蔵作品を御覧いただけ

るようホームページを作成いたしました。今後は、できるだけ早く市民の皆様に御覧いただ

けるよう、実物を展示する機能について検討してまいります。 

  伊豆市美術館の整備につきましては、平成29年１月に、伊豆市美術館建設準備委員会によ

り策定された（仮称）伊豆市美術館基本構想答申書を受け、これまで様々な検討を重ねてま

いりました。 

  本年度は、伊豆市美術館基本構想の策定と課題整理を進めており、施設の機能や規模、整

備費用や維持管理に係る費用の試算に加え、持続可能な施設を目指す上で、費用を抑えるた

めの手法等についても建設推進委員会で御検討いただいているところです。 

  詳細については、教育部長より答弁させます。 

○議長（小長谷順二君） 続いて、産業部長。 

○産業部長（滝川正樹君） それでは、お答えをさせていただきます。 

  伊豆市所蔵美術品は、横山大観や安田靫彦といった近代日本画に大きな影響を与えた画家

が、修業時代に修善寺温泉で残した作品で、画家の原点を見ることができる大変貴重な美術

品と認識をしております。 

  伊豆市は、こうした日本画をはじめ、数多くの文学作品にちなんだ場所でもあり、この文

化的資産を活用し、観光と連携することで、その価値は一層高まるとともに、観光誘客にも

つながるものと考えておりますが、美術館の建設に当たっては、その規模や財政負担につい

て、慎重な検討が必要と考えております。 

  以上です。 

○議長（小長谷順二君） 続いて、教育部長。 

○教育部長（佐藤達義君） それでは、私からは伊豆市美術館建設推進委員会での検討状況を

中心に、進捗状況についてお答えさせていただきます。 

  平成29年１月の（仮称）伊豆市美術館基本構想答申書を受け、美術館建設推進委員会を設

置し、様々な検討を重ねてまいりました。 

  具体的には、自治体が運営する美術館で、比較的規模の小さな施設の視察等を行い、様々

な事例を検証する中で、ランニングコストの大きさが課題の一つとして上がってまいりまし

た。 

  今年度の構想策定の中では、建設コストやランニングコストの抑制の可能性を模索するた

め、民間事業者の事業算入の意向調査も実施しました。結果としては、ＰＦＩ等の手法によ

り、民間事業者が参入する場合は、ある程度の施設の規模感が必要となり、できるだけ小さ

な規模で、機能の発揮を目指す伊豆市の方向性とは一致しませんでした。 

  美術館として備えるべき機能としては、展示機能、収集・保管機能、教育普及機能、情報

発信機能などがありますが、施設規模や費用の試算を進めるに当たり、想定される一つの例

として、全ての機能を備えた施設で、中伊豆の伊豆市資料館の約２倍程度の750平米で試算
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したところ、新たな土地につくる場合、建設費は約８億円かかります。また、入場料収入の

見積り方にもよりますが、人件費を含むランニングコストは5,000万円から8,000万円ほど年

間かかり、大きな負担となることが改めて確認されました。 

  こうしたコストの試算や伊豆市の所蔵する日本画が約120点であることと、日本画は展示

期間が１か月から２か月と限られていることもあり、よりコンパクトな施設を念頭に置くと

ともに、市の財政状況や公共施設の再配置の考え方も踏まえながら、身の丈に合った持続可

能な美術館を目指すために、例えば必要な機能の分散等を含めた規模の検討、既存施設等を

含めた場所の検討など、固定観念を廃した様々な整備手法の検討が必要となっております。 

  次年度以降は、まずは所蔵美術品を活用することを重点に置き、市民や来訪者の方に見て

いただける展示機能をできるだけ早く確保していくことと、美術館として実現可能な規模や

手法等について検討を進めてまいります。 

  以上です。 

○議長（小長谷順二君） 再質問ありますか。 

  星谷議員。 

○８番（星谷和馬君） 美術館建設は、資料館に長く展示されていまして、またその前は、や

っぱりある旅館さんから寄附をいただいて、それからが出発点になります。そして、６年間

の間、やっぱり市民の皆様の目に触れることができなかった、やっぱり文化を広めることが

できなかったその中において、美術館建設推進委員会が立ち上げられ、現在に至っているわ

けです。そこにおいて、いかに建設費だとか安くして、ランニングコストを下げるかという

ことが、やっぱり大きな課題ということで、自分も２年前に一般質問しまして、部長の答弁

の中で、そういうような形で課題が２つあるということでおっしゃっていただきましたけれ

ども、全くそのとおりだと思っております。 

  それで、その当時の部長の答弁は、ランニングコストが3,000万円から4,000万円という金

額を明示させていただきましたけれども、今、答弁聞いたら5,000万円から8,000万円なんて

金額でちょっとびっくりしましたけれども、そうしますと、それから始まった建設推進委員

会の皆様とは、どの程度まで進展しているのか、また、どの程度、何回ぐらい開催されたの

か、ちょっとお伺いします。令和２年、３年で結構です。 

○議長（小長谷順二君） 答弁願います。 

  教育部長。 

○教育部長（佐藤達義君） 委員会については、昨年度はコロナの状況もありまして、実はこ

の構想策定のプロポーザルを延期したという経緯もございますが、委員会としては２回ほど

開催をして、今年度に備えて様々な検討をしております。 

  今年度はプロポーザルの業者を選定し、この構想策定ということで、３回今まで委員会を

開催し、この３月、今週末に４回目を開催する予定でおります。 

  以上です。 
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○議長（小長谷順二君） 再質問ありますか。 

  星谷議員。 

○８番（星谷和馬君） 委員会の方は13人いらっしゃいますよね。そして、今年は有識者の方

もいらっしゃいますよね。それらも踏まえて、どの程度まで検討内容が吟味されたのか伺い

ます。 

○議長（小長谷順二君） 答弁願います。 

  教育部長。 

○教育部長（佐藤達義君） 今年度は構想ということなんですが、先ほどから御説明している

とおり、平成29年には建設準備委員会において策定していただいた仮称ではありますが、構

想の答申書というものがございます。この時点でも必要な機能、美術館として一般的な必要

な機能については整理をされていて、先ほど申し上げましたとおり、展示機能はもちろん必

要ですし、保管機能ですとか、教育普及機能が必要だという整理はされています。 

  今年度は様々な事例も踏まえて、それをもうちょっと具体的に議論をしていただいたとい

うことで、今年は業者の委託もかけましたものですから、ほかの全国的な事例も踏まえて、

機能を生かすためには、こういうこともできるというところを皆さんにも資料を示しながら

検討していただいております。 

  ただ、機能の検討はしますけれども、最終的には、その機能をどのように集約したり、分

散するか、あるいは規模感をどこにするかというのは、もう少し時間をかける必要があると

いうことで、現在の議論は、そういう状況にあります。 

○議長（小長谷順二君） 再質問ありますか。 

  星谷議員。 

○８番（星谷和馬君） 去る３月４日の連合審査におけまして、担当課長がランニングコスト

が5,000万円かかると述べました。それで、部長は美術館建設のことに関しては、代替もあ

り得るということをおっしゃったんですよね。 

  僕は今まで流れとして、美術館というのは修善寺温泉に建設されるものだという形で流れ

ていたんですけれども、代替もあるということで、すごく自分自身としては違和感を感じた

んです。そこにおいて、ちょっともう少し説明していただけますか。 

○議長（小長谷順二君） 答弁願います。 

  教育部長。 

○教育部長（佐藤達義君） まず、１点目のランニングコストですけれども、２年前は、当時

の答弁は、例えば近隣の他市町の美術館を視察すると大体そのぐらいかかるという情報でお

伝えしたと思います。今回は、特に人件費も、まず一般的に美術館をやると学芸員を何人ぐ

らい配置しようという設定をしていますので、いわば最大値としてランニングコストは、先

ほど申し上げた5,000万円から8,000万円というものには入っております。ですから、これか

ら規模感を考える中で人件費も変動する可能性があるという意味で、前回とは違う数字で、
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まず捉えさせてもらいました。 

  それから、代替地というのは、場所を全然別にするということではなく、これまでの議論

でも、修善寺温泉ゆかりの所蔵美術品ですので、そこをベースに考えているという考え方は

一緒でございます。ただ、新たな地に新たなものを造るものも一つですし、場合によっては

公共施設は少ないですけれども、公共施設は活用できないかとか、あるいは民間の施設を活

用できないかということも同列で検討する必要があるということで、全く別の場所でという

ことではございません。当初の今までの検討を生かしながら、コストを抑える手法はないか

という検討を今後もしていくということでございます。 

○議長（小長谷順二君） 再質問ありますか。 

  星谷議員。 

○８番（星谷和馬君） 建設推進委員会の委員の皆様というのは、やっぱり修善寺温泉に美術

館を建設するという形で進んでいたと思うんですれけども、これに間違いございませんか。 

○議長（小長谷順二君） 答弁願います。 

  教育部長。 

○教育部長（佐藤達義君） 答申書も修善寺温泉ゆかりの美術品ですので、そこを前提に今ま

でも議論してきました。ただ、場所がどこと決まっていないのは、今までも例えば温泉場で

候補地、民間の土地も含めて候補地というのもありましたけれども、規模や手法がもう少し

検討しなければ場所というのは決まってきませんけれども、全く別の場所にということでは

なく、そのエリアで別の手法も含めて検討するということで、重ねた回答になりますが、検

討している状況でございます。 

○議長（小長谷順二君） 再質問ありますか。 

  星谷議員。 

○８番（星谷和馬君） ということは、議論が２年前から私が一般質問してきてから全然前に

進んでいないということですよね、部長の答弁ならば。 

  今のお答えの中で、規模も面積も、例えばエンターテインメント的な大型施設にするのか、

美術館含めて、または単純な美術館だけの建設にするのか、それによっても建設費もランニ

ングコストも変わると思うんです。そういう場合の比較も一緒になされたのか。 

  また、僕個人的には、エンターテインメント施設というのは、すごく固定費もかかるし、

ランニングコストもかかります。その一方で、収益もテナントとか何か選べますけれども、

この修善寺温泉に来たお客様が修善寺温泉全体に流れて買物していただく、食事をしていた

だく、そして疲れたならばカフェで休憩もしていただくという形で、修善寺温泉を全体的に

捉えた場合は、こういう大型的なエンターテインメントのような施設を造る必要があるのか。

だったらコンパクトな小さい、あえて美術館だけにしたほうがいいんじゃないかと、そうい

う議論はなされてしかるべきだと思うんですけれども、その辺はいかがでしょうか。 

○議長（小長谷順二君） 答弁願います。 
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  教育部長。 

○教育部長（佐藤達義君） 平成29年以降は、他市町の視察研修の研修に終わっておりました

が、今回は全国的な事例で、やはり美術館として本当の機能をフルスペックでやると、委託

業者も様々な調査をしておりますので、延べ床面積で1,000平米とか、2,000平米あるとゆと

りを持った施設を造れるという調査結果もあります。 

  ただ、先ほども申し上げたとおり、伊豆市所蔵美術品は120点ほどという制約もあります。

そうすると飾る数が月にどのぐらいできるかということを考えると、やはり今回、よりコン

パクトなという、そこの検証をした上で、仮定として750平米という延床を今回は試算をし

ました。 

  ただ、その結果としては、やはりもう少しコンパクトなこともできるんじゃないかという

ことと、ランニングコストを抑える工夫の手法としては、新たな地にだけではない手法も検

討に加える必要があるというのを今回の委託事業の中で検討を加えたところでございます。 

○議長（小長谷順二君） 再質問ありますか。 

  星谷議員。 

○８番（星谷和馬君） 建設するにも膨大な金額がかかり、ランニングコストもかかる。そう

した場合、建設というのは、本当は建設しなければいけないんだけれども、このような金額

とランニングコストの中で造っちゃった場合、市民の皆様からどの程度の御理解があるので

しょうか。もしかすると、反対する人の立場のほうが多いような気がするんですけれども、

その辺はちゃんと精査というか、考えたことありますか。 

○議長（小長谷順二君） 答弁願います。 

  教育部長。 

○教育部長（佐藤達義君） これまでの情報発信も行ってきたんですが、やはりちょっと情報

発信不足ということを認識しておりますので、今回、構想で調べた内容ですとか、これから

こういう方向で検討をさらに重ねていくということは、改めて市民の皆様にもお知らせした

中で、いろいろな御意見を伺いながら、今のような手法についても多面的に検討していくと

いうことを共有しながら、御意見も伺っていきたいと考えております。 

○議長（小長谷順二君） 再質問ありますか。 

  星谷議員。 

○８番（星谷和馬君） 僕は２年前のときにも、ランニングコストが3,000万円から4,000万円

かかるよと。そのときに僕、性格的にはっきりと、こんなにかかると市民の皆さんの御理解

がいただけないと思うから、僕個人としては反対しますとはっきり言っちゃったんです。そ

れがいいか悪いかはともかくとして。それで今のような金額ベースがかかったときには、も

っと市民の皆さんの理解度のパーセンテージが低くなると思うんです。 

  そうしますと、やっぱり建設に代わるべきベストな選択の代替はないかなということで、

僕ちょっと前に修善寺温泉をぶらぶらしながら見学したんです。そうしたら、やっぱり空き
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店舗はたくさんある。廃業した旅館さんもある。かつての修善寺温泉の最盛期のイメージか

ら、がらり変わっちゃったなというようなイメージを一人でぶつぶつ言いながら回っていま

した。そうしたら残念ながらないんです。一長一短。 

  それで、試案なんですけれども、１点いいところ見つけたんですよ。これ果たしてこの場

で言っていいかどうか分からないんですけれども、修善寺総合会館。年間のランニングコス

トもすごい膨大な経費がかかっています。そしてテナントさんとしては、テナントじゃない

んだけど、商工会さんと観光協会が入っております。そして２階も会議室という形で空いて

おります。もっと有効活用ができないかな、また修善寺温泉のために、もっともっと貢献度

ができないかななんて言いながら、ちょっと修善寺総合会館を見たときに、試案なんですけ

れども、この商工会さんが入っていますよね。商工会さんが入っているところに美術館建設

をどうなんだろうかななんて、ちょっと考えたんです。その辺はどうかなという形で。その

際は、建物の構造的な問題とか、防災だとか、火災だとか、いろいろな面をここならクリア

できるんです。そうすると、もし２階に移転する場合は、市長さんだとか、教育長さんの御

理解と協力を商工会さんに得て、熱意ある説得をしなければいけないと思うんですけれども、

そういうことを急に言っても難しいと思うんですけれども、何か答弁できるでしょうか。 

○議長（小長谷順二君） 答弁できますか。 

  教育部長。 

○教育部長（佐藤達義君） 商工会さんの場所というところについては、この時点では、すみ

ません、直接はお答えできないんですけれども、先ほどいろいろな手法を検討する中で、修

善寺温泉の中で公共施設というのは、一番が総合会館であるというのは、我々も認識してお

りますので、総合会館の活用については、先ほどのいろいろな手法の一つとしては、検討の

一つに加えたいと考えております。 

○議長（小長谷順二君） 再質問ありますか。 

  星谷議員。 

○８番（星谷和馬君） 考えているということは、過去に考えたことがありますか、提案か何

かでありましたか。 

○議長（小長谷順二君） 答弁願います。 

  教育部長。 

○教育部長（佐藤達義君） 過去には、具体的な候補地としては上がっていないと認識してお

りますが、今回は新たな場所ももちろん検討しますけれども、既存の公共施設や空き施設も

検討させていただくという中には、総合会館も一つの選択肢として可能性があるかどうかは、

具体的な検討を加えたいと考えております。 

○議長（小長谷順二君） 再質問ありますか。 

  星谷議員。 

○８番（星谷和馬君） 市長、部長からこのような形で答弁をいただきました。候補地の一つ
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だろうということで、検討する余地があるということなんですけれども、市長という、財源

を抱えている中で、この美術館建設が果たして建設がよいのか、またはそれにふさわしい代

替があるのかということを総合的に含めて、市長はどのように考えているか、ちょっとよろ

しければお願いします。 

○議長（小長谷順二君） 答弁願います。 

  市長。 

○市長（菊地 豊君） 市長に就任して驚いたことの一つなんですね、これは。新井旅館さん

から寄附を受けた条件として修善寺美術館を造ることというのがあったわけです。そうする

と、行政としては、修善寺町を引き継いでいる以上は責務がある。 

  すぐに美術館長を兼ねられているある学芸員さん、伊豆市の方ではありませんけれども、

見識のある方で御相談申し上げたところ、地方の美術館は、基本的におやめなさいと言って

いますが、修善寺については工夫をして造ったらいかがですかと。今、その工夫の仕方で大

変苦労しているわけです。 

  相当いろいろな美術館を私自身見て回りました。私は芸術的な、何と言うんでしょうか、

センスがないので、絵を見るというよりも美術館のありようをいろいろ見てきたんですが、

例えば本郷にあります私の元大使が個人のコレクションを展示したりとか、ビルの一角です、

ビルの中。あるいは根津美術館は、むしろその絵になっている国宝よりもカキツバタの庭園

のほうが人気で、中もすごいものいっぱいあるんですけれども、多くの方が庭園を散策され

て、カフェに寄られている。すぐお近くの佐野美術館は、御承知のとおり刀が有名ですけれ

ども、どうでしょうか、来館者よりも庭園に隣接するレストランのほうがお客様多いんじゃ

ないでしょうか。それから上原美術館は、ああいった上原さんが自らのコレクションを展示

されている。もういろいろ違うんです。いろいろ違うんです。 

  したがって、修善寺に整備するとすれば、どのようなコンセプトでやりますかということ

で、どうしても教育委員会が主管して美術館を建てるとなると、美術館の造り方になるんで

すね。１年間でどういう展示をしたら何人入りますかって。いや、それは美術館だけに注目

すればそうなんですけれども、じゃ、12分の１の絵を毎月替えて１年間通すことが望ましい

のか、あるいは４分の１に減らして四半期に１か月展示するのが望ましいのか、あるいは、

もう周辺の修善寺温泉の付加価値を高めることが目的であって、展示は半分にして年に２回、

１か月、１か月で十分なのかということさえ市長としては考えるわけです。 

  それから、人件費を含めてのランニングコストがありましたけれども、本来は、今でも学

芸員が必要なわけですね、あれだけの美術品を持っていますから。ところが、伊豆市には、

まず学芸員は今欠如していて、本当はここに欠員であって、本当はここに学芸員がついてい

なきゃいけないんですよね、管理しなければいけないので。そして、向こうで試算している

のは学芸員１人、２人、あるいはそこで事務職が何人という計算ですけれども、本来置くべ

き学芸員と、伊豆市の社会教育課を向こうに持っていっちゃいけないのか、社会教育課の中
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のスポーツと文化をどうするのか、そこの事務所はどこに置くのか、スポーツはこれからも

ずっと行政がやるのか等々の市の在り方も考えた上で、本当にオーソドックスな独立した美

術館を造って、美術館の運営と美術館の人材という観点だけで考えなきゃいけないのか等々

考えると、市長から見ると、まだまだいろんな選択肢があるのではないかと思っているんで

す。 

  ただ、これ、教育委員会の専権事項に今してありますから、その審議委員会の中に自分が、

ああしろ、こうしろ、これも検討しろということは口を出していませんので、報告は受けて

いますが、何となく、もう少し視野を広げて検討する余地はあるのではないのかなと考えて

います。 

○議長（小長谷順二君） 再質問はありますか。 

  星谷議員。 

○８番（星谷和馬君） 市長が固有名詞を新井旅館さんから寄贈されて、それに関しては、美

術館を建設してくださいということで、修善寺町は了解したわけですよね。それから延べる

と、もう数十年ということですよね。その間、資料館があって展示されておりましたけれど

も、その資料館の館長さんは、今まで見ると、教育長さんでは分かるとおり、学校の校長先

生をやられた方が歴代何人かの方かいらっしゃいました。校長先生が学芸員なのかどうかと

いうのは僕には分かりませんけれども、そういう見識者の方が館長さんをやっていただきま

した。そして、それから閉館という形で６年間たっているわけですよね。６年間たっている

中で、やっぱりあまり個人的には進展がないかな、建設が本当にお金がかかるようなものが、

今の時代に、伊豆市の時代に公共施設再編成の中で、その中でこのような大きいものを、ま

た施設を造っていいものか、若干、僕もクエスチョンがあります。 

  そしてまた、代替地としてどこの場所がいいのか、やっぱり修善寺温泉だろうな。美術館

だからって、新井旅館さんの意見を踏んだときには、そして修善寺温泉がやっぱり地域にお

客さんが来て、喜んで、繁盛して、活力ある地域になってくれればという気持ちなんですよね。 

  そうしますと、なかなか進展しないのはちょっと残念だなと思いながらも、いろいろ工夫

されているということですから、今の時点ではまあまあかななんていう感じはしますけれど

も、ぜひ本当にやる気があるんだったら建設をする。そして、膨大な金額がかかって、市民

の皆様の御理解ができないようだったら、もうあえて中止なのか、代替をどこか探すだとか、

もうそこのところまでもっと踏み込んで進めていただきたいと思いますけれども、その辺は

最後にして僕やめますけれども、最後の質問でお願いします。 

○議長（小長谷順二君） 答弁願います。 

  教育部長。 

○教育部長（佐藤達義君） 繰り返しになりますが、来年度以降の様々な手法の検討、これは

あくまでも今年度のいろんな調査や課題整理を行いましたので、手法の検討は続けます。 

  それと、先ほどこちらも申し上げましたけれども、市民の皆様にも情報提供しながら、御
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意見を伺いながら進めてまいりたいと思います。 

○議長（小長谷順二君） これで星谷和馬議員の質問を終了いたします。 

 

◇ 小 川 多美子 君 

○議長（小長谷順二君） 次に、１番、小川多美子議員。 

〔１番 小川多美子君登壇〕 

○１番（小川多美子君） 議席番号１番、小川多美子です。 

  議長の許可をいただきまして、次のことについて一般質問させていただきます。 

  件名、耕作放棄地の解消について。 

  市内には大小様々な規模の耕作放棄地が見受けられます。今から半世紀ほど前に各地で構

造改善が行われて、小さかった田畑は大きく広がり、大きな農業機械により作業効率のよい

耕作地が出来上がりました。田畑につながる道路も、それまでは小さな農業機械がやっと通

れるほどだった作業道が、コンクリートで舗装されて、車で出入りができるほどの広さの農

道に整備され、作業環境は整いました。機械による耕作や車での運搬作業は、それまでの農

作業に比べると雲泥の差だったことと思います。 

  にもかかわらず、それから数十年たった現在、せっかく広く作業のしやすくなったはずの

田畑ですが、荒れ果てた光景を至るところで目にするようになってしまいました。理由とし

て、高齢になって耕作ができない、農業機械の老朽化などで使えなくなったが、買換えには

お金がかかる、農業収入よりも勤めをしての収入のほうがよい、鳥獣による作物被害がひど

いなどの理由で農業から遠ざかっていく人たちが増えたことなどが挙げられます。 

  今、世間には、仕事をリタイアし時間的に余裕があり、農業をしてみたいがどうしたらい

いかという人たちが多くいることと思います。 

  １、市では遊休農地対策事業や市民農園管理事業を行うとうたっていますが、市内に数か

所ある市民農園の存在を知っている方はどれだけいるでしょうか。まずは市民に知ってもら

うことで、農園の利用者が増えていくのではないでしょうか。 

  ２番目としまして、休耕田を利用し、折々の花の種をまいて咲かせ、観光の目玉としたら

どうでしょうか。 

  ３番、修善寺和紙の発祥の地と言われている紙谷の修善寺和紙工房では、和紙の原料とし

て、ミツマタや楮、トロロアオイなどを使っています。この紙すきは一枚一枚手仕事で、作

る作業も大変ですが、原料の調達から紙をすくまでには細かなたくさんの工程があり、大変

貴重なものです。 

  次の行ですけれども、「二、三年」と書いてあるところ、すみません、これ「６年」に訂

正していただきたいと思います。 

  修善寺中学校では６年前まで、自分の手ですいたこの和紙を卒業証書に使っていたようで

す。子供や父兄からも、体験してみたい、体験させたいとの声も聞きます。伝統的な修善寺
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和紙に触れ、原料から出来上がりまでの工程を学ぶよい機会になると思います。学校では、

このような取組についてどのように考えているか伺います。 

  この和紙の原料となるミツマタやトロロアオイを休耕地に植えてはいかがでしょうか。昔

から継承されてきた修善寺和紙を、100％修善寺産の原料で作ることができるようにしたい

と工房の方は話していました。少しずつでも耕作放棄地の解消になればと思います。市長と

教育長に答弁をお願いいたします。 

○議長（小長谷順二君） ただいまの小川多美子議員の質問に対し、答弁を求めます。 

  市長。 

〔市長 菊地 豊君登壇〕 

○市長（菊地 豊君） 先日、私が経済の専門家ではないので、いつも読んでいる野口悠紀雄

先生の著作を読み直していたんですが、その中で、失敗からもヒット商品が生まれることが

あるという例で、ポストイットという、何と言うんでしょうか、付箋紙というんでしょうか、

あれはのりを作ろうとしていたら、出来上がったものが弱過ぎた。だからのりとしては使え

ないけれどもといって、社員が、じゃ、逆にはがせるのりというのはどうだと、逆転の発送

であのヒット商品ができたんだそうですが、休耕地というのは、ある意味、その農業、その

事業としては言葉はきついかもしれませんが失敗事業ですよね。要するにその場所で、その

作物としてはやっていく価値がなくなった事業。じゃ、それを繰り返さなきゃいけないのか、

別の視点で別の事業をやっちゃいけないのかということを強く思うわけです。これは、農地

を転用するという選択肢もあるけれども、農地を農地として別の使い方をしちゃいけないん

ですかということも思うわけですね。 

  今、太陽光発電でパネルを張って、その下でも耕作していいというようなところまできて

いるのに、それはいいけれども、ほかのことを一緒にやってはいけないということは、私は

ないんじゃないかと思うんですね。 

  中伊豆の体験農園には休憩場所もあるんですが、今の例えば果樹とか、耕作放棄地でもし

かるべき畑なりがしっかり管理されている一角があれば、農業生産していないところでテン

トを張っちゃいけないんですか。もししっかり管理されていれば、そこでバーベキューやっ

ちゃいけないんでしょうかね。農地として使いながら、農業を組み込みながら、別の種類の

事業に変えていくということだって私はあり得ると思うんですね。そういった観点から、も

っと視野を広げて、今現状ありきではない使い方、土地の活用の仕方というものを中山間地

では、何というんでしょう、全力で考えるタイミングではないかと思っています。 

  御承知のとおり、農地の利用規制というのはとても厳しい、あらゆる国内法の中で一番厳

しいと思うんですが、裏で伺うと、一部の方々からは、中山間地はもう耕作放棄地になった

ら山に戻せばいいんだという声もあるわけですね。それこそ、一番何も使わない、元の原野

に戻すだけということになりますので、それであれば、より地域が活力を生むような使い方

というものを再検討する、むしろタイミングではないかと考えております。 
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  具体的な御下問については、産業部長に答弁をさせます。 

○議長（小長谷順二君） 続いて、教育長。 

〔教育長 梅原賢治君登壇〕 

○教育長（梅原賢治君） 私からは、耕作放棄地というよりも、修善寺和紙の紙すきのことに

ついてお話をします。 

  修善寺和紙の紙すき体験についてですけれども、小学校の総合的な学習の時間で学ぶ地域

を知る学習や伝統文化を知る学習で、貴重な体験として取り組むことが可能だと考えます。 

  ６年前というお話をされていましたけれども、私が修善寺中学校に勤務していたときです

けれども、実際にそのようなことを行っていまして、２年生のときにすいた和紙を卒業のと

きに頂くと、そういうような取組をしていました。当時140枚の和紙をすくということにつ

いて、かなりのやっぱり負担があったということで、いろんな事情で行われなくなったわけ

ですけれども、現在は修善寺小学校で５、６年生が、それから修善寺東小学校でも６年生が

体験授業として和紙をテーマに取り組んでいます。小規模の学校ですので、本当にいい体験

ができているというふうに伺っています。 

  自分たちの地域の伝統や文化を知る機会になるとともに、卒業証書、それから、はがきな

どのオンリーワン作品の制作を通して、紙すきという修善寺ならではの一生の思い出となる

体験を行っているところです。 

  体験の中の原料の楮、それからミツマタについても説明を受けています。しかし、それら

を学ぶところまでは至っていません。今後、地元産の原料で和紙ができるようになったら、

修善寺和紙を再現する会の方にも相談させていただきながら、原料のことについても学習に

組み入れられないか検討していきたいというふうに考えています。 

  以上です。 

○議長（小長谷順二君） 続いて、産業部長。 

○産業部長（滝川正樹君） それでは、私のほうから３点お答えをさせていただきます。 

  まず１点目、市民農園は、一般的に住民の方々のレクリエーションや高齢者の生きがいづ

くりを目的に、農家でない方々が小さな面積の農地を利用して野菜などを栽培する農園で、

現在、伊豆市では、古川地区、土肥地区、八木沢地区、松ケ瀬地区、下白岩地区に計６か所

設置をしております。 

  この市民農園の広報、周知につきまして、都市住民との交流等を目的とした下白岩地区の

中伊豆体験農園は、市ホームページ、フェイスブック、広報伊豆を通じて利用者の募集や農

園の紹介等を行っておりますが、それ以外の中伊豆体験農園以外の市民農園につきましては、

十分な広報ができていないのが現状です。 

  議員御指摘のとおり、農園の存在を市民や都市住民に知っていただくことは、新たな利用

者の掘り起こしや農業に触れ合う機会の提供など、様々な効果が期待され、また市外からの

定住促進の一助になるとも考えますので、今後は市ホームページや広報伊豆、ＳＮＳなどの
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広報ツールを活用して、広報、周知に努めたいと考えます。 

  ２点目、休耕地に花の種をまき、咲かせることは、景観醸成に寄与するとともに、観光の

目玉にもなり得るものだと考えますが、一方では、こうした事業には継続性も重要であり、

景観等を維持管理するプレーヤーの存在が欠かせません。 

  遊休農地対策から観光につなげる仕組み、プレーヤーになり得る団体などを含めて、どの

ような仕組みづくりをしていくかは、新しい観光地域経営としての地域の魅力をいかに際立

たせるかの仕掛けづくりを行う伊豆市版ＤＭＯ事業そのものであり、今後は、この事業の中

核主体である伊豆市産業振興協議会とも連携しながら、検討していきたいと考えております。 

  ３点目です。 

  先ほども申し上げましたが、市内の荒廃農地は年々増加傾向であり、紙すきの紙谷地区が

ある桂谷地区においても例外ではありません。現状では、地域の営農組織が中心となり、耕

作、保全活動を継続していただいていますが、ミツマタなどの植樹、栽培も農地保全のため

の一つの手段であると考えます。 

  かつては修善寺地区でもミツマタが植えられていた時期があります。今後は、耕作をされ

ていない保全農地等と紙すきをマッチングさせ、農地集積を図りながら、農地保全と伝統産

業の保護を両立していくべく手法を検討していきたいと考えております。 

  以上です。 

○議長（小長谷順二君） 再質問はありますか。 

  小川議員。 

○１番（小川多美子君） ありがとうございます。 

  １番の遊休農地対策の一環としてということで、遊休農地に大豆を耕作することを支援し

ているようですけれども、耕作作業に見合った結果として得られていますでしょうか。もし

それが結果がいいようでしたら、安定しているものであればということですけれども、今後

もっと広がってもいいんではないかと思うんですけれども、それについてはいかがでしょう

か。 

○議長（小長谷順二君） 答弁願います。 

  産業部長。 

○産業部長（滝川正樹君） 大豆の転作といいますか、大豆の生産でございますが、今現在は、

中伊豆大豆組合さんが転作大豆の本格的な生産の定着や拡大を図るため、組合員以外の皆様

からの委託を受けて、農作業や組合員が使用収益している水田の共同作業を実施しておりま

す。平成14年にもう設立され、現在12名の組合員が活動されていると伺っております。 

  具体的には、主には中伊豆・修善寺地区を中心に現在約９ヘクタールの農地に大豆を作付

しており、収穫した大豆につきましては、ＪＡへの出荷、学校給食への提供、また、季多楽

での豆腐加工などの原材料にも活用されておりますので、市の地産地消に一役買っていると

ともに、耕作されていない農地に大豆を作付けることで、遊休農地発生防止の対策の一助と
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なっているというふうに考えております。 

  以上です。 

○議長（小長谷順二君） 再質問はありますか。 

  小川議員。 

○１番（小川多美子君） 分かりました。 

  これは中伊豆の大豆組合がということですけれども、その12人の組合員が今おやりになっ

ているということですけれども、まだまだ耕作放棄地というのはいっぱいあると思いますけ

れども、それらについて、この方たちがまだどのようにするかということは、その組合の方

でないと分からないということですね。 

○議長（小長谷順二君） 答弁願います。 

  産業部長。 

○産業部長（滝川正樹君） 今後の経営の拡大等々につきましては、ちょっと私どもとしては

まだ把握できていないところがありますので、組合さんのほうに聞かないとちょっと分かり

かねるというところでございます。 

  以上です。 

○議長（小長谷順二君） 再質問はありますか。 

  小川議員。 

○１番（小川多美子君） 市民農園についても御答弁いただきましたけれども、これは農地を

持たない人が野菜や花などの栽培をする場の提供を受けることで、農業への理解や、田舎暮

らしを求める移住定住希望者のニーズに応えることができるのではないかと思います。 

  現在、その６か所の市内にある市民農園ということですが、利用率というのはどれくらい

でしょうか。 

○議長（小長谷順二君） 答弁願います。 

  産業部長。 

○産業部長（滝川正樹君） 今、先ほど申し上げました地区に市民農園、体験農園ございます

が、松ケ瀬の農園につきましては、ちょっと面積での貸付けになりますので、区画として貸

付けを行っているその他の市民農園の合計でいきますと、今現在143区画を整備しておりま

して、そのうち、現在貸付けを行っているものは108でございます。ですので、区画数とし

ては35が、今、未利用という形になっております。 

  以上です。 

○議長（小長谷順二君） 再質問はありますか。 

  小川議員。 

○１番（小川多美子君） 伺うところによりますと、中伊豆の農園が人気があるということの

ようですけれども、その理由は何かということでしょうか。また、あるいは中伊豆の農園が

人気があるということでしたら、そのノウハウをほかの農園でもまねてみるといいましょう
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か、似たようなことでもっと市民農園の利用者を増やすというような、今、35区画が余って

いるということですけれども、ほかのところでもそのようなノウハウを使ってやってみると

いうようなことはありませんでしょうか。 

○議長（小長谷順二君） 答弁願います。 

  産業部長。 

○産業部長（滝川正樹君） 中伊豆体験農園ということで御質問いただきました。 

  先ほど、まだ区画として貸付けができていないという数の中には、中伊豆体験農園も残念

ながらございます。中伊豆体験農園は、一般の区画として区分したもののうち、通常の貸付

けが78区画、それからラウベといって休憩施設を併設しているものが７区画、計85区画ござ

います。このラウベについては非常に人気がございまして、今、７区画全てが活用されてお

りますが、一般の区画の貸付けにつきましては、78のうち57が今活用されているという状態

でございます。 

  先ほどもお答えをさせていただきましたが、こちらの中伊豆体験農園につきましては、市

外からも広く活用の募集を行っておりますので、ほかの市民農園につきましては原則として

市民の皆様を対象にしておりますが、この中伊豆体験農園は市外からの御利用も受け入れて

おるというところで、人気といいますか、特に休憩施設を伴うラウベについては人気がある

のかなというふうに思っております。 

  以上です。 

○議長（小長谷順二君） 再質問はありますか。 

  小川議員。 

○１番（小川多美子君） そのラウベを併設された７区画がいっぱいで人気があるということ

ですけれども、そちらの中伊豆に通っている方たちの中でも、そのラウベという休憩施設、

そこを使いたいけれどもというような方はいらっしゃいませんでしょうか。 

○議長（小長谷順二君） 答弁願います。 

  産業部長。 

○産業部長（滝川正樹君） ラウベにつきましては非常に人気がありまして、先ほど申し上げ

たとおりなんですけれども、期限がございます、貸付けの期限がありますので、その更新の

ときには、場合によっては抽せんというようなこともあるということで聞いております。た

だし、休憩施設を併設ということで、他の農園等にはなかなかこれを造るというわけにはい

きません。 

  それから、もう１点は、先ほど申し上げました中伊豆体験農園と市民農園では、根拠法令

といいますか、ちょっと難しい話、法律の話をして申し訳ないんですけれども、別の法律の

定義によって整備をしております。 

  中伊豆体験農園につきましては、市民農園整備促進法という法律に基づいて整備をしてお

ります。そして、残りの市民農園につきましては特定農地貸付法という法律、ちょっと法律
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の根拠も違いますので、なかなかそこのところを中伊豆体験農園を第２、第３というのは、

やはりこの法律の規定に基づいて整備していく必要もあるので、現段階では今の拡大等々の

ことはちょっと検討はしておりません。 

  以上です。 

○議長（小長谷順二君） 再質問はありますか。 

  小川議員。 

○１番（小川多美子君） 初心者が農業をしてみたいんだけれども、どうしたらいいか、何か

ら始めたらいいか分からないということ。それから、何も持たずにといいましょうか、農機

具やら何やら、まだ最初で何も分からないからということの方がいましたら、そういう方た

ちに貸出しをしてあげる農機具のようなもの、あるいは分からないから営農指導のようなこ

とはしてくれないかというようなもし御質問があった場合には、どのようなお答えになりま

すでしょうか。 

○議長（小長谷順二君） 答弁願います。 

  産業部長。 

○産業部長（滝川正樹君） 畑の耕作には、やはりくわですとか水をやるバケツであるとか、

やはり、当然、農機具といいますか道具は必要になります。 

  現在、中伊豆体験農園では、そういったものを施設のほうで備えつけて貸出しも行ってお

りますが、他の市民農園については、特に管理人を置いているわけではありませんので、基

本的には皆様が御自身で用意をして持ってきていただけるということで、今、その道具につ

いて貸出しの要望等は、特に市としてはこちらには来ておりません。 

  ただ、今、議員おっしゃられるとおり、当然、皆様、初めての経験であるというところで、

そもそも作付のノウハウが分からないというような御質問も当然あろうかと思うので、そう

いった問合せについて、もし私ども市のほうにも御相談いただければ、私どもができるのか

どうか、またＪＡさんとも御相談をしながら、そういった対応はしていきたいと考えており

ます。 

  以上です。 

○議長（小長谷順二君） 再質問はありますか。 

  小川議員。 

○１番（小川多美子君） 高齢やら何やらの理由で農業をリタイアするけれども農地を貸した

い、あるいは農業をやりたいけれども、農地がないので農地を借りたいという方がいらっし

ゃると思いますけれども、空いている家に対して空き家バンクがあるように、空いている農

地に対する農地の貸し借りのニーズを結びつける農地バンクというものがあるようですが、

市としては、この農地バンクについてはどのように考えていらっしゃるでしょうか。 

○議長（小長谷順二君） 答弁願います。 

  産業部長。 
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○産業部長（滝川正樹君） 今、議員お話しいただいた農地バンクというのは、農地中間管理

事業と申しまして、農地中間管理機構が農業経営のリタイアであるとか規模の縮小、農地の

受け手を探している農家から農地を借り受けまして、農業経営の効率化や規模拡大を考えて

いる受け手のほうですね、貸し手と受け手に貸し付ける制度でございます。 

  静岡県におきましては、公益社団法人静岡県農業振興公社がこの農地中間管理事業を実施

しております。３月現在、今月現在でございますが、伊豆市の農地中間管理事業の実績とし

ては、約15ヘクタール、今現在貸し借りが行われております。 

  貸したい農地につきましてもあるんですけれども、なかなか伊豆市というこの地域特性と

いいますか、中山間地の特性から、また先ほど議員からもお話しいただいたとおり、鳥獣被

害というのもございますので、また不整形な農地、営農条件というものもあるものですから、

なかなかうまく担い手とのマッチングが進んでいないというのが現状でございます。 

  以上です。 

○議長（小長谷順二君） 再質問はありますか。 

○１番（小川多美子君） 次の質問にまいります。 

○議長（小長谷順二君） 質問してください。 

○１番（小川多美子君） ２番目の休耕田を利用しての草花の種をまいて咲かせてということ

ですけれども、これ、今、松崎町などでも那賀川のところですね、桜の花と一緒にお花がき

れいに咲いています。そこに限らず、今、春ですとあちらこちらで菜の花が咲いていたり、

秋になるとコスモスが咲いたりなどといったことがあって、やはりお花を見る、お花を愛で

るということは心の安らぎといいましょうか、そういったものに、心身にとてもいいように

思います。 

  それらについてどのように、先ほどの答弁ですと、一面のお花畑は人の目を引き、観光の

目玉にもなり得るものだということを産業部長もおっしゃられていますけれども、これらに

ついて、景観の維持というのは確かに継続が必要ですし大変なことです。今、修善寺梅林や

月ヶ瀬梅林でも、梅の花が咲き誇っています。梅は花を楽しむことができ、また、６月には

梅の実の収穫もできます。このような状態になるまでには長い年月がかかってのことだとは

思いますが、梅に限定するわけではありませんが、将来の伊豆市のために、荒廃している土

地に花木を植えるなどのようなことは、市としては考えていらっしゃいませんでしょうか。

答弁お願いいたします。 

○議長（小長谷順二君） 答弁願います。 

  産業部長。 

○産業部長（滝川正樹君） まず、休耕田に花を咲かせると、先ほど議員のほうから、花を愛

でる、心の安らぎだというのは誠に同感でございまして、やはり今、耕作をされていない、

作付をされていないところに種をまいて、花を咲かせる、他の市町にも事例にあるように、

これが本当に道路際に花いっぱいになれば、やはり観光の目玉にもなるということは私ども
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も考えております。ただ、先ほども申し上げましたとおり、それではそれを誰が実施して、

どうやって長続きさせるのかという課題は当然あろうかと思います。 

  今現在、伊豆市におきましては、景観の保持ということも含めまして、中山間地域等直接

支払制度というのがあって、約20協定を地域の皆様とも締結をしているところでございます。

これは国・県の補助金を活用した事業でございますけれども、こういった事業の中で、地域

ぐるみで花の種をまく、また景観を広げるということができれば、地域ぐるみの活動として

は非常にいい活動になるのかなということは考えております。 

  また、花木の植えつけでございますけれども、先ほども市長が申し上げたとおり、荒廃農

地をそのままにしておくのかというところでは、やはり花木、当然、農地法の制限等はあり

ますので、何でもかんでもというところではいきませんけれども、花木を法律の範囲内で植

えていくということは、当然、荒廃農地の対策としては一つの手段になるのではないかとい

うふうに考えております。 

  以上です。 

○議長（小長谷順二君） 再質問はありますか。 

  小川議員。 

○１番（小川多美子君） それに関してはいいです。 

  ３番目の修善寺和紙のことについてお願いいたします。 

○議長（小長谷順二君） どうぞ。 

○１番（小川多美子君） 修善寺和紙は、源頼朝が旗揚げの際、関東の武士に配った檄文に使

ったものが修善寺和紙だと言われています。江戸時代には幕府の御用紙として使われたとも

言われていますが、人手や原料の調達などで、そのような関係で一度は休止したものの、再

現する会が再始動し、現在は地域おこし協力隊のメンバーも加わり活動しています。 

  今年は修善寺小学校の５、６年生と東小学校の６年生が体験授業に取り組んだとのお話が

先ほど教育長からありましたが、６年ほど前までは、修善寺中学校の３年生が修善寺和紙の

卒業証書を手に義務教育に別れを告げていたというようなことを聞きます。卒業する３年生

にとっては、何にも代え難い最高の贈物になったことと思います。 

  今後このような体験授業はぜひ継続してほしいと思いますが、学校教育課としてはどのよ

うにお考えでしょうか。お願いします。 

○議長（小長谷順二君） 答弁願います。 

  教育部長。 

○教育部長（佐藤達義君） 今年度、修善寺小学校や東小学校は、本当に修善寺紙を再現する

会の方にお世話になって体験をさせていただいております。 

  今の御質問、例えばほかの学校へということは、やはりこの御努力いただいている再現す

る会の方がもう少しお引き受けいただけるような状況になったら、ぜひほかの学校でも検討

させていただきたいなと考えております。 
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○議長（小長谷順二君） 再質問はありますか。 

  小川議員。 

○１番（小川多美子君） 学校の授業体験というのは、いろんな人手の関係やら何やらでやむ

を得ない、そのような時期が来たらということのようですけれども、この原料となるミツマ

タ、トロロアオイについてですけれども、ミツマタは苗木を植えてから４年くらいで原料と

して使うことができるそうです。また、トロロアオイについてはハナオクラとも言われて、

１年で成長し、夏の間は食用として花を食べることができ、秋の終わりに根を堀り上げて使

います。現代では化学薬品でも紙すきができるようにしているところもあるとのことですが、

修善寺工房では、天然素材を使った100％修善寺産の和紙を作りたいとのことです。伝統文

化の継承のため、ぜひ植栽を続けられたらと思います。これについていかがでしょうか。 

○議長（小長谷順二君） 答弁願います。 

  教育部長。 

○教育部長（佐藤達義君） 再現する会の方にお話を伺う中でも、地元で材料を今後確保して

いきたいというお話も伺っています。もしそういう取組が進んだようでしたら、ぜひ、例え

ば材料も見せていただきながらということで、学ぶ進度を深めるようなことで相談をさせて

いただきたいなというふうに考えております。 

○議長（小長谷順二君） 再質問はありますか。 

  小川議員。 

○１番（小川多美子君） 再質問といいましょうか、お願いですけれども、これらが少しずつ

でも実現して、整備されることで、道端の草むらに捨てられている空き缶やペットボトルの

ポイ捨てなども少なくなるといいなと思います。ぜひ、この市内からそのようなごみのポイ

捨てなどもなくなったり、あるいは将来的には花木などできれいな伊豆市になったらいいな

と思いまして、質問を終わらせていただきます。ありがとうございます。 

○議長（小長谷順二君） これで小川多美子議員の質問を終了します。 

  ここで２時10分まで10分間休憩いたします。 

 

休憩 午後 ２時００分 

再開 午後 ２時０９分 

 

○議長（小長谷順二君） それでは、休憩を閉じ、会議を再開いたします。 

 

◇ 杉 山   誠 君 

○議長（小長谷順二君） 次に、16番、杉山誠議員。 

〔１６番 杉山 誠君登壇〕 

○１６番（杉山 誠君） 16番、杉山誠です。 
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  最後の質問となります。よろしくお願いします。 

  初めに、脱炭素（カーボンニュートラル）への取り組みについて、市長、教育長に伺いま

す。 

  脱炭素とは、地球温暖化の原因となっている二酸化炭素を含む温室効果ガスを実質ゼロに

すること、そのためのキーワードがカーボンニュートラルです。カーボンニュートラルとは、

生産などによって排出される温室効果ガスの量と森林などの植物による吸収量を同じにして、

実質的にプラスマイナスゼロにすることを示します。 

  政府は、2050年までに温室効果ガスの排出量実質ゼロの目標達成に向けて、自治体の取組

を支援して地域の脱炭素化を促すとともに、民間資金を呼び込む政策を進めています。 

  ２月８日に閣議決定した地球温暖化対策推進法改正案では、脱炭素に取り組む自治体に対

して国の財政支援を努力義務化することなどを盛り込み、再生可能エネルギー導入などに取

り組む民間企業に出資する官製ファンド、脱炭素化支援機構の創設なども規定しました。 

  地域の脱炭素化については、2050年までに二酸化炭素排出実質ゼロを宣言する自治体、ゼ

ロカーボンシティが増加しており、2019年９月時点では東京都など４自治体でしたが、本年

１月末には534自治体に拡大していて、静岡県では、県をはじめ、隣の伊豆の国市などの14

市町が宣言を発しています。今後、官民一体の取組を進めるためにも、市長の意思を表明す

ることが必要と考えますが、いかがでしょうか。 

  さらに、脱炭素化への目標達成には、長期にわたる計画的な取組が必要となります。市民、

事業者への啓発や支援、教育現場での啓発、公共施設への再エネ導入や省エネ、ＥＶ車の導

入など、カーボンニュートラルへ向けた取組についてどのように進めていくでしょうか。 

  次に、コロナ禍で打撃を受けた観光業の再生に向けた取組について、市長に伺います。 

  「国土交通白書2021」によると、観光業は旅行業、交通産業、宿泊業、飲食産業、アミュ

ーズメント産業、土産物品産業、旅行関連産業等幅広い分野を包含した産業であり、我が国

経済に与えている影響は非常に大きい。また、地域レベルで見ても、観光業は地域外との対

流、交流を生むとともに、地域外から利益を得て地域経済を支える産業として重要であると

して、観光業が新型コロナウイルス感染症により非常に大きな打撃を受けており、このまま

では多くの事業の維持が困難になるおそれがあることから、その対策の必要性を示していま

す。 

  当市においても観光業の果たす役割は大きなものがあり、市内経済や雇用の維持のため、

コロナ禍で最も大きな打撃を受けたとされる観光業の再生、支援に力を入れていく必要があ

ると思います。 

  市長が施政方針で述べた観光振興政策、観光拠点整備、それぞれの風情を際立たせるため

の観光地整備とは具体的にどのようなことを想定しているのでしょうか。 

  観光庁の2021年度補正予算では、観光地の顔となる宿泊施設を中心とした地域一体となっ

た面的な観光地再生・高付加価値化について、自治体、ＤＭＯ等による観光地再生に向けた
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地域計画の作成や、同計画に基づく改修事業等を強力に支援するとしていますが、当市の取

組はいかがでしょうか。 

  また、長期的には、高齢による免許返納者の増加、若年層の車離れ、団体客の減少や遠方

からの観光客など、自家用車以外による来訪者への対応も整備する必要があると思います。 

  住民の移動手段の確保を兼ねて、観光客にも喜ばれる公共交通体系の整備をいかに進める

かお伺いいたします。 

  また、今後、ＥＶ車の増加が考えられます。公共施設をはじめとして、急速充電設備の整

備が必要と考えられますが、いかがでしょうか。 

  以上、よろしくお願いします。 

○議長（小長谷順二君） ただいまの杉山誠議員の質問に対し、答弁を求めます。 

  市長。 

〔市長 菊地 豊君登壇〕 

○市長（菊地 豊君） お答えします。 

  地球温暖化対策について、伊豆市としての戦略を策定することは必要だと考えています。

これまで自分自身で必要な施策を編成してこられませんでしたので、あえて宣言は発出して

きませんでした。策定すれば、その名称は、ゼロカーボンシティ構想、ＳＤＧｓ戦略、地球

温暖化対策、グリーン・プログラムなど、いろいろ名称の候補はあろうかと思いますが、ま

ずは市長としての意思表明をせよとの御指摘を重く受け止めたいと思います。 

  来年度、地球温暖化対策実行計画の見直しを行いますので、取組施策が明確になった後、

定例記者会見などで公表できるように準備いたします。 

  カーボンニュートラルに向けた取組については、市民部長に答弁させます。 

○議長（小長谷順二君） 続いて、教育長。 

〔教育長 梅原賢治君登壇〕 

○教育長（梅原賢治君） 私が子供の頃は石炭がまだありました。それから石油、今は電気へ

というような、そういうエネルギー転換が起こっています。未来を生きる子供たちにとって、

その頃にはどういう世の中になっているんでしょうかなんて、本当に大切な子供たちへの啓

発だと思っています。 

  教育現場における脱炭素化への計画的な取組についての啓発は、小学校の段階で総合的な

学習という、いろんな教科を総合的に組み合わせて知見として学んでいく、その中で環境や

資源エネルギーに関する今日的な課題として触れる機会があります。脱炭素そのものを扱う

わけではありませんけれども、小学校段階でも世界的な問題として知ることができます。理

科の教科書ですとか社会科の教科書には、それらに関わるヒントとなるような項目がたくさ

ん散りばめられているところです。 

  中学校になると、社会科では国際社会の課題、理科では自然環境の保全と科学技術の利用、

技術科ではエネルギー変換の技術と、それぞれの教科で少しレベルの上がった関連する分野
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として学ぶことができます。中学校でも脱炭素そのものを課題として学ぶということはあり

ませんけれども、関連分野を学ぶ際には、未来につながる現代の国際的な課題として授業に

組み込んでいくことは可能だと考えています。 

  また、整備が始まった新中学校においては、太陽光パネルを設置、それから簡易的に発電

量が見えるメーターなどで自然エネルギーの利用を見える化したり、設計段階で、例えば合

わせガラスや壁の建材による断熱性、それから建物内の換気による温度調節、教室南側のひ

さしの役割など、それらを使って省エネルギーを意識した内容を環境教育として展示するな

ど、校舎自体が脱炭素に向けた取組を啓発できる教材となるように工夫していきたいと考え

ております。 

  以上です。 

○議長（小長谷順二君） 続いて、市民部長。 

○市民部長（加藤博永君） それでは、カーボンニュートラルに向けた取組についてお答えい

たします。 

  取組につきましては、先ほど市長が申し上げたとおり、来年度、地球温暖化対策実行計画

の見直しを行います。その中で、脱炭素に向けた取組施策が明確になった際に啓発、支援を

行っていきたいと考えております。 

  また、太陽光発電システムを設置した住宅などで発電した電力を、夜間や災害時でも使用

できるよう、蓄電池システムの普及を促進するため、蓄電池設置に要する経費の補助につい

て、今定例会にお諮りしているところです。 

  公共施設の再生エネルギーの導入または省エネへの取組につきましては、生きいきプラザ

をはじめ、社会体育館やその他の施設につきましても、ＬＥＤ照明の導入を進めております。 

  また、ＥＶ車の導入につきましては、充電設備の導入に係る経費、また車体本体の蓄電池

の寿命などを考慮した場合の購入の検討など、車体本体価格が高額という中で、検討すべき

事項がありますので、これからの動向を注視し検討してまいります。 

  以上でございます。 

○議長（小長谷順二君） 再質問はありますか。 

  杉山誠議員。 

○１６番（杉山 誠君） それでは、最初に市長に確認させていただきますけれども、伊豆市

としての戦略策定が必要と考えるというお答えがございましたけれども、地球温暖化の現況

に対するこの認識、また地球規模の取組が必要な中で、自治体の役割についてどのようにお

考えでおいででしょうか。 

○議長（小長谷順二君） 答弁願います。 

  市長。 

○市長（菊地 豊君） 先ほど、自分がまだ具体的な施策を編成していないので宣言はしてこ

なかったと申し上げましたけれども、やっぱりリーダーの強い意思が必要だと思います。 
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  実際にクールビズが始まったときに、私、内閣官房にいましたので、その後の変化をすご

く危惧しているんですけれども、あのときに小泉総理大臣は、官邸に来るときにネクタイは

つけてくるなと言明されたんですね。その後、意外と国会議員の先生方がネクタイを戻され

て、あるとき与党の幹事長の先生に、先生、申し訳ないんですけれども、ネクタイを外して

いただけないでしょうかって、我々が外しにくくてしようがないんですがとお願いしたんで

すが、駄目かなとかおっしゃって、結局、批判するようですけれども、ここ一、二年、ニュ

ースキャスターでさえ、ネクタイをしている方は夏はいっぱいいらっしゃいますよね。あれ

ほどエネルギー危機とか石油ショックとか、クールビズとか、ウォームビズとかやってきた

のは、一体何だったのだろうかと思うほど、最近、私が自分がネクタイを外すのが、時々、

エクスキューズしなければ何かいけないような雰囲気になりつつあって、大変危惧していま

す。 

  というのは、これがやっぱり意思につながるんですよね。リーダーがその姿を示さないと

やはり徹底できないですから、私は失礼を承知で夏はネクタイを取りますし、僅かな力です

けれども、やっぱり落ちているプラスチックは拾おうと思うし、プラスチックはなるべく生

産してほしくないと、あちこちで訴えていますし、そういったものを地道にやっていくしか

ない。ただ、私を含めて、リーダーたる者の強固な意思がないことには、これは進まないと

思っています。 

  ただ、受益者は全世界の人民全てですから、動植物も含めてでしょうか、そこの何という

んでしょうか、価値観についてなるべく多くの方と共有することが必要かなと思います。 

○議長（小長谷順二君） 再質問はありますか。 

  杉山議員。 

○１６番（杉山 誠君） 分かりましたけれども、私、お尋ねしているのは、見識いろいろ広

くお持ちですので、現在の状況、この危機的な状況というのはどう捉えておられるかという

ことをお伺いしたかったんですけれども、お願いできますか。 

○議長（小長谷順二君） 答弁願います。 

  市長。 

○市長（菊地 豊君） さっき気合いを入れて申し上げた割には、ここからちょっと恥ずかし

い話なんですが、私の記憶では、平成17年に伊豆市の新エネルギービジョンを策定してあっ

たと思うのですが、私が市長になって風力発電の案件が出たときに、これは新エネルギービ

ジョンを見直さなければいけないのではないか、そのときに実はこの課題を認識して、新エ

ネだけではなくて、地球温暖化対策、環境対策を総合的に組まなければいけないのではない

かと考えていました。その中の一環として、残念ながら実現しなかったんですけれども、隣

の生きいきプラザに太陽光パネルをつけるとか、あるいは市営の日帰り温泉のボイラーをチ

ップボイラーに替えるとか、案件はあったんですが、一つも実現していません。 

  したがって、志は持っているんですが、今まで具体的な施策、どれも実現できませんでし
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たので、新エネルギーと、それから温暖化対策、脱炭素含めて、戦略的に、今、まさにつく

らなければいけない、その責任は痛切に感じているという状況です。 

○議長（小長谷順二君） 再質問はありますか。 

  杉山議員。 

○１６番（杉山 誠君） ここまで必要になったという今の状況、環境問題、これを本当に深

刻に捉えて、できることからやっていただきたいと思うんですけれども、今、伊豆市にある

地球温暖化対策実行計画ですけれども、県内でもほとんどの自治体がこの計画を策定して、

その多くがホームページで公開をしていますが、当市、私、探したんですけれども見当たり

ませんでした。 

  伊豆の国市では、実施状況報告書というものが令和３年９月に公開されていますけれども、

当市の計画についてはどのように検証されてきたでしょうか。また、その公表状況について

はいかがでしょうか。 

○議長（小長谷順二君） 答弁願います。 

  市民部長。 

○市民部長（加藤博永君） 当市の計画の状況でございますけれども、現在の計画は2018年か

ら2022年度までの第３次伊豆市地球温暖化対策実行計画となっております。目標値ですが、

2016年度を基準といたしまして、2022年度までに7.3％削減、2030年度までに30.1％削減す

ることとなっております。 

  2020年時点の市の事務及び事業に伴う温室効果ガスの総排出量でございますが、9,701ト

ンで、2016年度の、これは基準値となりますが、１万2,018トンに対しまして、19.3％の削

減となっております。短期目標の2022年度の7.3％の削減目標を上回っております。 

  ホームページ等の掲載につきまして、大変申し訳ありません、そこら辺についてはまた再

度徹底して、掲載を進めてまいりたいと思っております。 

  以上でございます。 

○議長（小長谷順二君） 再質問はありますか。 

  杉山議員。 

○１６番（杉山 誠君） 多くの数字が示されましたけれども、もう少し分かりやすく、この

進捗状況というのは客観的に言ってどんな状況でしょうか。 

○議長（小長谷順二君） 答弁願います。 

  市民部長。 

○市民部長（加藤博永君） 目標、先ほど、すみません、数字をただ読んだだけで申し訳なか

ったんですけれども、削減目標については、現時点では上回っていますので、引き続きこれ

を進めてまいりたいと思っております。 

  以上でございます。 

○議長（小長谷順二君） 杉山議員。 
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○１６番（杉山 誠君） 削減目標を上回っていることを確認できました。 

  少し具体的なことになりますけれども、来年度予算に蓄電池の設置補助金が計上されてお

ります。昨日の質問にもありましたけれども、当市では住宅用太陽光発電設置の補助金制度

は終了したと認識しております。その上で、既に設置されている太陽光発電の有効利用とし

て蓄電池設置補助ということは、ある程度評価できますけれども、何かそれだけでは物足り

ないような気がします。三島市などのように、スマートハウス設備導入費補助金として太陽

光発電、太陽熱燃料電池、リチウムイオン蓄電池のそれぞれのシステムの導入、あるいはそ

れらの設置している住宅の購入に補助金制度を設けている自治体もあります。 

  ＩＣＴや再生可能エネルギーを活用したスマートシティやスマートハウスは、今後普及し

ていくことが考えられますけれども、将来的にですけれども、補助対象を拡大する考えはあ

りませんか。 

○議長（小長谷順二君） 市民部長。 

○市民部長（加藤博永君） 議員、今、おっしゃられたように、令和２年度で補助を終えてし

まいました。これは、結局、カーボンニュートラルに向けては、ちょっと逆行の形にもなっ

ている部分もあると思います。なくしたのは、一定の役割を果たしたということでなくしま

したけれども、それに伴いまして蓄電池を始めました。ただ、セットであるという部分もあ

りますので、今後も、今回、来年度見直します計画の中で、そこら辺も含めて検討してまい

りたいと思っております。 

  以上です。 

○議長（小長谷順二君） 再質問は。 

  杉山議員。 

○１６番（杉山 誠君） 次に、市民への啓発普及ですけれども、伊豆市のホームページに地

球温暖化対策ということで見ることができました。温暖化やその影響を、市民に対して環境

に配慮した暮らしへの働きかけがなされております。これまで広報伊豆で食品ロス削減など

の啓発がされたことがあったように思いますけれども、改めて、カーボンニュートラルに関

する市民への伝わりやすい啓発を行う考えはないでしょうか。 

○議長（小長谷順二君） 答弁願います。 

  市民部長。 

○市民部長（加藤博永君） 確かに、環境問題等については啓発が非常に大事だと思っており

ます。来年度、ごみの出し方の便利帳を見直しますので、その中でも分かりやすくその旨啓

発、広報していきたいと思いますし、またホームページ等、いろいろ様々な方法でカーボン

ニュートラル、そこら辺を広報してまいりたいと思っております。 

  以上です。 

○議長（小長谷順二君） 再質問は。 

  杉山議員。 
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○１６番（杉山 誠君） このガイドブックについても、昨日の質問にもありましたけれども、

市民の目に触れる直接の出し方のガイドなんですけれども、単なるごみ出し方法でなくて、

ごみの減量化とかそういった消費に関することまで含めて、ごみそのものに対する啓発、つ

まり、ごみは捨てるものという概念を見直して、できるだけごみを出さないようにするよう

な生活とか、環境に配慮した消費の仕方など、ごみ出しのガイドブックですから、どうでし

ょうかと思いますけれども、そういったことも含めて、いろいろな手段を通じて啓発してい

く内容を盛り込んでいくことも必要かと思うんですけれども。 

  それと、もう一つは、ごみの分別とかごみの出し方のタイミングが分かりにくいという声

が高齢者を中心に多く聞かれます。また、ほかの地域から転入されてきた方が最初に戸惑う

のが、ごみの出し方と言われています。できるだけシンプルに分かりやすいガイドブック、

そして、先ほど申しましたように、啓発も含めたような内容にしていただきたいと思うんで

すけれども、いかがでしょうか。 

○議長（小長谷順二君） 答弁願います。 

  市民部長。 

○市民部長（加藤博永君） その辺も含めまして、見出しから分かりやすい、探しやすい冊子

にしていきたいと思っております。 

  また、繰り返しになりますけれども、啓発から含めて、ごみのこととプラスチック系の話

もありますので、そこら辺を含めて、ページ数、そこら辺の制約もあるかと思いますけれど

も、前向きに検討していきたいと思っております。 

  以上です。 

○議長（小長谷順二君） 再質問はありますか。 

  杉山議員。 

○１６番（杉山 誠君） あと、事業者への啓発ですけれども、２月14日までの調査、静岡経

済研究所というところの調査、新聞に報道されましたけれども、脱炭素に積極的な県内企業

は２割未満というような記事も見ました。なかなか普及が進んでいないという現実がうかが

われますけれども、事業者への啓発、これはどのように考え、また今後行っていく予定でし

ょうか。 

○議長（小長谷順二君） 答弁願います。 

  市民部長。 

○市民部長（加藤博永君） これにつきまして調べさせていただきました。調べましたところ、

どういう流れでいくのか分からないというところと、規則やルールが明確に定まっていない

とか、そういうところで進んでいないと判断しております。ですので、そこら辺を含めて、

市内の事業者様に対しても併せて啓発というか、お願い、分かりやすい説明とか、そこら辺

をやっていきたいと思っております。 

  以上です。 
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○議長（小長谷順二君） 再質問はありますか。 

  杉山議員。 

○１６番（杉山 誠君） 次に、学校の取組ですけれども、教育現場ですけれども、先ほど教

育長から答弁いただきましたけれども、いろいろな様々な取組が行われていることを理解し

ました。脱炭素の達成目標とされる2050年は、今の子供たちが主役になる時代です。 

  宮崎県の都農町というところでは、小中学生の選抜チームがゼロカーボンＵ－１８議会を

創設して、町に提言を行っているということで、18歳以下の若者が持続的に町を動かしてい

く仕組みづくりとして注目されています。 

  本当に教育現場で今まで行われてきた環境教育、いろいろと取組をされてきたわけですけ

れども、このゼロカーボンに向けて、さらにこれを深化、深めていくということで、未来に

つながる教育成果を発揮してほしいと思うんですけれども、今後どのように進めていくお考

えでしょうか。 

○議長（小長谷順二君） 答弁願います。 

  教育部長。 

○教育部長（佐藤達義君） 現在も小学校の段階で、静岡県地球温暖化防止活動推進センター

が実施いたします小学校高学年を対象としたアース・キッズチャレンジというプログラムが

ございます。伊豆市内の学校も毎年１校ですけれども、このプログラムに参加しております。

このアース・キッズチャレンジというのは、ワークブックを使いながら、家庭での取組とい

うものと、学校での体験学習を通して学ぶということで、非常に実践的で広がりがある活動

だと感じております。 

  今後は、こうしたプログラムと、この内容と授業の内容をうまく絡めて、より深く環境に

ついても学べるように検討してまいりたいと考えております。 

○議長（小長谷順二君） 再質問はありますか。 

  杉山議員。 

○１６番（杉山 誠君） そうですね。子供たちの教育、意識の変革というのは、家庭、大人

にも影響を強く与えるということですので、ぜひ進めていっていただきたいと思います。 

  あと、ＣＯ２の減少ということも含めて、今ある伊豆市の自然資源を生かしてその対策を

進化させていただくということで、地元の自然資源、食料とか木材を地元で賄うということ

は、輸送に係るＣＯ２を減らすとともに、地域経済を支えることにもつながるということで

す。 

  政府は先月、地球温暖化対策推進法改正案を閣議決定したところですけれども、地域の脱

炭素化に積極的な自治体に対する国の財政支援を努力義務化するということで、補助金をつ

ける制度を設けたんですけれども、民間企業の先進的な脱炭素化を支援する官民ファンド、

脱炭素化支援機構の創設ということも含まれていますけれども、官民を挙げて強化する、今

まで以上に力を入れていただくということで、国が後押しする制度ができたんですけれども、
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今、各地の自治体でゼロカーボンシティの表明が相次いでいますけれども、地域資源を生か

した具体的な取組を進める自治体はまだ多くないということです。 

  これは一例ですけれども、岡山県の真庭市では、地場産業の林業を生かしてバイオマス発

電所を立ち上げましたけれども、国の2022年度予算案には、自治体による再生可能エネルギ

ーや省エネ設備導入を支援する地域脱炭素移行・再エネ推進交付金というのが計上されてい

ます。 

  この交付金に該当するかどうかはこれからの取組なんですけれども、伊豆市の豊富な森林

資源を、産業振興としてはもちろんですけれども、地域資源を生かした脱炭素化に資する取

組として活用していくことも有効な手段と考えますけれども、いかがでしょうか。 

○議長（小長谷順二君） 答弁願います。 

  市長。 

○市長（菊地 豊君） この森林、林業、そういった木材は伊豆市にとってもう極めて大切な

課題だと思っており、私自身、いろんなところを視察してまいりました。真庭市にも伺って、

議場、教室、それから市役所、本当に潤沢に木材を活用されているんですね。 

  ただ、バイオマス発電については、銘建工業というもう基盤となる会社があって、そこが

本業をベースにして、そのベースがあったということが大きな違いで、やりたいのはやまや

まですけれども、そういった状況にはなかなか難しいということが１つ。 

  それから、もう一つは、ここで一生懸命、今、木を切っている田方森林組合をはじめとし

て、国有林もあり、いろんな林業生産者が切っているんですが、それを乾燥するだけで県の

中部まで持っていくんですね。トラックで持っていって、また持って帰しているんです。 

  ＣＬＴの工場は四国と九州ですから、本当はそのＣＬＴで駅舎か何かをやりたいんですけ

れども、ここで切った木を船で宮崎まで運んで、ＣＬＴにして戻す、要するにその間にもう

大量のＣＯ２を出すという非常に皮肉な状況になっていて、やはり、少なくとも静岡県東部

に木材をしっかり製品に加工する。今、１つは富士市に合板工場はできたんですけれども、

それ以外の工場が、加工工場がないというのが大きな問題で、木材生産をするだけではその

課題を克服できない。ここは何としても、やはり県や国と一緒に事業を組ませていただきた

いと思っています。 

○議長（小長谷順二君） 再質問はありますか。 

  杉山議員。 

○１６番（杉山 誠君） 流通経路については、またぜひ力を入れていただきたいと思います。 

  あと、これ、九州森林管理局というところの資料なんですけれども、参考になることがあ

りましたので少し引用させていただくんですけれども、ここで2030年度目標達成及び2050年

カーボンニュートラル実現に向けた取組というところがありまして、やはり森林というのは、

やっぱり若い木ほどＣＯ２の吸収能力であるとかいろんな機能を果たすということで、人工

林が高齢化している中で、森林の吸収量が減少傾向にあるもので、今後、ＣＯ２の吸収量の
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確保に向けて、切って、使って、植えるということのサイクル、これを図っていくことが必

要だということが書かれているんですけれども、成長の旺盛な若い森林を増やすという意味

で、伊豆市でもエリートツリーということが採用されているんですけれども、その辺の森林

を有効活用していくこの取組、これをどのように今進められているでしょうか。 

○議長（小長谷順二君） 答弁願います。 

  産業部長。 

○産業部長（滝川正樹君） 今、まさに議員がおっしゃられたとおり、切って、使って、植え

るという循環サイクルを確立するということは非常に重要なことだと思っています。 

  今、ご質問いただきましたエリートツリーにつきましては、昨年度、令和２年度に試験的

といいますか、中伊豆地区で市有林を活用して皆伐・再造林という、実証実験的な位置づけ

ではあるんですけれども、行いました。このエリートツリーを使っておりますので、この成

長というのは、私どもも管理をしながら、実際に一般苗とどの程度の成長の差が出てくるの

か、本当に早く大きくなるのかどうかというところは見ていきたいというふうに思っており

ます。 

  その上で、皆伐・再造林につきましては、やはり採算というところも、環境とはすみませ

ん、違うんですけれども、採算ベースにのせるかどうかというのは、やはり木を出せる有利

な場所でなければ、なかなかここは費用、コストの問題が出てきますので、やはり明確に、

市のこの広大な森林の中でも皆伐・再造林として循環をさせていくところと、山奥でなかな

か採算が合わないところについては適正な間伐を実施することによって、人工林から広葉樹

林への転換も含めて、議員お話しになったとおり、やはり樹齢がいけばいくほど炭素の吸収

量というのは下がっていくということは承知をしております。例えば、杉、ヒノキでも、や

はり30年から40年程度が一番炭素を吸収するというふうに言われておりますので、今、50年

製以上が半分以上を持っている市有林につきましても、やはり適正な間伐というのはやって

いかなければならないのかなというふうに考えております。 

  以上です。 

○議長（小長谷順二君） 再質問はありますか。 

  杉山議員。 

○１６番（杉山 誠君） 分かりました。 

  最初にありました地球温暖化対策実行計画の見直し、これにも森林のそういった果たす役

割というものもひとつ繰り入れて、具体的に進めていくようなことはできないでしょうか。 

○議長（小長谷順二君） 答弁願います。 

  産業部長。 

○産業部長（滝川正樹君） ＣＯ２の抑制だけではなくて、森林が二酸化炭素の吸収の約８割

以上を占めているという現実がございますので、先ほど市民部長、答弁したとおり、この計

画の見直しに当たっては、産業部といいますか、森林を所管するところも一緒になって計画
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策定を行っていきたいと思っております。 

  以上です。 

○議長（小長谷順二君） 再質問はありますか。 

  杉山議員。 

○１６番（杉山 誠君） ぜひお願いします。 

  あと、伊豆市公共建築物における木材利用の促進に関する方針というのがあるんですけれ

ども、今でも使われていると思うんですけれども、公共施設の内装なんですけれども、でき

るだけ、今、構造材にも大分使われているようになっているんですけれども、今の市有建築

物だと難しいところはあるかもしれないんですけれども、使えるものはぜひ使っていただく、

そして将来的には流通が整備されて、県内産あるいは市内産の木材が市内で利用できるよう

になれば、さらにこの対策が進むと思いますので、ぜひそんな方向で今後進めていただきた

いと思うんですけれども、いかがでしょうか。 

○議長（小長谷順二君） 答弁願います。 

  産業部長。 

○産業部長（滝川正樹君） 今、議員お話しいただきました木材の利用の促進に関する方針は、

平成24年に策定をしておりますので、約10年たつと思います。この算定の根拠となっており

ます法律が昨年、国のほうで改正をされまして、この木材利用というのが、公共施設、木材

の利用を促進するために、これまでの公共施設から民間の建物も含むというような法律改正

が行われております。 

  これ、策定をするに当たっては、静岡県のほうが新法に、新しい改正法に則した方針の策

定を現在行っているというふうに伺っておりますので、市としても、その県の方針の策定さ

れ次第、その内容を確認させた上で、市としての新たな方針というのを策定していくという

ふうに考えております。 

  以上です。 

○議長（小長谷順二君） 再質問はありますか。 

○１６番（杉山 誠君） 次をお願いします。 

○議長（小長谷順二君） それでは、観光業の再生の取組について、答弁願います。 

  市長。 

○市長（菊地 豊君） 観光地の再生と高付加価値事業、これは、いや、国はよくこんなすば

らしい事業を組んでいただけたなと非常にありがたく思いますし、私は、観光地を持つ市長

として非常に高く評価をしているところです。 

  今年度、修善寺温泉で５億円事業を民間で組んでいただいたのは、やはり修善寺温泉のポ

テンシャルと、それから計画していただいた金融機関に本当に敬意を表したいと思います。 

  ぜひこの手法、国、まだこの事業を継続していただけるようですので、この手法を市内に

しっかり活用させていただく、そのように考えております。 
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  具体的な御下問については、産業部長に答弁をさせます。 

○議長（小長谷順二君） 続いて、産業部長。 

○産業部長（滝川正樹君） それでは、お答えをさせていただきます。 

  まず、それぞれの風情を際立たせるための観光地整備と観光庁事業の取組でございますが、

ただいま市長申し上げたとおり、本年度、修善寺温泉で実施しました面的再生に資する宿泊

施設の改修、景観改善のための廃屋撤去、土産店などの観光施設の改修などを支援する観光

庁の事業を、これを来年度以降市内に拡大し、令和４年度は地域一体となった観光地の再生、

観光サービスの付加価値化事業として、天城湯ヶ島地区など市内の幾つかの地域で、その特

色を生かし、観光事業者自らが観光地整備に取り組もうという計画があると観光関連団体か

ら伺っております。こうした事業者自らの取組によって、歴史、自然、文化、景観など、そ

れぞれの財産とも言える地域の特色が最大限引き出されることを期待をしているところでご

ざいます。 

  それぞれの地域の具体的な整備内容は今後検討されることとなりますが、市としてこうし

た取組を支援するため、事業全体のマネジメントを伊豆市産業振興協議会が担うこととして、

令和４年度予算に関連経費を計上しているところでございます。 

  続きまして、観光客にも喜ばれる公共交通体系の整備と急速充電設備でございますが、伊

豆半島内の公共交通機関や観光施設、体験型コンテンツのほか、駿河湾フェリーや静岡市内、

富士山静岡空港までのバスや鉄道等をスマートフォンで検索、予約、決済できる観光型Ｍａ

ａＳ「Ｉｚｕｋｏ」の実証実験を、美しい伊豆創造センターや交通事業者などが協議会を構

成し、実施をしてまいりました。 

  その結果、利用者の８割以上がシステムに満足したと回答しており、観光型ＭａａＳによ

り周遊が促進されていることがうかがえる結果となりました。 

  今後は、社会実装を見据えた商品や機能のさらなる改善、持続可能な運営体制や収益確保

に向けた検討を進めると伺っており、伊豆半島の活性化に資するサービスになるとともに、

こうした観光客の利用が住民の移動手段の確保にもつながるものと考えております。 

  続いて、急速充電設備の整備でございますが、まず、市の公共施設におきましては、道の

駅天城越えに１機設置をしております。また、市内のコンビニ、自動車販売店、旅館等にも

数店で設置をしていると伺っております。 

  急速充電設備の整備につきましては、今後のＥＶ車の普及状況を見ながらになるかと思い

ますが、伊豆市のみで検討するよりも、伊豆半島に来られるお客様に不便をかけないよう、

伊豆半島全体を見据えた中で、関係市町、また美しい伊豆創造センターも交えて検討してい

く必要があると考えております。 

  以上でございます。 

○議長（小長谷順二君） 再質問はありますか。 

  杉山議員。 
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○１６番（杉山 誠君） 観光産業というのは、ホテル、旅館や観光施設だけではなくて、関

連するリネンサプライ、食品の納入や生産者、さらには建設業、そして旅行代理店や交通事

業者、また飲食業、お土産など、さらに幅広い分野を包含する裾野の広い産業と理解してい

ます。極めて伊豆市でも多くの人がそういった産業に関わっておりますので、コロナで打撃

を受けたこの観光業の再生というのは非常に大切なものと考えております。 

  市長、最初に答弁いただいたんですけれども、施政方針の中で、それぞれの風情を際立た

せるための観光地整備ということをおっしゃっていますけれども、具体的にどのようなお考

えをお持ちでしょうか。 

○議長（小長谷順二君） 答弁願います。 

  市長。 

○市長（菊地 豊君） 我々も、やはり地元で伊豆は温泉ですねと我々も思っていますし、お

客様からもたくさん伺います。旅行代理店なんかが出している雑誌を見ますと、まあ、多い

ですけれども、静岡県内では伊豆半島は多いし、伊豆市は多いんですが、日本の観光地って、

ほぼ温泉ですよね。ただ、温泉だけだと全く競争力がなく、差別化がなされない。そうする

と、何を加えるかですが、そこの付加価値のところで、やはり修善寺は歴史でしょうし、土

肥は海でしょうし、中伊豆は里山でしょうし、湯ヶ島は文学とか自然景観とかになるんだろ

うと。それを際立たせる、そういった際立たせるための観光地整備ですね。 

  今回、修善寺温泉の事業を見ておりますと、そういった施設の付加価値を高める事業と、

それから、あそこは御承知のとおり、外を歩いているお客様はいっぱいいらっしゃいますか

ら、そういったマーケットをより多く捉える事業、それはやはり理にかなっているだろうと

思うんですね。 

  今年、天城湯ヶ島をはじめ、ほかの地区でやる場合に、そこの特性をさらにより強化して

いく、そういった事業を考えています。 

○議長（小長谷順二君） 再質問はありますか。 

  杉山議員。 

○１６番（杉山 誠君） 今回の国の支援事業というか、観光地再生の事業に、市も積極的な

姿勢だということは確認できました。 

  今後のその整備について、やはり当事者、関係する方々とＤＭＯが主体となって進めてい

くということですけれども、やはり行政も、多くの市民を預かる行政としても、やはりそう

いった場に参加してしっかりと協議をする必要があると思うんですけれども、そういった協

議の場というのは具体的には考えられているんでしょうか。 

○議長（小長谷順二君） 答弁願います。 

  市長。 

○市長（菊地 豊君） それこそが、私はそれこそ、そのためにこそ産業振興協議会をつくっ

たつもりでいるんですけれども。この計画は産業振興協議会として国に提出するものになっ
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ていますけれども、実務のところで、今回も金融機関には委託費を充てているところですが、

やはり実務においても産業振興協議会がしっかりこの役割を担ってほしい。 

  というのは、今、本質的なところなんですけれども、伊豆半島はやっぱり観光事業者で、

何というんでしょうか、メインボディといいますか、母体といいますか、発言力が強いとい

いますか、宿泊事業が多いんです。宿泊事業者の皆さんにとっては、チェックインの３時か

らチェックアウトの10時までですから、そこがその事業になるわけですね。 

  ほかに流れているお客様は、10時から３時までの間にどういうサービスを受けていただく

かが焦点ですから、ここを強化して全体の消費額を喚起するためには、やはり宿泊の方々以

外の方々に多く参加していただく。そのためには商工業、商工会であったり、ＪＡであった

り、まさに、今、伊豆市産業振興協議会の構成団体としているところがしっかり入って一緒

に議論いただかないと、そこの10時３時のマーケットを生かせないということになりますの

で、そこはしっかり、まだ道半ばで、つくった目的が十分に機能していないんですけれども、

これをいいタイミングとして、そこを強化していきたいと思っています。 

○議長（小長谷順二君） 再質問はありますか。 

  杉山議員。 

○１６番（杉山 誠君） あと、地域計画に基づく整備ということですけれども、宿泊施設の

高付加価値化、観光地の魅力向上のための廃屋撤去、それから観光施設の改修とありますけ

れども、４番目に公的施設への観光目的での改修というのもあるんですけれども、伊豆市の

場合、ちょっと思い当たらないんですけれども、そんなことを何か対象になるものがありま

したら教えていただきたいと思うんですけれども。 

○議長（小長谷順二君） 答弁願います。 

  産業部長。 

○産業部長（滝川正樹君） 令和４年度のこの観光庁の高付加価値事業につきましては、実は

まだ詳細な交付要綱等は今いただいてない状況でございます。観光庁の予算の資料の中で計

画をつくってきたんですけれども、今、議員御指摘のとおり、ほぼ４つの柱というのは今年

度の事業と同じでございますので、内容的にはそう変わらないのかなということは想定はし

ております。 

  その中で、今、議員おっしゃられました公的施設への観光目的での改修というメニューは

確かにございます。ですが、今、現時点で来年度の高付加価値化事業の中で市の公共施設を

目的を変えて、例えば例としては、文化施設にカフェを併設するであるとか、老朽化した宿

泊施設のリニューアル、例えば、今、伊豆市にはないんですが、国民宿舎の改修等々が一応

例示はされておりますが、今、現時点でこの公的施設の観光目的での改修というメニューは

ございません。 

  以上です。 

○議長（小長谷順二君） 再質問はありますか。 
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  杉山議員。 

○１６番（杉山 誠君） 国の支援事業以外にも面的整備というのも、今、求められているん

ですけれども、ここで、ふるさと納税の活用、今回、ふるさと納税に観光目的の項目が入れ

られましたけれども、それについて少し具体的に、どのような用途あるいはどの程度の金額

というか、そういうものまで決められているでしょうか。ちょっと教えていただきたいんで

すけれども。 

○議長（小長谷順二君） 答弁願います。 

  総合政策部長。 

○総合政策部長（新間康之君） 今議会でふるさと伊豆市寄附条例の一部改正を行いまして、

今、御質問のありました魅力ある地域、観光地づくりに関する事業ということを盛り込むこ

ととしております。寄附の際に、この事業をお選びいただいた場合には、市が行う観光施設

の整備だったり、いわゆる観光振興の財源として活用をさせていただくことを想定してをお

ります。 

  それから、金額でございますが、金額につきましては、寄附者の方がこの事業、６つの区

分の中からお選びいただいて寄附をしていただくわけですが、こちらについては、結果論と

いいますか、寄附者の方がどれだけ寄附をしていただいたかによって金額、額が違ってまい

りますので、この段階で金額についてはちょっと申し上げることはできない状況でございま

す。 

  以上です。 

○議長（小長谷順二君） 再質問はありますか。 

  杉山議員。 

○１６番（杉山 誠君） 寄附を受ける受入先というか、今、宿泊業が非常に大きなウエート

を占めているということなものですから、自分たちも頑張るので、ぜひ積極的にそれを活用

させてほしいというような声も聞こえるわけなんですけれども、そういったことも先ほどの

いろいろな総合的な整備ということで、直接な観光施設だけでなくて、いろんな、例えばこ

れから出てきますような交通手段の確保であるとか、いろんな面に利用するようにできると

いいと思うんですけれども、まだ使途という、使い道というのはまだ限定的なものとはなっ

ていないという理解でよろしいですか。 

○議長（小長谷順二君） 答弁願います。 

  総合政策部長。 

○総合政策部長（新間康之君） そうですね。現段階では、あくまで区分を設定をさせていた

だいたということになります。具体的な事業につきましては、今後、計画を立てた中で実行

していきたいと考えております。 

  以上です。 

○議長（小長谷順二君） 再質問はありますか。 
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  杉山議員。 

○１６番（杉山 誠君） やはりこの観光の再生ということをすごくこれから取り組む上で、

やはり観光に対する意識というか、今までと大分違ってきたということは、これ経団連の経

団連タイムスということから取り出したんですけれども、2121年の８月５日なんですけれど

も、コロナ禍で変化した観光動向と今後の取り組むべき課題ということで掲載されていたん

ですけれども、コロナ禍において観光トレンドが変化しており、マイクロツーリズム、ワー

ケーション、アウトドア等への関心が高まった。各種調査から、新型コロナウイルス感染症

終息後の国内外における旅行意欲は高く、需要の回復が見込まれるということで書かれてお

ります。その上で、オフシーズン、平準化というか、観光客の、週末だけでなくて、そうい

ったことのニーズも高まりつつあるということと、あと受入側としても、これまで以上に地

域全体で魅力向上を図ることが欠かせないということが言われているんですけれども、その

中に、廃屋の撤去というか、そういうものも観光地再生の国の事業もあるんですけれども、

そういった観光再生に向けた戦略、伊豆市としての、ＤＭＯがということを言われればそれ

までなんですけれども、そういった総合的に考えた観光戦略というか、そういった概略的な

ものであるかもしれないんですけれども、その辺のところはどのようにお考えでしょうか。 

○議長（小長谷順二君） 答弁願います。 

  産業部長。 

○産業部長（滝川正樹君） 今、議員おっしゃられたとおりで、今後いずれコロナが収束し、

国内では、また観光需要というのが相当大きく飛躍することになるかと思います。そういっ

た中で、やはり伊豆市が埋もれないで引き続き選ばれる観光地として発展し続けるためには、

やはりほかとの差別化といいますか、他の観光地にない取組を進めることが大変重要である

というふうに考えております。 

  こうした中で、これまでも議会でもお答えをさせていただいたとおり、新しい観光地経営

として、このＤＭＯの概念を入れまして、観光客のニーズの多様化に併せまして、市内のこ

れまでの歴史や文化、自然を生かしながらも、伊豆市ならではという地域資源を掘り起こし、

これを体験していただくことで、ちょっとしたサプライズを与えることがリピートにもつな

がりますし、まさに伊豆市版ＤＭＯ事業として、私どもは今年度からこの事業の仕掛けを今

年度からスタートさせておりますので、引き続き、この伊豆市版ＤＭＯ事業を強力に推進し

ていくことが、観光地の特性を生かした、伊豆市の特性を生かした観光経営になっていくの

ではないかというふうに考えております。 

  以上です。 

○議長（小長谷順二君） 再質問はありますか。 

  杉山議員。 

○１６番（杉山 誠君） すみません、時間をオーバーしちゃって。 

  やはり、コロナ収束後は観光の復活が考えられている中で、それぞれの地域でそれなりの
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戦略を考えていると思いますので、ぜひ遅れを取らないように、伊豆市の特性を生かしたそ

ういったものを進めていっていただきたいと思うんですけれども、やはり量から質、高付加

価値化とか、リピート頻度を高めるというか、そういった魅力を定着させていくことが大事

であると思います。 

  あと、すみません、交通手段なんですけれども、答弁の中でＭａａＳという言葉が出てき

ましたけれども、いろんな交通手段であるとか、あるいは観光施設、そういったものをＩＣ

Ｔを通じて予約、そして利用、そして支払いというか、そういったものまでできるというこ

とですけれども、今後、地域交通としてそういったものを普及させていくには、やはり交通

事業者同士のしっかりとした連携が必要になってくると思うんですけれども、実証実験も行

われたということですけれども、これから進めていく上での何か計画というものはあるでし

ょうか。 

○議長（小長谷順二君） 答弁願います。 

  産業部長。 

○産業部長（滝川正樹君） 先ほどもお答えをさせていただきましたが、基本的に、これ、伊

豆地域全体に係ることですので、美しい伊豆創造センターが主体となって、あと交通事業者

が主体となって進めていた実証実験でございますので、今のところ、すみません、具体的な

今後の予定というのは、ちょっとこちらとしては把握しておりません。 

○議長（小長谷順二君） 再質問はありますか。 

  杉山議員。 

○１６番（杉山 誠君） 午前中の市長の答弁の中で、修善寺駅周辺でのイベントの参加にバ

ス利用を促進したいということがありましたけれども、やはり市内の観光周遊と住民の移動

の手段の確保ということで、バスの利用というのがやっぱり大事になってくると思うんです

けれども、使いやすいバスというか、利用しやすい形態づくり、そして今まで行けなかった

ようなところ、例えば萬城の滝であるとか、そういったふだん路線バスとして採算性の悪い

ようなところも、やはりそういった利用者のニーズがあれば、その路線を、路線と言うか分

かりませんけれども、周遊を考えることによって観光地の魅力をアップさせることと、そし

て、その通過地点にある住民の足の確保にも資すると思うんですけれども、具体的なことは

提案できませんけれども、そういったような考え方についてはどうでしょうか。 

○議長（小長谷順二君） 答弁願います。 

  産業部長。 

○産業部長（滝川正樹君） 今、お話しをいただいたような周遊路線というのは、これはバス

事業者との関わりというのが非常に重要なところでございますので、現在、今の通常の路線

以外に、観光を目的とした周遊というところまでは、ちょっとすみません、今は検討してい

るところではございません。 

○議長（小長谷順二君） 再質問はありますか。 
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  杉山議員。 

○１６番（杉山 誠君） 検討しているところというか、そういう考え方に対する否定的なこ

とでも結構ですので、ぜひ答弁をお願いします。 

○議長（小長谷順二君） 市長。 

○市長（菊地 豊君） 私から答えますけれども。 

  伊豆市はやっぱり恵まれているんですよ。この人口でいけば、路線バスはもっともっと減

っているはずなんですね。ありがたいことに、八岳は申し訳なかったんですけれども、その

先に西伊豆町、松崎町があり、河津町、下田市があり、伊東市がありということで、通過交

通、土日の観光客も含めて残っている路線が多々あるわけですね。したがって、市民が自分

の足として使いたい、残したいのであれば、市民がやはり意思を持って乗っていただかなけ

ればいけない。それが、修善寺駅に用事があるときは、あえてバスを使いましょうというこ

とを促進したい一つです。 

  もう一つは、観光の観点からいけば、やっぱり１週間ずっと通っている路線と、それから

特に週末、それから繁忙期のみ出す特別便というか、貸切りバスタイプになろうかと思いま

すが、そこは観光戦略的に考えなければいけないんだろうと思います。そこはまだ今やって

いない事業ですので、それは新たな施策として検討することは大いに意義があると考えてい

ます。まだプログラムには入っていませんけれども。 

○議長（小長谷順二君） 再質問はどうですか。 

○１６番（杉山 誠君） ありがとうございます。 

○議長（小長谷順二君） よろしいですか。 

  これで杉山誠議員の質問は終了します。 

  ここで、委員会室にてモニター視聴をしている議員が議場に戻るまで、暫時休憩といたし

ます。 

 

休憩 午後 ３時０７分 

再開 午後 ３時０８分 

 

○議長（小長谷順二君） 休憩を閉じ、会議を再開いたします。 

 

◎日程の追加 

○議長（小長谷順二君） 追加議案の上程を行います。 

  お諮りいたします。 

  お配りしてあります追加日程表のとおり、議員発議１件を日程に追加し、議題にしたいと

思います。御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 
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○議長（小長谷順二君） 異議なしと認め、議員発議１件を日程に追加することに決定いたし

ました。 

 

◎発議第１号の上程、説明、質疑、委員会付託省略、討論、採決 

○議長（小長谷順二君） 追加日程第１、発議第１号 ロシアによるウクライナ侵略を非難す

るとともに日本政府への影響対策の徹底実施を求める決議を議題といたします。 

  提出者から提案理由の説明を求めます。 

  14番、三田忠男議員。 

〔１４番 三田忠男君登壇〕 

○１４番（三田忠男君） 14番、三田忠男です。 

  ロシアによるウクライナ侵略を非難するとともに日本政府への影響対策の徹底実施を求め

る決議について、お手元に配付いたしました決議案に全会一致で御賛同賜りますようお願い

申し上げます。 

  我々は平和を擁護し、人間の尊厳尊重、人権擁護、社会正義の実現を権利とした社会福祉

の専門職団体に所属する私一議員として、今、国際社会で起こっている人々の暮らしの安定

と心の安寧を実現する福祉理念とは真逆な現実に接し、声を上げるだけでなく、具体的な行

動を起こさなければならないと思いを強くし、志を同じくする議員仲間に相談した結果、御

賛同を得ましたので、全議員に呼びかけさせていただきます。 

  以下、決議案を朗読いたします。 

  ロシアによるウクライナ侵略を非難するとともに日本政府への影響対策の徹底実施を求め

る決議。 

  上記の議案を、別紙のとおり会議規則第14条第１項の規定により提出いたします。 

  去る２月24日、ロシアは、ウクライナへの侵略を開始し、ウクライナへの主権及び領土の

一体性を侵害した。このようなロシアの行動は、人道・戦争・侵略に対する国際法の深刻な

違反であり、武力行使の禁止を定めた国連憲章の重大な違反である。また、核戦力をもって

他国を威嚇することは、世界で唯一の戦争被爆国として断じて許すことができない。 

  伊豆市議会は、ロシアのウクライナへの軍事進攻を厳重に抗議するとともに強く非難し、

ロシア軍の攻撃の停止とロシア国内への即時撤退を強く求める。 

  日本政府には、ウクライナに在住する邦人の安全確保に全力を尽くすとともに、国際社会

とも連携し、制裁を含め、事態に迅速かつ厳格な対応を行うことを求める。また、ウクライ

ナからの避難民に対する人道支援を早期かつ柔軟に行い、ロシアへの経済制裁に伴う国内へ

の様々な影響対策に万全を尽くすよう求める。 

  以上、決議する。 

  令和４年３月15日、静岡県伊豆市議会。 

  決議案に御賛同いただけましたら、具体的な行動として、日本赤十字社静岡県支部を通じ
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たウクライナ人道危機救援金受付呼びかけに応じて、伊豆市議会として10万円の支援金を送

ることも併せて御賛同賜りたいと思います。よろしくお願いいたします。 

○議長（小長谷順二君） これをもって、提案理由の説明を終わります。 

  これより質疑に入ります。 

  質疑はございませんか。 

〔発言する人なし〕 

○議長（小長谷順二君） よろしいですか。 

  質疑なしと認め、質疑を終結いたします。 

  お諮りいたします。 

  本案につきましては、会議規則第37条第３項の規定により、委員会付託を省略することに

異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（小長谷順二君） 異議なしと認めます。 

  よって、本案につきましては、委員会付託を省略することに決定いたしました。 

  これより発議第１号について討論、採決を行います。 

  ここで暫時休憩いたします。 

  討論のある議員は、この休憩中に通告書を議長に速やかに提出願います。 

 

休憩 午後 ３時１４分 

再開 午後 ３時１４分 

 

○議長（小長谷順二君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

  発議第１号について討論を行います。 

  討論の通告がありませんので、直ちに採決を行います。 

  これより発議第１号 ロシアによるウクライナ侵略を非難するとともに日本政府への影響

対策の徹底実施を求める決議を採決いたします。 

  原案のとおり決定することに賛成の議員の起立を求めます。 

〔起立全員〕 

○議長（小長谷順二君） 起立者全員。 

  よって、発議第１号は原案のとおり可決されました。 

  以上で本日の日程は全て終了いたしました。 

  なお、ただいま議決された事件の字句、及び数字、その他整理に要するものにつきまして

は、伊豆市議会会議規則第43条の規定により、その整理を議長に委任されたいと思います。

これに異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 
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○議長（小長谷順二君） 異議がありませんので、そのようにさせていただきます。 

 

◎散会宣告 

○議長（小長谷順二君） 以上で本日の日程は全て終了いたしました。 

  次の本会議は、３月23日の午前９時30分から開催いたします。 

  本日はこれにて散会いたします。 

  どうも御苦労さまでした。 

 

散会 午後 ３時１５分 
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令和４年伊豆市議会３月定例会 

 

議 事 日 程（第５号） 

 

                   令和４年３月２３日（水曜日）午前９時３０分開議 

 

日程第 １ 議案第 ４号 令和３年度伊豆市一般会計補正予算（第１２回） 

日程第 ２ 議案第 ５号 令和３年度伊豆市公共用地取得事業特別会計補正予算（第１回） 

日程第 ３ 議案第 ６号 令和３年度伊豆市国民健康保険特別会計補正予算（第４回） 

日程第 ４ 議案第 ７号 令和３年度伊豆市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１回） 

日程第 ５ 議案第 ８号 令和３年度伊豆市下水道事業会計補正予算（第１回） 

日程第 ６ 議案第 ９号 令和４年度伊豆市一般会計予算 

日程第 ７ 議案第１０号 令和４年度伊豆市公共用地取得事業特別会計予算 

日程第 ８ 議案第１１号 令和４年度伊豆市国民健康保険特別会計予算 

日程第 ９ 議案第１２号 令和４年度伊豆市後期高齢者医療特別会計予算 

日程第１０ 議案第１３号 令和４年度伊豆市介護保険特別会計予算 

日程第１１ 議案第１４号 令和４年度伊豆市水道事業会計予算 

日程第１２ 議案第１５号 令和４年度伊豆市簡易水道事業会計予算 

日程第１３ 議案第１６号 令和４年度伊豆市温泉事業会計予算 

日程第１４ 議案第１７号 令和４年度伊豆市下水道事業会計予算 

日程第１５ 議案第１８号 令和４年度伊豆市持越財産区特別会計予算 

日程第１６ 議案第１９号 令和４年度伊豆市市山財産区特別会計予算 

日程第１７ 議案第２０号 令和４年度伊豆市門野原財産区特別会計予算 

日程第１８ 議案第２１号 令和４年度伊豆市吉奈財産区特別会計予算 

日程第１９ 議案第２２号 令和４年度伊豆市月ヶ瀬財産区特別会計予算 

日程第２０ 議案第２３号 令和４年度伊豆市田沢財産区特別会計予算 

日程第２１ 議案第２４号 令和４年度伊豆市矢熊財産区特別会計予算 

日程第２２ 議案第２５号 伊豆市特別職の職員の給与に関する条例等の一部改正について 

日程第２３ 議案第２６号 伊豆市使用料金等審議会条例の一部改正について 

日程第２４ 議案第２７号 伊豆市行政財産の目的外使用に関する条例の一部改正について 

日程第２５ 議案第２８号 伊豆市消防団条例の一部改正について 

日程第２６ 議案第２９号 伊豆市消防団員等公務災害補償条例の一部改正について 

日程第２７ 議案第３０号 ふるさと伊豆市寄附条例の一部改正について 

日程第２８ 議案第３１号 伊豆市国民健康保険税条例の一部改正について 

日程第２９ 議案第３２号 公の施設の指定管理者の指定について（修善寺自然公園） 
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日程第３０ 議案第３３号 公の施設の指定管理者の指定について（恋人岬関連施設） 

日程第３１ 議案第３４号 公の施設の指定管理者の指定について（萬城の滝キャンプ場） 
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───────────────────────────────────────────────── 
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開議 午前 ９時２９分 

 

◎開議宣告 

○議長（小長谷順二君） 皆さん、おはようございます。 

  ただいまから、令和４年伊豆市議会３月定例会を再開いたします。 

  本日の出席議員は16名であります。定足数に達しておりますので、会議は成立いたしまし

た。 

  直ちに本日の会議を開きます。 

 

◎議事日程説明 

○議長（小長谷順二君） 本日の議事日程は、お手元に配付のとおりであります。 

 

◎議案第４号～議案第８号の委員長報告、質疑、討論、採決 

○議長（小長谷順二君） 日程第１、議案第４号 令和３年度伊豆市一般会計補正予算（第12

回）から日程第５、議案第８号 令和３年度伊豆市下水道事業会計補正予算（第１回）まで

の５議案を一括して議題といたします。 

  本案につきましては、各常任委員会に審査を付託してありましたので、審査の経過と結果

について各委員長の報告を求めます。 

  最初に、議案第４号、議案第５号及び議案第８号について、総務経済委員会委員長、下山

祥二議員。 

〔総務経済委員会委員長 下山祥二君登壇〕 

○総務経済委員会委員長（下山祥二君） 皆さん、おはようございます。６番、下山祥二です。 

  ただいま議長から報告を求められました議案第４号 令和３年度伊豆市一般会計補正予算

（第12回）、議案第５号 令和３年度伊豆市公共用地取得事業特別会計補正予算（第１回）、

議案第８号 令和３年度伊豆市下水道事業会計補正予算（第１回）までの３議案について、

審査の経過と結果について御報告をいたします。 

  初めに、議案第４号の産業部所管科目につきましては、当局からの補足説明はなく、審査

に入りました。 

  主な質疑として、３月補正予算資料３ページ、観光施設管理費で、御幸橋駐車場は今まで

観光バスがメインだったが、今後はどのように検討しているのかとの質疑に対し、まだ何台

駐車できるかお示しできませんが、来年度から観光バスと普通自動車も駐車できるようにな

りますとの答弁がありました。 

  同じく観光施設管理費について、コロナウイルス感染の影響により減収している施設の修

善寺自然公園、天城ふるさと広場、湯の国会館に損失補塡しているが、その他の施設はどこ

かとの質疑に対し、その他の施設は、修善寺温泉筥湯、修善寺温泉駐車場、恋人岬の３施設
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ですとの答弁がありました。 

  次に、総合政策部の所管科目につきましては、当局からの補足説明はなく、審査に入りま

した。 

  ３月補正予算資料の２ページ、財政調整基金の３月末の残高を43億円と見込んでいるが、

この財政調整基金の残高について企画財政課としてどのように捉えているかとの質疑に対し、

災害時に備え20億円程度を最低限のレベルとして備えておきたいと考えているが、今後大災

害が発生した場合にはそれ以上必要となる場合もあり得ると考えると、できれば50億円は蓄

えておきたいと思っているとの答弁がありました。 

  次に、危機管理課所管科目について、当局からの補足説明はなく、審査に入りました。 

  ３月補正予算資料の３ページ、指定避難所の整備に関わる土地購入費で、ＪＡ小下田支店

の建物の金額はどのように算定したのかとの質疑に対し、不動産鑑定士を入れて不動産鑑定

額を出してもらった。建物は新耐震基準を満たしているが、築年数が相当経過しておりＪＡ

さんに土地代だけで建物は免除してもらったとの答弁がありました。 

  審査の結果、討議、討論はなく、採決の結果、議案第４号総務経済委員会所管科目は、全

会一致で原案のとおり可決すべきものと決しました。 

  次に、議案第５号について、当局からの補足説明はなく、質疑に入りました。 

  質疑、討議、討論はなく、採決の結果、議案第５号は全会一致で原案のとおり可決すべき

ものと決しました。 

  次に、議案第８号につきまして、当局からの補足説明はなく、質疑に入りました。 

  質疑、討議、討論はなく、採決の結果、議案第８号は全会一致で原案のとおり可決すべき

ものと決しました。 

  以上で、３議案に関する委員長報告を終わります。 

○議長（小長谷順二君） 次に、議案第４号、議案第６号及び議案第７号について、教育厚生

委員会委員長、間野みどり議員。 

〔教育厚生委員会委員長 間野みどり君登壇〕 

○教育厚生委員会委員長（間野みどり君） 皆さん、おはようございます。10番、間野みどり

です。 

  ただいま議長から報告を求められました議案第４号及び議案第６号、議案第７号の３議案

について、審査の経過と結果を御報告申し上げます。 

  初めに、議案第４号 令和３年度伊豆市一般会計補正予算（第12回）教育厚生委員会所管

科目について、審査の経過と結果を御報告申し上げます。 

  当局からの補足説明はなく、質疑を行いました。 

  当議案の審査における質疑の主なものとして、教育部の関係では、委員より、議案書21ペ

ージ、放課後児童クラブ運営事業、保育士等処遇改善臨時特例事業費補助金について内容の

説明をしてほしいとの質疑に対し、保育所費の保育士等処遇改善と同じ扱いになります。こ
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こでは、放課後児童クラブ支援員の処遇改善ということで市が国に申請し、国から交付金を

もらい、市は申請のあった放課後児童クラブへ補助金として支出する流れになります。基本

給と決まって支払われる手当の賃上げをするもので、月額の３％程度、9,000円の処遇改善

と、それに伴う社会福祉費や福利厚生費の増額分2,000円の合計１万1,000円の補助をするよ

うに国から示されています。 

  なお、この補助金は、正規の常勤職員をベースにカウントしており、非常勤職員は、常勤

職員の月の勤務時間を基に、その割合で人数換算します。まずは令和４年の２月から３月に

実施することで９月まで継続できるので、令和４年９月までは当初予算に計上してあります。

令和４年10月からは補助制度の仕組みが変わり、今の放課後児童クラブの運営費補助に加算

される予定で、10月以降も継続する前提となっていますとの答弁がありました。 

  続いて、委員より、放課後児童クラブにいる職員は誰でも対象になるのかの質疑に対し、

基本は放課後児童クラブに支援員として登録している方で、運営に関わっている方であれば

対象になりますとの答弁がありました。 

  次に、健康福祉部の関係では、委員より、議案書21ページ、障害者総合支援事業の障害福

祉サービス費と障害児通所給付費について、当初の見込みより増加したと思うが、それぞれ

の利用者数を教えてほしいとの質疑に対し、障害福祉サービス費については、生活介護、施

設入所、グループホーム、就労Ｂ型、計画相談があり、令和２年度末と比較すると、生活介

護５名、施設入所１名、グループホーム５名、就労Ｂ型が９名増えています。主な原因とし

ては、近隣市町に新設されたグループホームへの入所や、市内に就労Ｂ型の事業所が開設さ

れたこともあり、利用者が増えました。 

  障害児通所給付費は、児童発達支援センターが１名、放課後デイサービスが15名増えてい

ます。放課後デイサービスは、令和２年の途中と令和３年４月から新たな事業所が市内に開

設したことに伴い、利用者が増えた状況ですとの答弁がありました。 

  次に、市民部の関係では、委員より、議案書15ページ、社会保障・税番号制度システム整

備事業補助金と、21ページ、住民基本台帳システム改修業務委託料について、今までもこの

システムを改修はしていたのか、それとも補助金が増額されることを見込んで新たにシステ

ムを改修することかとの質疑に対し、この補助金は国庫補助率10分の10の新規のもので、住

民基本台帳制度における転出・転入手続に当たってのシステム改修になりますとの答弁があ

りました。 

  続いて、委員より、３月補正となった理由はとの質疑があり、臨時国会によって成立した

ため３月補正で対応するように指示がありました。繰越明許を前提にシステム改修を行うも

ので、令和３年度中に補助金申請をすることになっていますとの答弁がありました。 

  さらに、委員より、これを行うことによって市民の利便性をどのように見込んでいるのか

との質疑があり、このシステム改修によりマイナンバーカードの保有者がマイナポータルか

らオンラインで転出届、転入予約を行います。転出先市区町村は、あらかじめ通知された転
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出情報により事前準備を行うことで、転出・転入手続の時間短縮化とワンストップ化が図ら

れます。マイナポータルを利用して転出届などを行いますので、転出時に窓口に出向くこと

がなく、転入時にマイナンバーカードを提示して届けをするようになりますとの答弁があり

ました。 

  また、ほかの委員より、これをすることによって職員の業務、仕事量は改善されるのかと

の質疑があり、転出届が自動で行われる分、窓口の接客が減りますが、データを送る部分に

ついては、現段階で詳細は未定ですとの答弁がありました。 

  以上の審査経過を経まして、討論、採決を行った結果、議案第４号教育厚生委員会所管科

目については、討論はなく、採決の結果、全会一致で原案のとおり可決すべきものと決しま

した。 

  続きまして、議案第６号 令和３年度伊豆市国民健康保険特別会計補正予算（第４回）に

ついては、当局からの補足説明はなく、質疑を行いました。 

  委員より、議案書51ページ、県支出金と国庫支出金の返還金、一般会計繰出金について、

算定誤りによるものとのことだが、算定誤りの原因と再発防止をどう考えているかという質

疑に対し、保険基盤安定負担金の算定基礎数値を、本来は賦課期日である４月１日の調定票

から転記するところを最新の10月20日の調定票から転記したため、４月１日から10月20日ま

での資格取得と喪失が反映され、軽減対象者が増加し、算定額が増額となり過大交付となっ

たものです。対応策として、チェック体制を整え、副担当者の決裁欄を作成し、全職員に通

知するとともに、マニュアルの再確認を行いましたと答弁がありました。 

  続いて、委員より、どうして４月１日時点のものではなく10月20日のものを入力してしま

ったのかが分からなかったが、人為的なミスなのか、それともこの事務を行う上でのマニュ

アルなどの整理不足によるものかとの質疑があり、資料からの転記ミスです。帳票のタイト

ルを大きくするなど、修正を依頼しているところですとの答弁がありました。 

  以上の審査経過を経まして、討論、採決を行った結果、議案第６号については、討論はな

く、採決の結果、全会一致で原案のとおり可決すべきものと決しました。 

  続きまして、議案第７号 令和３年度伊豆市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１回）

については、当局からの補足説明はなく、質疑、討論もなく、採決の結果、全会一致で原案

のとおり可決すべきものと決しました。 

  以上で教育厚生委員会委員長報告を終わります。 

○議長（小長谷順二君） 以上で、各委員長の報告は終わりました。 

  これより質疑に入ります。 

  初めに、議案第４号について質疑はございませんか。 

〔発言する人なし〕 

○議長（小長谷順二君） 質疑なしと認めます。 

  次に、議案第５号について質疑はございませんか。 
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〔発言する人なし〕 

○議長（小長谷順二君） 質疑なしと認めます。 

  次に、議案第６号について質疑はございませんか。 

〔発言する人なし〕 

○議長（小長谷順二君） 質疑なしと認めます。 

  次に、議案第７号について質疑はございませんか。 

〔発言する人なし〕 

○議長（小長谷順二君） 質疑なしと認めます。 

  次に、議案第８号について質疑はございませんか。 

〔発言する人なし〕 

○議長（小長谷順二君） 質疑なしと認めます。 

  以上で、質疑を終結いたします。 

  これより議案第４号から議案第８号までの５議案について、それぞれ討論、採決を行いま

す。 

  これより暫時休憩いたします。 

  討論のある議員は、この休憩中に通告書を議長に速やかに提出願います。 

 

休憩 午前 ９時４５分 

再開 午前 ９時４５分 

 

○議長（小長谷順二君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

  議案第４号について討論を行います。 

  討論の通告がありませんので、直ちに採決を行います。 

  これより議案第４号 令和３年度伊豆市一般会計補正予算（第12回）について採決いたし

ます。 

  本案に対する委員長の報告は可決であります。 

  委員長の報告のとおり決定することに賛成の議員の起立を求めます。 

〔起立全員〕 

○議長（小長谷順二君） 起立者全員。 

  よって、議案第４号は原案のとおり可決されました。 

  次に、議案第５号について討論を行います。 

  討論の通告がありませんので、直ちに採決を行います。 

  議案第５号 令和３年度伊豆市公共用地取得事業特別会計補正予算（第１回）について採

決いたします。 

  本案に対する委員長の報告は可決であります。 
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  委員長の報告のとおり決定することに賛成の議員の起立を求めます。 

〔起立全員〕 

○議長（小長谷順二君） 起立者全員。 

  よって、議案第５号は原案のとおり可決されました。 

  次に、議案第６号について討論を行います。 

  討論の通告がありませんので、直ちに採決を行います。 

  議案第６号 令和３年度伊豆市国民健康保険特別会計補正予算（第４回）について採決い

たします。 

  本案に対する委員長の報告は可決であります。 

  委員長の報告のとおり決定することに賛成の議員の起立を求めます。 

〔起立全員〕 

○議長（小長谷順二君） 起立者全員。 

  よって、議案第６号は原案のとおり可決されました。 

  次に、議案第７号について討論を行います。 

  討論の通告がありませんので、直ちに採決を行います。 

  議案第７号 令和３年度伊豆市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１回）について採決

いたします。 

  本案に対する委員長の報告は可決であります。 

  委員長の報告のとおり決定することに賛成の議員の起立を求めます。 

〔起立全員〕 

○議長（小長谷順二君） 起立者全員。 

  よって、議案第７号は原案のとおり可決されました。 

  次に、議案第８号について討論を行います。 

  討論の通告がありませんので、直ちに採決を行います。 

  議案第８号 令和３年度伊豆市下水道事業会計補正予算（第１回）について採決いたしま

す。 

  本案に対する委員長の報告は可決であります。 

  委員長の報告のとおり決定することに賛成の議員の起立を求めます。 

〔起立全員〕 

○議長（小長谷順二君） 起立者全員。 

  よって、議案第８号は原案のとおり可決されました。 

 

◎議案第９号の委員長報告、質疑、討論、採決 

○議長（小長谷順二君） 日程第６、議案第９号 令和４年度伊豆市一般会計予算を議題とい

たします。 
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  本案につきましては、各常任委員会に審査を付託してありましたので、審査の経過と結果

について各委員長の報告を求めます。 

  最初に、総務経済委員会委員長、下山祥二議員。 

〔総務経済委員会委員長 下山祥二君登壇〕 

○総務経済委員会委員長（下山祥二君） ６番、下山祥二です。 

  ただいま議長から報告を求められました議案第９号 令和４年度伊豆市一般会計予算、総

務経済委員会所管科目について、審査の経過と結果について御報告いたします。 

  本議案の委員会審査は、全議員が参加する連合審査会形式で行いましたので、審査の経過

は、主な質疑の項目についての報告といたします。 

  初めに、建設部所管科目につきましては、市営住宅の借地料について、道路台帳の整備に

ついて、地籍調査の状況について、直轄砂防について、ＴＯＵＫＡＩ－０の進捗状況につい

て、牧之郷駅周辺整備事業の土地購入に関する進捗状況について、修善寺駅駐車場のキャッ

シュレス対応について、公園整備事業について、立地適正化計画策定業務について、空き家

等対策事業について、景観区域情報整備について、屋外広告物について、アスベスト改修事

業について、湯ヶ島まちづくり進捗状況について、橋梁点検調査状況について、ガードレー

ルの色について、地区要望について、資材高騰に伴う予算について、フェリーターミナルの

周辺整備についてなどの質疑がありました。 

  次に、産業部所管科目では、遊休農地の状況について、市民農園の運営状況について、大

平中間土場整備事業について、食肉加工センターの運営について、わさびの郷構想について、

農業次世代人材資金交付金について、水産業振興事業補助金について、森林環境譲与税の活

用について、中小企業等奨学金返還支援補助金について、観光ガイド育成事業について、ア

マギフト販路拡大事業について、企業立地事業費補助金について、利子補給金について、ゴ

ルフ場協議会補助金、ゴルフ振興事業補助金について、修善寺自然公園管理について、達磨

山高原管理事業について、大河ドラマに関する事業についてなどの質疑がありました。 

  次に、総合政策部所管科目では、民間宅地開発等支援事業について、ふるさと納税促進事

業について、地域振興基金について、ホームページのリニューアルについて、情報化推進事

業について、デジタル戦略について、バス路線維持事業についてなどの質疑がありました。 

  次に、危機管理課所管科目では、消防団員の現状について、防災対策事業について、防災

公園について、消防施設管理についてなどの質疑がありました。 

  最後に、総務部所管科目では、包括的アウトソーシング事業について、公共事業マネジメ

ント事業について、西平地区土地造成工事について、生きいきプラザ駐車場舗装補修工事に

ついて、海水浴場管理事業について、花木園借地料についてなどの質疑がありました。 

  以上の審査経過を経まして、議案第９号総務経済委員会所管科目については、討論はなく、

採決の結果、全会一致で原案のとおり可決すべきものと決しました。 

  以上で、総務経済委員会委員長報告を終わります。 
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○議長（小長谷順二君） 次に、教育厚生委員会委員長、間野みどり議員。 

〔教育厚生委員会委員長 間野みどり君登壇〕 

○教育厚生委員会委員長（間野みどり君） 10番、間野みどりです。 

  ただいま議長から報告を求められました議案第９号 令和４年度伊豆市一般会計予算、教

育厚生委員会所管科目について、審査の経過と結果を御報告申し上げます。 

  本議会の委員会審査は、全議員が参加する連合審査会形式で行いましたので、審査の過程

は、主な質疑の項目についての報告といたします。 

  初めに、教育部所管科目につきましては、５歳児健診健康相談について、教職員健康診査

について、実学教育支援事業について、ＧＩＧＡスクール推進事業について、児童待合所創

出事業について、学校の図書購入費について、新中学校の整備事業費について、学校施設の

包括的業務委託について、狩野ドーム・グラウンドの借地料について、グラウンドの多機能

利用について、丸山スポーツ公園テニスコートの整備について、グラウンドのナイター照明

改修工事について、所蔵美術品の管理について、グリーンコンサートについて、成人式の開

催について、文化振興計画策定について、文化財説明板製作・設置工事について、ＥｄＴｅ

ｃｈ教育推進事業などについて質疑がありました。 

  次に、健康福祉部所管科目では、成年後見制度利用促進事業について、要支援者災害時避

難行動計画について、民生委員の活動サポートについて、重層的支援体制の整備について、

難病患者在宅福祉費について、生活保護の扶助費について、中伊豆交流センター改修設計委

託料について、老人憩いの家エアコン設置工事について、各種がん検診事業について、助産

施設整備事業補助金について、子宮頸がん予防接種について、幼児心理相談について、子供

広場の管理について、不妊・不育治療医療費助成について、新型コロナワクチン接種事業な

どについて質疑がありました。 

  また、市民部所管科目では、コンビニ証明交付サービスについて、中小事業者等の固定資

産税軽減措置終了について、地方税電子申告管理事業について、狂犬病予防注射について、

平和寺環境汚染問題の対策について、ごみ袋の販売費用などについての質疑がありました。 

  以上の審査経過を経まして、議案第９号教育厚生委員会所管科目については、討論はなく、

採決の結果、全会一致で原案のとおり認定すべきものと決しました。 

  以上で、教育厚生委員会委員長報告を終わります。 

○議長（小長谷順二君） 以上で各委員長の報告は終わりました。 

  これより質疑に入りますが、本議案については連合審査会で全議員が審査していることか

ら、委員長の報告に対する質疑は省略いたします。 

  これより討論に入ります。 

  討論はございませんか。 

  討論がありますので、これより暫時休憩いたします。 

  この休憩中に、討論のある議員は、通告書を議長に速やかに提出願います。 
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休憩 午前 ９時５７分 

再開 午前 ９時５８分 

 

○議長（小長谷順二君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

  これより議案第９号について討論を行います。 

  それでは、賛成討論。 

  11番、波多野靖明議員。 

〔１１番 波多野靖明君登壇〕 

○１１番（波多野靖明君） 議席番号11番、波多野靖明です。 

  議案第９号 令和４年度伊豆市一般会計予算について、賛成討論を行います。 

  この予算の中には、新中学校の建築工事、松原公園津波避難複合施設整備工事、広域廃棄

物処理施設、リサイクルセンター設計建設業務委託、防災的機能を備えた仮称日向公園の土

地購入や造成工事費、牧之郷駅周辺整備事業、同報無線のデジタル化、健康福祉のための中

伊豆温泉病院の移転新築事業など、市民の安心安全な暮らしのために欠かせない大型事業が

多くございます。一つ一つの事業の内容については、各常任委員長の報告にもあったように、

質疑や連合審査で全議員がしっかりと確認されていたものと認識しております。 

  新型コロナウイルスの影響から、しばらくは厳しい財政状況になると予想されますが、伊

豆市の地域課題への迅速かつ実効性のある取組、そして健全な財政運営の取組は、必要不可

欠であります。市長の施政方針で、未来を担う若者たちが生き生きと活動することのできる

環境整備と行政事務の効果的、効率的なやり方への改善というものには大きく期待をしてお

ります。この予算が伊豆市の明るい開けた未来の予算になるよう、大きく、大きく期待して

私の賛成討論といたします。 

○議長（小長谷順二君） 次に、同じく賛成討論。 

  16番、杉山誠議員。 

〔１６番 杉山 誠君登壇〕 

○１６番（杉山 誠君） 16番、杉山誠です。 

  議案第９号 令和４年度伊豆市一般会計予算について、賛成の立場で討論を行います。 

  新型コロナウイルス感染症は、新たな変異ウイルスの出現による感染拡大を繰り返し、オ

ミクロン株の感染が減少局面に入ったとはいえ、予断を許さない状況が当分続くと言われて

います。このような中で、観光業をはじめ多くの事業者が打撃を受け、さらにコロナ禍の影

響は人々の心理面にも及んでいます。特に児童生徒は、楽しみにしていた学校行事の中止、

縮小や我慢を強いられる場面の多さなどからストレスを抱え、心の健康への影響が懸念され

ています。このような社会状況の中での厳しい市政運営ではありますが、引き続き市民サー

ビスの向上と未来に向けたまちづくりの基盤整備に取り組んでいただきたいところでありま
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す。 

  さて、一般会計当初予算を見ると、歳入歳出の総額は214億3,000万円となっており、前年

度と比較すると４億3,900万円、2.0％の減額となっています。歳入の特徴として、市税では、

中小事業者等に対する特例軽減措置の終了に伴う固定資産税の増により２億1,300万円、新

中学校整備事業や松原公園津波避難複合施設整備あるいは観光施設整備事業補助金や木材産

業構造対策事業補助金など、国・県支出金５億6,700万円、地方交付税の増額分８億9,700万

円など、増額要因がある一方で、市債において新ごみ処理施設整備の組合負担金減や国の地

方財政対策に基づく臨時財政対策債の発行抑制により22億9,200万円の減額などにより、全

体として４億3,900万円の減額となっています。 

  一方で、歳出については、新こども園建設や道の駅整備の財源とした市債の元金償還開始

や投資的経費の増がある一方で、人件費や新ごみ処理施設整備の組合負担金減により、歳入

と同額の対前年度比2.0％の減額となる214億3,000万円で組み立てられています。 

  持続可能な市政運営に向けて編成された重点的な取組としての基本方針を見てみますと、

人口減少抑制策とともに人口減少時代に対応した施策の推進、そして、安定的な市政運営の

ための財源確保策と市民生活の利便性向上や業務の効率化が挙げられています。主な重点事

業として、最初に挙げられている少子化対策では、婚活支援や結婚新生活への応援を含む移

住定住促進事業など、多くの新規事業が盛り込まれており、当市の最大課題である少子化対

策への注力を見ることができます。 

  さらに、教育の充実についても、念願であった新中学校整備が具体的に動き出し、次年度

では建築造成工事に11億8,676万円の予算が盛り込まれました。また、新規事業として伊豆

総合高校土肥分校下宿者への下宿費補助や地域みらい留学による県外生徒の募集など、土肥

地域高校魅力化支援事業は、過疎化が進む地域の活性化に向けた取組として期待できます。 

  福祉、医療の充実については、地域医療に欠かせないリハビリテーション中伊豆温泉病院

の移転新築に対する補助として６億円のほか、新規事業として居場所づくり支援、生活習慣

病重症化予防、要支援者災害時避難などの事業が盛り込まれたことも評価できます。さらに、

新型コロナウイルスワクチン接種事業には１億2,240万円が盛り込まれ、県内でもいち早く

ワクチン接種に取り組んでいる当市の３回目接種を進めるための大切な予算が盛り込まれて

います。 

  安全安心なまちづくりについては、松原公園津波避難複合施設と（仮称）日向公園整備の

事業予算が盛り込まれ、災害から人々の命を守る施策が大きく前進していくことが期待され

ます。また、次年度完成予定の新ごみ処理施設の建設、運営負担金や新リサイクルセンター

の整備に向けた予算も盛り込まれており、老朽化した現施設の課題解決に向けた進展が期待

できます。また、少額ですが、家庭用蓄電池システム設置の補助金も新設されました。今後

カーボンニュートラル促進に向けてさらに事業を拡大していただくことを期待したいと思い

ます。 
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  産業力の強化による市内経済の活性化については、東京２０２０レガシー創出事業、伊豆

市版ＤＭＯ事業、企業誘致マッチング推進事業、事業承継支援事業が新規事業として盛り込

まれ、特にＤＭＯ事業では、観光庁の観光拠点再生高付加価値化推進事業補助金を活用した

事業者支援のための業務委託が計画されています。コロナ禍で大きな打撃を受けた観光業の

再生に向けた取組として、観光拠点整備が進められることを期待したいと思います。 

  このほかにも次年度予算では様々な新規事業が盛り込まれており、包括的アウトソーシン

グでは、窓口業務や事務補助業務と公共施設の保守管理業務のアウトソーシング事業費が盛

り込まれています。コロナ禍で特に公共施設の管理業務について、現在管理業務を請け負っ

ている複数の市内事業者から今後の事業継続について心配する声が寄せられていました。私

も質疑でその件について確認してきましたが、これまで管理業務を請け負ってきた事業者へ

の委託打切りや事業費減額などの影響はないとのことでした。 

  その上で、施設ごとにばらばらだった仕様の標準化や職員の事務負担の軽減、さらに民間

ノウハウの活用による付加サービスなどのメリットがあり、今まで職員が行っていた発注業

務などを専門業者が行うことで、全体事業費は増額となるが、様々なメリットが得られるこ

とで理解できました。 

  さらに、次年度予算では、自治体ＤＸの推進事業も盛り込まれ、行政事務の効率化と市民

サービスの向上が図られることが期待できます。デジタル化推進に当たっては、デジタル化

に対応できない市民が不利益を被ることがないように、十分な対策を講じていくことも同時

に進めていただきたいと思います。 

  以上、主な事業を中心に評価させていただきましたが、冒頭述べましたように、新型コロ

ナウイルス感染症で社会は大きな変革が迫られ、さらに、ロシアによるウクライナへの軍事

侵攻という信じられないような出来事がこの地球上で起こっています。連日報道されるウク

ライナ市民の惨状を見るにつけ、激しい心の痛みを感じます。いっときも早くウクライナに

平和な日常が戻り、市民の安穏が得られる日が来ることを祈るばかりです。 

  戦争ほど悲惨で残酷なものはありません。その戦争の影響は、我が国の経済や私たちの日

常生活にも影響を及ぼしてきています。激しく変化する社会情勢の中で市民を守る持続可能

な市政運営が行えますように、この予算をしっかり生かしていっていただきたいと思います。 

  以上、賛成討論とさせていただきます。議員の皆様の賛同が得られますよう、よろしくお

願い申し上げます。 

○議長（小長谷順二君） 以上で討論を終結いたします。 

  これより議案第９号 令和４年度伊豆市一般会計予算について採決いたします。 

  本案に対する各委員長の報告は可決であります。 

  委員長の報告のとおり決定することに賛成の議員の起立を求めます。 

〔起立全員〕 

○議長（小長谷順二君） 起立者全員。 
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  よって、議案第９号は原案のとおり可決されました。 

 

◎議案第１０号～議案第２４号の委員長報告、質疑、討論、採決 

○議長（小長谷順二君） 日程第７、議案第10号 令和４年度伊豆市公共用地取得事業特別会

計予算から日程第21、議案第24号 令和４年度伊豆市矢熊財産区特別会計予算までの15議案

を一括して議題といたします。 

  本案につきましては、各常任委員会に審査を付託してありましたので、審査の経過と結果

について各委員長の報告を求めます。 

  最初に、議案第10号及び議案第14号から議案第24号までの12議案について、総務経済委員

会委員長、下山祥二議員。 

〔総務経済委員会委員長 下山祥二君登壇〕 

○総務経済委員会委員長（下山祥二君） ６番、下山祥二です。 

  ただいま議長から報告を求められました議案第10号 令和４年度伊豆市公共用地取得事業

特別会計予算から議案第24号 令和４年度伊豆市矢熊財産区特別会計予算まで合計12議案に

ついて、審査の経過と結果について御報告いたします。 

  最初に、議案第10号について、当局からの補足説明はなく、審査に入りました。質疑、討

議、討論はなく、採決の結果、議案第10号は全会一致で原案のとおり可決すべきものと決し

ました。 

  次に、議案第14号 令和４年度伊豆市水道事業会計予算について、当局からの補足説明は

なく、審査に入りました。 

  最初に、議案書98ページの債務負担行為に計上した新水道ビジョン策定業務委託について、

簡易水道事業と水道事業を一本化する認可書の策定業務委託は、国が推奨する事業統合によ

り効率的な経営体制という説明を受けたが、水道ビジョンの策定との関連性について説明を

求めたのに対し、水道ビジョンは伊豆市の水道の将来を見据え、全体的な計画をどのような

形で進めていくかを考えるものです。また、簡易水道事業と水道事業の統合ですが、現在、

伊豆市では、同じ皆さんが使用されている水道水ですが、事業的には簡易水道事業と水道事

業の２つの事業に分かれています。１つに統合することによって事務の効率化が図れるため、

令和４年度に統合を目指しておりますとの答弁がありました。 

  次に、水道ビジョンの委託は、専門の委託業者があって、職員と連携を取りながら作成し

ていくべきであると思うが、どのような業者に委託するのか説明を求めたのに対し、水道に

関するビジョン等、実績があるコンサルタント業者を中心に入札により業者を決定していく

との答弁がありました。 

  審査の結果、討議、討論はなく、採決の結果、議案第14号は全会一致で原案のとおり可決

すべきものと決しました。 

  次に、議案第15号 令和４年度伊豆市簡易水道事業会計予算について、当局からの補足説
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明はなく、審査に入りました。 

  審査の結果、質疑、討議、討論はなく、採決の結果、議案第15号は全会一致で可決すべき

ものと決しました。 

  次に、議案第16号 令和４年度伊豆市温泉事業会計予算について、審査の経過と結果につ

いて御報告いたします。 

  当局からの補足説明はなく、審査に入りました。 

  令和３年９月議会で、土肥地区の温泉事業のアウトソーシング418万2,000円の業務委託費

を承認したが、今回新たにアウトソーシングに関わる委託料2,000万円が計上されているが、

その関連性の説明を求めたのに対し、令和３年度は土肥地区の温泉事業の経営状況の調査を

進めてきました。先進地の修善寺温泉、伊豆長岡温泉なども参考に、各関係団体の方々とヒ

アリングを通して施設の状況等について調査しております。令和４年度は、温泉事業の経営

改革を進めていくに当たり、ポンプと管路などを長期的に、かつ計画的に修理、改修してい

くためにどのような経営資源があるのか、また、安定的な事業の運営に向けた組織体制の検

討を進めてまいりますとの答弁がありました。 

  審査の結果、討議、討論はなく、採決の結果、議案第16号は全会一致で原案のとおり可決

すべきものと決しました。 

  次に、議案第17号 令和４年度伊豆市下水道事業会計予算について、当局からの補足説明

はなく、審査に入りました。 

  ２月の全員協議会で配付された下水道事業経営戦略策定についてパブリックコメントで意

見を募集するというある。下水道を使用している市民は非常に気になるところだと思うが、

今後の計画はどのように説明していくのかとの質疑に対し、施設を減らしながら支出を抑え、

効率的かつ総合的に考えながら、適正な下水道使用料について審議会を立ち上げ、市民の意

見を聴きながら、市民に丁寧に説明し、議会に諮って今後の方針を決めたいとの答弁があり

ました。 

  審査の結果、討議、討論はなく、採決の結果、議案第17号は全会一致で原案のとおり可決

すべきものと決しました。 

  次に、議案第18号 令和４年度伊豆市持越財産区特別会計予算から議案第24号 伊豆市矢

熊財産区特別会計予算までの７議案について、一括して審査の経過と結果を御報告いたしま

す。 

  当局からの補足説明はなく、審査に入りました。 

  審査の結果、質疑、討議、討論はなく、採決の結果、議案第18号から議案第24号の７議案

については、全会一致で原案のとおり可決すべきものと決しました。 

  以上、議案第10号から議案第24号までの合計12議案についての委員長報告を終わります。 

○議長（小長谷順二君） 次に、議案第11号から議案第13号までの３議案について、教育厚生

委員会委員長、間野みどり議員。 
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〔教育厚生委員会委員長 間野みどり君登壇〕 

○教育厚生委員会委員長（間野みどり君） 10番、間野みどりです。 

  ただいま議長から報告を求められました議案第11号から議案第13号の３議案について、審

査の経過と結果を御報告申し上げます。 

  初めに、議案第11号 令和４年度伊豆市国民健康保険特別会計予算について、審査の経過

と結果を御報告申し上げます。 

  当局からの補足説明はなく、質疑を行いました。 

  当議案の審査における質疑の主なものとして、委員より、伊豆市の国民健康保険の疾病状

況はとの質疑に対し、医療費の分析で、循環器系の疾患が多く、がん、筋骨格系の疾患の順

となっていますとの答弁がありました。 

  以上の審査経過を経まして、討論、採決を行った結果、議案第11号については、討論はな

く、採決の結果、全会一致で原案のとおり可決すべきものと決しました。 

  続きまして、議案第12号 令和４年度伊豆市後期高齢者医療特別会計予算については、当

局からの補足説明はなく、質疑を行いました。 

  当議案の審査における質疑の主なものとして、委員より、後期高齢者医療特別会計は、令

和３年度の予算が４億7,500万円、来年度の予算提案は５億900万円で前年比7.2％の増だが、

その伸びの理由はとの質疑に対し、増加した主な要因は、１人当たりの医療給付費の伸びと

団塊の世代の増加が要因になっていますとの答弁がありました。 

  以上の審査経過を経まして、討論、採決を行った結果、議案第12号については、討論はな

く、採決の結果、全会一致で原案のとおり可決すべきものと決しました。 

  続きまして、議案第13号 令和４年度伊豆市介護保険特別会計予算については、当局から

の補足説明はなく、質疑を行いました。 

  当議案の審査における質疑の主なものとして、委員より、附属説明資料168ページ、認知

症対策事業254万9,000円のうち、認知症地域支援事業という認知症カフェの補助事業立ち上

げ補助３万円掛ける２か所とあるが、令和４年度に２か所を立ち上げるのかとの質疑に対し、

認知症の地域支援の補助金ということで、令和３年度にも天城で黒玉カフェを行っており、

来年度は新たに中伊豆地区に１か所、計２か所の予算計上を頂きましたとの答弁がありまし

た。 

  続いて、附属説明資料167から168ページ、生活支援コーディネーターが関わった住民主体

の生活支援の活動とはどのような感じになるのかとの質疑に対し、市全体の課題をいろいろ

検討する第１層の生活支援コーディネーターが健康長寿課内に１名、それ以外にも各包括支

援センターの圏域ごとに第２層のコーディネーターを配置し、地域の課題を中心に対策を検

討して、住民主体の活動を支援していますとの答弁がありました。 

  以上の審査経過を経まして、討論、採決を行った結果、議案第13号については、討論はな

く、採決の結果、全会一致で原案のとおり可決すべきものと決しました。 
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  以上で、教育厚生委員会委員長報告を終わります。 

○議長（小長谷順二君） 以上で、各委員長の報告は終わりました。 

  これより質疑に入ります。 

  初めに、議案第10号について質疑はございませんか。 

〔発言する人なし〕 

○議長（小長谷順二君） 質疑なしと認めます。 

  次に、議案第11号について質疑はございませんか。 

〔発言する人なし〕 

○議長（小長谷順二君） 質疑なしと認めます。 

  次に、議案第12号について質疑はございませんか。 

〔発言する人なし〕 

○議長（小長谷順二君） 質疑なしと認めます。 

  次に、議案第13号について質疑はございませんか。 

〔発言する人なし〕 

○議長（小長谷順二君） 質疑なしと認めます。 

  次に、議案第14号について質疑はございませんか。 

〔発言する人なし〕 

○議長（小長谷順二君） 質疑なしと認めます。 

  次に、議案第15号について質疑はございませんか。 

〔発言する人なし〕 

○議長（小長谷順二君） 質疑なしと認めます。 

  次に、議案第16号について質疑はございませんか。 

〔発言する人なし〕 

○議長（小長谷順二君） 質疑なしと認めます。 

  次に、議案第17号について質疑はございませんか。 

〔発言する人なし〕 

○議長（小長谷順二君） 質疑なしと認めます。 

  次に、議案第18号から議案第24号までの７議案について質疑はございませんか。 

〔発言する人なし〕 

○議長（小長谷順二君） 質疑なしと認めます。 

  以上で、質疑を終結いたします。 

  これより議案第10号から議案第24号までの15議案について、それぞれ討論、採決を行いま

す。 

  これより暫時休憩いたします。 

  討論のある議員は、この休憩中に通告書を議長に速やかに提出願います。 
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休憩 午前１０時２４分 

再開 午前１０時２４分 

 

○議長（小長谷順二君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

  議案第10号について討論を行います。 

  討論の通告がありませんので、直ちに採決を行います。 

  これより議案第10号 令和４年度伊豆市公共用地取得事業特別会計予算について採決いた

します。 

  本案に対する委員長の報告は可決であります。 

  委員長の報告のとおり決定することに賛成の議員の起立を求めます。 

〔起立全員〕 

○議長（小長谷順二君） 起立者全員。 

  よって、議案第10号は原案のとおり可決されました。 

  次に、議案第11号について討論を行います。 

  討論の通告がありませんので、直ちに採決を行います。 

  これより議案第11号 令和４年度伊豆市国民健康保険特別会計予算について採決いたしま

す。 

  本案に対する委員長の報告は可決であります。 

  委員長の報告のとおり決定することに賛成の議員の起立を求めます。 

〔起立全員〕 

○議長（小長谷順二君） 起立者全員。 

  よって、議案第11号は原案のとおり可決されました。 

  次に、議案第12号について討論を行います。 

  討論の通告がありませんので、直ちに採決を行います。 

  これより議案第12号 令和４年度伊豆市後期高齢者医療特別会計予算について採決いたし

ます。 

  本案に対する委員長の報告は可決であります。 

  委員長の報告のとおり決定することに賛成の議員の起立を求めます。 

〔起立全員〕 

○議長（小長谷順二君） 起立者全員。 

  よって、議案第12号は原案のとおり可決されました。 

  次に、議案第13号について討論を行います。 

  討論の通告がありませんので、直ちに採決を行います。 

  これより議案第13号 令和４年度伊豆市介護保険特別会計予算について採決いたします。 



－253－ 

  本案に対する委員長の報告は可決であります。 

  委員長の報告のとおり決定することに賛成の議員の起立を求めます。 

〔起立全員〕 

○議長（小長谷順二君） 起立者全員。 

  よって、議案第13号は原案のとおり可決されました。 

  次に、議案第14号について討論を行います。 

  討論の通告がありませんので、直ちに採決を行います。 

  これより議案第14号 令和４年度伊豆市水道事業会計予算について採決いたします。 

  本案に対する委員長の報告は可決であります。 

  委員長の報告のとおり決定することに賛成の議員の起立を求めます。 

〔起立全員〕 

○議長（小長谷順二君） 起立者全員。 

  よって、議案第14号は原案のとおり可決されました。 

  次に、議案第15号について討論を行います。 

  討論の通告がありませんので、直ちに採決を行います。 

  これより議案第15号 令和４年度伊豆市簡易水道事業会計予算について採決いたします。 

  本案に対する委員長の報告は可決であります。 

  委員長の報告のとおり決定することに賛成の議員の起立を求めます。 

〔起立全員〕 

○議長（小長谷順二君） 起立者全員。 

  よって、議案第15号は原案のとおり可決されました。 

  次に、議案第16号について討論を行います。 

  討論の通告がありませんので、直ちに採決を行います。 

  これより議案第16号 令和４年度伊豆市温泉事業会計予算について採決いたします。 

  本案に対する委員長の報告は可決であります。 

  委員長の報告のとおり決定することに賛成の議員の起立を求めます。 

〔起立全員〕 

○議長（小長谷順二君） 起立者全員。 

  よって、議案第16号は原案のとおり可決されました。 

  次に、議案第17号について討論を行います。 

  討論の通告がありませんので、直ちに採決いたします。 

  これより議案第17号 令和４年度伊豆市下水道事業会計予算について採決いたします。 

  本案に対する委員長の報告は可決であります。 

  委員長の報告のとおり決定することに賛成の議員の起立を求めます。 

〔起立全員〕 
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○議長（小長谷順二君） 起立者全員。 

  よって、議案第17号は原案のとおり可決されました。 

  次に、議案第18号から議案第24号までの７議案について討論を行います。 

  討論の通告がありませんので、直ちに採決を行います。 

  これより議案第18号 令和４年度伊豆市持越財産区特別会計予算から議案第24号 令和４

年度伊豆市矢熊財産区特別会計予算までの７議案について、一括して採決いたします。 

  本案に対する委員長の報告は可決であります。 

  委員長の報告のとおり決定することに賛成の議員の起立を求めます。 

〔起立全員〕 

○議長（小長谷順二君） 起立者全員。 

  よって、議案第18号から議案第24号までの７議案は原案のとおり可決されました。 

  ここで、10時40分まで10分間休憩とさせていただきます。 

 

休憩 午前１０時３０分 

再開 午前１０時３９分 

 

○議長（小長谷順二君） 休憩を閉じ、会議を再開いたします。 

 

◎議案第２５号～議案第３１号の委員長報告、質疑、討論、採決 

○議長（小長谷順二君） 日程第22、議案第25号 伊豆市特別職の職員の給与に関する条例等

の一部改正についてから日程第28、議案第31号 伊豆市国民健康保険税条例の一部改正につ

いてまでの７議案を一括して議題といたします。 

  本案につきましては、各常任委員会に審査を付託してありましたので、審査の経過と結果

について各委員長の報告を求めます。 

  最初に、議案第25号から議案第30号までの６議案について、総務経済委員会委員長、下山

祥二議員。 

〔総務経済委員会委員長 下山祥二君登壇〕 

○総務経済委員会委員長（下山祥二君） ６番、下山祥二です。 

  ただいま議長から報告を求められました議案第25号 伊豆市特別職の職員の給与に関する

条例等の一部改正についてから議案第30号 ふるさと伊豆市寄附条例の一部改正についてま

での６議案について、審査の経過と結果について御報告いたします。 

  初めに、議案第25号 伊豆市特別職の職員の給与に関する条例等の一部改正について、当

局からの補足説明はなく、審査に入りました。 

  審査の結果、質疑、討議、討論はなく、採決の結果、議案第25号は全会一致で原案のとお

り可決すべきものと決しました。 
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  次に、議案第26号 伊豆市使用料金等審議会条例の一部改正について、当局からの補足説

明はなく、審査に入りました。 

  この条例は総合政策部から総務部に改めるということだが、所管が変わるだけという認識

でよいかとの質疑に対し、全体的に使用料を資産経営課で見れるということで、内容的には

変わりませんとの答弁がありました。 

  審査の結果、討議、討論はなく、採決の結果、議案第26号は全会一致で原案のとおり可決

すべきものと決しました。 

  次に、議案第27号 伊豆市行政財産の目的外使用に関する条例の一部改正について、当局

からの補足説明はなく、審査に入りました。 

  審査の結果、質疑、討議、討論はなく、採決の結果、議案第27号は全会一致で原案のとお

り可決すべきものと決しました。 

  次に、議案第28号 伊豆市消防団条例の一部改正について、当局からの補足説明はなく、

審査に入りました。 

  議案書152ページで、団員の勤務先が三島市で会社を休んで消防団活動に参加した場合な

どは、１回２時間以下は2,000円と細かく切っている。国の法律どおり8,000円を目標にした

いと思うが、どのような理由かとの質疑に対し、出動報酬額について国は１日当たり8,000

円と定めています。ただ、地域の実情に応じてということもうたっています。近隣の市町と

の均衡を図り、これまでは４時間以内ですと1,100円だったものを2,000円としましたので、

少しは待遇改善につながっていると思うとの答弁がありました。 

  同じく152ページで、消防団の対比表があって、説明では消防団の待遇改善ということだ

が、今まで伊豆市は安過ぎたのか、年額の報酬についてどうかという質疑に対し、区分が階

級別になっていますが、団員については、近隣の函南町、伊豆の国市ともほぼ同じような金

額です。分団長以上につきましても、若干の違いはあるが、近隣市町と均衡は取れていると

の答弁がありました。 

  審査の結果、討議、討論はなく、採決の結果、議案第28号は全会一致で原案のとおり可決

すべきものと決しました。 

  次に、議案第29号 伊豆市消防団員等公務災害補償条例の一部改正について、当局からの

補足説明はなく、審査に入りました。 

  審査の結果、質疑、討議、討論はなく、採決の結果、議案第29号は全会一致で原案のとお

り可決すべきものと決しました。 

  次に、議案第30号 ふるさと伊豆市寄附条例の一部改正について、当局からの補足説明は

なく、審査に入りました。 

  議案書161ページ、改正後の第２条（６）活力ある元気な地域づくりに関する事業は、地

域づくり協議会への寄附金に取られ、シニアや高齢者を支援する寄附金の使い道に読み取れ

ないので、文章を変更すべきではないかと思うがいかがかとの質疑に対し、高齢者を支援す
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る事業としては、（６）の活力ある元気な地域づくりに関する事業だけでなく、（２）の安

心・安全な生活環境の創出に関する事業の中でも地域福祉の推進に取り組むこととしていま

す。総合計画の体系と合わせるため、ピンポイントの表現にはなっていないが、柔軟な対応

をしていきたいと考えていますとの答弁がありました。 

  次に、この条例は、伊豆市の主力産業である観光について事業区分を明記して、さらなる

寄附額の増加を狙うと説明を受けたが、具体的にはどのような策があるのかとの質疑に対し、

観光事業者から、条例に観光を載せることで頑張れるし、自分たちも何ができるか一緒に考

えていきたいというような声を頂いていました。今回、条例に観光というキーワードを入れ

ることにより、旅館事業者の方などが、宿泊客に観光を選んでいただくような取組によって、

さらなるふるさと納税の寄附額の増加が見込め、観光の促進につながると考えているとの答

弁がありました。 

  審査の結果、討議、討論はなく、採決の結果、議案第30号は全会一致で原案のとおり可決

すべきものと決しました。 

  以上、議案第25号から議案第30号まで６議案の委員長報告を終わります。 

○議長（小長谷順二君） 次に、議案第31号について、教育厚生委員会委員長、間野みどり議員。 

〔教育厚生委員会委員長 間野みどり君登壇〕 

○教育厚生委員会委員長（間野みどり君） 10番、間野みどりです。 

  ただいま議長から報告を求められました議案第31号 伊豆市国民健康保険税条例の一部改

正について、審査の経過と結果を御報告申し上げます。 

  当局からの補足説明はなく、質疑を行いました。 

  当議案の審査における質疑の主なものとして、委員より、所得割のパーセンテージや均等

割の金額など、各種いろいろだが、何をもってこういう金額になったのか、このように設定

した経過を教えてほしいとの質疑に対し、この税率の目標数値は、毎年、県で示している標

準保険税率を参考に決めています。今回の税率改正ですが、平成30年度に示された標準保険

税率と令和元年度に示された伊豆市の保険税率を参考に、急激な負担にならないよう中間値

ということで国民健康保険運営協議会に諮問し、答申を頂いていますとの答弁がありました。 

  続いて、委員より、今デジタル時代に必要なものを購入できないことが相対的貧困と言わ

れているが、この制度を改正する中で議論の対象になったかの質疑に対し、今回この法律の

改正が、全世代対応型の社会保障制度を構築するための健康保険法などの一部を改正する法

律が令和３年６月１日に公布されたことに伴い、国民健康保険税条例の一部改正で、若者世

代が負担するのではなく、お年寄りにも負担をお願いし、多子世帯やひとり親世帯は軽減す

る中で、出せる部分は一部でも出していただくということですとの答弁がありました。 

  以上の審査経過を経まして、議案第31号については、討論はなく、採決の結果、全会一致

で原案のとおり可決すべきものと決しました。 

  以上で、教育厚生委員会委員長報告を終わります。 
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○議長（小長谷順二君） 以上で、各委員長の報告は終わりました。 

  これより質疑に入ります。 

  初めに、議案第25号について質疑はございませんか。 

〔発言する人なし〕 

○議長（小長谷順二君） 質疑なしと認めます。 

  次に、議案第26号について質疑はございませんか。 

〔発言する人なし〕 

○議長（小長谷順二君） 質疑なしと認めます。 

  次に、議案第27号について質疑はございませんか。 

〔発言する人なし〕 

○議長（小長谷順二君） 質疑なしと認めます。 

  次に、議案第28号について質疑はございませんか。 

〔発言する人なし〕 

○議長（小長谷順二君） 質疑なしと認めます。 

  次に、議案第29号について質疑はございませんか。 

〔発言する人なし〕 

○議長（小長谷順二君） 質疑なしと認めます。 

  次に、議案第30号について質疑はございませんか。 

〔発言する人なし〕 

○議長（小長谷順二君） 質疑なしと認めます。 

  次に、議案第31号について質疑はございませんか。 

〔発言する人なし〕 

○議長（小長谷順二君） 質疑なしと認めます。 

  以上で、質疑を終了します。 

  これより議案第25号から議案第31号までの７議案について、それぞれ討論、採決を行いま

す。 

  これより暫時休憩いたします。 

  討論のある議員は、この休憩中に通告書を議長に速やかに提出願います。 

 

休憩 午前１０時５０分 

再開 午前１０時５１分 

 

○議長（小長谷順二君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

  議案第25号について討論を行います。 

  討論の通告がありませんので、直ちに採決を行います。 
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  これより議案第25号 伊豆市特別職の職員の給与に関する条例等の一部改正について採決

いたします。 

  本案に対する委員長の報告は可決であります。 

  委員長の報告のとおり決定することに賛成の議員の起立を求めます。 

〔起立全員〕 

○議長（小長谷順二君） 起立者全員。 

  よって、議案第25号は原案のとおり可決されました。 

  次に、議案第26号について討論を行います。 

  討論の通告がありませんので、直ちに採決を行います。 

  これより議案第26号 伊豆市使用料金等審議会条例の一部改正について採決いたします。 

  本案に対する委員長の報告は可決であります。 

  委員長の報告のとおり決定することに賛成の議員の起立を求めます。 

〔起立全員〕 

○議長（小長谷順二君） 起立者全員。 

  よって、議案第26号は原案のとおり可決されました。 

  次に、議案第27号について討論を行います。 

  討論の通告がありませんので、直ちに採決を行います。 

  これより議案第27号 伊豆市行政財産の目的外使用に関する条例の一部改正について採決

いたします。 

  本案に対する委員長の報告は可決であります。 

  委員長の報告のとおり決定することに賛成の議員の起立を求めます。 

〔起立全員〕 

○議長（小長谷順二君） 起立者全員。 

  よって、議案第27号は原案のとおり可決されました。 

  次に、議案第28号について討論を行います。 

  討論の通告がありませんので、直ちに採決します。 

  これより議案第28号 伊豆市消防団条例の一部改正について採決いたします。 

  本案に対する委員長の報告は可決であります。 

  委員長の報告のとおり決定することに賛成の議員の起立を求めます。 

〔起立全員〕 

○議長（小長谷順二君） 起立者全員。 

  よって、議案第28号は原案のとおり可決されました。 

  次に、議案第29号について討論を行います。 

  討論の通告がありませんので、直ちに採決いたします。 

  これより議案第29号 伊豆市消防団員等公務災害補償条例の一部改正について採決いたし
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ます。 

  本案に対する委員長の報告は可決であります。 

  委員長の報告のとおり決定することに賛成の議員の起立を求めます。 

〔起立全員〕 

○議長（小長谷順二君） 起立者全員。 

  よって、議案第29号は原案のとおり可決されました。 

  次に、議案第30号について討論を行います。 

  討論がありますので、討論を行います。 

  賛成討論。 

  ２番、浅田藤二議員。 

〔２番 浅田藤二君登壇〕 

○２番（浅田藤二君） ２番、浅田藤二です。 

  議案第30号 ふるさと伊豆市寄附条例の一部改正について、賛成の立場で討論させていた

だきます。 

  寄附金を財源として行う事業について、区分をより具体的に規定することにより寄附金の

使途を明確にしようとするもので、第二次総合計画後期基本計画に沿ったまちづくりの重点

目標の体系に改正がなされています。また、伊豆市の主要産業である観光について事業区分

を明記することにより、観光商工課関係者と行政の官民一体となった営業努力により、さら

なる寄附額の増加が期待されます。 

  今年１月22日の伊豆日日新聞一面のトップ記事に、伊豆市のふるさと納税８億円突破の記

事が出ました。伊豆市総合計画でも、稼ぐ力を強化するシティセールスの推進が明記されて

おります。納税返礼品の９割以上を占める宿泊券を扱う旅館などの宿泊施設と連携を取り、

商工会や農協などにも参画していただく市内全域で使える商品券なども宿泊券とセットで返

礼品に加えれば、宿泊業だけではなく飲食業や土産物店、農業や水産業に至るまで、ふるさ

と納税によるさらなる地域への相乗効果が生まれると考えられます。 

  税収の落ち込みなどで歳入の増加が見込めない中、ふるさと納税は今後も増加が見込める

貴重な財源であります。ふるさと納税をしていただくことは、伊豆市へのリピーターづくり、

ファンづくりにつながります。虹の郷のＳＬ復活で活用した寄附金の使途をより具体的にプ

ロジェクト化し、そのプロジェクトに共感した方から寄附を募るクラウドファンディング型

ふるさと納税などの考えを加え、目標10億円の達成とさらなる自主財源の獲得に期待し、賛

成討論とさせていただきます。 

○議長（小長谷順二君） 以上で討論を終結いたします。 

  これより議案第30号 ふるさと伊豆市寄附条例の一部改正について採決いたします。 

  本案に対する委員長の報告は可決であります。 

  委員長の報告のとおり決定することに賛成の議員の起立を求めます。 
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〔起立全員〕 

○議長（小長谷順二君） 起立者全員。 

  よって、議案第30号は原案のとおり可決されました。 

  次に、議案第31号について討論を行います。 

  討論の通告がありませんので、直ちに採決を行います。 

  これより議案第31号 伊豆市国民健康保険税条例の一部改正について採決いたします。 

  本案に対する委員長の報告は可決であります。 

  委員長の報告のとおり決定することに賛成の議員の起立を求めます。 

〔起立全員〕 

○議長（小長谷順二君） 起立者全員。 

  よって、議案第31号は原案のとおり可決されました。 

 

◎議案第３２号～議案第３４号の委員長報告、質疑、討論、採決 

○議長（小長谷順二君） 日程第29、議案第32号 公の施設の指定管理者の指定について（修

善寺自然公園）から日程第31、議案第34号 公の施設の指定管理者の指定について（萬城の

滝キャンプ場）までの３議案を議題といたします。 

  本案については総務経済委員会に審査を付託してありましたので、審査の経過と結果につ

いて委員長の報告を求めます。 

  総務経済委員会委員長、下山祥二議員。 

〔総務経済委員会委員長 下山祥二君登壇〕 

○総務経済委員会委員長（下山祥二君） ６番、下山祥二です。 

  ただいま議長から報告を求められました議案第32号 公の施設の指定管理者の指定につい

て（修善寺自然公園）、議案第33号 公の施設の指定管理者の指定について（恋人岬関連施

設）、議案第34号 公の施設の指定管理者の指定について（萬城の滝キャンプ場）について

の３議案について、審査の経過と結果について御報告いたします。 

  初めに、議案第32号について、当局からの補足説明はなく、審査に入りました。 

  審査の結果、質疑、討議、討論はなく、採決の結果、議案第32号は全会一致で原案のとお

り可決すべきものと決しました。 

  次に、議案第33号について、当局からの補足説明はなく、審査に入りました。 

  審査の結果、質疑、討議、討論はなく、採決の結果、議案第33号は原案のとおり可決すべ

きものと決しました。 

  次に、議案第34号について、当局からの補足説明はなく、審査に入りました。 

  平成元年に国交省が主催する地域プラットホーム支援に参加して、４社から指定管理制度

導入に向けたサウンディングを実施したとありますが、地域プラットホーム支援とは何かと

の質疑に対し、国交省が主催する事業で、市有施設の指定管理も含めた民営化の推進を支援
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する事業ですとの答弁がありました。 

  次に、Ｒｅｃａｍｐさんともう１社から、地権者や萬城の滝で活動されている地元の団体

の方々への事業提案に対し、Ｒｅｃａｍｐさんはどのようにして賛同を得たのかとの質疑に

対し、それぞれ地元の方に事業提案をしていただき、地元の皆様の選択としてＲｅｃａｍｐ

さんのほうに賛同者が多く、Ｒｅｃａｍｐさんにお願いすることになりましたとの答弁があ

りました。 

  最後に、そのような経緯、手続を踏んで、最終的には条例の第５条第１項第４号を適用し

て公募によらない選定に至り、上程したものかとの質疑に対し、他の自治体においても同様

のキャンプ場の指定管理者の実績もあり、これまでの経緯もあって総合的に判断した上で、

第４号に該当と判断して提案させていただいたとの答弁がありました。 

  審査の結果、討議、討論はなく、採決の結果、議案第34号は全会一致で原案のとおり可決

すべきものと決しました。 

  以上で、委員長報告を終わります。 

○議長（小長谷順二君） 以上で、委員長の報告は終わりました。 

  これより質疑に入ります。 

  初めに、議案第32号について質疑はございませんか。 

〔発言する人なし〕 

○議長（小長谷順二君） 質疑なしと認めます。 

  次に、議案第33号について質疑はございませんか。 

〔発言する人なし〕 

○議長（小長谷順二君） 質疑なしと認めます。 

  次に、議案第34号について質疑はございませんか。 

〔発言する人なし〕 

○議長（小長谷順二君） 質疑なしと認めます。 

  以上で、質疑を終了します。 

  これより議案第32号から議案第34号までの３議案について、それぞれ討論、採決を行いま

す。 

  これより暫時休憩いたします。 

  討論のある議員は、この休憩中に通告書を議長に速やかに提出願います。 

 

休憩 午前１１時０３分 

再開 午前１１時０３分 

 

○議長（小長谷順二君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

  議案第32号について討論を行います。 
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  討論の通告がありませんので、直ちに採決いたします。 

  これより議案第32号 公の施設の指定管理者の指定について（修善寺自然公園）を採決い

たします。 

  本案に対する委員長の報告は可決であります。 

  委員長の報告のとおり決定することに賛成の議員の起立を求めます。 

〔起立全員〕 

○議長（小長谷順二君） 起立者全員。 

  よって、議案第32号は原案のとおり可決されました。 

  次に、議案第33号について討論を行います。 

  討論の通告がありませんので、直ちに採決を行います。 

  これより議案第33号 公の施設の指定管理者の指定について（恋人岬関連施設）を採決い

たします。 

  本案に対する委員長の報告は可決であります。 

  委員長の報告のとおり決定することに賛成の議員の起立を求めます。 

〔起立全員〕 

○議長（小長谷順二君） 起立者全員。 

  よって、議案第33号は原案のとおり可決されました。 

  次に、議案第34号について討論を行います。 

  それでは、賛成討論を行います。 

  13番、青木靖議員。 

〔１３番 青木 靖君登壇〕 

○１３番（青木 靖君） 13番、青木靖です。 

  議案第34号 公の施設の指定管理者の指定について（萬城の滝キャンプ場）に対して賛成

の立場から討論を行います。 

  委員長報告にもありましたが、本件についての論点を整理する意味で、特に委員長の報告

にあった、これまでの経緯もあっての部分になろうかと思いますが、本件について私の見解

を述べさせていただきます。しばらく御静聴願います。 

  そもそも本件は、多過ぎる伊豆市の公共施設全てを更新することができない公共施設の再

編成で、今後の行政を持続可能にするための流れの中にあります。そして、基本は、ほかの

観光施設同様、行政が観光施設を持ち続けるよりも専門的な知識やノウハウを持った事業者

に移譲する、いわゆる民営化をするとする方針の中にあると理解をしております。そこで、

本件の指定管理者の選考に当たっての論点、コンプライアンス、法令遵守の観点、あるいは

行政が行う法律行為の規範に照らして本件の取扱いが正しいものであるとする私の見解を述

べさせていただくことになります。 

  そもそも今回の萬城の滝キャンプ場の指定管理に至る経緯については、先ほど委員長の報
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告にもあったとおりであります。地元の事業者による指定管理の後、市の運営の期間が一時

あり、その後、指定管理者を新たに求める過程を経ております。平成29年７月に静岡県が行

ったふじのくに施設紹介フェア2017に参加、10社と面談しています。平成29年から始まって

いる話であるという点を、まず抑えておきたいと思います。その後この10社のうちの中の４

社について、これも国交省が行った地域プラットホーム支援の事業に参加し、キャンプ場の

実績のある４社から事業の提案についてサウンディングを行っています。さらに、そのうち

の２社から事業提案を受けて、地元への検討に移るという段階を経ています。 

  本施設、公共施設としてバンガロー、管理棟、体験棟、トイレ等を市の公共施設として所

有していますが、土地の大部分は私有地であり、借地です。また、当該キャンプ場の周辺の

管理については、地元のボランティア団体が整備を長い期間続けてきたという経緯がありま

す。地元の住民の皆さんの意向を踏まえるのは当然であります。行政が行う行為に住民の自

治の原則というのがあると思います。行政が行う活動は住民の意向に沿わなければならない

とするこの住民自治の原則にも合致した過程を経ているという点を、もう一つ抑える必要が

あると思います。 

  そして、今回、公の施設の指定管理者の指定に当たって、条例にある第２条の公募ではな

く第５条の公募によらない規定を採用しています。そして、同様の施設の指定管理がある場

合、またはそれに準ずるものを適用し、条例５条の特に必要と認めるときという項目に当て

はまる取扱いとしてこれを取り扱っています。 

  ここで、事業者の選定にもう一度立ち返ってみます。萬城の滝キャンプ場の指定管理者を

選考するに当たって、先ほど述べたような過程を経ていますが、そこでは行政が行う法律行

為として信義則という考え方が生ずると私は考えています。行政、伊豆市は、特定の事業者

に対して特定の事業、特定の活動を行うことを求めています。当該施設の管理を行うことを

求め、それに応じた事業者が手を挙げて、その営業活動をするための活動をしています。行

政が求めて、これに応じてした活動であり、事業者は地元の住民に対しての説明会を行うに

当たっても、調査を行い、説明会のための資料を作成し、資金と労力をかけて地元への説明

を行い、自らの事業者として萬城の滝キャンプ場の営業をすることを目的に活動しています。 

  これは本来、伊豆市が市単独で行うよりも、より信頼性の高い県や国の事業を利用して事

業者を公募したという経緯とも合わせて、事業者との信頼関係の下で事業者が活動の準備を

しているということになります。しかも一定の期間をかけて長期にわたって継続的にその準

備の活動をしてきています。 

  さて、ここで今回、公募によらずに選定する方法を取っていますが、信義則という観点か

らしても、この過程を経ている本件については、公募によって今回の事業者以外の事業者が

選定された場合に、伊豆市はこの信義則違反、信義則に反すると判断される可能性があると

私は思います。その場合、過去の判例からいって、伊豆市は当該企業との信頼関係を破棄し、

損害を生じた場合には損害を補償する必要が生ずると考えます。 
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  今申し上げました様々な観点、それにプラスして、そもそも本件はノウハウを持った専門

知識のある事業者に公の施設を移譲しようとしたものですが、国と県から補助金を受けてい

るために、処分制限期間があるために譲渡できないという事情がありました。先ほどお話し

した住民自治の原則、信義則、そしてこの制限期間のルール、これら全てを満たし、条例の

ルールにある第５条の第４号をも満たしています。これら全てがコンプライアンスの観点か

らいって、今回の取扱いが最も最適な取扱いであったと判断する私の理由であります。 

  さらに、最後に加えるならば、観光施設については民間に移譲するという方針がそもそも

あるのですから、処分制限期間が終了する時期を見極めて、速やかに委譲ができるように伊

豆市として努力する必要があることを申し加えさせていただきます。 

  以上、述べさせていただきました観点から総合的に判断をしていただき、議員各位の賛同

をお願いして、私の賛成討論といたします。 

○議長（小長谷順二君） 以上で討論を終結いたします。 

  これより議案第34号 公の施設の指定管理者の指定について（萬城の滝キャンプ場）を採

決いたします。 

  本案に対する委員長の報告は可決であります。 

  委員長の報告のとおり決定することに賛成の議員の起立を求めます。 

〔起立全員〕 

○議長（小長谷順二君） 起立者全員。 

  よって、議案第34号は原案のとおり可決されました。 

 

◎議案第３５号の委員長報告、質疑、討論、採決 

○議長（小長谷順二君） 日程第32、議案第35号 市道路線の認定についてを議題といたしま

す。 

  本案につきましては総務経済委員会に審査を付託してありましたので、審査の経過と結果

について委員長の報告を求めます。 

  総務経済委員会委員長、下山祥二議員。 

〔総務経済委員会委員長 下山祥二君登壇〕 

○総務経済委員会委員長（下山祥二君） ６番、下山祥二です。 

  本日最後の委員長報告になります。 

  ただいま議長から報告を求められました議案第35号 市道路線の認定について、審査の経

過と結果について御報告いたします。 

  当局からの補足説明はなく、審査に入りました。 

  審査の結果、質疑、討議、討論はなく、議案第35号は原案のとおり可決すべきものと決し

ました。 

  以上で、委員長報告を終わります。 
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○議長（小長谷順二君） 以上で、委員長の報告は終わりました。 

  これより質疑に入ります。 

  議案第35号について質疑はございませんか。 

〔発言する人なし〕 

○議長（小長谷順二君） 質疑なしと認めます。 

  以上で、質疑を終結いたします。 

  これより議案第35号について、討論、採決を行います。 

  これより暫時休憩いたします。 

  討論のある議員は、この休憩中に通告書を議長に速やかに提出願います。 

 

休憩 午前１１時１７分 

再開 午前１１時１７分 

 

○議長（小長谷順二君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

  議案第35号について討論を行います。 

  討論の通告がありませんので、直ちに採決いたします。 

  これより議案第35号 市道路線の認定について採決いたします。 

  本案に対する委員長の報告は可決であります。 

  委員長の報告のとおり決定することに賛成の議員の起立を求めます。 

〔起立全員〕 

○議長（小長谷順二君） 起立者全員。 

  よって、議案第35号は原案のとおり可決されました。 

  ここで、執行部が入りますので、暫時休憩とさせていただきます。 

 

休憩 午前１１時１８分 

再開 午前１１時１９分 

 

○議長（小長谷順二君） それでは、休憩を閉じ会議を再開いたします。 

 

◎日程の追加 

○議長（小長谷順二君） お諮りいたします。 

  お配りしてあります追加日程表のとおり、２件を追加し、議題にしたいと思います。これ

に異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（小長谷順二君） 異議なしと認め、日程に追加することに決定いたしました。 
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◎報告第３号の上程、説明、質疑 

○議長（小長谷順二君） 追加日程第１、報告第３号 専決処分の報告について（伊豆市自然

環境等と再生可能エネルギー発電事業との調和に関する条例の一部改正）を議題といたしま

す。 

  提出者から報告を求めます。 

  市長。 

〔市長 菊地 豊君登壇〕 

○市長（菊地 豊君） 報告第３号について、提案理由を申し上げます。 

  本案は、条例で引用している法律の改正に伴う所要の条例改正について、専決処分したも

のです。 

  詳細について、建設部長に説明をさせます。 

○議長（小長谷順二君） 補足説明の申し出がありますので、これを許します。 

  建設部長。 

〔建設部長 山田博治君登壇〕 

○建設部長（山田博治君） それでは、私から報告第３号の詳細について説明させていただき

ます。 

  改正理由ですが、強靭かつ持続可能な電気供給体制の確立を図るための電気事業法等の一

部を改正する法律が改正されました。これにより、条例で引用している電気事業者による再

生可能エネルギー電気の調達に関する特別措置法の法律名及び引用条項が一部改正されたた

めに行うものでございます。 

  議案書は１ページからになります。 

  まず、５ページをお願いします。新旧対照表にて説明をいたします。 

  改正前は、第２条（１）のアンダーラインの部分ですが、電気事業者による再生可能エネ

ルギー電気の調達に関する特別措置法と第２条第４項が、改正後には再生可能エネルギー電

気の促進に関する特別措置法に、また、条ずれに伴い第２条第３項に改めるものでございま

す。 

  この条例は、令和４年４月１日から施行いたします。 

  以上、説明を終わります。 

○議長（小長谷順二君） 以上で補足説明は終わりました。 

  これより質疑に入ります。 

  質疑はございますか。 

〔発言する人なし〕 

○議長（小長谷順二君） 質疑なしと認め、質疑を終結いたします。 
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◎議案第３９号の上程、説明、質疑、委員会付託省略、討論、採決 

○議長（小長谷順二君） 追加日程第２、議案第39号 伊豆市職員の育児休業等に関する条例

の一部改正についてを議題といたします。 

  提出者から提案理由の説明を求めます。 

  市長。 

〔市長 菊地 豊君登壇〕 

○市長（菊地 豊君） 議案第39号について、提案理由を申し上げます。 

  本案は、非常勤職員の育児休業の取得の要件を緩和するため条例を改正するものです。 

  詳細について、総務部長に説明させます。 

○議長（小長谷順二君） これをもって提案理由の説明を終わります。 

  ここで、補足説明の申し出がありますので、これを許します。 

  総務部長。 

〔総務部長 伊郷伸之君登壇〕 

○総務部長（伊郷伸之君） 今回の条例改正につきましては、国におきまして昨年８月の人事

院勧告の中で、給与勧告に併せて公務員人事管理に関する報告と国家公務員の育児休業等に

関する法律の改正についての意見の申出がございました。その内容は、国家公務員に係る妊

娠、出産、育児等と仕事の両立支援のための講じる措置が示されております。これを受けて

国では、非常勤職員の育児休業の取得要件を緩和するため、この令和４年２月17日に職員の

育児休業に関する人事院規則を改正しました。 

  今回の条例改正は、この国の制度改正を受けて所要の改正を行うものでございます。 

  具体的には新旧対照表、議案の９ページをお願いいたします。 

  今回大きく２点の改正がございます。 

  まず、２条と20条におきまして非常勤職員の育児休業と部分休業の取得要件の緩和、また、

24、25条を追加として育児休業を取得しやすい環境の整備の規定でございます。 

  まず、２条を見ていただきますと、これは法律の委任を受けた条例でございますので、２

条で育児休業をすることができない職員を規定しています。そのうち４号、４号では、次の

いずれかに該当する職員以外の職員ということで、この職員が取得できないんですが、次の

いずれかに該当する、要は、アに該当する職員については取得ができるというものでござい

ます。その改正前のアの（ア）を見ていただきますと、任命権者を同じくする職に引き続き

在職した期間が１年以上ある職員、在職期間が１年以上という要件がございました。今回こ

の緩和によりまして、在職期間の１年要件が削られました。 

  同じく、20条で、部分休業することができない職員のうち、次のページでございますが、

同じように改正前、次のいずれにも該当する非常勤職員、この職員につきましては育児休業

が取得できますので、先ほどと同じように、在職期間が１年以上の要件がございましたが、

今回削除してございます。 
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  併せまして、24、25条は、先ほど申しました育児休業を取得しやすい勤務環境の整備のた

めの措置を講じることを義務づける規定です。 

  まず、24条では、育児休業制度の周知と育児休業の取得意向の確認のための措置を義務づ

けております。25条では、勤務環境の整備ということで、研修や相談体制など、育児休業を

取得しやすい勤務環境の整備に関する規定を追加してございます。 

  施行日は令和４年４月１日からの施行となります。 

  補足説明は以上です。 

○議長（小長谷順二君） 以上で補足説明は終わりました。 

  これより質疑に入ります。 

  質疑はありませんか。 

〔発言する人なし〕 

○議長（小長谷順二君） 質疑なしと認め、質疑を終結いたします。 

  お諮りいたします。 

  本案につきましては、会議規則第37条第３項の規定により、委員会付託を省略することに

異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（小長谷順二君） 異議なしと認めます。 

  よって、本案につきましては委員会付託を省略することに決定いたしました。 

  これより議案第39号について討論、採決を行います。 

  これより暫時休憩いたします。 

  討論のある議員は、この休憩中に通告書を議長に速やかに提出願います。 

 

休憩 午前１１時２８分 

再開 午前１１時２８分 

 

○議長（小長谷順二君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

  議案第39号について討論を行います。 

  討論の通告がありませんので、直ちに採決を行います。 

  これより議案第39号 伊豆市職員の育児休業等に関する条例の一部改正について採決いた

します。 

  原案のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。 

〔起立全員〕 

○議長（小長谷順二君） 起立者全員。 

  よって、議案第39号は原案のとおり可決されました。 
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◎閉会宣告 

○議長（小長谷順二君） 以上で、本日の日程は全て終了いたしました。 

  なお、本定例会で議決された事件の字句及び数字、その他の整理を要するものにつきまし

ては、伊豆市議会会議規則第43条の規定に基づき、その整理を議長に委任されたいと思いま

す。これに異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（小長谷順二君） 異議がありませんので、そのようにさせていただきます。 

  以上で本日の日程は全て終了いたしました。 

  これをもちまして、令和４年伊豆市議会３月定例会を閉会いたします。 

  皆様には長期間、慎重に御審議を頂き、誠にありがとうございました。 

 

閉会 午前１１時３０分 
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